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この作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差異が認められることがあります。




一部の漢字が簡略字で表示されていることがあります。





カバーイラスト：マルイノ

カバーデザイン：AFTERGLOW
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　サタボーンが生まれる。

　家は先祖代々の素そ封ほう家かで生活に困ることは無かった。生まれて一ヶ月で言葉を話し、三ヶ月で呪文を唱え、はいはいをする前から専門書を読み耽ふけっていた息子を父が面白がり、欲しがる物はなんでも与えた。

　こうしてサタボーンは術具と呪文書と魔法の宝石マジカルジェムに囲まれてすくすくと育った。人格の根幹がこの時期に形作られたといっていいだろう。




　サタボーン、幼児期。

　既に「天才」「神童」といった呼び名を確固たるものにしていた。だがサタボーン少年にとって外野の称賛や賛美は止まることのない風鳴りの音となんら変わらず、早々に鬱うっ陶とうしさすら感じなくなった。

　隠れていた法則が、知られざる理論が、未知を既知に変える術式が、サタボーンを通して後から後から湧わいてくる。その処理だけで手いっぱいで、風鳴りの音を鬱陶しく思っているような余裕など無かった。




　サタボーン、少年期。

　自分自身とそれなりに長い期間付き合ってきたことで、なにが自分に合い、なにが合わないのか、概おおむね理解していた。サタボーンは自分に最も合うやり方で研究を進めるようになった。それによって世間の評価はサタボーンを「天才」「神童」から「変人」にスライドさせていったが、それでなにが変わるというわけもなかった。

　この頃になるとサタボーンは、自分の目的を理解できていた。ほぼ全ての魔法はサタボーンを満足させず、なにかが欠け、不足している。湧きだし続ける発想によってその不足分を埋めてやれば、あるべき姿を取り戻す。それはとても美しい形をしている。

　やりたいことがあり、作りたいものがあり、実行すべきサタボーンがいるのだ。




　リル・サタボーン、青年期。

　成人し、名前が二つになったがやることは変わらない。

　サタボーンは市し井せいの一研究者として活動を続けた。薬品、結界、付与、錬金術、契約、呪い、魔法少女、興味の向いたものには片かた端はしから手を出していき、その全てでなにかしらの成果を生み、いつしか万能の魔法使いと呼ばれるようになった。

　呼ばれるようになったからといってどうと思うこともなく、サタボーンは研究を続けた。




　リル・クェム・サタボーン、壮年期。

　やれる範囲で手あたり次第に事を成した結果「魔法の国」への貢献を認められて名前が増えた。万能の魔法使いという称号もいよいよ実を伴ともなうようになってきたが、本人は一切気にしていないというのは今までと同じ。

　押しかけ弟子が増えた。サタボーンは彼ら彼女らを空気と同様に扱い、つまりなにかを教えるということは一切なく、目で盗む以外に教えを乞う方法が無いという師弟関係が嫌になった者から辞めていき、弟子が半年以上定着することは滅多になかった。




　リル・クェム・サタボーン、中年期。

　学院、部門、「実験場」、各所から協力を求められれば応じるようになった。社会貢献をしたかったわけではなく、市井の一研究者ではできないこと、軍事や諜報といった機密に関わる魔法への発散を求めてなにも考えず仕事を受けた。サタボーンにとっては「己の内側にある概念を実現させる」ことがなにより重要だったからだ。

　しかし、そういった仕事は「外部に知られては困ること」が数多く、研究の中心となっていてさえサタボーンは「外部」だったため、肝心なところで梯はし子ごを外されることがあった。あと少しで一段階先へ進むのに、本来あるべき姿になってくれるのに「これ以上はもう結構」と追い出されてしまうのだ。

　似たような経験を何度か繰り返し、サタボーンは学習、変化した。サタボーンの柱は変わらず、ひたすらに魔法の深奥を求めていたが、柱を囲う外周部に、従来のサタボーンには無かった「精神の働き」が生じていた。

　もう用済みと放り捨てられてしまうせいで最後まで関わることができないのであれば、サタボーン抜きでは完成しないように組み上げていけばいい。結局のところ自前の力では事を成せないからサタボーンに依頼しているわけで、サタボーン以外には致命傷となる仕掛けや罠を要に配置してやれば、最後の最後までサタボーンが必要になる。

　サタボーンならではの最新仕様を、仕掛けられた罠であると察する、それだけの力量を備えている者はまずいない。むしろいて欲しいくらいの気持ちはあったが、誰も故意であるとは気付かなかった。どうせ理解されないのであればとサタボーンのやり口は徐々に大胆さを増していった。

「精神の働き」は、今までのサタボーンとは別に、研究のみに生きる根幹を邪魔することなく動いた。異なる人格、というわけではない。あまりにも単純過ぎたサタボーンの中枢に必要な機能が一つ追加されたのだ。




　リル・クェム・サタボーン、初老期。

　秘められた知識の数々を我が物とし、発想を実現化したいという欲望は鎮しずまるどころか膨ふくれ上がった。内側で湧き続けるものを形にして外に出すだけで一日が、一ヶ月が、一年が、通り過ぎていき、髪は白くなり、皮膚にはシミが浮いた。

　サタボーンが研究に没頭する間に弟は結婚して子供を作った。余計なことで時間がとられるなど我慢ならず、式その他の行事は常に仮病で押し通したが、やがて大きく育った甥がまとわりつくようになり、邪魔でしかなかったため、その場しのぎのいい加減な説教で遠ざけた。

　世間との関わりについて無視して終えるのではなく、適当に御ぎょすることができるようになったのは「精神の働き」によるものだったが、サタボーン自身はそれを喜ぶことも、逆に忌いみ嫌うこともなく、今まで通りに淡々と生きていた。




　そして、リル・クェム・サタボーン、老年期。

　加齢によって皺はより深く、シミは濃く多くなったが、頭の働きが鈍ることはなく、身体の方にも差し障りは発生せず、サタボーンは思うままに発散を続けた。

　長年携たずさわっていた新型結界の開発についてようやくひと段落がつき、見計らっていたようなタイミングでオスク派から声をかけられた。

「魔法の国」を古いにしえより支配してきた偉大なる魔法使い「三賢人」の魂を収める器となる魔法少女を作る。金も魔法も生命さえも惜しまず、費用対効果など度外視して頂点に立つ存在を手掛ける。あらゆる意味で全く新しい魔法少女でなければならない。

　なんという刺激に満ち満ちたテーマだろうか。

　今までの研究成果、それにこれからの研究成果をいっぱいに詰めて、オスク派から持ち出させた資料も利用すれば、面白いものを作り出すことができるはずだ。サタボーンの内側で騒ぐ声もそういっている。

　島を一つ用意させ、そこにカスタマイズした結界を張って、許可なく立ち入ることのできない最高の研究施設を造らせた。実験材料として即利用可能な動植物で島の中を埋めていき、居住空間はまあ適当にしておく。

　助手を寄よ越こそうとする実験場には「不要」と断りを入れた。理由は不要だからだ。しかし「雑用として使ってくれてかまわないから」と体格の良い中年男を一人押し付けられ、まあいいか、と日参を許した。追い返すだけのエネルギーが惜しかった。

　実験場から派遣されるくらいだ。一端の研究者であるのだろうが、男は文句一つ口にすることなくいわれるがまま働いた。サタボーンは邪険にせず、といって感謝もせず、そのままにしておいた。特に感想は無かった。

　ある日のこと、倉庫の整理というサタボーンであれば絶対にやらない仕事を任せたが、「素晴らしい品があった」だの「始まりの魔法使いに連なる逸品」だのと大いに騒がれた。しかしサタボーンが騒音に負けたことは過去一度もなく、その日も男の声を脳から遠ざけることで災わざわいを逃れた。

　サタボーンの脳にはやらなければならない仕事があった。三賢人の現うつし身みの感知能力について一つ一つパーツを埋めていき完成に近付けていかねばならない。五感はどんな魔法少女でも大差がないもの、手を抜ける場所だと考えて従来の術式をそのまま入れ込む魔法使いも少なくないが、そんなことでは永遠に目指すべき場所へ至ることはできない。

　が、男は物理的接触、即ちサタボーンの肩を掴んで体を揺さぶるという暴挙に出た。「聞いているのか爺さん」といったことを大声でがなり立て、集中を大いに乱そうとした。

　無駄に大きく動いたせいで、テーブルの上に置いてあった紙切れ数枚がひらひらと宙を舞った。役所から遺言状発行術式の簡便化を依頼された時に実験で作った遺言状だ。思いつくまま空白を埋めていったどうでもよい代物であり、折れ曲がろうと汚れようと騒ぐ必要はない。しかし片付け作業中の男にしてみれば、散らかせば散らかすほど終わりは遠のくだろうに、と落ち着いて男の手を外し、両手で男を脇に押しのけ、作業に戻った。声はもう届かない。

　感知能力の設定を作り終えた頃にはカーテンの向こうが暗くなっていた。話し続けていたはずの男もいつの間にかいなくなっている。サタボーンは男のことを脳内から除き、シームレスで次の作業に取り掛かった。現身の素体にサタボーンだけが理解している罠を配置しておかなければならない。術式の噛み合いを極力難解にし、サタボーン以外が手を出せば火傷を負うようにしておき、その上で穴を作る。仕様書には掲載しない。サタボーンが途中で放逐されても呼び戻される。修正できるのはサタボーンだけだからだ。

　サタボーンの中枢は更なる発散を求め、それを補助する「精神の働き」は休養の二文字を知らなかった。
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◇ドリーミィ☆チェルシー






　チェルシーとメリー、それに魔法使いの老人が加わって口論している最中に斧を持った殺人鬼が現れた。ひょっこり、と付け足したくなるような唐突さだった。

　母から教えつけられた小面倒臭い数々の事柄の中に「いざという時は直観に従え」というものがあった。時間が無い時に長々と考えるな、ということでもあり、あんたがだらだら考えたところで大して役に立たないんだから、ということでもある。実際、熟考に熟考を重ねて慎重に判断するより直観に任せて行動した方が上う手まくいくことは多かった。

　チェルシーは考えず動いた。直観は「こいつは敵である」「シェパーズパイを殺した」という二つを断定し、問いかけたり確認したりという過程をすっ飛ばして攻撃に移った。岩を握り締め作り置きしておいた星三つを右から、別働隊となる三つを左から、更さらに別の四つを上方向に飛ばし、同時に自分自身は前に出、両手にピースサインを作った。可愛い。そして無邪気に可愛い。

　驚くべきことにチェルシーより半テンポ先んじて敵は動いていた。星が飛ぶよりも早く縦に二回転して後方へ跳び、地面と平行の状態で木の幹に足を着つけ、今度は前方、チェルシーの方に向かって跳んだ。両手に斧を持っているとも思えない軽やかな動きだ。木は折れることも割れることもなく、それどころか枝や葉を落とすことさえなくかすかに揺れるのみ、木を土台にして移動することに慣れているだけでなく、なんらかの技術を習得しているのが見てとれた。

　チェルシーはやはり考えなかった。動く方を優先する。

　ダブルピースを崩し、両手でハートマークを作って顔の前に置く。友愛と平和の象徴であるハートマークは愛らしく優しい魔法少女にこそ相応ふさわしい。ただ無邪気なダブルピースに比べ、サブカルチャーとしての魔法少女をより強く印象付けている。当然可愛い。

　女神が斧を振り上げた。距離が遠い。間合いを見誤って──違う！

　チェルシーは考えることなく女神の方へ走った。走り方は、アニメのオープニングで走る元気系魔法少女、特にリッカーベルを意識している。間合いが遠いのではない。相手が見誤っているのでもない。見誤っているのはチェルシーだ。敵の持つ斧は見た目以上に攻撃範囲が広い。振るわれながらも斧は蠢うごめき、岩石のような灰色の質感は赤くざらざらした砂のように変化し、それが叩きつけられようとしたところでチェルシーはハイジャンプ、胸を反そらし両腕を大きく開いて、少女の輝きを強調する。砂斧の一撃はチェルシーに当たらず、地面を叩いて粉塵を巻き上げた。

　瞬時に砂斧が金属へと戻り、二本が十本にも二十本にも見える速度で振り回された。とんでもないスピードだ。スピンターン、ナチュラルターンと流れるようなアマルガメーションで連撃をスルー、そこからの小ジャンプで旋回していた星の上に着地し、続けて跳ぶ。

　斧はあまりにも速過ぎた。目で追うのも難しい。今の攻撃はどうにか避けられたが、延々と同じことをしていてはどこかで失敗する。一度の失敗でゲームオーバーになる。

　決めた。速さで対抗、それに不規則さを足す。十の星を一見ランダムな軌道で動かし、チェルシー自身も混乱を誘う動きでポーズを決めながら星から星、または地面に移動して敵を翻ほん弄ろう、回避するのではなく狙わせない。そしてポーズで魅了する。

　ダブルアクセル、トリプルトゥループで星から星へと跳躍、斧をかいくぐって距離を詰めた。抒じょ情じょう感をたっぷりに溜めた腕の動きで敵の小こ手てを打つが、チェルシーの腕はばちんと弾はじかれ痺れが走った。滅茶苦茶に堅い。何らかの魔法が働いているような堅さではない。単純に肉体が、魔法少女の基準からしても異常なほどに頑丈なのだ。可愛らしくない。

　ぱん、と周囲に飛ばしていた星の一つが砕け散った。女神の斧によって打ち砕かれた。更に二つが続けて破壊される。斧の速度が上昇している。刃の形状が小さくシャープになり、振るう速度が増していた。対抗して星の速度を上げることはできるが、チェルシーとのコンビネーションは安定性を欠くものになる。相手のスイングスピードに上限は見えていないし、速度対決を続けていても分ぶが悪い。湖に降り立った一羽の白鳥を思わせるジュッテ・アン・トゥールナンで華麗に攻撃を回避、追撃で打ち振るわれようとした左の斧の柄を掴み、体を入れ替えて上に跳び、揉み合い、掴み合いという暴力的な現状を全く感じさせない、新体操選手のような美しい姿勢、声楽家のような美しい声で叫んだ。不本意ながらすぐにやっつけてやれる相手ではない。

「メリーちゃん逃げて！」

　叫び、恋れん々れんの元へと逃げ込むメリーが頭に浮かんだ。逃げて欲しくはない、傍そばにいて欲しい、という狂おしい思いが胸の奥からこみ上げてくる。やっぱり逃げないで、と叫ぼうとするチェルシーを別のチェルシーが抑え込む。メリーが危ないのは絶対に嫌だ。シェパーズパイのように殺されたりなんて考えるだけで全身の毛が逆立つ思いだ。

「逃げて！　恋々のいない所へ！」

　これでいい。

　シェパーズパイのことを思い出してしまったせいで心が沸騰しそうになるも、すぐメリーによって覆い隠された。現在のチェルシーにとってはメリーの優先度がなにより高い。全てはメリーのためだ。

　残った星は空中を駆け、あるいは木々の間を複雑に縫いながら一ヶ所へ収束していく。操あやつるのが並のプロであれば空中衝突の一つや二つはしていただろう。しかし操り手は他の誰でもない、星飛ばしの達人ドリーミィ☆チェルシーだ。

　二人が立ち上がった時、チェルシーは右手と左手で左右の斧の柄を掴んでいた。刃部分をクロスさせる形で重ねさせ、これ以上は振るえないようにする。笑顔で首を傾かしげて可愛らしさをプラスしておくことは忘れない。相手も微笑んでいるためお互いに笑みを浮かべている。笑顔の裏に隠れる怒りと、笑顔の陰に潜む暴力性とが、鍔つば迫ぜり合いさながらにぶつかり合い、絡み合い、縺もつれ合う。目は逸そらさない。

　どんぴしゃのタイミングで、女神の後方から流星雨が降り注そそいだ。木々の間や陽光の下を通って戻ってきた七つの星が無防備な女神の背にぶつかる。チェルシーが固めて作った間に合わせの星であっても当たれば痛い。否、普通の魔法少女なら痛いでは済まない。次々にぶつかり、しかし女神は小こ動ゆるぎしかせず、背中や後頭部で星を受け止めた。笑顔も崩れない。

　チェルシーは逆サイドへ首を傾げた。瘦やせ我慢しているというわけでもないようだ。チェルシーの観察眼は相手が微々たるダメージしか受けていないことを捉えていた。頑丈にも程がある。なにを食べていればあんな身体になるのか。

　一度ぶつかった星がもう一度ターンし、チェルシーの頭上を抜け敵前面から降り注ぐ。前回のものよりスピードを上昇させ、弾丸のようなスピンも入れた。普通の相手にならここまでのことはしない。でも相手は普通ではない。丈夫な魔法少女でも三回くらいはぶっ飛ぶほどの破壊力で、星が次々に顔面へぶつかり、威力に耐えきれず砕けていく。女神は顔を仰のけ反らせ、戻した。多少の血は滲にじんでいるものの、やっぱり笑顔は笑顔のままだ。

「あなたが落とした斧は金の斧ですか？」

　例の如ごとく問いかけながら女神の腕がじりじりと前に出る。斧に込められていた力が増した。チェルシーの背骨が可愛らしい音を立てて軋きしむ。

「それとも銀の斧ですか？」

「ええい！」

　渾こん身しんの力を込めたプリティーな掛け声と同時に、仰け反っていた身体を戻して前傾姿勢になり、チェルシーは逆に押し込んだ。

　一歩、二歩と前に出、足がそこで止まった。爪先は土を噛かみ、膝が震え、前に出ようとしているのにどうしても動いてはくれない。それどころか後ろに下がった。二歩、三歩と後退する。

　チェルシーは女神の顔を見た。穏やかに微笑んでいる。

「あなたが落とした斧は金の斧ですか？」

「嘘でしょ……なに、これ」

「それとも銀の斧ですか？」

「なんなんだ、お前」

　口に出してから可愛らしさが不足しているように感じた。

「なんなの、あなた」

　言い換えた。

　力負けしている。耐えられない。小学校高学年から中学一年くらいの体格であるチェルシーに対し、女神は大人の女性並だ。だが魔法少女に体格差は関係ない。小さくても力が強い者は強いし、大きくても弱い者は弱い。後ろに下がり、また下がり、チェルシーの下半身が大きくバランスを崩した。チェルシーは袖口からいくつかの星を発射した。

　女神の左足に力が込められたのを感じた。左足を軸にして右でキックする気だ。体勢が右後方へ崩れているせいでチェルシーの視界から外れ、死角になってしまっている。

　発射した星が配置についた。ただの星ではない。鏡を星型に切り取って作った鏡星だ。鏡星から鏡星へと反射させることで顔を背そむけていても状況が確認できる。チェルシーは膝から下を外側にぴょこんと跳ねさせて可愛らしくキックを迎撃しようとした。

　──あれ？

　女神のつまらない普通で平凡なキックに対してチェルシーの足がキュートに合わせられ、逆に叩き落とす、というつもりで動いたのに、成功が想像できない。咄とっ嗟さに斧から手を離し、片脚で逆サイドへ跳んだ。チェルシーのジャンプと女神のキックがタイミングよく合わさり、小さな体が高々と空中に跳ね上げられた。女神は自由になった斧を振り上げた。

　六メートル上空からチェルシーは見下ろしていた。パステルメリーは既にいない。ついでに魔法使いの老人もいない。逃げ出してくれたことに安堵し、鏡星の内二つの角度を変え、陽の光を相手の目に浴びせた。同時に別の二つを星型を描く軌道で動かし、斧の柄を下から弾く。振り下ろした斧を止められるような一撃ではないが、振り上げようとした斧の平へい衡こうを微かに乱すことくらいはできる。その間に胸元からステッキを取り出し、先端に貼り付けられている星飾りを掴み取った。

　星飾りを上から下へ急角度で移動させた。掴んでいるチェルシーも星飾りに引っ張られて高速度で動き、攻撃を紙一重から二重くらいでかわす。速度に耐え切れず魔法のセロテープが何枚か剥はがれ落ちた。高速アクロバティック飛行中に感じる「内臓を直接撫でられているような気色の悪い感覚」は何度も味わいたいものではないが、無防備な空中で斧に直接叩き斬られることを思えば遥かにマシだった。

　右の斬撃を空中で回避し、左の斬撃を地面すれすれでやり過ごした。舞い上がる土砂の下をひよこちゃん三十六話のサーフィン回のように潜り、三回転し、女神から七メートルの距離をとって右足で着地、ゆっくりと左足で地面を踏みしめようとし、引き攣つるような痛みに途中で止めた。

　女神のキックを受けた足が痺れている。当分動かせそうにない。当たる寸前で跳び、威力は殺したはずなのに、それでもかなりのダメージを受けている。痛い。

　右手を開き左足を上げるちょっとおどけたポーズをとる。チェルシーの好みではないが、見た目上の形だけは整えなければならない。ただ、どれだけ形を整えてもこちらの受けたダメージは見透かされているだろう。

　女神はすっと右足を前に出した。滑らかでまるでダメージを感じさせない動きだ。ぶつかり合ったのはお互い様なのに、チェルシーは怪我をして、相手は無傷というのは全くフェアではなかった。公平さというものが欠けている。

　痛みが絶え間なくチェルシーを苛さいなむ。喜んで戦う相手に負けようとしている。可愛らしさが敗北するというのか。そんなのは駄目だ。許されない。

　右の斧が黒く変化した。左の斧は赤くなる。女神が前に出、チェルシーは片脚で跳び、後退した。昔話に登場する「泉の女神」とは違い、斧を暴力にしか使わない。せっかくファンタジーでフェアリーテイルな外見なのに、もったいないことをしている。

　左足がより強く自己主張している。必要なのは休憩だ。戦いなどではない。というかこれ以上戦うのは無理だ。追い詰められた時にこそ魔法少女の真の力が発揮されるなんていうのは嘘八百だ。そんな時に力を発揮するのは魔法少女ではない。戦うのが大好きな魔法少女もどきだ。チェルシーとは違う。

　パステルメリーはこの場にいない。つまり守らなくてはならない相手がいない。無理を押す必要はない。可愛らしさが敗北するのではない。一時的に撤退するだけだ。チェルシーは空いた右手をステッキの星にぱちんと打ち付けた。音も可愛い。

「そうだ、そうそう。斧を落としたんだったよね。確かに見たよ、それ」

　女神は微笑んだまま首を傾げた。こうして見ると不可思議な可愛らしさがある。

「でも金の斧は見なかったかな。あれは鉄の斧だったんじゃないかな、うん」

　チェルシーはにっこりと笑い、掌てのひらの中の星飾りを操り後方へ飛んだ。女神はほぼ間を置かずに走り出して追いかけてきた。話しかけて隙を作ろうという試みはあまり成功していないようだ。森の中を逃げれば木が邪魔をして相手の速度は落ちるはず、という読みもあったが、力強さと軽快さを併せ持つ奇妙な走法は、木の根や土のへこみといった障害物を問題にしていない。

　ならば、と星の進行方向を変えた。枝葉を吹き飛ばして急角度で天に打ち上がる。相手は天使や妖精ではなく泉の女神なのだから飛行能力を持っていないはず、というチェルシーの読みは女神自身によってただちに否定された。耳を劈つんざく爆音と、音の速度でこちらに飛来する物体を感じ取り、チェルシーは星の飛行コースを四十五度変更して斬撃を紙一重で回避した。敵は爆発を連続で発生させ、爆風を利用して飛行している。チェルシーの後ろ髪が切れ飛び、頭の方から首筋にかけて生温かい液体が流れて落ちた。チェルシーは魔法少女らしくない行為と知りつつ歯を軋ませた。完璧にセットされたプリティーなヘアスタイルが乱れ、魔法少女に相応しくない出血で頭が赤く染まっている。なにもかもが魔法少女らしくない。ドリーミィ☆チェルシーらしくない。可愛くない。

　女神の斧が、ぽん、と大きさを増した。白く鋭く大きな形はまるで翼のようだ。一ひと羽はばたきし、距離が縮まる。もう一羽ばたきで更に縮まる。本当に翼だ。

　──ああもう！　なんでもアリか！　ずるいよ！

　一気に急降下し、地面に激突する寸前で方向を変え、低い高度を保ったまま地面と水平に飛行する。スカートの裾が土を撫でて汚れ、傷ついた左足が木の枝を折り飛ばして脳天まで突き抜ける痛みに悲鳴をあげる。悲鳴は「きゃあ」だ。「うがあ」とか「ぐええ」とか、そういう悲鳴はどれだけ追い詰められていても使ってはいけない。

　背後では激しい衝撃と爆音が轟き、チェルシーは星の速度を落とし、足がぶつからない程度に高度を上げ、様子を窺うかがった。土つち煙けむりがもうもうと立ち込め、折れた木や枝が土砂に混ざって落ちてくる。と、土煙を割って人の形が浮かび上がり、チェルシーは舌打ちを一つして星の速度を上昇させた。上空へ逃げようとは思わない。木という障害がないのはかえって危険だ。

　──おかしいよ！　おかしい、おかしい！

　力が強いだけではない。機敏で反射神経が鋭く、そしてなにより頑丈さがおかしい。自ら起こした爆発の爆心地近くにいても少々汚れるだけ、高空から猛スピードで墜落してもどこか痛めた風でもなく元気に走って追いかけてくる。振り返ってみれば斧の柄を握る女神の手が人差し指と中指を立てていた。つまりダブルピースだ。チェルシーは戦せん慄りつした。敵は強さに可愛らしさまで兼ね備えようとしている。

「真ま似ねすんな！」

　後ろに向かって怒鳴りつけるも微笑みで流される。チェルシーはいよいよ進退窮きわまっていた。片脚が動かず、敵は引き離せない、たとえ攻撃したところでダメージを与えられる気がしない、もうどうしようもない。唯一良かったことはメリーを逃がすことができたことのみだ。ここだけは可愛くて有能だった。

　メリーが頭に浮かび、次いで頭に浮かんだのは忌いま々いましい恋々だった。恋々の所に逃げるなと呼びかけたのは我ながら好プレーだったと自賛し、恋々ならなんとかできるかもしれないと考えた。恋々の魔法は矢を撃って心を操るとかなんとかそんなことをいっていたような気がする。チェルシーは心を操られたくないし、魔法少女としても邪悪が過ぎる魔法ではないかと思うが、物理攻撃が通らない相手に精神攻撃は有効かもしれない。母も「魔法少女同士の戦いは相性が大事」といっていたようないっていなかったような気がする。別に戦いなんてどうでもいいと聞き流してはいたけれど、確かそんな内容だったはずだ。チェルシーは恋々なんぞ鼻にも引っ掛けないが、女神相手になら役に立ちそうな感じではある。となるとチェルシーが向かうべき場所はアグリ達が溜まり場にしていた岩場だ。あそこにいるであろう恋々、ついでにネフィーリアあたりと協力して女神を叩く。ごめんなさいと謝らせ、警察に引き渡す。

　こうなると本当にメリーを恋々のいない場所に逃げさせたのは好プレーだった。チェルシーは後ろから飛んできた丸太を無事な方の足で蹴り返し、星の飛行速度を上昇させた。





◇７７５３






　マナと７な７な５こ３さんはテプセケメイに位置を確認させつつ本館を目指した。７７５３は、藪を抜けてからマナの頬に赤く光る筋を見つけて「ああ、尖った葉っぱを押さえてあげれば良かった」と反省し進んだ。今の７７５３には細かい気遣いで人を思いやるだけの余裕が無い。そして思いやれなかったことを悔やんでくよくよしている。

　慎重に、とか、警戒して、とか、そういった用心よりも速度を重視し、７７５３やテプセケメイにも「急ぐぞ」と明言してマナは先を急いだ。マーガリートのことを考えているのだろう。７７５３はマナの決定に異を唱えはしなかった。進む先はマーガリート達が向かった方とは逆だ。それで敵と出会ってしまうなら運が悪かったと割り切った方がいいのかもしれない。ある程度割り切らなければならない状況ではあった。Ｂ市でのことを思い出しかけ、７７５３は首を振って振り払った。やはりくよくよしている。くよくよしているから昔のこと、辛いこと、きついことを思い出す。７７５３にこそ必要なものが割り切りだ。右の拳で頬骨をがつんと殴って痛みを与えた。少しだけ気合が入った、気がした。

　本館付近は木や草が剪せん定ていされるなり抜かれるなりして整備され、ちょっとした庭のようになっている。即すなわち森の中に比べて見通しがいい。太陽の光に手を翳かざしながら７７５３が森の中の小道を出た時、声をかける者がいた。

「よう、あんたらもこっちに来たのかい」
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　広くなった額と四角い顔、全体がごつく太い。ナヴィ・ルだ。こちらに向かって上げた腕からローブの袖そでがずり落ち、手首に施された魔法陣の彫り物を露出させている。魔法使いの彫り物というのは当然魔術的な意味があるのだろう。しかしナヴィの見た目と合わせると魔法的なものではなく反社会的団体の構成員がどうこうに見えてくる。そのように失礼な感想は胸の内で留め、７７５３は手を振り返した。

　ようやく敵ではない者に会えた。駆け寄ろうとした７７５３の前に腕が差し出され、７７５３は腕の持ち主──マナを見た。表情が固い。森の中でへたばりそうになっていた時とは違う。羽は菜なの名前を出して元気を出した時とも違う。

　７７５３を制したマナは、殊こと更さらゆっくりとナヴィの方へ向かい、７７５３は戸惑いながらもそれに続いた。本館入り口から少し出た所に立っていたナヴィまで三メートルという距離でマナは足を止めた。ナヴィは特に不審がる様子もなく、肩を落として大きく息を吐ついた。

「ろくでもねえ中で仲間に会えるってのは嬉しいもんだね」

「他の方々は？」

「クラリッサは色んな所見て回ってるよ。危ないからやめとけってんだが魔法少女ってやつは話を聞きやしないからな。イオールとられ子は坊ちゃんと一緒に安全な場所で隠れてる。いや、安全な場所なんてもんはねえな。比較的安全な場所だ。で、そっちはどうよ」

「敵と遭遇しました」

　マナは一拍の間を置き、続けた。

「二本の戦斧を持った魔法少女でした。私と７７５３とテプセケメイ、それにシェパーズパイ氏とマーガリートがいたのですが、他二名とは襲われた際にはぐれました」

「マイヤを殺やったやつか？」

「その可能性は高いと思われます」

「そうか……」

　ナヴィは唇の端を小さく曲げた。ひどく無念そうな表情に見えた。

「あんたらを責めるわけじゃねえ、という前置きの上で聞きたいんだがいいかい」

「なんでしょう」

「魔法少女が三人いてもどうにもならない相手だったのかい？」

「……私の目から見たものをいわせてもらうなら、なにをされたのかもわからなかったというのが正直なところです。マーガリートとテプセケメイの分身が敵を引きつけましたが、テプセケメイによれば分身は既に破壊された……」

「メイは死んだ」

「……ということです」

「そりゃお前……まずいなあ」

　ナヴィは唇の両端を曲げ、あからさまに表情を曇らせた。７７５３はナヴィの反応で自分の不甲斐なさを見せつけられたような思いがした。その場に立っているのも恥ずかしいが、隠れてしまうようなことはできない。

「魔法少女が五人六人になれば勝てる相手だと思うかい？」

「私には判断できません」

　ナヴィの目がマナから７７５３へと向けられた。７７５３ならば敵の強さを計ることができたのではないか、という相手の意図に気付き、慌てて首を横に振った。ゴーグルさえあれば７７５３でも相手の強さを正確に計測してみせるが、今はそのゴーグルがないのだ。ナヴィの視線は７７５３からずれて僅わずかに上を向いた。ナヴィに目を向けられたテプセケメイは重々しく口を開いた。

「たくさんいれば勝てるかもしれない。負けるかもしれない」

「そりゃそうだ」

「魔王パムがいれば勝てる」

「もっともだ」

　ナヴィは深々と息を吐き、やや苦笑いという表情をこちらに向けた。７７５３はテプセケメイの受け答えに対して「やや苦笑い」で済ませてくれたナヴィの鷹おう揚ようさに感謝した。

「まあな。簡単に判断できる状況なら誰も逃げやしなかったろうよ。とりあえずとんでもなく強つええ相手ってのはわかった。わかりたくもなかったがね。なんにせよ人数が集まってた方がいいな。ひとまずクラリッサと合流しようぜ。あいつは『行けたら行く』つっててもなんだかんだで待ち合わせ場所に来るタイプだからな」

　ナヴィはこちらに向かって近寄ろうと踏み出し、マナが手を開いて相手に向けた。ナヴィが足を止める。７７５３はマナがなにをしているのか考え、こちらに近寄るなというハンドサインであることを察し、唇を噛んだ。なにをしているんですか、と思わず声に出しかけ、それをどうにか堪こらえた。

　ナヴィは怒ることもなく、むしろ不思議そうな様子で首を捻ひねった。

「どうしたね？」

「ドリーミィ☆チェルシーにも出会いましたが……何者かに操られているようでした」

「なんだいそりゃ」

「その場はどうにかやり過ごしましたが、彼女は敵対的な態度を隠そうともしませんでした。そう、我々は敵がどんな魔法を使うのか確認していません」

「相手が魔法使うまで待ってたら危ねえからな。そりゃ道理だよ」

「精神を捻ねじ曲げたり操ったりする魔法であるかもしれません」

「見てないもんだからわかんねえわな……って、俺が操られてるってか？」

「その可能性はあります。現にドリーミィ☆チェルシーは操られていたのですから」

　ナヴィは困ったように頭をかいた。７７５３も襲われた側にいるため敵の姿は見ている。斧の色が変化していたのを認めた。その後、爆発したりテプセケメイが半分に削られたりしていたのも知っている。普通に考えればあれが「敵の魔法」ではないだろうか。その辺の説明をすっ飛ばして我々は魔法を見ていない、というのは少し違わないだろうか。チェルシーの様子がおかしかったのは間違いないが、あれはあれで別問題という気がする。

　７７５３は自分の方から口を出すべきか、と考え、マナの表情を盗み見てその考えを否定した。油断も隙もない捜査員の顔でナヴィを見ている。ならばマナに口を挟むべきではない。

「俺が操られてるかもってのは……まいったなあ、ゴーグルで確認してもらえりゃ」

「今、ゴーグルはありません。恐らくはチェルシーに奪われたものと思われます」

「そいつは困ったね」

「武器を隠し持っていないか簡単に調べさせてもらうだけでかまいません」

「面倒なことおっしゃる。俺からすりゃあんた達が操られてたってわかんねえんだがな」

「我々が操られているなら」

　マナは７７５３、テプセケメイと目を向け、ナヴィに視線を戻した。

「あなたを殺するなり捕まえるなりしています」

　ナヴィは僅かに目を見開き、すぐに細め、小さく笑った。

「そりゃそうだな。魔法少女二人に抵抗できるわけもねえ」

「疑い深いのは監査の性分のようなものです」

「おまわりさんにゃ逆らわんよ」

　マナの口上は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを絵に描いたようだったが、それでもナヴィは気を悪くすることなく両手を挙げた。７７５３は一応警戒している素振りでナヴィの横につき、マナは口でいうよりも丹念に身体検査をし、武器を持っていないことを確認した。

　マナは帽子を手に取って胸の前に置き、一礼した。

「問題はありません。非礼をお許しください」

「まあいいさ。それよかさ、あんたがここに来たのは俺と同じ理由だろ？」

「同じ理由とは？」

「今の状況を打開するために役立つ何かがあるんじゃねえかと思って来たんじゃねえかってことさ。俺はそういう素晴らしいマジックアイテムを求めて来たんだがね」

　マナは頷き、本館に目を向けた。

「そのつもりです」

「だったら残念だったな」

　ナヴィは本館に近寄り、指先を曲げてコンコンと壁をノックし、最後にぱしんと掌を打ち付けた。マナに身体検査を要求された時より余程不機嫌そうだ。

「俺も倉庫を調べてみたんだがね、ろくなもんがねえよ。出すとこに出しゃ良い値がつく骨董品はいくつかあったけどさ、そういうもんが今あっても困るよな」

「では私も調べます」

「いや、だから俺が調べたんだよ」

「専門が違いますから。私でなければ気付かない物があるかもしれません」

　マナはさっさと中に入っていく。ナヴィは「困ったもんだね」という顔で肩を竦すくめてみせた。７７５３は申し訳なくなって頭を下げた。

「すいません、色々と気が立っていまして」

「しゃあないわな。こんなことになるなんて誰も思っちゃいなかっただろうよ」

　どこまでも鷹揚だ。テプセケメイに入り口を見張っているように命じ、７７５３はマナの後を追った。早足で歩くマナの背を追い、いくつかの角を曲がり、階段を昇って突き当りの大扉に行き着く。扉は見た目に反し重くはないらしく、マナは片手で軽々と開けて中に入っていった。７７５３は続いて部屋に入った。畳三枚分あるかないかの広さで四方に備え付けの棚がある。見るからに物置だ。物が多く、しかも整頓されていない。マナは書類をどけ、本を脇に積み、一抱えはある箱を引きずり出してスライド式の蓋を開けた。

「なにかお手伝いできることありますか」

「そこで待ってろ。素人が下へ手たに触らない方がいい」

　そういわれてしまうとなにもできなくなってしまう。マナは思い出したように振り返り、７７５３の胸元に指を突き付けた。

「それと、だ。ナヴィは信用できない。なにも見つからないといわれても鵜う呑のみにするな」

「えっ、でも、そうなんですか？」

　マナは箱に向き直り、底を指差した。

「ここ、なにかが入っていたように見えないか」

　マナに覆いかぶさるようにして見下ろした。十センチ四方のスペースが空いている。

「初めから空いていたんじゃないんですかね」

「周囲を見ろ。埃が積もっている。ここだけ埃が無い」

　目を凝こらした。いわれてみて気付く。確かにマナのいう通りだ。

「この状況下で魔法少女と別行動をとってまで本館に来たということがそもそも不自然だ。常に危険と隣り合わせの『実験場』勤務者があまりにも不用心過ぎる」

　本館の前に立つナヴィを見た時、マナの雰囲気が変化したのを感じた。仕事中のマナに近いかもしれない。単に気を張っているのではなく、監査の職員として動いている。

「少なくとも火事場泥棒くらいは疑うべきだ」

　耳から入った言葉の意味を追い、一つ一つ順を経て考え、７７５３は顔を顰しかめた。

「ナヴィさんが騒動の隙をついて遺産を盗んだんじゃないかってことですか？　だから身体検査とかそういうことをしたと？　でもなにも持っていなかったんですよね？」

「遺産らしきものはなにも持っていなかった」

「じゃあナヴィさん以外の誰かが騒動に乗じて盗んだってこともあり得ますよね。いや、そもそも盗んだんじゃなくて、ええと、サタボーンさんでしたっけ。サタボーンさんがなにか必要だから抜いておいたってことかもしれなくて」

「いや」

　７７５３の言葉をマナは途中で遮った。

「最も疑わしいのはナヴィだ」

「なんで言い切れるんです。検査したんでしょう」

「灰色の実を何個かと短杖を一本持っているだけだった。魔法の袋も無い」

「なら盗んでいないじゃないですか」

「本来持っているはずの物が無い」

「本来持っているはずの物？」

「魔法の絨じゅう毯たんを使っていたはずだ。それが無い」

　ナヴィの姿を思い返す。インパクトのある物ではあった。確かに持っていた。というか乗っていた。

「クラリッサさんに預けてあるとか？」

「この状況で逃亡や退避にも使える物を別行動の魔法少女に預けるとは思えない」

「それは確かに……でも持っていないと信用できないっていうのはなんでです？」

　マナは天井に目を向け、７７５３もつられて見上げた。特におかしなことはない、クリーム色がかった石造りの天井だ。強しいていうなら少々埃っぽいくらいか。

「この島の結けっ界かい、上はどのくらいあると思う？」

「さあ、それは……ちょっとわからないです」

「絨毯の上に目当ての品を載せて雲の上にでも送れば見つからない、と思わないか？」

　ああ、と手を叩いた。全てが終わってから回収すればそれでいい。そもそも目録のような物が無ければ盗まれたことにさえ誰も気付けないだろう。

「昔、似たようなやり方で宝石を盗んだ窃盗犯から聞き取りをしたことがある」

　マナは箱の中から薄桃色の陶器を取り上げ、持った時よりもゆっくりと棚の上に置いた。口の部分が欠けている。

「壊れている物が多い……ようだな」

「誰かが壊したんですか？」

「いや、単なる経年劣化の類たぐいだろう。博物館で飾るような年代物だ。傷の一つにも歴史的な意味や芸術的な意味を見出す連中がいるから下手に修復もできない」

「古い物が多いってことですね」

「新しい技術を用いた物があれば嬉しかったが……」

　マナはいくつかの品を箱から取り出し、慎重に並べた。なんということはない挙きょ措そであってもきびきびとしているように感じた。事故に巻き込まれた被害者ではなく、不審人物を発見した捜査官に見える。正しくマナだった。





◇られ子






　統とう太たはなにかを悩んでいたらしくうんうんと唸っていた。困っていること、悩んでいること、弱っていることを隠そうとしていない。

「おトイレだったら奥の方に穴を掘ったから……」

「ううん、違う、そうじゃないよ、イオール。ちょっと考え事してたんだ」

　なにかを聞いて欲しかったというわけではなかったらしい。そこで出てくるのが愚痴や弱音だったら「なるほど」と理解できるわかりやすさがある。られ子だって愚痴を垂たれ流したいし弱音を吐き続けたい。世の中は嫌なことで満ちている。この島は特にそうだ。

　イオールは溜息を吐つき、俯うつむいて物思いに耽ふけっているようだった。マイヤの死は彼女をずしんとへこませている。頼れるボディーガードがいなくなり、無法者ばかりの島に放置された。ただのお気楽なお嬢様ではいられないだろう。

　られ子は眼鏡の位置を人差し指の先で整えた。この角度であれば光の反射により統太の位置から視線の読み取りが難しくなる。しばらくの間統太を観察すると、ちらちらと繰り返し外の方に目を向けている。外に出るということを諦めていないようだ。つまりどうやって外に出ようか、られ子とイオールの反対を賛成に変えられるか、考えている、ということだろうか。子供の知恵ですぐにアイディアが浮かぶとも思えない。

　られ子は統太から視線を外した。

　マイヤが殺された。られ子にとって、単なる「師との死に別れ」以上のダメージがあった。マイヤは長年仕えた魔法少女として「家」の中で他にはない地位を持っていた。先代、当代ときて、恐らくは次代のイオールにも重用される。他よ所そに出すことができない秘密の数々に触れ、ただの奉公人ではない発言力を持っていた。そんなマイヤの弟子であるからこそられ子は雇われている。マイヤがいなくなってしまった時、られ子の存在は酷ひどくあやふやなものになる。られ子のせいではなくとも、られ子の立場は悪くなる。

　られ子はエプロンの裾を指の端で握った。無事に帰ることは絶対条件、帰った後のことまで考えなければならない。洞窟の奥で滴しずくが一滴垂れ落ちた。音は響くも、そちらへ顔を向けようとさえしない。びくびくと怯おびえ、水滴が落ちる度たびに顔を向け、それも嫌になった。常に周囲への注意を払うなんて離れ業わざができるのはマイヤのような魔法少女だけだ。られ子ができないからといってられ子が悪いわけではない。

　ナヴィはイオールに取り入ろうとしていた。それを嫌っていたのがマイヤだ。ナヴィの人格、経歴、能力、見み目めはマイヤのお眼鏡にかなうものではなかった。マイヤがいればナヴィはイオールに近付くことさえ難しかった。

　マイヤのガードはどこまでも固く、与くみし難しと見たか、程なくしてナヴィはられ子に協力を要請するようになった。背信というほど大袈裟な話ではなく、それとなく情報を流す、程度のものだ。

　られ子にとっても、なにか事が起こった時、頼りにできる者は一人だけではない方がいい。これは裏切りではなく処世術だ、とられ子は思っているが、世間的にそれが通用しないことはよく知っている。られ子が流した情報によってマイヤが死んだのだとしたら、られ子にはもう逃げ場がない。私のせいじゃない、私は悪くないと主張しても聞いてはもらえない。本当に悪くなくても、自分のせいではなくとも関係ない。

　そう、ここでのマイヤの死にはナヴィが関わっているかもしれない。なんらかの形でマイヤを説得したいという話を何度か聞いていたが、これがその説得なのだとしたら最悪だ。られ子は共犯ということになりかねない。この島に着いてからもメッセージメモを使い、ナヴィに情報を──イオールとマイヤの会話内容や行動といった比較的どうでもよさそうなものだ──もたらしていた。クラリッサが統太の袖口に口を近付けた時も見逃したし、クランテイルに追われてきた時はイオールを置き去りにしてでも助けに走った。とにかく協力した。られ子の協力によってマイヤが殺されたのだとしたらられ子の責任ということになる。

　７７５３のゴーグルは直接の関与を否定していたものの、ナヴィであればなにをしていてもおかしくはない。られ子にとってのナヴィは自分の利益のためならなんでもする男、そしてそれが結果的に上手くいく男、だ。その時々で顔を変え、相手が「こういって欲しい」と思っている言葉を口にする。愉快な道化になることもあるし、強こわ面もてだけど優しいおじさんになることも、味方にすると頼もしい無法者になることもある。

　──やっぱり……どうにか味方になってもらおう。

　この事態をナヴィが引き起こしたのでなくとも、ナヴィなら利用しようとするだろう。られ子は積極的に協力した方がいい。処世術だ。生きるためだ。

　職を失った魔法少女の悲しい顛てん末まつは両手の指で数え切れないほど聞いている。自分がそこに加わりたいとは思えない。誰かに踏みにじられたくはない。理不尽な理由で辛い目にあうのも嫌だった。気が弱く、いいたいことを上手に話すことができず、誰からも重要人物とは見み做なされない。ずっとそうだった。マイヤだけがられ子のことを気にしてくれた。マイヤの教えである「前向きに生きろ」という言葉はられ子の中に生きている。こんな時だからこそ前向きに生きる。未来のために生きる。私のせいじゃないんだと主張する。

　問題はナヴィかクラリッサとの接触方法だった。イオールの前でなにもかもぶちまけるわけにはいかない。られ子単独で話す機会が欲しい。統太はともかくイオールを長時間放置するわけにはいかないし、どうにも上手い方法が思いつかない。

「ねえ、今思ったんだけど」

　統太だ。思わず顔を上げ、眼鏡がズレた。

　本当は知っていたり気付いていたりしていたことでも「今思ったんだけど」「ちょっと思いついた」なんてことを頭に付ける者がいる。散々話し合ったことを蒸し返そうとすれば「しつこいぞ」で終わるが、たった今ナイスアイディアを思いついたということにしてしまえば結構聞いてもらえたりする。子供なりに小こ賢ざかしいテクニックを使う。

　イオールは少し表情を明るくして統太を見た。られ子はそれなりに引き締めた表情を崩そうとはしなかった。緊張と警戒感は実際の四分の一ほど見せておく。

「クラリッサってさ、追いかけられてすぐそこまで来たんだよね。ていうことはさ、追いかけてた方のクランテイルはさ、この辺にられ子さんがいるってことを知ってるってことになるよね。られ子さんと一緒にいるイオールも」

　イオールは小さく口を開けて「あっ」という顔になった。それに一秒くらい遅れて、られ子は大きな口を開けて「ああっ」という顔を作った。ガキが余計なことに気付きやがってという本音はおくびにも出さない。られ子自身は「そもそもクランテイルが一方的にクラリッサを襲ったこと自体が怪しい話だ」と思っているが、疑いを口にはしない。魔法を使うためにクランテイルの服を噛もうとして、それを見られて怒りを買った……というのは少し安直過ぎるが、似たようなことがあったのかもしれない。

「やっぱりさ、ここにいるのってまずいと思うんだけどどうかな」

「そうね、ええ。誰彼構わず追い回すような……その、乱暴な方に居所を知られているっていうのはよくないと思う……避難場所を移動させましょう」

　イオールは頷き、杖を取って立ち上がった。られ子は口を閉じ、さっきの半分くらい開き、また閉じ、立ち上がった。統太は入り口から顔を出して外の様子を窺い「大丈夫っぽい」と中の二人に呼びかけた。

　統太は左右を確認し、前後も確認し、上下も確かめて、と空を見上げたところで固まった。上を指差し「あれ」と呟く。られ子はイオールの後ろから外に出て同じ方を見上げた。音は聞こえない。それなのに爆発していた。音を消しているのは魔法だろうか。それだけではない。魔法少女同士が空中で追いかけっこをしている。片方は奇妙な斧を両手に持った魔法少女、もう片方はドリーミィ☆チェルシーだ。

「あれは……爆発？　誰か飛んでいるようだけど……」

「びゅんびゅん飛んでるね……爆発の煙が邪魔でよく見えないけど」

　統太とイオールは個人を判別するところまでは見えていないらしい。速度だけでなく煙が邪魔をしている。人間や魔法使いの目ではぼんやりとしか見えずとも無理はない。

「なにがどうなっているの？」

　イオールが腕組みをして首を傾げ、巻き髪がふわりと揺れた。られ子は右手の人差し指を立てて眼鏡の位置を整え、ちらちらと左右を見たせいでまたズレてしまった。

「魔法少女……魔法少女、だと思います」

　両手でなにかを形作ろうとして、諦めたようにすとんと手を落とした。られ子は「ううん」と呻いて顔を上に向け、「ああ」と呻うめいて顔を下に向けた。少しくどいくらいに混乱している風を装っておく。弱っている人のふりをすれば同情されやすい。それはもう生き方として身に沁みついている。

「一人はドリーミィ☆チェルシーだったと思います。もう一人はわかりません。斧を持っているように見えました。知らない魔法少女だったと思います。その二人が争っていて」

「知らない魔法少女……ということは、それは、つまりマイヤを」

「ええ……たぶん、恐らくは」

　イオールの表情が見る見る強張っていく。

「私達も行きましょう」

「駄目だよ」

「危険です」

　られ子と統太は声を重ね、お互いをちらと見て、られ子は右手を顔の前で振り、統太はぶんぶんと首を左右に振った。イオールは二人の反対を聞いているのかいないのか、目は敵が消えた方へ向けられたまま動かず、瞬まばたきさえしない。

「でも助けにいかないといけないでしょう」

「ですから危険です」

「行ったって足手纏まといになるだけだよ」

「られ子はとっても強いのよ。マイヤの一番弟子なんだから」

　そのマイヤを殺した相手なのですお嬢様、とはいえない。

「でもさ、イオールを庇かばいながら戦ったって全力は尽くせないんじゃない？」

　統太の助け舟にられ子も力強く頷く。イオールは俯き、頬を歪ゆがめて歯を食い縛った。じりじりと杖を振り上げていき、頭より上がったところで木の枝にこつんと当たり、イオールはびくっと震えて枝を見上げ、小さく溜息を吐いて力なく杖を下ろした。

「でも、でも……チェルシーを見殺しにするなんて」

　られ子がおずおずと、といったポーズで口を挟んだ。

「私が一人で助けに参りましょうか」

　統太は喉の奥から「えっ」という声を漏らした。イオールも驚いたらしく、口を押さえ、押さえていた手が小刻みに震えていた。

「足手纏いがいなければられ子も全力で戦えるってことなの……よね？」

「ええ、はい。本来ならばお嬢様の傍そばを離れるわけにはまいりませんが、幸いといいますか不幸といいますか、悪党の位置は割れましたので、そちらから離れていただければ問題は少なかろうと思います。後は待ち合わせの場所ですが──」

　ナヴィはイオールが傷つくことを望んでいないはずだ。異常事態が起こってからも隙を見てはイオールの世話を焼いている。即ちナヴィがられ子に望んでいるのはイオールの護衛ということになるが、それをしていてはナヴィと接触することができない。単独行動の機会にナヴィかクラリッサと接触する。向こうにしても直接命じたいことがあるはずだ。

　られ子は灰色の実を取り出そうとし、指が縺もつれて取り落とした。灰色の実は落ち葉の上を転がり、統太とイオールがそちらに目を向ける。隙が生まれた。統太のローブに手を伸ばし、指先で袖口の裏地を切り抜き、掠かすめとる。クラリッサの噛み痕あとを持って移動すれば、クラリッサの方から接触してくる可能性が高い。

　統太から灰色の実を手渡され、頭を下げた。現状はとても不幸だ。しかしられ子は自分が生まれた時から不幸であることも知っているし、慣れている。ナヴィかクラリッサとの接触、斧使いの魔法少女とは遭遇を避け、イオールは無事でいてくれと祈る。今後の方針を大体決め、最後に「私のせいじゃない」と強く念じた。





◇らぶみー恋々






　くらくらしそうになる頭を奮い立たせて全速力で岩場へ戻ってきた。アグリとネフィーリアは何事かを熱心に話しているようで恋々の方をちらとしか見ようとしない。恋々はアグリとネフィーリア以外に見える範囲で誰もいないことを確認し、呼びかけた。

「アグリさん！」

　振り返った二人はどちらも緊張感を漂わせていた。ネフィーリアは元々真剣味の薄い魔法少女で、表情もぼんやりしているかにやにやしているかのどちらかであることが多かった。が、今はいつになく真剣な面おも持もちだ。対するアグリも真面目な顔で聞いている。恋々に向けた表情にもふざけた様子はない。

「なにかあった？」

「おかしいんです、なにかおかしなことが起きています」

「恋々もネフィと似たようなこというね」

　アグリは小さく溜息を吐いた。恋々はネフィーリアを、ネフィーリアは恋々を見てお互いに頷き合い、恋々は僅かに顎を引いて促うながした。ネフィーリアは、恐らくはアグリにもしたであろう説明をぽつぽつと口にした。クランテイルから多額の現金を引き出したということ、本来ならもう起こらないであろう新しい戦いの痕跡を目にしたということ。恋々はネフィーリアに続き、自分も戦いの痕跡を目にしたと話した。ナヴィが状況をコントロールしていれば、少なくとも仲間の魔法少女をコントロールできていれば、起こらないはずの戦いが起こっているのだ。

　アグリはどうにも納得ができないようで盛んに首を捻っている。

「それホントにおっさんの仲間がやってることなの？」

「他に該当者がいません」

「ネフィーリアはちゃんと契約結んだんだよね？　間違ってはいないよね？」

「間違……な……」

「うん、だよね。じゃあおっさんがコントロールできてなかったとして、最初の契約はともかく二回目の話し合いで正直にいわない理由がない……テキトーこいて後々問題になっちゃったらずらっと財産無くなっちゃうもん。なーんか事情有りそうね」

「あの……時……えば……」

「ああ、あの時点ではコントロールできてたのかもって話はあるか。確かにね」

「今……そう……」

「うん、おっさん本人はコントロールしていたつもりだけど最初から一貫して暴走し続けていたってのもありそうではあるな」

　アグリは目を瞑つぶり、三メートル程度の円を描いて周囲を歩いた。口の中でぶつぶつと呟き、最後に「まあ悪かないか」とひとりごち、頷いた。

「方針を変えよう」

「はい」

「もっと積極的に灰色の実を他の連中に分けよう。安値で叩き売る。直接ではなく、暴れている誰かと戦えるように支援するんだ。でもってあたしらはなるたけ安全な場所に隠れてる方がいい。おっさんと愉快な仲間達を積極的に攻撃はしないけど、一応異常事態が起こっていることを想定しつつ身の安全最優先モードにします」

「それがいいと思います。生きてることは大事です」

「う……は……」

「うん、うん」

　アグリは恋々に対して手招きし、次いでネフィーリアに対して手招きをした。二人の魔法少女はつつつと傍に寄り、アグリは二人を抱き寄せた。初めて会ってから何度かこういうことがあった。儀式のようなものだ。なにかをしようという時、なにかが起こった時、アグリは二人の魔法少女を抱き締める。自分を安心させたいために温ぬくもりを求める。恋々はアグリを安心させてあげたいからぎゅっと抱き返す。

「クランテイルからの思いもかけない高額な寄付と、上手くいけばおっさんから違約金がっぽり貰えば充分に身が立つくらいのお金にはなると思う。今回はそれでよしとする」

　アグリの吐く息には灰色の実の甘い匂いが混ざっていた。恋々は頭を抱かれながらアグリを見上げ、想像していたよりもしっかりと前を見据えていることに安堵した。恋々は嬉しくなってアグリの胸に顔をうずめた。自分の命を捨ててでも金を拾おうと考えていた捨て鉢な「愛人の娘」が、今はより安全に場を凌しのごうとしている。それは自分の命だけでなく恋々とネフィーリアの命も背負っているからこそ、かもしれない。

　ネフィーリアの方を見ると、彼女はアグリの胸に力強く頬を押し付け感触を楽しんでいるようだった。控え目な表現を使うとしてもにたにたと脂やに下さがっていた。そういえば人間に戻った時もセクハラのようなことを仕掛けてきた。純粋な気持ちで抱き合っていて欲しいのにな、と残念に感じ、ふと気付いた事実に稲妻が駆け抜けたような衝撃を受けた。

　アグリは安心感が欲しい。ネフィーリアは感触を楽しむ。行為は同じでも全員目的は違う。恋々はアグリに抱かれて安らぎを感じている。どこかで感じたことのある安らぎだが、言葉にすることはできなかった。それが今わかった。母に抱かれていた時と同じだ。アグリは恋々に母を感じさせてくれていた。だからこそ幸せになってほしかった。

「お母さん」

　思わず声が漏れ、恋々ははっと顔を上げた。アグリは不思議そうな表情で見返した。

「お母さん？」

「いえ、あの、違うんです、すいません」

　アグリは肩を揺すって愉快そうに笑った。

「若い先生を『お母さん』って呼んじゃって卒業まで笑われてる子がいたよ、あたしの学生時代にさ……ああ、本当懐かしい」

「すいません……」

「お母さんね。苦労させられたし、ずっと恨んでたけど……今となっちゃ悪くないさ」

　恋々は頬が緩むのを感じていた。笑顔が顔中に広がっていく。アグリはお母さんという呟きを否定しなかった。思わず零こぼれてしまった呟きをどうにか取り繕つくろおうとした恋々に笑顔を見せて──その笑顔はまさにお母さんのものだった──恋々の頭に手を載せ、角に絡めながらぐしゃぐしゃと髪をかき回した。

「あの、家族……」

「そうだね、家族だ。あたし達は家族だよ。皆で幸せになろう。あたしは幸せがいい」

「……はい！」

　家族だった。家族だった。恋々は零れそうになる涙を堪えた。幸せになろうという時に泣かない方がいい。いっぱい涙を流すのは本当に幸せになった後だ。家族は一緒に暮らす。今よりも大きなアパートがいい。お母さんが戻ってきた。お父さんもいる。家族だから幸せだ。お母さんは生きていた。殺してなんかいない。殺すわけがない。

「じゃ……そ……」

　ネフィーリアの声に、アグリは抱擁を緩め、恋々も顔を離した。名残惜しかったがいつまでも抱き合っているわけにはいかない。幸せになるためだ。家族を幸せにするためだ。

「おっさんの方に話を聞いておきたい」

「危ないですよ」

「チェルシーに行ってもらえばよくない？　あの子強いし、最悪やられてもいいし」

「……で……それ……」

「うん、そうだね。メリーの羊にメッセンジャー頼むのも悪くないと思う。お手紙食べるのは山や羊ぎさんだから羊に頼むのは安全ってちょっと洒落しゃれがきいて──」

　恋々は弓に矢をつがえ、ネフィーリアは鎌の刃を斜めに構えた。二人の魔法少女はアグリの前に進み出、遅れてアグリが──「なに、この音」──気が付いた。複数の足音、ではない。蹄ひづめの音だ。土を踏み、石を蹴り、枝を踏み折る動物の群れがこの岩場を目指している。恋々は両脚で挟むようにしてアグリの脇を抱え上げ、弓を構えたまま二メートルほど飛んだ。アグリは「おお」と驚きの声をあげてくすぐったそうに身を捩る。

「危ないから動かないでください」

「どうしたの、なにがあったの」

　答えはすぐにやってきた。あるものは鮮やかな緑色の葉っぱに塗まみれ、あるものは泥で汚れ、あるものは太い木の枝を羊毛に引っ掛けたまま走っている。無数の羊が次々に森の奥から出てきては岩場で足を止め、中央で身を縮めて固まった。恋々とネフィーリアは羊の集団を避けて端に寄り、岩陰に隠れてじっと様子を窺った。

　羊の群れは途切れることなく続き、むしろ数と勢力を増して獣臭さと哀れっぽい鳴き声が周囲一帯を満たしていく。ネフィーリアが何事かを口にしたが、羊の声があまりにも騒々しくてなにをいったのか恋々には聞き取れなかった。羊の主は時を置かずに現れた。一ひと際きわ大きく毛並みも立派な羊に跨またがり、魔法少女が一心不乱にパステルを走らせている。クロッキー帳が一枚、また一枚と破り捨てられ、それがむくむくと羊に変化し群れに加わる。要するに羊を生み落としながら走っていたようで、群れが大きくなるわけだ。

「メリー！　ストップ！」

　恋々の声は聞き逃さないし、いうことは聞く。メリーはハッとして顔を上げ、唇を、肩を、足を、そこから伝でん播ぱして全身を震わせ、羊の尻を叩いて恋々の方へ走らせた。あまりに勢いがついていたせいで慣性に負け、急停止した羊の上から転がり落ちて岩に頭をぶつけようやく止まった。岩には小さなヒビが入った。

　メリーはバネ仕掛けの人形じみた動きで立ち上がり、叫んだ。

「大変なんです！」

　アグリが、さっきも見た仕草で首を傾げた。

「なにが？」

「襲われたんです！　斧を持った魔法少女が来て！　チェルシーちゃんが戦ってて！」

　空を飛ぶ恋々、脚で抱えられたアグリ、地に立つネフィーリアの三人はそれぞれに視線を交錯させ、半呼吸くらいの間を置き恋々が口を開いた。アグリが質問してもメリーは聞いてくれないかもしれない。恋している相手、恋々なら別だ。

「知らない魔法少女だった、ってことですね？」

「見たことない相手でした。シェパーズパイさんも……酷いことになってたんです」

「殺されてたってことですか？」

「はい」

　ネフィーリアが心から忌々しそうに鼻を鳴らした。恋々は下唇を噛んだ。悪いことが起こっている。想定の外にある悪いことだ。

「……それで？」

「チェルシーちゃんは逃げろっていって、私はお爺さんを連れて逃げてきて、逃げなきゃ逃げなきゃって……恋々さん、逃げましょう」

「お爺さん？　お爺さんってラギさんのこと？　どこにいるの？」

「え？　あれ？」

　メリーは右を見、左を見、羊の群れを見回し、頭を抱えた。

「ああっ！　どこかで落としてきた！　いっつもこう！　うっかりとか度忘れとかイージーミスとかそんなのばかり！　いっつも！　いっつも！」

　慰めの言葉をかけてあげることはできなかった。森の中から高速で飛来したなにかがメリーを搔かっ攫さらい、それがドリーミィ☆チェルシーであると確認した時には次の来訪者が現れた。淀んだ赤色の斧を右手に、沈んだ黒色の斧を左手に持ち、泥で汚れた、元は白かったであろうトーガに身を纏い、軽くウェーブがかかった黄金色の毛についた枯れ葉を落とそうともしない──寓話に登場する泉の女神がそこにいた。

「あなたが落とした斧は金の斧ですか？」

　羊がざわめいた。ネフィーリアが踵を上げた。恋々は戸惑っていた。なぜここまで近づかせてしまったのか。どう見ても静かに足音を殺して近付いてきたなんて風ではないのに、全く音が聞こえなかった。

「それとも銀の斧ですか？」

　飛ぼう、と決定し、羽を動かそうと筋肉が命じた。そして実際に動いてくれる前に光が走った。なにが起こっているのか、なにをされたのかさえまるで理解ができない。気付けば台風に巻き込まれたタンポポの綿毛のように吹き飛ばされていた。冗談のように無数の羊が宙を舞っている。土砂も木も、大きな岩でさえ粉々に砕かれて空を飛んでいる。映画のようなスローモーションだ。耳が痛い。音までゆっくり聞こえている。羊が鳴いている。ネフィーリアは無事だろうか。女神はどこにいったのか。恋々は生きている。見ることと聞くことができている。弓と矢を持つ。両腕はある。脚はしっかりとアグリを離さず、羽も動く。翼を大きく羽ばたかせ、バランスをとった。チェルシーがメリーを連れて逃げていったことを思い出した。悩むことなくチェルシーとメリーにかけた魔法を解除する。魔法を解除することなく女神に矢を刺したとしたら、女神が恋をする相手は順番的にチェルシーになる。この場にいないチェルシーに恋をさせ、それで恋々への攻撃が止まるとは思えない。メリーはともかくチェルシーは惜しかったが、惜しむよりはすぐそこにある危機への対処だ。

　下界では難を逃れた羊が走って逃げようとしている。ネフィーリアも女神もいない。吹き飛ばされた物は恋々を除いて落下していく。

「アグリさん、大丈夫ですか？」

　ふと気付いた。抱えているアグリの体重が妙に軽い。恋々はアグリを見下ろした。クリーム色のローブが途中から赤黒く染まっている。アグリはどこも見ていない目を下へ向けていた。口の端から血が垂れている。腰から下が失われ、血と中身が零れていた。
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◇ドリーミィ☆チェルシー






　世界が変わった。頬や額を打つ風の強さと冷たさ、置き去りにしていく南国風の木々、優しい木こ漏もれ日、チェルシーを支える足元の星飾り、なにも変わっていないはずなのに、全てが変わったように感じている。

　チェルシーは激しく動転したが、それでも星の上から落ちることなく立っていた。パステルメリーを抱いているということを思い出し、メリーに目を向けると、彼女はチェルシー以上に惑まどい、怯おびえ、なにがなにやらという体ていで周囲を見回している。チェルシー自身はそんなメリーを見て動転をより深めた。さっきまでの乙女チックな恋心に揺さぶられたのではない。メリーへの過剰なべたつきぶりを思い出すと恥ずかしさで顔から火が出そうになる。続いて恋れん々れんの顔が頭に浮かび、恥ずかしさに怒りが加わって表現し難がたい感情のうねりが内側でぐるぐるに、どろどろに、渦巻く。

　混乱の中で、メリーをお姫様抱っこしているということを再認識し、恥ずかしさ、怒り、そこへチェルシー独自の敗北感──相手をお姫様扱いしている！──が追加された。感情の渦巻きは粘度を増す。思わず放り投げ、いやそれは駄目だと投げられかけたメリーを掴み取り、抱き直した。感情が叫びとなって漏れだそうとし、あまり可愛らしくなかったためどうにか口の中で押し留とどめた。

　そんな風にチェルシーが悶もだえていたことで星のコントロールが疎おろそかになっていた。あっと思った時には鼻の十センチ先にささくれだった木の肌が迫っていた。チェルシーは残り九センチで爪先に力を溜め、トゥーループで右へ跳び、別の木をふんわりと蹴って縦方向に一回転、動きに遊び心が無さ過ぎると判断してもう一回転半を入れ、今度は枝を蹴って逆方向へ半回転、着地した。

　星飾りは十メートルほど飛ばしてからターンと急旋回を加えたハートマークの軌道で手元に戻し、パステルメリーに対しては動揺しながらも地面の上に立たせてやった。精一杯優しく立たせてやったにも関わらず、パステルメリーはチェルシーを見て全身を震わせ、後あと退ずさりしながら両腕で身体をかき抱いた。

　その仕草はチェルシーにとって大変に不本意だった。

「なんでそんなリアクションなの！」

　チェルシーの剣けん幕まくにメリーはたじろぎ、気の毒なくらいに怯え、周囲を見回し、恐る恐るという感じで呟つぶやいた。

「またくっつこうとしてくるんじゃないかと思って」

「しない！」

　メリーの肩をがっしと掴んだ。

「あれは悪い魔法で心を操られてたの！　メリーちゃんだって操られてたでしょ！」

「でも」

「でももストもないの！」

「チェルシーちゃん、言い回しがおじさんみたいだよ」

「おじさんじゃなぁい！」

　掴んだまま左右に揺らし、メリーは話すこともままならなくなり、それ以上煽あおられることもなくなったためチェルシーは若干落ち着き、現在自分がやっていることを客観視した。パステルメリーの肩を掴んで揺さぶっている。メリーの厚ぼったい服を通して体温が伝わってくる。メリーの体温を求めてひたすらにしがみつこうとしていた自分自身を思い出し、あまりの恥ずかしさにとうとう我慢することができず、可愛らしさと度どを失い吠ほえた。

「違う！」

　叫び、メリーを放り投げ、悲鳴をあげて草むらに飛んでいくメリーを見て頭を抱えた。違う。あれは一時の気の迷いだった。いや、気の迷いというのも違う。悪いのは恋々だ。メリーは後頭部に手を当て、呻うめきながら起き上がった。草むらの中から上半身を出してチェルシーを指差す。

「だって」

「だってなにさ」

「チェルシーちゃん顔が赤いから……」

　頬に手を当てる。なんとなく熱を持っている気がする。チェルシーは目を瞑つむった。このままでは本当に駄目になってしまう。他のことを考えなければいけない。他のことを、でシェパーズパイの顔が浮かび、ああ、と声が口から零こぼれた。可愛らしくない声だったが、堪えることができなかった。シェパーズパイのことを考えたくないから他のことで気を紛らわせていたという事実に気付き、今度は「シェパーズパイ君」と口から零れた。

　メリーの目が見開かれ、すぐに顔全体が歪んだ。パステルメリーの反応を見て、あれが幻覚だったり錯覚だったりしたわけではなかったことを確かめた。チェルシーは手を握り、開いた。偽にせ物ものの恋心を最優先し「シェパーズパイ君のことも大変だけど、それよりもメリーちゃんだ」と押し止めていた気持ちが堰せきを切って溢れ出す。ほんの少しの付き合いでしかなかったのに、押さえきれないほど強い感情が押し寄せてくるのは溜めに溜めていたせいだろうか。それとも付き合いの長さに感情の強さは比例しないのか。

　部屋を壊し、家を壊し、燃やし、塔を崩し、泥棒にクッキーを盗まれ、たぶん他にも色々失敗し、シェパーズパイはいつも困った顔で、失敗する度に「これはクビになるんだろうな」と思って、それでもクビは切られなかった。十年も引きこもって、家族以外とはろくに接触することもなくて、新しい職場での人間関係には不安しかなくて、いい人が雇い主で良かったなと安堵した。

　最後に頭の中へ巡ってきたのはシェパーズパイ特製の絶品料理で、そういえば作り方を教えてもらえなかったな、と思い、頬に当てた手に一滴の涙が触れた。

　メリーは酷く悲しそうな表情で俯うつむいている。チェルシーは歯を噛み締めた。優しい魔法少女アニメの世界だったらシェパーズパイが死ぬことはなかった。

　体温の高まりを感じる。鼓動が早鐘のように打ち鳴らされる。チェルシーは可愛らしくなければならない。それが魔法少女だからだ。でもシェパーズパイは死んだ。女神に殺された。女神は強かった。チェルシーより強かった。

　──違う！

　息が荒くなる。身体が引き裂かれそうだ。堰を切った思いはまだ止まらない。可愛らしいドリーミィ☆チェルシーと、シェパーズパイのことを考えているドリーミィ☆チェルシーが別人のように立っている。メリーが俯きながら、小声で「シェパーズパイさん」と呟き、その一言がなにもかもぶち壊すような衝撃と共にチェルシーの心を一つに纏めた。

　まずは灰色の実だ。チェルシーはアグリ一派が保管している実の集積所を知っている。魔法が解除されたということは恋々も女神相手にどうにかなってしまっているのかもしれない。悪いやつだけど、死んでいるよりは生きていてくれた方がいい、と思う。でも灰色の実はもらう。賠償金のようなものだ。

　たっぷりの灰色の実で補給しながら持久戦で戦う。羊の陽動を上手く使い、星の機動力を活かして逃げながら戦えば先に相手の変身が解けるはずだ。だいたいの方針を決めた。シェパーズパイの仇を討つ。恨みを晴らす。パステルメリーが顔を上げた。

「そうだ……魔法使いのおじいさん、落としてきたの忘れてた」

　チェルシーは長々と息を吐いた。可愛らしく見えるように小さく口をすぼめて吐いた。





◇ネフィーリア






　ネフィーリアは早々に戦意を挫くじかれていた。ぽきんっと軽快な音を立てて「戦おうという意志」を折られていた。

　ドリーミィ☆チェルシーが猛スピードで空を飛び、岩場を横切ってパステルメリーを掻かっ攫さらっていった。その後ろからのっそりと現れた者がどういう存在か。論理的思考を持ち出すまでもない。チェルシーを追い立てた「敵」ということになる。チェルシーを追い立てる、というのは簡単にできることではない。

　ドリーミィ☆チェルシーと刃やいばを合わせたネフィーリアであるからこそ断言できる。チェルシーは怪物だ。その怪物チェルシーが逃げるしかできなかった。素手の人間から見れば、灰色熊も戦車も空母も宇宙要塞も等しく「勝てない相手」だが、勝てない相手の中にも厳然と階級差がある。外交部門にも、魔王塾の卒業生にも、反体制派の暴れん坊達にも、誰が強くて誰が弱いというヒエラルキーが存在する。どれだけ強い魔法少女になろうと「上には上がいる」と知っている。

　だからネフィーリアは迷わずスタコラ逃げた。チェルシーで勝てない相手というのならば、間違ってもネフィーリアが戦うべき相手ではない。いつだって命は惜しい。

「あなたが落とした斧は金の斧ですか？　それとも銀の斧ですか？」

　背中に声をかけられ、速度を落とさず振り返った。女神はその場で動かず、立ったままこちらを見つめている。それは、斧を落とした哀れな木こりの前に現れて奇跡を見せる「女神」のようだった。絵本の挿絵で見たものをちょちょっと汚せばちょうどこんな感じになるだろう。両手に斧を持つというスタイルは絵本のままだったが、実際目にすると異様さに目を見張る。華きゃ奢しゃで可か憐れんな細腕で一本ずつ重そうな斧を持っている非現実感に頭がくらくらする。

　ネフィーリアが数歩走ったところで女神は斧を振るった。実際に斧を振るったところを見たわけではない。ああ、斧を振るいそうだ、と感じた瞬間に横っ飛びで跳んだ。直後、爆発した。砕けて飛び散る岩や舞い落ちる土や羊、哀れにも肉や筋に解体されてしまった元羊が落ちてくる中、ネフィーリアは膝立ちから立ち上がった。頑張れ負けるな立ち上がれネフィーリアと心の中で自分を鼓舞しつつ、土つち煙けむりの向こう側に見える女神から目を離さない。既にこちらは戦意を喪失していたとはいえ、依然として敵ではあった。戦う気がないから逃がしてくれるわけではなさそうだ。

「あなたが落とした斧は金の斧ですか？」

　風が吹きつけ、土煙が揺らぎ、薄らいだ。僅かに垣間見えた女神の顔は明後日の方を向いている。ネフィーリアを見てはいなかった。今の攻撃もネフィーリアを狙って放ったものではないのではないか。チャンスだネフィーリア、と心の中で囁ささやく。姿勢を低くし、足音を殺す。土煙の中に身体を隠しながら数歩、女神から離れるため移動し、足を止めた。

　女神はネフィーリアの撤退ルートとは逆方向へ滑るように進んだ。下半身が土煙で隠れているということもあるが、動きが滑らかで足の存在を感じさせない。ネフィーリアには気付いていないのか、それとも脅威と見み做なさず無視しているのか。

　土煙を小こ動ゆるぎもさせないよう細心の注意を払い、鼻からゆっくりと息を吐いた。ネフィーリアを見ていない、気にしていない、もしくは気付いていないということは、別の誰かが狙われているということにならないだろうか。この場で別の誰かというと、まさか羊ということはないだろうし、メリーとチェルシーは敵が来る前に逃げていたため、恋々かアグリかその両方かということにしかならない。

　うちのクズ二人が狙われている、という推測、恐らく事実はネフィーリアの気分を沈ませた。気付いてはいけないことに気付いてしまった気がする。

　ネフィーリアは腰を上げ、膝を立てた。胸いっぱいに息を吸い、大上段に鎌を振り上げた。女神との距離は目算三十メートル以上ある。女神の方へはちらとも目を向けず、ネフィーリアはその場で鎌を振り下ろした。コスチュームの一部でしかないただの鎌だ。三十メートルの距離から攻撃できるわけではない。そんなことは誰よりも自分が知っている。

　仕事の上で、正確には仕事を理由にクズを探す上で、ネフィーリアは多くの魔法少女を知った。中には身体能力の高い魔法少女も多く、そういった連中は総じて危機、攻撃に対する嗅覚が鋭い。こちらが人間だとすれば、彼女達は野生の獣かそれ以上に敏感だ。ネフィーリアはそれなりに鍛えているし、専門家をコーチに雇って鎌の振り方、扱い方を学んだりもした。だがそれは日常生活の中、無理のない範囲で習い覚えたに過ぎない。優先順位は法や書式を覚える方が圧倒的に上、狩ったり狩られたりする命懸けが当たり前の魔法少女と比べれば人とライオンの差があって当然だ。

　ネフィーリアが立ち上がり、鎌を振り上げれば多少の距離があってもライオン──女神は気付く。気付けば意図を読む。意味もなく鎌を振り上げるわけがない、そう考える。

　見た目いかにも曲者な魔法少女が、それっぽい固有アイテム──殺傷力の高そうな大鎌──を三十メートルの距離を開けて振り上げている。魔法を使う可能性が高い。キークの起こした集団監禁事件を調査したネフィーリアは知っている。死のゲームに参加させられた「アカネ」という魔法少女は見えているものであれば距離を無視して斬りつけることができた。そういった魔法の使い手を無視することはできない。そこまでの理屈を考えることなく「獣」の身体が動く。避よけるか、先に攻撃をするか。女神のやりよう、破壊の痕跡を見るに後者が濃い。つまり鎌を振り上げるだけで攻撃を誘うことができる。ただ、やったからといって成功は確約されない。九割以上が賭けだ。反射神経で勝負はできず、先読みをやる技術も素養も無い。行動を誘発させ、半ば当てずっぽうでタイミングを計るのがネフィーリアの精一杯だ。それでもやるしかなかった。だからネフィーリアは渾こん身しんの力で大鎌を振り下ろし、刃先が地面に触れる寸前、横に跳んだ。

　猛烈な音と衝撃に打ち叩かれ、身体が宙を舞った。ネフィーリアだけではない、石も土も草も木も全てが飛んでいる。似たような光景をさっき見た。

　やろうとしていたことがまずまず成功したと確信し「よっしゃ」と心の中で拳を握った。意味の無い動きで敵を釣り、アグリと恋々から気を逸そらさせ、一発撃たせた。その結果、ネフィーリアはまだ生きている。つまり敵の動きをコントロールできている。次の一手は、と思うのと、右の肩から岩へ叩きつけられたのがほぼ同時だった。

　計二度の爆発に匹敵する衝撃がネフィーリアの意識を途切れさせ──目を開くと土煙が晴れていた。土も木も岩も自分自身も空を飛んでいない。寒々しい静けさと鬱うっ陶とうしいくらいに強い日差し、遥か高空で流れる白い雲。なぜ一瞬で状況が変化したのかとしばし混乱し、すぐに理解した。意識が途切れていた時間は思っていたより長かったらしい。

　息を吸おうとし、胸の痛みに思わず咳き込み、今度は全身の痛みに悶え、握った拳を震わせた。朦もう朧ろうとしていた脳が痛みで目覚めた。ネフィーリアは震える手を顔の前に持っていき、未だ魔法少女でいることを確認した。人間に戻っていたら死んでいただろう。魔法少女でいてさえ痛みで悶えている。

　苦痛に喘あえいではいるが自分を失ってはいないと確認し、悲鳴をあげ続けている身体を動かした。出来損ないのロボットのように動いては止まりながら膝に手をかけ、横に転がり、そこから身を起こす。喉の奥から自然に漏れようとする呻き声を抑えた。身体に押し付けられていた小石がパラパラと落ちて転がる。二度咳払いし、口の中に溜まった唾を吐き捨てた。赤く濃い色が混ざりドロッと濁っている。

　膝を立て、立ち上がった。今まで自分がいた場所を振り返り、立ち上がるのに往生した理由がわかった。大きな岩がひび割れ、へこみ、窪んでいる。ネフィーリアがぶつかり、岩に埋うずまるような形でめり込んでいたらしい。スラプスティックコメディからバトルアクションまで、諸もろ々もろのアニメでこういうやられ方を見たことはあったが、自分の身で試すことになるとは思ってもいなかった。

　周囲を見回した。岩場から外れた森の中だ。といっても木々が吹き飛んでいるせいで付近一帯森ではなくなってしまっている。女神は見えない。恋々もアグリもいない。ふらつく頭で何度か見回し、足元に落ちていた鎌を見つけた。近くにあって良かったと思い、しかし下手をすれば自分に刺さっていたかもしれないとげっそりした。拾い上げようと腰を曲げ、右肩に捩ねじ切られるような痛みを感じ思わず呻く。痛い痛いと泣きそうになる。

　骨が折れているとか肉離れを起こしているとか、そういう判断ができるだけの負傷経験も医療知識も無い。動けるんだからまあなんとかなるだろうと結論付け、爪先で鎌を蹴り上げ左手で掴む。杖代わりにして地面に突き、足を引き摺ずって森の方へと移動を始めた。生きているだけでも大変なのに、それ以上をしなければならない。

　見たのは僅わずかな時間ではあったが、ネフィーリアは「敵」を見た。泉の女神をモチーフとした魔法少女、だったのだろうか。素直に認めることができない程度には敵の挙動が不自然だった。金の斧云うん々ぬんという質問には意味があったのか。気絶しただけのネフィーリアにトドメを刺さなかったのはなぜか。なによりも不自然だったのは「匂い」がなかった。この場合の匂いとは体臭や後付けの香りではない。知性の気配だ。ネフィーリアがクズを見逃すことは絶対にない。ナヴィの命を受けて暴れているにせよ、自分自身の判断で暴れているにせよ、狂気に身を任せているだけにせよ、なにかしらの匂いが付随するはずだ。一切の感情を伴うことなく機械的に暴れているということが有り得るだろうか。

　──もし有り得るとしても……。

　不意に降り注いだ木漏れ日に思わず顔を顰しかめ、足を速めた。もし有り得るとしても、それはきっとネフィーリアの趣味に適かなわないだろう。うっかり身体を張って助けてやったどうしようもない連中の方が余程好みに合う。問題はその連中が今どこでなにをしているのか、だ。アグリは守銭奴だが、法と契約とネフィーリアの価値を知っている。恋々はサイコパス臭いが、人間関係への執着が強い。その二人がネフィーリアを助けに来ていないということは、向こうは向こうで困った状況にあることが予想される。あまり良い予感はしないが、それでも強しいて良い方に考えようとした。そうでなくては身体を張って助けた意味が無い。二人が無事であるということを前提にし、さっさと合流しないとと痛む身体を叱しっ咤たした。

　足も手もネフィーリアの思う通りには中々動いてくれない。これだけ不自由になりながら守銭奴とサイコパスを探して歩く自分もまたよくよくのものだと口の端で笑った。





◇ラギ・ヅェ・ネント






　薄暗い森の中で身を起こし、腰をさすりさすり周囲に誰もいないことを確認した。羊の群れが蹴散らした木々や茂み、羊の群れより遥かに力の強い何者かがへし折った樹木や砕いた岩といった「暴走の痕跡」が新しい道を作り、森の中を真っ直ぐに突っ切って視界の外まで続いている。ラギは袂たもとから取り出した灰色の実に齧かじりつき、五口で完食した。指に付着した果汁の一滴まで無駄にしてなるものかと丁寧に舐めとり、懐かい紙しで指を拭ぬぐった。混乱する頭脳は可能な限り落ち着くことを選択し、自分がなぜこのような状態に置いていかれたのかを一つずつ思い出していった。結果、ラギは我が事ながら「案の定」という感想を抱いたのだが、それでも腹を立てた。くしゃくしゃに丸めた懐紙を足元に叩きつけ、踏みにじり、蹴飛ばした。

　パステルメリーはラギを引っ掴んで逃げ出し、途中で助けた相手を落としたことにも気付かず走り去った。追手の前に放り出して生いけ贄にえとする意図があったのではないかと疑いたくなる状況だったが、メリーではそこまで深く考えることもできないだろう。どうやら悪意は無いらしいという結論はかえってラギを苛いら立だたせた。善意から行われた行為が全て善行であるとは限らない。

　木の根に沿って転がる紙屑が石に当たって止まるまで眺めていた。忌いま々いましさを噛み殺しながら腰を下ろして紙屑を拾い上げ、ローブの袖口に放り込んだ。

　感謝すべきなのだろう。あの場にいれば魔法少女ならぬラギには抗あらがってみようがなかった。メリーが足りない頭で咄とっ嗟さに機転を利かせてくれたからこそ痛む腰をさすっている。死ねばそれも叶わない。幸いにも骨は折れていないようだ。

　──しかし……。

　取り残されてしまった。チェルシー、メリー、羊達、それを追う斧を持った魔法少女はラギの与あずかり知らぬどこかに向かい、なにをやっているのかもわからない。チェルシーとメリーを上手いようにコントロールして島からの脱出を目指すというプランは瓦解した。

　ラギは周囲を見回した。杖が見当たらない。未だ痛む腰に手を当てながら探した。草を分けたり石を蹴り飛ばしたり、隠されていそうな場所を探すが見つからない。苛立ちはより募つのる。魔法少女を利用しようという考えが間違いだったのだ。魔法少女を上手に使おうなど、袂を分かった連中とやっていることは変わらない。魔法少女というものはどこまでも度し難く、自分ならば制御できると考えるのは魔法使いの傲ごう慢まんでしかない。

　チェルシーとメリーだけではない。クランテイルも同じだ。その場に留まってくれていれば行動を共にできていただろうに、今となっては無事であるかさえわからない。護衛としての役割も含めて雇い入れたはずが、心労の元になっている。

　杖は見つからない。あれが無いと困ったことになる。長年愛用していた帽子を失った時の精神的な痛みとは違い、実際上の問題がある。簡易的な門を作るというラギのプランには必要不可欠といっていい。杖を抜きにした魔法の行使は、規模も精度も大きく下がる。

　探しながらも別のことを考えている。二本の大きな斧を持った魔法少女。姿を見たのは僅かな時間でしかなかったが、知っている魔法少女ではないということはわかった。魔法少女の斧使いはそれほど多くない。二丁斧となれば更に数が減る。数字の名前を持つ魔法少女と同じく、数が少なければ目立つ。目立っていれば忘れない。つまり管理部門の魔法少女リストに掲載されていないことは確実だ。にも関わらず、どこかで目にしたことがあったような気もした。

　知り合いではない。そもそも魔法少女の知り合いは数少ない。管理部門長として知り得た情報の中にいた魔法少女というわけでもない。ならばどこで知ったのか。

　杖は見つからない。考えもまとまらない。

　魔法少女という分野はイレギュラーが起こりやすく、好き好んで「例外」を発生させようという研究者もいる。そこへきて相手の意思や権利を無視し面白半分に新技術を投入する狂った倫理観の持ち主が定期的に現れるため、第一世代や第二世代といった区分でさえナンセンスといわれる。要するにごった煮状態であり混沌としていた。

　杖は全く見つかる気配がない。

　あの魔法少女は明らかに尋常のものではなかった。生物として不自然な視点の置き方、視線の動きだった。躊躇と容赦のない破壊行為、かといって加虐心に走っているわけでも全能感に酔っているわけでもなく、ただ機械的に敵と見做した者に攻撃を加えている。そういった無機質な攻撃と対照的な諧かい謔ぎゃくが仄ほの見える発言、攻撃前の「意図の読めない質問」は全く嚙み合っていないように見える。

　杖は見つからず、ラギは足を止めて砕けた岩に腰掛けた。

　くたびれて足を動かすのが嫌になったわけでも、ましてや諦めたわけでもない。忌まわしい推測を思いついた。こびりついた頑固な赤錆さびのように擦っても消えてくれない。

　進歩と飛躍を謳うたい文句にして功名心や好奇心を満足させようという愚か者が大勢いる。それが現在のオスク派だ。シェヌ・オスク・バル・メルの現うつし身みは、特別性の魔法少女を素体としている、という噂がまことしやかに囁かれていることを「魔法少女管理部門」という研究者にとっての辺境で働くラギでさえ知っている。実際に現身を見れば噂だけのことではないと誰もが頷くだろう。

　長時間の労働にも耐えられる耐久力を予め組み込んでおくように、魔法少女の才能を持つホムンクルスをデザインする。たとえ僅かな欠片かけらであろうと神しん霊れいの御み霊たまに耐えられる現身が必要だ、と設計者は考えるはずだ。ホムンクルスを元にした魔法少女であるならば、変身前の段階で相当に「いじってしまう」ことができる。ラギがいれば「賢か人みに対しあまりにも尊そん崇すうの念を欠いている」と怒鳴りつけてやるところだが、現場から遠く離れた場所で怒鳴っても声は届かない。

　ホムンクルスの研究は魔法少女に関するものよりも旧ふるく深い。膨大な集積を魔法少女に転用することができれば──しかし技術力と知識だけでは無理だ。資料の閲覧、施設の使用、人員の呼集、魔法の宝石マジカルジェム、どれも組織の力が必要となる。

　ナヴィ・ルのいやらしい笑顔が脳裏に浮かび、思わず顔を顰めた。実験場とサタボーンが結びついているのだとすれば、サタボーンの弟子としては影が薄いナヴィ・ルが遺産相続者として呼ばれていることに納得がいく。資源なり技術なりコネクションなり知識なりをお互い補完する形で協力すればサタボーンもオスク派もそれぞれ得をするだろう。

　サタボーンは市井の研究者だが、権力を忌み嫌う孤高の魔法使いではなかったのではないだろうか。知己といえるほど知っているわけではないが予想はつく。権力が好きなわけでも嫌いなわけでもない。どうでもいいものだと考えているのは研究者にありがちだ。自分の研究に必要であれば権力とも手を結ぶ。いかにもな話だった。

　しかし「真実の一端を掴んだかもしれないぞ」と喜ぶ気分にはなれなかった。暴れている魔法少女がサタボーンと実験場の手によって生み出されたというのであれば、ラギにとって喜ぶどころの話ではない。斧を持った魔法少女は島のセキュリティリストに無かった。つまり防衛機構が暴走したというわけではないのだ。表に出せないはずの研究成果が暴れ出し、魔法少女を殺し、魔法使いを殺すという惨事を引き起こしていると考えるのが自然ではないか。

　傍流に追いやられ、それでもラギはオスク派にいる。こういう時、現在のオスク派がどう処理するのか、苦々しい実体験をもって知っている。まず揉み消すだろう。特にナヴィ・ルであれば、そういう汚れた任務に従事した経験は多く、やり方を心得ている。

　ラギは規則規範を重んじる。自分自身の生命、それよりも大切な存在が失われる危険があろうと、まず規則規範を遵じゅん守しゅすべきであると考えている。ある程度以上の力を持った魔法使いが思うままに力を振るおうとすれば、即すなわち世界の危機だ。皆が決まり事を無視してしまえばありとあらゆることが成り立たなくなってしまう。魔法使いは、秩序を作ることも、それを守ることも、ぶち壊して滅茶苦茶にすることも、全てできる。

　揉み消させないためには、まず無法者を確保し、この島にいる監査部門の職員を通じ直接官憲へ引き渡し、オスク派の手が届かないところまで話を持っていく。ここまで考え、左右に頭を振った。膝の上で強く拳を握り締める。

　そもそも現身や揉み消しといった全てがラギの推測に基づくものでしかない。仮に推測の通りだったとしても現身とするため生み出した魔法少女を無力化するためには頭数も道具も時間も足りておらず、灰色の実のせいでハンディまで背負っている。推測の通りでなければ無駄な危険に命を懸けさせることになり、推測の通りなら難易度が高過ぎる。どちらであったとしても分が悪い。

　──やはり脱出優先、か。

　巡めぐり廻って結論は戻ってきた。結局杖を探し出さなければならない。手当たり次第に落ちていそうな場所をあらためるという極めて原始的な方法によって、だ。ラギは立ち上がり、腰から腿もも裏にかけて手で払った。尻の冷たさに顔を歪め、罵ののしり文句を飲み込んだ。

　ラギは顔を上げた。木漏れ日がちらちらと震えている。否、木漏れ日が差し込んでいる木の枝葉が小さく揺れているのだ。身構えるよりも早く不ぶ躾しつけに大きな音が枝葉だけでなく木の幹や岩まで揺らし、一匹の羊が飛ぶように走り抜け、二匹、三匹と続き、ラギは羊の群れから身を隠そうと木陰に走り、遮さえぎるように現れた人影を見上げた。

　小さな星飾りの上に右の爪先だけで立つドリーミィ☆チェルシーだ。数秒遅れて遅れて大きな羊に跨またがるパステルメリーが現れた。

「いた！　お爺ちゃんいたよ！」

「誰がお爺ちゃんか！」

　怒鳴りながらも目と頭を動かしていた。二人の魔法少女にはぼんやりとした違和感があった。チェルシーは星に乗って、メリーは羊に跨り現れた。別れる前はチェルシーの方がべたべたとくっつこうとし、メリーがたじろいでいたはずだ。

「よかったあ……本当よかったあ……」

「怪我どころか死んでてもおかしくなかったもんねえ」

「物言いを慎つつしめ！」

「あっ、ごめんなさい。亡くなっててもおかしくなかったもんねえ」

「そういうことをいっているのではない！」

　周囲には羊が集まりつつあった。手足を縮め、それでもスペースが無い。次第に自由が奪われていく。そんな中で星の高度が下がり、チェルシーが降り立ったものだから身動きさえ難しい距離で向かい合うことになった。魔法少女が無遠慮に浴びせる鼻息に辟へき易えきし、大いに怒鳴ろうとしたラギにねじくれた棒が差し出された。愛用の杖だ。

「すいません、お爺ちゃ……ラギさん。これ、一緒に持ってきちゃったみたいで」

　ひったくるようにして憤然と受け取ったものの、内心の安堵は否めなかった。もともとメリーの失敗で杖と引き離されたため礼をいう必要はないと断じ、それでも怒りの炎は鎮まり、ある程度落ち着いた。

「……どうして戻ってきた？　杖を返すためか？」

「それは……その」

「これ以上、誰かが……死んでる、とか嫌だもの」

　ラギは二人の魔法少女を見返した。頬を膨ふくらませたチェルシーは到底真面目とは言い難いが、パステルメリーはそれなりに表情を引き締めている。なによりラギのために戻ってきた。彼女達は心を操られてラギどころではなかったはずだ。あの時の狂きょう奔ほんした有様とは違う。ラギは頷いた。これ以上誰かが死ぬのは嫌だという価値観は共有できるものだ。

　チェルシーは右手と左手の手の甲を合わせて頭の上に持っていくという奇怪な姿勢をとり、ラギを見た。次いでメリーを見、慌てて目を逸らし、メリーの方も気まずそうに俯いた。人を見ることが苦手なラギにもわかる。二人の関係性は以前と違っている。チェルシーはなにかを誤魔化すように咳払いし、目を瞑って頷いた。

「じゃあお爺ちゃんが無事なのも確認したことだし、悪いやつ懲こらしめよう」

「待て、違う。それよりも脱出を」

「チェルシーもメリーちゃんも恋々ってやつに操られてたんだよ」

　やはり精神操作を解除されていた。それに操られていた時の記憶も残っている。

「それはいい。しかし」

「それに……シェパーズパイ君のこと」

　チェルシーは手の甲と甲を離し、円を描くように顔の前に持ってきて両手を打ち付けた。始終小うるさくざわめいていた羊の群れが静まり、パステルメリーは思わず身構え、ラギは忌まわしいものを見るように眉を寄せた。

「絶対に許さない」

　羊の群れはチェルシーの周囲から離れ、身を寄せ合って震えた。パステルメリーが唾液を飲み下す音が静かな森の中に響く。ラギは杖に寄りかかり眉間を緩めた。チェルシーの動きは、顔の筋肉は、奇妙なおかしさを保とうとしている。だが眼差しは真剣だ。

「無理だ」

「無理じゃない」

「あれは魔法少女ではない。馬鹿な魔法使いどもが寄ってたかって作り出した魔法少女の形をとった兵器……戦わせて勝つために作られた亜神の如きものだ」

　魔法少女の生まれについてはラギの推測でしかないが、それについて言葉にして教えてやる必要はない。戦わせないための脅し文句はわかりやすい方がいい。

「そんなこといわれても知らない」

　それでもチェルシーは理解せず、首を横に振った。

「知らぬものと戦い勝てると思うか。増ぞう上じょう慢まんにも程がある」

　心の内ではチェルシーの気持ちが理解できた。だからといって「奴やつ輩ばらを打倒するため力を合わせよう」というわけにはいかない。これ以上愚かしいことを口にするな、という体ていで眉根を寄せる。ラギはメリーの方へ顔を向けた。

「パステルメリー、お前はどうだ。まさか戦おうなどというまい」

　パステルメリーは肯定も否定もせず足元をじっと見詰めていた。小刻みに震えている様子だけなら心が戦いに向かっているようには見えない。しかし指の先を赤くしてパステルを握り締めた小さな手には言葉にしない決意のようなものが見え隠れしている。

　ラギは髭に隠して口元を曲げた。

「話にならん。勝てないものが勝てるようになると思うか」

「難しいかもしれないけど……他にも強い魔法少女がいるよ。クッキー泥棒とか」

「誰だそれは」

「あとマーガリート。正直マジヤバい殺されるかと思った」

「お前の感想はどうでもいい」

「他の強い魔法少女は……お爺ちゃんとこの魔法少女は？」

「クランテイルは強い」

「よっしゃ」

「よせ、やめろ。強いからどうしたというのだ。強い魔法少女を集めれば勝てるという安直な発想を捨てろ。犠牲者を無駄に増やすだけで終わる」

「あのう」

　メリーがそろそろと右手を挙げた。

「灰色の実、たくさんあるんです。だからたくさん食べて戦えば」

「そうだ！　そうだよ、灰色の実があるんだった。たくさん集めたからね」

「駄目だ。それはいかん。灰色の実を消費すればそれだけ自分の首を絞めることになる」

「どういうことさ」

「恐らくこの植物は、実をなすために島の中の魔力を吸収し蓄たくわえる性質を持っている。灰色の実を採取すればするほどに力は吸われ、灰色の実をより多く摂取しなければならない」

「え？　どういうこと？」

「灰色の実はだな、まず実をつけるために周囲から魔法の力を吸収し、それを蓄えるわけだ。魔法の力を集め固めた物が果実である。ここまでわかるか？」

「だいたい」

「周囲から吸収する魔法の力というのはだな、魔法使いと魔法少女の力も含んでいる。だから魔法使いは倒れ、魔法少女は変身が解除された」

「ああ、そういうこと！　あれのせいだったのか！」

「その後、灰色の実を大量に収穫したが、実を消費するペース、つまり魔力を消耗するペースも上がっている。当然だ。果実が失われた分を樹木が補充しようとしているのだからな」

「実が無くなるから吸い取られて、吸い取られるから実を食べて……ループじゃん」

「そうだ。だから無駄に消費するなといっている」

「無駄に使わなければいいんじゃない？」

「そうだ！　そうだよ、決戦の時に纏まとめて使えばいいんだ」

「そういうことをいっているのではない！」

　血管の中を流れる血液の勢いを感じる。熱くなってはいけないと理性ではわかっていても頭に血が昇る。チェルシーの理解度は地を這はうように低く、メリーも大して変わらない。こんなことなら心をいじられたままでいてくれた方が行動をコントロールし易かったかもしれない。何度となく思ってきたことをより深く思った。魔法少女とは度し難い。

「あいつは許さない。絶対に絶対に絶対に許さない！」

「許さなければなんだというのだ！　やるべきは他にある！」

「嫌だ！　シェパーズパイ君を！　あいつが！　許さない！」

　ラギと同程度かそれ以上に、チェルシーの頭にも血が昇っているようだった。怒鳴り、喚き、腕を回し、自分の主張は絶対に曲げないと歯を噛み締めている。目の前に怒り狂う誰かがいればかえって落ち着くものだという一般論はラギに通じない。

「ふざけるな！」

「ふざけてなんかない！」

「どうしてそう戦いたがる！　魔法少女とは戦うために生み出されたのではない！」
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　チェルシーの目が大きく見開かれ、顔全体が赤くなり、歪み、歯を剥き出しにした。顔を天に向け、耳を塞ふさぎたくなる大きな声で叫び、右足を上げ、一拍置いて地面に叩きつけた。周囲の羊、パステルメリー、ラギ、小石、岩までが「どん」と宙に浮き、着地した。羊達は逃げ惑い、パステルメリーは転がり落ち、小石は跳ね、ラギは杖で身を支えた。チェルシーは顔を天に向けたままだ。表情は窺い知れない。暴力の予感に杖を引き寄せた。防備も無い場所で浅薄な魔法少女相手に口論というのは無謀だったかもしれない。頭に血が昇ると無謀なことをしでかしてしまう自分の性情はわかっていても止められるものではない。御ぎょし難いという点においてはラギも魔法少女も似たり寄ったりだ。

「わかったよ」

　痛々しく掠かすれた声だった。一文字一文字を区切って発音した──血の一滴まで絞り出すようなチェルシーの言葉にラギは右目を細めた。言葉の意味を理解し、徐々に右目を開き、角度を下げつつあるチェルシーの顔を見返した。表情は怒りのままだ。顔色は蒼あお褪ざめている。チェルシーが踏みしめた足を上げると小石が散らばり、見れば地面に大きな足型がついていた。チェルシーは足形の上で二度三度足踏みをして土をならし、ラギに向き直った。

「行こう」

　いったいなにがどのような形でチェルシーの琴線に触れたのかわからない。わけのわからない魔法少女という評価も変わらない。それでも協力しなければならないのだ。

　ラギはチェルシーに背負われ、酷く悲しそうな顔でメリーは羊に跨り、後ろから追いかけてくる羊の群れを先導し、星に乗ったチェルシーが飛んだ。





◇ナヴィ・ル






　顎先を撫でると一本だけ長く太い髭があった。もとより美しく着飾って勝負するタイプではないし、そんなことができるとも思っていなかったが、指先に感じる違和感は気になって仕方ない。爪で摘まみ、抜く。目の前に持ってくるとやはり太い。吐息で飛ばした。外見に拘こだわらなくとも気になることは除よけておいた方がいい。

　クラリッサは「もうちょっと身み嗜だしなみに気を遣えば胡う散さん臭さや怪しさも多少は減るんじゃないの」といってくれたが、そんなことをいうのはクラリッサだけだ。外見をどう取り繕つくろおうとナヴィの経歴を知る者は誰もナヴィのことを信用しない。「仕出かしたことで有名になるのは三流だ。一流の諜報員、工作員は過去を伏して誰からも怪しまれることなく仕事を終えるものだ」とかつての上司から侮あなどり半分に説教されたこともある。怪しまれて、胡散臭がられて、いつ裏切るかもしれないやつだと皆が思っていて、それでも仕事を完遂する方が余程凄いことではないだろうか、と思ったが口には出さず笑顔で受け流した。

　ナヴィは天を見上げようとし、眩まぶしさに目を眇すがめて額の前に手を翳した。まだ昼ではないと思うが、早朝といえる時間帯は過ぎていそうだ。普段が不摂生なせいか時間感覚というものがどうにも身につかない。信用できるのは腹の減り具合だけだ。

　鼻を鳴らした。入り口の方へ目を向けるとテプセケメイが茶褐色の物体に齧りついている。ふわふわと風に揺れながら自身の頭ほどあるパンを端から攻略していた。ご丁寧にバターが載っている。塗られているのではなく、塊で載っている。あれだけ大きいと体には毒だろう。しかし今はその毒気を身体が求めている。脂肪酸もコレステロールも塩分も欲しい。ナヴィは腹に右手を当てた。空きっ腹を抱えている。これは再確認するまでもなく間違いのないことだ。タイミングよく、切なげに腹が鳴った。

「おぅい」

　小さな魔法少女は動きを止めず、がりがりと粉を飛ばして齧りついている。バターが全く溶けていないことからパンの冷たさは見て取れる。おまけに硬そうでもある。日常の中で目にしたら「不味そうだ」の一言で終わってしまうパンが、今は大御馳走に見えた。

「ちょっと待ちなよ」

「メイは待たない」

「ちょっと待てって、手を止めて話聞いてくれ」

「メイは止まらない」

「ちょっと待てわかったいい物やるから止まってくれ」

　テプセケメイは一切の表情を浮かべず顔だけをナヴィに向けた。優越感も食の喜びも見せない。フランチェスカに分身を消されたことで感じているであろう恐怖心や警戒心さえ隠している。もしくはハナからそんなものは無いのか。大したもんだと内心舌を巻きながら、ナヴィは袖口から掌てのひらに灰色の実を一つ転がし、テプセケメイに差し出した。

「ほら、これ」

　ナヴィは「こいつとパンを交換してくれよ」と交渉を持ちかけるつもりだったが、気付いた時にはテプセケメイが灰色の実を齧っていた。パンは左手に持ち替えられている。ナヴィは自分の右手を見、なにも持っていないのを確認し、テプセケメイに目を向けた。ふわふわと浮遊している小さな魔法少女は灰色の実を食べ終え、再びパンに取り掛かろうと大きく口を開き、並んだ歯を見せ、ナヴィは「待てっ」と怒鳴りつけた。

「お前この野郎！　実ぃ持ってったならパン寄越せよ！」

「メイは聞いていない」

「ああ？」

「ちょっと待ったらいい物をくれると聞いた。ちょっと待っていい物をもらった」

「そりゃひでえ。あんまりだよ」

「憧れの芋いも粥がゆも食べ過ぎれば嫌になる。だからメイが食べるのを見ているといい」

「チクショウこの野郎……お前さん魔法少女だろうが」

「メイは魔法少女」

「じゃあ物食う必要ないだろ」

「メイは食べる」

「魔法少女なら困ってるやつ助けろよ。それが仕事だろうがよ」

「メイは困っているメイを助けている」

　話が通じないというより誤魔化されている、からかわれている、というのが正しいだろう。相手は全くの無表情ながら不思議とそういうニュアンスは滲にじみ出ている。というより話すうちにテプセケメイの性格が伝わってくる。繰り返し「チクショウ」と思う。表情の少なさは自分を隠すための壁や盾ではなく生まれながらにそういう性なのかもしれない。ナヴィ・ルは両掌を相手に向けて広げてみせ、お道ど化けた仕草で何度も頷いた。

「わかったわかった。あんたにゃ負けた。取引しようぜ。パンと灰色の実を交換だ」

　テプセケメイは鋭い動きで右手を前に出し、親指、人差し指、薬指を立てた。

「これだけ欲しい」

「妙な指の立て方するなあ。ひぃ、ふぅ……三個？　って三個もかよ!?」

「メイも同じだけ出す」

「三対三のトレードなあ」

「群れの分が要る。メイとウェディンとファニートリックが一つずつ欲しい」

「群れってのはお仲間のことかね」

「家族」

「家族か……ならしゃあねえな」

「しゃあねえ」

「バターも分けてくれよ。それさえ約束してくれりゃ」

「善処する」

「信用できねえ言葉使うのやめようぜ」

「最大限努力する」

「それもだな」

　二人は三個のパンと三個の果実を交換し、それに加えて銀紙に包まれた五センチ四方のバター塊がナヴィに手渡された。ようやくナヴィは食事にありつくことができた。固く冷たいパンも同じくらい冷たいバターも実に美う味まい。舌の上から味と栄養が全身に染み渡る。成人男性が果実だけで生きていくのは難しい。灰色の実を半分だけ食べて懐に仕舞うテプセケメイを横目にちらと見、表情が無いことを再確認した。

「よう、家族っていうのは連れのお二人かい？」

「７な７な５こ３さんはウェディンでマナはファニートリック」

　独自の世界を築いているようだった。表情が無く、しかし自らの個性を抑えることはせず会話の端々から伝えてくる。分身がフランチェスカに殺されたというのに恐怖心は薄い。こいつはあれかな、と内心呟いた。人間ではない生き物が変身して魔法少女になった場合、言語を用いることの経験不足と非人間的な精神性から他者には理解し難い自己ルールを見せることがままある。

　ナヴィの所属する「実験場」には連日連夜様々な魔法少女が招待される。なにかしらの取引材料に使われた落らく魄はく貴族の子弟、強い魔法少女になれるという詐欺同然の勧誘に騙だまされた戦闘愛好者、懲罰人事という名目の処刑宣告を受けた派閥構成員、人身売買や誘拐といった手段もごく当たり前に使用される。中でも好まれるのが動物から変身した魔法少女だ。どう扱おうと文句をいう家族はおらず、官憲もうるさくはいわず、後腐れもない。そして本能に根差しているからか強力な魔法を持っていることが多いとされている。

　テプセケメイの場合もなにかしら強力な魔法を持っていそうだ。マナの言葉や本人の言いぶりから「なにもわからないまま殺された」というわけではなさそうなので、フランチェスカと対たい峙じし、殺される前になにかしらしてから分身が殺されたということだろう。マイヤを殺したという情報を持っていて、あらかじめ警戒していたとはいえ、並の魔法少女なら百人いてもできないようなことをやっている。

「ナヴィの家族は？」

　考え事をしていたところへ唐突に質問を繰り出され、思わず「いるよ」と答えていた。咄嗟とはいえ馬鹿正直に家族のことを話す流儀はナヴィのものではない。舌打ちをしたり顔を顰めたりといった振る舞いを控え、なんでもないことのように笑顔を浮かべた。

「一人、な」

「クラリッサか？」

「ありゃ家族ってよりか親戚だな。妹の娘だ。姪だよ」

「メイ？」

「なんだよ、おかしなこといってねえだろう」

「メイ……」

　どこを見ているのかもわからない目を遠くへ向けている。こういった意味のわからない奇行も動物から変身した魔法少女に共通した特徴だ。ナヴィはパンを半分まで平らげ、その間もテプセケメイを見ていた。実験場に連れていけば喜ばれるかもしれないが、それ以上にリスクが高い。と、テプセケメイが不意に目を細めて眉尻を上げた。するすると横にスライド移動し、ナヴィの前に陣取って両手を開き、前に出す。身構えているのか。

「来る。隠れろ」

「いや……こいつは」

　半透明なテプセケメイの身体越しに森の方を見た。葉を散らし、木と木の間から飛び出した魔法少女は、猫を思わせる俊敏な動きで時間差無くテプセケメイの前まで駆け寄った。大きな獣の耳が、ぴく、と動き、長い尻尾が地面を叩く。

「へいへーい。ご報告にあがりましたよっと。なんか美味しそうなもの持ってんね」

「やらねえよ。クラリッサ。ちょうど名前が出てたとこだ」

「え？　なに？　クラリッサちゃんの悪口とかいっちゃってたり？」

　ちょっとプライベートな話があるとテプセケメイに言い置き、ナヴィはクラリッサの背を押して入り口から離れさせ、二十歩は歩いて足を止めた。テプセケメイの見えていない場所まで行くのはいかにも不自然だった。襲われるかもしれない者が──護衛たるクラリッサがいたとしても──することではない。振り返るとテプセケメイは森の方へ目を向けている。しかし彼女が、たとえなりが三分の一にまで目減りしてしまったとしても、油断できない魔法少女であるということをナヴィは理解していた。

　石を作動させて音が漏れないようにし、袖口で口元を押さえた。

「問題ねえとは思うが一応口隠しとけ」

「この距離で唇読むの？　あれが？」

　クラリッサが目だけを動かしテプセケメイを指した。

「そんなに切れ者っぽい感じしないじゃん？」

「フランチェスカ相手にそこそこやりあったらしい。分身でな」

　クラリッサは底から嫌そうに顔を歪ませ、耳が力なく垂れた。

「マジかよ。クランテイルも滅茶苦茶強かったよ。ちょっとあっしじゃ勝てんくらい」

「おめえはなにやってんだよ」

「流れだよ流れ。後で言い訳できる程度のもんだよ。あとね、強いのがまだいるわ。フランチェスカから逃げ切ったやつがたぶん二人か三人くらいいる」

「おいおいおい」

　尋常なことではない。中身はともかく、ガワについてはそこらの魔法少女にどうにかできるようなものではない。技術の粋を集めた「魔法少女を超える魔法少女」だ。逃げ切られたということは勝てなかったということでもある。フランチェスカをもってして勝てなかった魔法少女、しかもそれが複数この狭い島の中に存在している。

「すげえな」

　心底からの感嘆は簡潔になる。言葉を弄ろうする必要などなくなるからだ。

　フランキスカ・フランチェスカという魔法少女を一体生み出すために多くの魔法少女と魔法使いの生命が費やされている。結果、フランチェスカは完成しなかったものの、ひょっとしたら三賢人の魂の器になっていた未来もあった、かもしれない。遺産の分配を決める話し合いなんてものに飛び切りの凄腕を連れてくる、という馬鹿はいても一人くらいだと考え、マイヤが頭ずの抜けた強者ということになるだろうとナヴィは高をくくっていたのだが、世の中は広く魔法少女は多い。実験場で魔法少女を幾百幾千と見てきたなんて偉そうなことをいってもこれだ。

「そんなことよりも大変よ。おじいちゃん逃げちゃった」

「逃げちゃったーってんなら追いかけて捕まえとけよ」

「噛んだのがぜーんぶ捨ててあった。気付かれてたっぽいねえ」

　世の中上手くいくことばかりではない。特にラギのような筋金入りは経験と知識を活かして若者にはできないことをしてのけることがある。簡単に掌の中で転がせる相手だと軽視していたわけではないが、それにしてもどこにいるのか全く補足できないというのは困る。フランチェスカと遭遇すればラギは死ぬだろう。どれだけ凄腕の魔法使いであっても突発的に遭遇した通り魔魔法少女には敵かなわない。ましてや相手は現身になったかもしれないカスタムメイドだ。魔法少女であっても出会えば死ぬ──はずだったが、現実にはこの島の中だけでも逃げ延びた魔法少女が複数人いるという。魔法の力を失い昏倒するとか、魔法少女の変身が強制的に解除されるとか、今までにない不測の事態が多過ぎる。

　世の中は広い。実験場の中では外に出ての仕事を任されることが多く、世間知らずの魔法使いというわけではない、と自分では思っていたが、本職であるはずの魔法少女に関することでさえ難しいものだ。

「予定変えるか。想定外のことが起きてんだから抑え気味にしておくくらいでちょうどいいわな。爺さんとイオールに恩を売ることはできてるはずだしマイヤはもういねえ。例のブツも隠しておいた。後はられ子待ちだ」

　マナはなにかしら気付いている風ではあった。こちらもナヴィの想像を超えて良い捜査員だったらしい。ただ「なにかしら気付いている風」なのを隠そうともしていなかった。その点はまだ若い。若さは有難く受け取っておくべきだろう。火事場泥棒的に遺産の一つをちょろまかそうとした小悪党として引っ括られるくらいなら甘んじて受け入れる。

「他の魔法少女がフランチェスカやっつけるってんなら協力しよう。フランチェスカさえいなくなりゃ爺さんの身は安全ってことになる。少なくともやり合ってる間はフランチェスカも爺さんなんぞにかかずらってる暇ねえだろ」

「はいはい……あれ？」

「どうした」

　クラリッサは右耳の先を二度動かし、ゆっくりと角度を下げてからピンと張った。耳の動きに合わせて表情は曇っていく。

「トウタが動いてる」

「そっちも余計な真似しやがる」

「速いなあ、これ。ちょっと速過ぎるってば。人間じゃない。魔法少女の動きだ」

「られ子か？」

「たぶん……フランチェスカに捕まったとか、バラバラにされて服だけ引っかかってるとか、そういう動き方じゃないから安心していいよ」

「安心できねえよ。なんでられ子が今動いてんだ。せっかく安全確保してやったのに。穴の外に出てフランチェスカに襲われたらどうすんだ」

「フランチェスカの特性なんてられ子は知らないだろうしねえ」

「ちょっとられ子んとこいって小突いてこい」

「はいよ」

　ラギが不測の事態を引き起こすのは「やるなあ爺さん」と感心するが、られ子が不測の事態を引き起こすのは「勘弁してくれよ」としかならない。味方と見做している相手が勝手に動いてかき回すことをナヴィは嫌っていた。ナヴィでなくとも好きなものはいないだろう。られ子のことだから怯えて余計なことをしているか、気を回しているつもりで余計なことをしているか、どちらかだ。

　駆け出そうとしたクラリッサに対し、右手を挙げ「ちょっと待て」と呼びかけた。イオール、られ子、と頭に浮かべ、最後に統とう太たを思い浮かべた。イオールとは仲良くやっていたようだ。共通する趣味というのは男女の鎹かすがいとして悪くない。この島から無事に脱出できればより仲良くなるだろう。少年と少女が笑うほのぼのとした光景で想像を締めてナヴィは頷き、テプセケメイに目を向けた。森の方を見ている。

「トウタはできればいねえ方がいいな」

「はいはい。られ子に伝えられたら伝えとくよ」





◇ミス・マーガリート






　なにも無かった場所に苦しみが生まれた。苦しみは冷たさと痛みを呼んだ。不自由であるということに気付き、自分が自分であるということを思い出した。胸が、喉が、相次いで捩よじれ、引き攣つれ、呻こうとしても声を出すことができない。声を出そう、声を出そうと喉に気持ちを集中させ、全身の力を注ぎ、なにかの栓が抜ける時のように、ぽん、と空気が通った。激しく咳き込み、喉の奥、口の中から苦しみの塊が飛び出した。背を曲げ、身体を丸め、横になって胃の中からどろっとした物を吐き出した。半液状化していたが、甘ったるいフルーツの匂いは、曖昧な記憶の中でも楔くさびとなって打ち込まれている。灰色の実だ。泥臭さや胃液の匂いと混ざり、体験したことのない臭気となって口の中に広がった。

　目を開けようとしても開かない。右手で顔を撫で、睫まつ毛げに泥が絡んだまま乾いて固まっていたことを知り、擦って泥を砕いた。手の冷たさに驚き、顔の冷たさにも驚く。

　瞼を開けると今度は光の強さに目が眩くらむ。行動の度、なんらかの苦痛を伴い嫌になる。繰り返し咳き込み、じりじりと瞼まぶたを押し上げ、光に耐えながら目を凝らすと険しい顔の少女が見下ろしていた。口こう角かくがじわりと緩み、口を小さく開けて息を吐いた。しばらく見詰め合い、少女が変身する前のクランテイルだったことを思い出した。

　強こわ張ばる身体にいうことを聞かせ、肘を突っ張らせて身体を横にし、上半身を起き上がらせた。少女がすかさず脇から支えにかかり、半ばもたれかかりながらなんとか身を起こす。有難いとか申し訳ないとか思うより、少女の体温が自分のそれと比べて遥かに温かいということに嫌気がさす。どうしてこんなことになっているのか、一つずつ順を追って思い出していく。死にかけている、というより死んでいてもおかしくない状態だったはずだが、それにしては身体がまともに動く。

「私は」

　自分の声ながら酷い声だった。しかも咳き込む。背中を擦る手は温かい。差し出されたペットボトルを受け取り、口の中を漱すすいで傍らに吐き出した。ひとしきり咳き込み、口から息を吸い、吐いてみる。もう一口水を含み、今度は漱がずに飲み込んだ。どうにか話すことができそうだともう一度声を出す。

「私は……どうなっていたんだろう」

「足跡を見つけて……泥の方に続いて……それで」

　眉を顰めかけ、堪こらえた。驚くほど説明が上手くない。しかし命の恩人を相手に嫌な顔を見せるというのもどうかと思い、苦しくもないのに咳き込むことで誤魔化した。少女は丁寧に背中を撫でてくれ、かえって申し訳なさが募つのった。

　とりあえず説明をしなければ、とマーガリートは話して聞かせた。

「マイヤを殺した魔法少女に追われ、途中で実の効果が切れて泥の中に沈んだ。二本の斧を持った……おとぎ話の泉の女神のような魔法少女だ。落としたのは金の斧か、銀の斧かと問いかけてきたが恐らくは意味のない繰り言だ。斧を変化させるのが固有の魔法だと思う。爆発させたり、磁石にして鉄を吸い寄せたり……それと恐ろしく身体能力が高い」

　少女は真面目な顔で聞いていたが、相あい槌づちを打とうともしない。マーガリートは少女の顔を見、なぜクランテイルだったことに気付くのが遅れたのか、わかった。彼女は眼鏡をかけていたはずだが、今は無い。顔の印象が違う。

「テプセケメイも一緒にいたが、彼女は恐らく殺された」

　少女の顔が曇った、というより歪んだ。奥歯を噛み締めた。怯えや悲しみではなく、怒りを噛み殺している。クラムベリーの子供達、という言葉が頭に浮かぶ。

「そちらは？」

「クラリッサに襲われました」

　今度は堪えることなく眉を顰めて相手を見返した。少女はそこからなにをいうでもなくこちらを見ている。表情は怒りのままだ。クラリッサに襲われるということは、明確に敵対している「マイヤを殺した相手」に襲われるより余程大変なことのはずだが、情報を足すでもなく襲われたことしか報告しないで後は黙っている。仕方なく促うながした。

「なぜクラリッサに？」

「今思うと……タイミングが悪かったのかな、と思います」

「タイミング？」

「話している時に折れた木が飛び込んできて、クラリッサがそれを避けてこちらに近付いて、急に近寄ってきたものだから私が身構えて、クラリッサがそれに反応して攻撃して、そこからなし崩しに……です」

　下手なりに一生懸命説明をしてくれようとはしているが、やはり下手だ。

「話していた、というのはなにについて？」

「ラギさんの帽子を持っていて……それを隠そうとしたので、なぜ、と聞きました」

　クラリッサがラギをどうにかしたのではないかという疑いを持って話しかけ、会話の途中で木が飛び込んできてクラリッサは回避、それによって二人の距離が縮まり否いや応おうなく戦いになったという流れがなんとなく理解できた。クラリッサがラギに危害を加えるとすれば、灰色の実を奪おうとした、あたりがそれらしい理由になる。

　しかしマーガリートは説明内容以上にクランテイルの挙動が気になった。ラギの名前が出た時、眦まなじりが上がり、僅かに目が泳ぎ、右手が震えた。微かな緊張感が少女の各所に表れ、それを隠そうとしている。クランテイルはラギのためにと一人森の中へ走っていく程度に忠誠心を持っていたはずだが、身を案じてという反応ではない。

「それと、ネフィーリアが灰色の実を売っていました」

　商売っ気のあるやつは、命の危険さえ──そこに自身の命が含まれていても──商売のタネにする。ネフィーリアのいかにもな曲者ぶりは本人が自発的にやっている可能性を否定させなかったが、それを差し引いてもアグリがやらせていると考えるのが妥当だろう。

「私は買いました」

　業ごう突つく張りに金をくれてやるのは業ごう腹はらだが、背に腹は代えられない。この島の中で灰色の実を失うということは、背ではなく腹を失うということだ。

　ふと疑問が兆きざした。自分の顔に向けて右の掌を向ける。泥だらけの手だ。人間の手だ。泥の似合わない魔法少女の手ではない。目の前で訥とつ々とつと下手くそな説明をしているのも人間の少女だ。学生服はそこかしこが破れ、赤っぽい染みまではねている。

「……灰色の実は？」

「買った分は使い切りました」

　乾いた泥が顔の上で音を立ててひび割れ、表情の強張りを自覚した。

「残っていない？」

　少女は口を開きかけ、息を吐きながら閉じた。唇の形が若干歪んでいる。一度目を瞑り、開いた時には申し訳なさそうな表情になっていた。

「泥の中から掘り出した時は息が止まっていたので」

「ああ」

　相変わらず言葉は足りていなかったが、少女の表情からなにをいっているのか理解した。マーガリートを掘り出して蘇生させた時に灰色の実を消費したといっているのだ。

「水管を使って泥や水を取り除いてから灰色の実を直接体の中に送りました……魔法少女に変身していれば人間の時よりも蘇生しやすいと思いました……生命力とか、そういう点で。魔法少女には変身できたけど中々意識が戻らなくて、しかもすぐに変身が解けてしまうから追加を入れていったら灰色の実がどんどん減っていって」

　水管なるものがどんな動物のどういう器官なのかは聞かない方が良さそうだ。とりあえず胸と喉に激しい痛みを感じていた──今もって痛い──理由の一端が知れた。

　少女のいう通りだとして、助かるかもわからない半死人を相手に大事な灰色の実を濫らん用ようし、使い切ってしまったというのは愚かというべきなのだろうか。それとも一人の生命を救うためにとった後先考えない行為を感謝すべきなのだろうか。どちらにせよ助けてもらった側は感謝を表すべきだ。膝を合わせて正座の姿勢をとった。膝に手をのせ、深々と頭を下げ「ありがとう」と感謝を伝えた。ぴたり五秒後、顔を上げた時には少女が全く同じ姿勢でこちらに頭を下げていた。

　形としては礼をしつつも、冷めた目で少女の頭頂部を、垂れ下がった二本のおさげ髪を眺めていた。マーガリートとクランテイルは顔を合わせた程度の仲でしかない。かつ、似たような間柄のクラリッサに彼女は襲われたのだという。灰色の実を全て費やし救うという行為はいかにも後先を考えない自己犠牲精神に溢れている。顔と名前を知っているだけで敵か味方かもあやふやな相手に対してそこまでするだろうか。

　ラギのため森へ向かったクランテイルを思えば後先考えないという点では一貫していた。しかしラギの名が出た時の緊張感、そしてそれを隠し理由を話さない。不可解だった。

　魔法少女であれば他者を助けるため自分を犠牲にすることもあるだろう。しかし彼女は自分の命のために他者を犠牲にしたのではなかったか。クラムベリーの子供達という言葉がまた浮かび、今度は消えずに残っていた。元々抱いていた悪感情がクランテイルへの反感となって表に出ているのか、と自問したが答えは出なかった。

　少女はこちらから五秒は遅れて頭を上げ、じっと見詰める一組の目をどう解釈したのか、なにもいわずに見返してきた。先程までに比べると、あるか無いか程度でしかないが険がある。警戒心、が最も近い。自分の向けた感情がそのまま返ってきていることに気付き、未熟さへの嫌気に額の泥を掌で拭い取った。
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◇ネフィーリア






　肉体はこれ以上動きたくないと駄々をこね、一歩進むだけでも骨や肉が悲鳴をあげる。精神は危険な場所から離れたいと泣き叫び、女神から遠ざかることを乞い願う。ネフィーリアは逃避とサボタージュを執しつ拗ように訴える身体と精神を宥なだめすかして歩いている。危険な場所をうろつくなど全く本意ではなかったが、どうせ安全な場所は島の中に無い。それにやらなければならないことがたくさんあった。

　隠していた大量の実のうち、チェルシーとメリーにも場所を教えておいた物については全回収、それ以外は見つからないことを祈って放置しておく。恋れん々れんになにかあれば魔法は解除される。最悪には備えておくべきだ。

　実がそのままになっていたことにほっとし、同時に恋々やアグリが回収していなかったことにがっかりした。ネフィーリアは血の混ざった唾を草むらに吐いた。ポケットと手持ちのビニール袋に入りきらない灰色の実はフードの中に詰め、それでも足りない物は骨飾りの中に仕舞う。後頭部をちくちくと刺激する果実の毛に辟へき易えきしたが、今は不快感よりも灰色の実を優先する。アグリの吝りん嗇しょくぶりを見習い一つたりとも残さない。現在この島において変身の継続を果たす以上に灰色の実は重要だ。

　状況がまるで見えない以上、味方は多ければ多いほどいい。ただの自称味方などではない、法と契約によって縛られる絶対的な味方が欲しい。灰色の実は、それを作るために必要になる。

　そして動くなら早い方がいい。なにせ状況が状況だ。いつなにをきっかけにして弱肉強食の極限状態が訪れないとも限らないのだ。誰かを殺しても「自分の身を護るためだから」で済まされてしまう世紀末な世界になってしまえば契約どころではない。獣とは契約を結べない。人が人でいてくれる間にネフィーリア、アグリと恋々の庇ひ護ごを頼み、対価として実を渡す。当初の目的だった金銭はこの際置いておく。アグリにも文句はいわせない。

　問題は、アグリや恋々が文句の一つさえいえない状態にあるかもしれないことだった。隠しておいた灰色の実がそのまま放置されていたということは、アグリも恋々も回収しなかったということだ。二人とも性格はともかく頭が悪いわけではない。灰色の実の重要性は理解しているはずだ。恋々が魔法を解除していないため場所を移す必要がなかったというのならいい。そうでないならまずい。とてもよくない。

　灰色の実を餌に金銭を要求した相手──クランテイルや統とう太た達がネフィーリアに好感を抱いているとは思えず、クラリッサとナヴィはそもそも全く信用ができない。ドリーミィ☆チェルシーとパステルメリーの二人については、恋々の魔法が解除されれば好感度が地の底まで落ちるだろう。四面楚歌とまではいかないにしてもネフィーリアにプラスの感情を持っている者は稀まれなのだ。

　人が人でいてくれる間に交渉をするという目標も、ネフィーリア単独では高いハードルになる。足を引き摺ずって歩くボロボロの魔法少女総勢一名はどこまでも買い叩かれるだろう。相手の善意というか悪意次第で庇護契約ではなく隷属契約になってもおかしくはない。恋々なりアグリなりがいてくれればもう少しマシになるはずだ。

　歩きながらここまで考え、恋々とアグリを探す口実を探しているみたいだと自嘲し、唾を吐いた。唾液に混じる赤みは幾分か薄らいでいる。

　緊急時はここで待ち合わせると決めた場所が二ヶ所ある。岩場から少し離れた丘陵地帯の窪地、もう一つは本館へ向かう途中でナヴィに出くわした泉の前──この二つから選ぶなら泉よりは窪地になるだろう。泉の女神というべき風ふう体ていの仮想敵を思えば泉に行こうという気はまるで起きない。アグリと恋々にしても同じことを考えるだろう。生きているならきっとそう思う。

　冗談や皮肉も自分への発奮材料にしながらネフィーリアは進んだ。誰が信用できて誰が信用できないのかということが極めて判断し難い。怪我によって思考能力が鈍っている、恐怖に煽あおられて混乱している、という要素が皆無であると断言はできないが、それよりも材料となる情報があまりにも乏しい。「マイヤ殺害に端を発する一連の出来事は不幸な事故」というアグリの予想が大外れもいいところだったのだろうが、外れなら外れでナヴィにどの程度の悪意があったのか、それとも本当の事故だったのか、本人の話や契約の内容などから推おし量はかることさえネフィーリアの手に余る。法律家は推理作家でも探偵でもない。

　甲かん高だかい鳴き声に足を止め、派手な色の鳥が飛び立っていくのを目で追い、息を吐いた。今のネフィーリアには思考能力以前に考えるためのエネルギーが足りていない。灰色の実をポケットから出して一齧かじりし、再び憂ゆう鬱うつな散歩に戻った。駆け出したいのに駆け出してはいけないというのは精神に良くない。重傷者なら猶なお更さらだ。

　恐慌に襲われ走り出してしまわないだけの理性が残っていたせいでネフィーリアはじりじりと歩き続けた。物音が聞こえる度にビクビクしなければならないというのは心にも悪ければ身体にも悪い。走って移動できないというだけでなく最短距離で向かうわけにもいかず、身体を隠すことができる木や草や岩の陰に沿って青息吐息の抜き足差し足で移動、なんとか目的地の丘陵まで辿たどり着き、鼻をひくつかせた。風に乗って臭気が流れてくる。物の焼ける匂いだ。女神が付近で暴れている可能性が高い。より慎重に動く必要がある。

　丘陵を登る際には匍ほ匐ふく前進で痛みに喘ぎながら進んだ。杖にしていた鎌は草陰に隠した。この姿勢では持っているだけで負担になる。

　ああ痛い痛いああ痛いああ痛いと頭の中で弱音がループし、こんな窮状においてもベストを尽くしてしまう自分が憎いと嘆き、よっこらと頂上から下を見下ろしてみれば、良いことと悪いことが一つずつあった。

　良いことは恋々がいたこと。悪いことはアグリがそこにいないこと。

　ネフィーリアは這いずりながら頂上を超え、頭の高さが頂上より低くなるまでは姿勢を低く、そこを超えれば立ち上がり、恋々に向かって手を振った。ハンドメイドの松明たいまつのような物に火をつけて掲げ持ち──焦げ臭さはこれが原因か──油断なく周囲を警戒していた恋々はすぐに気付き、屈くっ託たくのない笑顔を浮かべぶんぶんと手を振り返す。今のネフィーリアでは反応も難しい速度で飛んできて横から支えてくれた。ネフィーリアはほっとした。傷ついた身体を支えてくれる誰かがいるということで安堵し、寄りかかり、松明の熱に少々鼻はな白じろんで身体を離した。昼間からなんという物を持っているのか。

「松……ま……」

　ネフィーリアの質問には答えず、恋々は悲しそうに顔を顰しかめた。

「なんて酷い怪我！」

「く……し……」

「そりゃ苦しいよ。ハンカチ敷くくらいしかできないけど向こうで休もう」

　恋々に支えられながら窪地に向かって歩き出す。恋々はネフィーリアの無事──いうほど無事ではないが──を喜び、身体を支えてくれている。ネフィーリアはそれとなく腰に手を回しながら恋々の話すことを聞いていた。向こうで休もう、あの女神みたいな魔法少女にやられたのか、灰色の実を持ってきてくれて有難い、鎌はどうしたの置いてきたなら取りに行こうといったことを話した。話題の中にアグリのことは一切存在しない。

　恋々は不自然なほどアグリのことには触れず、今後どうすべきかということを話し、そこにはアグリの捜索といった内容は一切含まれていない。まるで最初からいなかったかのように、あれほど執着していた雇用者についてなに一つ触れないのだ。

　焦げ臭さがぷんと増した。ネフィーリアは恋々の右手に握られた燃え盛る松明に目を落とした。パチパチと火のはぜる音が聞こえる。顔を上げた。黒煙が右から左に棚引き、ちらちらと火の粉が舞っているのが見えた。燃えている。森の木か。

「こ……火事……」

「うん。私達にはたくさんの灰色の実っていうアドバンテージがあるでしょう。でも森の中にはまだ灰色の実がいっぱいあるかもしれなくて、もしどこかで群生地みたいなのが見つかったら数の強みが強みじゃなくなっちゃうかなって思ったんだ。森が全部焼ければ群生地が見つかったりすることもなくなるじゃない」
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　目を見開き恋々の顔を見た。なにかおかしいの？　という顔で見返され、ネフィーリアは喉の奥からくぐもった笑い声を漏らした。笑わなければやっていられない時もある。

　ネフィーリアの中に兆きざした疑問は確信に変わろうとしていた。恋々はアグリがどうなってしまったのかを知っている。その上で触れようとしていない。心が触れることを拒んでいるのか、受けた衝撃が記憶に欠落を与えたのか、なんにせよアグリはもう生きていないだろう。そしてアグリの死という事実が恋々に刺激的過ぎるスパイスを加えている。

　アグリに祈り、重傷者以上に危うい精神の相棒に溜息を吐つき、今後どうすべきかを考えるべく脳の細胞を働かせた。火を消そうと提案して聞いてくれるものだろうか。この辺に水場はないから消すことも難しいかもしれない。後で問題になったら女神のせいにするかという結論が導き出され、「後」が来ますようにともう一度祈りを捧げた。





◇ラギ・ヅェ・ネント






　チェルシーは岩から刳くり貫ぬいて作り出した「星」に乗り、メリーは羊に跨り、ラギはチェルシーにしがみつくという形で三人は灰色の実貯蔵所へと移動した。穴を掘ってそこに灰色の実を詰め、上に葉をかけただけという原始的な隠し場所だという。

　ラギはチェルシーの足元に目を落とした。多少は手加減しているのだろうが、魔法使いのラギにとっては信じられない高速度で飛行している。魔法の力によって絶対安全に守護されている絨じゅう毯たんでもなく、科学技術によってある程度の保障がなされている航空機ですらなく、ラギの拳より一回り小さい岩の玉によって二人分の体重が支えられている。チェルシーはバランス感覚に自信があるからこそこうした移動方法をとっているのだろうが、今日会ったばかりのラギにとってそこまで信頼できるかというと疑問しかない。

「おい」

「なにさ」

「なぜわざわざ小さな玉を作ってそこに乗る。お前は固有の星飾りを持っていただろう。先程までもそれに乗っていたではないか。平たい星型であれば球状の岩よりも安定性に勝る。魔法少女の付属アイテムであれば耐久力も違うだろう」

　チェルシーは苦々しい表情をこちらに向け、ラギは慌てた。

「前を向け！　森の中に障害物がどれだけあると思っている！」

　チェルシーは渋々といった様子で顔を前に向けたものの表情は変わらない。

「あれはね、チェルシーの物じゃないの」

「そうなのか？」

「見ればわかるでしょ。元々自分の物だったら魔法のセロテープで貼り付けたりする必要ないじゃん。自分の物じゃないからセロテープべたべた貼って固定してんの」

　メリーが「そういうデザインなのかと思った」と呟くのが聞こえた。ラギが聞こえるくらいだからチェルシーに聞こえていないわけはないが、チェルシーはそこに触れず続けた。

「お母さんの友達なんだけどね、おせっかい焼きなんだよあの世代は。別に必要なんてないのにさ、あると便利だからって押し付けて。押入れにでも突っ込んでおけばいいやって思ってたら『せっかく頂いた物なんだから使いなさい』ってお母さんもうるさいし」

　メリーが「すごく便利だったと思うよ」と呟くのが聞こえた。チェルシーは無視した。

「ドリーミィ☆チェルシーはね、キュートでファンシーでファンタジーでマジカルな魔法少女なんだよ。そこに『お母さんの友達からもらったお土産』なんて現実感ぷんぷんな要素を足したくないの。だからできるだけこれは」

　懐から星飾りをちらと見せ、戻した。

「使いたくないの。デザイン的には悪くないからポーズ決める時とか出したりするのはいいけど。あとは使わないとマジでヤバい時は使うってことに今日決めた」

　メリーが「結局使うんだね」と呟きよりもこころもち大きく声を出したものの──風切り音で聞こえていないとでも思ったのだろう──チェルシーは無視した。

　操られていた時のチェルシーは発情期の猫を思わせた。今のチェルシーは縄張りを侵された犬を思わせる。どちらにせよ獣だ。チェルシーの拘こだわりは獣らしく愚かしいものではあったが、他者から見てどれだけつまらない拘りであろうとも捨てることはできない者は多い。ふとなにかが閃ひらめきかけ、ラギは目を瞑つむった。視界を塞ふさぐとより強く風を感じる。髭ひげは懐に仕舞っているが、それでも髪が風に靡なびく。

　拘りだ。そこだ。つまらない拘りを捨てられない者がいる。魔法少女には多い。魔法使いにも多い。天才と讃えられるような技術者が非効率的な術式を組み入れ、客観的に見て無意味としか思えないにも関わらず「これにより完璧となった」と胸を張る。

　サタボーンの研究成果の中で主だったもの挙げていく。けして効率一辺倒ではない、趣味的な部分が混ざっている。結果を伴えば変人であることも許容される世界だ。サタボーンが「才能ある変人」であることを否定する者はいないだろう。実験場の支援を受けていたとはいえ、ここはサタボーンの地所だ。サタボーンの意向が優先される。

　──ということは……。

「ああっ！」

「ええええっ！」

　ラギの思索はチェルシーとメリーの悲鳴によって中断を余儀なくされた。眼を開くと既に足元の星は停止している。向かい風が無くなったことにも気付かなくなるくらいには集中していたらしい。ここまでの集中力を持つ魔法使いは若い連中にもそうはいないだろう、と鼻を鳴らし、ラギは若者のようにマントを翻ひるがえして地面へ降り立った。悲鳴によって中断したのは集中力の問題ではない。悲鳴があまりにも甲かん走ばしって聞き苦しかったせいだ。

「どうしたのだ」

「どうしたもこうしたも……隠しておいた実が全部無くなってるんだよ」

「たぶん……わたし達よりも先に持っていったんだよね、恋々さん達が」

「あいつら！　もう！　何度も何度もろくなことしないんだから！」

　穴の上に置かれていたであろう枝と葉が横にどけられ、あるのは穴ばかりで中身は空からだ。ヘタの一つ、果汁の一滴さえ残されてはおらず、底から攫さらわれている。チェルシーは戯画の如く大袈裟に肩を落とし、メリーは悲しそうに溜息を吐いた。

　直径にしてラギの身長より頭一つ分は大きく、深さはラギの身長の半分程もある。大きな穴だ。このサイズから推察するにかなりの量を貯め込んでいたらしい。恐らく今も灰色の実を見つけ次第収穫しているのだろう。他者に渡る可能性を排し、自分達の所持数を増やすごく自然な行為だと思っているに違いない。灰色の実を収穫するほど消耗の速度が上昇し、つまりは島にいる全員の首を絞めることにアグリとお付きの魔法少女が気付いているとも思えない。皆が奪い合い、残らず刈り取り、行き着く先は共倒れだ。

　灰色の実を用いての脱出は躓つまづいた。ここからどうすべきか。灰色の実を無理にでも調達して当初の目的を果たすべきか。それとも方向を転換すべきか。

　若者ぶったせいか、頭に流れる思考の速度と明度が上昇したように感じる。良いアイディアが頭に浮かぶのは決まってこういう時だ。そのために必要となるのは材料、即ち情報だ。方針変更となるならば、ここで一度腰を据すえる。

「聞きたいことがある」

　肩を落としていたチェルシーが振り返り、腰に手を当て頬を膨ふくらませた。

「へこんでるんだから慰めてくれてもいいのに」

「そんなことよりもっと大切なことだ」

「なにさ」

「お前達が操られている間に見たことと知ったことを教えろ」

　チェルシーがメリーに顔を向け、メリーも腕を組んで首を傾げた。

「とにかく話せ。他にも話せ。そうだ、わしが意識を失っていた時のことを特に話せ。ひょっとすると既に聞いたことかもしれないが、記憶が曖あい昧まいになっていたりした時期もあったからとにかく話せ」

「なんだか妙にガツガツしてるね」

「大事なことなのだ。生きるか死ぬかに関わってくる」

　その場で三人は車座になった。ラギが促し、チェルシーが話し、メリーが修正する。あるいはメリーが話し、チェルシーが指摘する。地形、魔法少女、出来事、ラギが気を失っていたせいで得られなかった情報は数多い。そしてサタボーンがどこまで趣味を通したか、実験場の介入がどのように行われたかを推測、頭の中で整理する。気付いたことならなんでもいえ、とラギに促されたパステルメリーは、相続者に手紙を渡して回っていた時に、この島に来る際の条件について疑問を挟まれることが多かったと話した。魔法少女を連れてこい、という条件だ。不自然は不自然だがサタボーンだからでラギも流した。しかしこうなってみるとただただ不審だ。これもまた実験の一環であり、多くのサンプルを求めて魔法少女の数を揃えたかったのか。悪あく辣らつ極まるやり口だが実験場ならやりかねないとも思う──が、魔法少女は個体によって別種といえるほど個性が暴走しているためサンプル数を揃えれば統計がとれるというものではない。それをサタボーンや実験場が知らないわけはなく、実験目的での呼集とは考え難い。

　合間合間に灰色の実を齧り、消耗のペースが上がっていることを実感する。果実が捥もぎ取られ、より多く実をなさんと樹が力を吸い上げているのだ。ナヴィ・ルは灰色の実の副作用についてどこまで知っていたのか。本人も倒れてはいたらしいが、だからといって知らないと断ずることはできない。今聞く話によれば灰色の実を樹から大量に落としたのはチェルシーの暴力が発端であり、それはナヴィ・ルの感知するところではなかったようだ。とにかくあの男については立場や目的を決め付けるべきではない。なんでも有り得ると考えておいていい。

　──負けん。

　誰と勝負しているのか、相手がナヴィ・ルなのかどうかもわからない。だが負けたくはない。閑職へ追いやられ、その閑職においてさえ仕事を果たせず情報を盗まれ、屈辱に屈辱を重ねた。三度目の屈辱は魔法使いとしての誇りが許さない。そのための知性、そのための魔法だ。

　話はメリーの失敗談へと移行していた。チェルシーは自分の失敗をできる限り誤魔化し、あるいは無かったことにしようとするが、メリーの失敗については詳細に話す。ナヴィ・ルが頽くずおれていたところを羊の群れに飲み込まれてもみくちゃにされたという話を殊こと更さら情緒的、というより面白おかしく話し、メリーはそれに抗議の声をあげた。

「わたしばっかり失敗してたみたいに話すのおかしいと思う！」

「でもこれはメリーちゃんのやらかしだよね？」

　以前聞いたような気もするし、初めてという気もする。あの時期の記憶は酷く曖昧だ。

「で、でも、それってほら、チェルシーちゃんが発端だよね」

「あー、そうやって他人のせいにするんだね。メリーちゃんはそういう魔法少女なんだね」

「自分のやったこと忘れるのやめて！　チェルシーちゃんが壁を壊したからでしょ！」

「わざと壊したわけじゃないよ」

「そりゃそうかもしれないけど……でもわざとじゃなければ許されるもんでも」

「ちょっと待て」

　情報の山が開け、光が差した。ラギは右手を振り、チェルシーに向けた。

「チェルシーが壁を壊したのが発端というのはどういうことだ」

「チェルシーちゃんが壁を壊したんです。それでナヴィさんがすごくがっかりして」

「本館でのことだな？」

「え、ええ、はい」

　チェルシーが何事か抗議したようだったがラギの耳には入ってこなかった。チェルシーが壁を壊し、ナヴィががっかりした。繋がりが見えない。不自然だ。居住区域の壁を壊した程度でなにを悔やむというのか。遺産として壁を貰おうということもないだろう。

　──なにかあったのか？

　ナヴィにとっての重要ななにかだ。遺産。サタボーンの研究。ナヴィの知り得ること。

　サタボーンは研究一筋で公職に就つくこともなかった筋金入りの研究馬鹿だ。贅沢がしたいわけでも社会的地位が欲しいわけでもない、ただただ研究がしたいだけの魔法使いだ。そんな馬鹿が主導で元からあった研究農園──つまりはこの島──の中に表沙汰にはできない研究を行う施設を作った。当然実験場は新しい施設の場所を把握していただろう。ナヴィ・ルも知っていないわけがない。羊の群れに飲み込まれていくナヴィ・ルを想像し、ラギは口の端を歪めた。チェルシーとメリーは口論を止め、チェルシーは不思議そうに、メリーは不可解そうに、ラギを見ている。

「見えたぞ」

「見えたってなにが」

「研究馬鹿のサタボーンは生活空間の内側に研究施設を置きたいと考えたはずだ。たとえ門や絨毯を使って移動するにせよ時間がかかる。その時間さえも惜しい。施設内に生活用品を移送するのもまた時間がかかる。やはりその時間さえも惜しい。サタボーンは拠点となる本館の……恐らくは地下に新たな施設を造らせた。セキュリティを重視するなら自宅の近くになど作るものではないが、セキュリティに関する意識はごく希薄だ」

「ごめん、なにいってるのかよくわかんない」

「ナヴィ・ルなら場所を知っていてもおかしくはない。崩されて愕がく然ぜんとしたことにも納得ができる。施設が直下にあったのか、それとも崩された場所に入り口があったのか……奴めがどんな思いを抱いていたか想像するだけで愉快なことよ」

　真実と確定したわけではないが、まるで本当にあったことのように話して聞かせた。話す者に自信が無ければ魔法少女はついてこない。ラギは立ち上がり、杖で地面を打ち叩いた。泥が跳ねたが気にしていられない。

「行くぞ。本館に戻る。隠された施設があるはずだ。チェルシーが崩した一帯を掘り返せ」

　言い切り、二人の反応を見ようとし、魔法少女達の表情がふっと薄らいだ。違う。表情だけではなく全てが薄らいでいた。視界がひっくり返り、ラギは誰かに支えられ、チェルシーの金切り声とメリーの悲鳴に耳を塞ぎたかったがそれもできず、薄墨を混ぜたように見通しが悪くなり、悪お寒かんが内側からこみ上げた。この症状は身体で覚えている。灰色の実を食べなければと思い、そういえば最後の一個をさっき食べたのだったと思い出した。真上に輝く太陽さえも徐々に薄らぎ、やがて消えた。





◇ナヴィ・ル






　クラリッサがられ子を見つけた、とりあえずそちらと合流しよう。そんなナヴィの提案は一応受け入れられ、マナは怪しむ素振りを隠そうともしていなかったものの、他にこれといった方針があるわけでもなし、なし崩し的に一行はそちらへ向かうことになった。まずは先導するナヴィ。その頭上三十センチをふわふわと飛ぶテプセケメイ。ナヴィの後ろに続くマナ、７な７な５こ３さん。順番は妥当だ。わけのわからない暴漢がうろつく島の中を歩くには、感覚の優れた魔法少女を前後に配置、魔法使いを中列において守り易くした方がいい。魔法使いを犠牲にして魔法少女を活かす形を作り、魔法使いが攻撃されている隙を突いて行動できるようにするのが真にベストな配置なのかもしれないが、魔法使いであるナヴィからそれを提案する理由は無い。

　まあまあ悪くないこの配置最大の問題点は、ナヴィが動き難にくくなってしまうことにあった。枯れ枝や落ち葉を踏む音、それ以外には時折聞こえる鳥の鳴き声や虫の声くらいという静かな道行だ。これだけ静かだと聴覚以外の感覚は冴え渡り、背中にぶっ刺さる視線を痛いほどに感じる。マナがナヴィを意識しているのは知っていたが、それにしてもナヴィばかり見ているわけにいかないだろうにと思わなくはない。敵が来ても魔法少女が二人いれば大丈夫と思っているのか、敵に注意を払ったところで自分の五感ではたかが知れている、それならば目の前の胡う乱ろんな魔法使いに集中すべきと割り切っているのか。

「なあ、マナさん」

「声を立てないでください」

「大丈夫さ。こっそりと後ろからついてきて襲いかかってくるって類のアレじゃねえんだろう？　とにかく大暴れしてなにもかも滅茶苦茶にしてやろうってやつらしいじゃねえか。だったら俺達二人が静かにお話してたくらいで変わんねえよ」

　テプセケメイからの反応は無い。彼女はナヴィの頭上で浮遊しながら移動している。反応が無いということは否定もされていないということだ。よっと振り返るとマナの表情は苦り切っていた。その後ろの７７５３はどちらかというと困惑している。マナの方が少々先走っているという印象を受けた。

「なあ、マナさんよ」

「だから」

「どこかで会ったことはないかね」

「会ったこと？」

　眉根を寄せ、ナヴィのでまかせを真剣に検討している風なのは見ていておかしさを感じたが、ここで笑っては台無しになるためナヴィの方でも真面目な顔で返事を待つ。

「記憶にありません」

「そうかい？　俺ァあんたの顔をどっかで見た気がするんだがな」

「私の方は覚えがありません」

「だったら……あんたの顔に似てる別の誰かだったかもしれんね。親父さんとかさ」

「ああ、それなら」

　表情が僅かに緩んだ。

「父は魔法少女監査部門の長をしています。仕事の関係で顔を合わせたことがあるのかもしれません」

「ああ、そこかあ。なるほどなあ」

　魔法少女監査部門長という役職は、格としてなら魔法少女管理部門長と変わらないが、実質的な重要性は遥かに上回る。言葉にして表せば花形と窓際の違いだ。

　ナヴィは右手で顎を撫でた。ざらりとした髭の感触に時間の経過を感じる。

　マナの話しぶりは父に対する反感や反発というものが微量にも含まれてはいなかった。彼女の馬鹿真面目ぶりを見るに、少なくとも娘の見える範囲で父親が悪あく辣らつな汚職官かん吏りではないということが推測できる。ナヴィにとっては有難い相手ではない。

　マナが前を指差した。ナヴィは進行方向に顔を向け、頭を下げて太い枝を潜くぐった。もう十秒も後ろを向いて話していたら後頭部に直撃するところだ。

　同じ真面目でもラギのようなタイプであれば与くみしやすい。しかし犯罪者と戦うことが本職の監査部門長はけして与しやすい相手ではないだろう。娘と同じ程度に融通が利かないとすると少し面倒臭いことになるかもしれない。

　──もう少しだけごちゃつかせておいた方がいいか？

　マナをピンポイントで退場させることができるだろうか。しかしそこまでやってはかえって要いらぬ介入を招きそうな気もする。真面目な魔法使いであるほど家族のこととなれば我を忘れてしまうものだ。監査部門長は権力を持つ。実験場だからといって無視していい相手ではない。マナは排除するのではなく、いかにもそれらしく見える「土産みやげ」を持たせていい気分にさせてやるのが落としどころだろう。

　マナへの対処についてはこのように考えた。が、それでもなんとなく反発を覚えていることを自覚していた。気に入らないとか、ムカつくとか、そういう言葉にするだけでも青臭くて嫌になるようなことだ。そんなことは思ってもいない、気のせいだと否定するとより青臭くなるため、ナヴィは理由について考える。

　──いや。

　考えるまでもなくわかる。ラギやマナの父親のように「立派な人物」に対する反感だ。倫理を重んじ、道に外れることを嫌い、堕落せず、職務を全うする。そういった生き方にナヴィは反発を覚える。実験場の噂を聞かないわけではないだろう。実験場だけではない、魔法の国のためというお題目の元、非道な実験に精を出す個人や集団がどれほどあるだろう。ラギは怒るだけで役に立たず、マナの父親にしても全てを摘発することはできていない。実験場のように三賢人をバックボーンに持つ集団であれば生涯の全てを費やしてもとっちめることはできない。マークしているからなとプレッシャーをかけて動きを抑え込むのが関の山で、それにしたってなにもかも抑え込めるわけではない。一切の遠慮会釈無しに全力で行った場合の外道行為を三割引きくらいにする程度のものだ。

　犠牲者は出続ける。魔法使いが死に、魔法少女が死ぬ。

　人倫に反したことはしない、己の道を貫く、という拘りを捨てなかったためにラギは閑職に回された。不本意な手段、汚い手を使ってでも主流に残り、決定権を持つ立場にいれば、被害は減ったかもしれない、とは考えなかったのだろうか。マナの父親も同じだ。形なり振ふり構わずやることをやって、それで駄目なら諦めもつくだろう。しかしルールの範囲内でしか行動せず、それで駄目だからといって犠牲者に、その遺族に、言い訳ができるとでも思っているのだろうか。

　誰もが目を背そむけるような汚い手を使い、同じ境遇の被害者さえ踏みつけにし、それでも絶対に目的を果たすんだとヘドロに塗まみれ後ろ指をさされて邁まい進しんしなければ「立派な魔法使い」などとはいえないのではないのか。

　中指で額を叩いた。感情的になっても良いことはない。しかし感情を無視して事を為なそうとして失敗した者が有史以来どれだけいたか。感情を排すのではない、むしろ重んじて自分を喜ばせてやるのが成功の秘訣だ。クラリッサとの待ち合わせ場所までいくつかのルートを考え、その中の一つにゴミ捨て場のすぐ傍を通るものがあることを確認した。そこを行けば面白そうだ。

　そっと振り返ってみるとマナはこちらを睨みつけながら白く丸い錠剤を口の中に入れている。大したものではない。精神を安定させるための市販薬だ。捜査官様だぞと突っ張ってはいても精神的なダメージは相当なものだろう。どこから敵が来るかもわからず、灰色の実に関する事情は到底潤沢とはいえない。

　マナもメイも７７５３もかなりせせこましい倹約をして灰色の実をもたせようとしている。本館で会った時に比べ、メイが灰色の実を食べるペースは明確に落ちていた。回り道と時間稼ぎを気付かれない程度にすれば、マナが倒れるか、魔法少女の変身が解除されるくらいはあるかもしれない。あればナヴィが得をする。無ければ得も損も無い。なら試してみる価値はある。

　決めるべきを決めたおかげか、鬱屈した方向へ向かっていた心が少しは晴れた。





◇マナ






　７７５３にはナヴィ・ルの動向に注意を払うよう伝えておいたが、どこまで真剣に伝わっているのかはわからない。彼女には人の悪意から目を背そむけるという癖、というより生きる上での指針のようなものがあるのではないかとマナは思う。部下や同僚相手なら、ひょっとすると上司を相手にしてさえ「今そんなことをいってどうする、甘えたいなら帰ってからにしろ」と怒鳴りつけてやるところだが、７７５３は部下でも同僚でも上司でもない。

　むしろマナの胸の内には棘とげが刺さっている。この島に連れてくることがなければ、こんな事件に巻き込むこともなかった。恨み言をいわない二人の性しょう分ぶんにつけ込んでいる。嫌でも羽は菜なの時のことを思い出す。マナが班長にならなければ羽菜が自薦してまで任務に参加することはなかったはずだ。羽菜のおかげでマナが助かったのと同時にマナのせいで羽菜は犠牲になったのではないかと何度も考え、答えは出なかった。答えを出すことが恐ろしく、最後まで考えようとはせずに打ち切ってしまうせいだ。

　テプセケメイは身体が四分の一にまで目減りし、７７５３は生命線ゴーグルを失った。もっと頑張って欲しいと命令する権利をマナは持たない。二人は既に犠牲を払っている。

　ナヴィ・ルは脂あぶらっぽい後頭部をこちらに見せつけるようにして堂々と前を歩いている。諸々のことが積み重なっていることもあり、苛立ちを誘う。もしかすると殊更に苛立たせようとわざとやっているのかもしれない。マナの父親について話を振った時もなんとなく作為的なものを感じた。相手にストレスを溜めさせることで自分の知りたい情報を引き出すという会話術がある。

　──のせられてたまるか。

　実験場の魔法使いで要注意人物として名前を控えられている者は数多い。監査部門とは部署が違う、取締局や共安部ではそうらしいという又聞きの噂話だったが、垣根があるからといって遠慮して伸ばした手を戻すのは監査部門の流儀ではない。

　絶対におかしな真似をさせるものかと脂っぽい後頭部を睨みつけ、時折振り返った脂っぽい顔も同じように睨にらみつける。とにかくマナはナヴィ・ルへの注意を怠おこたらず歩いていた。襲い来るかもしれない外敵への警戒はテプセケメイに任せる。マナがそちらへ対処しようとしたところで、どうにかできるという気はまるでしない。

　錠剤を一つ掌に落とし、口の中へ放り入れた。精神を安定させる。マーガリートは恐らく生きていない。マーガリートを殺害することができる魔法少女が相手だ。テプセケメイと７７５３を連れてきてしまったことには後悔ばかりだったが、連れてきていなければ抵抗することさえできず殺されていたかもしれない。

　ふっと眉根に込められていた力が緩んだ。マナが、そして他の相続者達が魔法少女を連れてきたからこそ現在の状況になっている。なぜ魔法少女を連れてきたのかといえば遺言状に記された条件にあったからだ。不可解で不自然な条件ではあった。故人がそう望む理由が「故人は変わり者だから」以外にない。

　マナは顎に指先を当てた。遺言状はサタボーンの魔法により保護されている。破ることも書き換えることもできない。なにか心に引っかかるものがあった。それは──

「ちょっとメイ！　落ち着いて！」

　現実に引き戻された。自分が注意力を散逸させて思索の世界に浸っていたことを自覚し、恥ずかしさを誤魔化しながら咳払いをした。これでは耄もう碌ろくした老人だ。

　十歩ほど離れた木にテプセケメイが取りついていた。灰色の実が鈴なりに生なっている。テプセケメイは実を一つ切り落として一口で飲み込み、他の灰色の実も次々に落として自分の体で受け止めた。

　７７５３は走り寄ろうとし、前に差し出されたナヴィの手によって止められた。

「おっと待ちなよ。メイじゃなけりゃ危ないぜ」

　７７５３の脇から足元を見下ろした。黒っぽい色の泥が半歩先から続き、灰色の実が生っている木にまで続いている。一帯は泥、というよりは沼が近いだろうか。得体の知れない枝ともアンテナともとれる長い物が飛び出していたり、錆びついた缶が浮いていたりと「踏み入ってはいけない」雰囲気をぷんぷんに醸かもし出している。テプセケメイのいる場所、木の周囲半径二メートル程度が沼の侵食を免れ、まるで離れ小島のようにぽっかりと浮き上がって見えた。と、メイの姿が消えた。否、違う。変身が解除された。小さな亀が木の根元に転がり、沼に嵌はまってもがいている。徐々に飲み込まれていく。

　７７５３が悲鳴をあげた。足に力を溜めて大きく跳び、途中、アンテナを蹴ってメイの傍らに着地し、拾い上げ、掌で泥を拭い──姿が変化した。７７５３ではない。寝間着姿の人間の女性だ。マナは沼の向こうへ声をかけようとし、同時に後頭部へ激しい衝撃を受けて目の前が光り、目が眩くらんだ。なにが起きたと考える暇すらなくマナは意識を失った。





[image: 第十四章　今は人間として]








◇ミス・マーガリート






　疲労、空腹、発汗、動どう悸き、息切れ、少し動くだけでこれらの面倒事がまとめてやってくる。手の甲で額の汗を拭ぬぐい、燦さん々さんと輝く太陽を憎々しげに見上げてはみたものの、苛烈な陽光がほんの少しも優しくなる気配は無い。肌はじりじりと焼かれ、髪はむっと熱を持ち、疲労や空腹、なによりストレスを加速させる。それに加えて恐怖心の存在も大きい。敵に出会えば即すなわち死という状況は人間の精神を確実に苛さいなむ。

　方針ははっきりしている。離散した味方、それに灰色の実が生る樹木を探し、その間女神に見つからないよう隠密重視で島内を移動する。つまり戦力の糾合と補給を目的とした探索行ということになるが、現実は、生きているかもわからない味方を探し、どこにあるかもしれない灰色の実を求め、守るべき相手の無事を祈り、敵に怯えながらも足を止めることは許されない、という辛く苦しい徘徊もどきだ。

　姿勢を低くし、しかしこれがどれだけ役に立つものだろうと疑いながら草陰に隠れて道なき道を通る。周囲に気を配りながら森の中を歩き、果実を捥もいだと思おぼしき痕跡を発見して舌打ちをする。不意に聞こえた小鳥の鳴き声に震えて地に伏せる。

　深々と息を吐き、どうやら例の女神ではなかったらしいと膝に手をつき起き上がった。連れの少女は既に立ち上がり、片手にハンドメイドの手槍を構え周囲を警戒している。

　長い枝の先を尖らせただけという武骨で原始的な槍、ところどころが破れた服、そこに点々と散った赤いしぶきが暴力性を際立たせている。野性的な文学少女とでもいうべきだろうか、その風貌はギャップを通り越してシュールレアリスムに近い。

　表情の乏しさ、寡黙さは変身の前後で共通している。しかし少女は感情に合わせて動く尻尾を持たない。そのためクランテイルでいた時より内面を窺うかがうことが難しく、より「なにを考えているのかわからない不気味なやつ」感は増していた。

　ふと視線を感じて見上げると、少女がこちらを見下ろしている。座り込んでいたものだから疲れたとでも思われたのだろうか。気恥ずかしさを感じてそそくさと立ち上がると棒状のものバーが差し出された。まだ封を切っていない市販の保存食だ。

「これは？」

「ポケットの底に」

　そこで言葉が切れた。充分意味は通じていると思っているらしい。促うながすように小さく頷き、それ以上続けない。実際空腹ではあった。本館で食事をとったのを最後に、それ以降ろくな栄養補給をしていない。受け取ったバーの封を切り、半分に割って残りを返した。
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　なぜこんな物を持ってきたのか、と聞けば、いざという時のために、という答えが返ってきそうな気がした。魔法少女はベテランになるほど「魔法少女でない時」のための備えが薄くなる。７な７な５こ３さんは部屋着のまま変身を解除されて可哀そうなことになっていたが、彼女のことは笑えない。あれはベテラン魔法少女特有の横着であり、一歩どころか半歩踏み外していれば同じ醜態を晒さらしていたところだった。

　監査部門の訓練プランでも人間時の戦闘術について触れられることはほぼ無い。敵の前で変身が解除されればどうしてみようもなく死ぬ。想定して備える意味が無い。それに変身前では人間用の訓練にさえ耐えられない者が少なからずいる。運動経験皆無のお嬢様、腹に贅ぜい肉にくを蓄えた中年女性、走れば転ぶ幼稚園児、歩くだけでよろめく老婆、そんな連中をまとめて戦闘訓練を実施すること自体に無理がある。だからこそ最初からやらない。人間の時に覚えた身体の使い方を一旦忘れ、魔法少女の身体を自在に使えるようになることからスタートする。

　しかし今回に限っては備えていた者の方が褒ほめられる。水が無いのに苦労しながら乾ききった保存食を齧かじっていると、目の前にペットボトルが差し出された。ボトルのパッケージは烏龍茶のそれだが中の液体は無色透明だ。川で汲んできたものだろうか。

「ありがとう」

　受け取り、一口喉を潤うるおした。生ぬるい水が滑り落ちていく。このままでは無くなるまで飲み続けてしまいそうだと三口で切り、返そうとしたが少女は掌てのひらを立てて首を横に振った。制服のポケットからは別のボトルが顔を出している。保存食を逆サイドのポケットに入れ、肉片のようななにかを口に入れてゆっくり顎を上下させた。生肉ではなさそうだったが、どのような処置がしてあるのかはわからない。野外活動に関してはどう考えても少女の方が先せん達だつであったため、怪しい物を口にするべきではないと注意するのも空そら々ぞらしい。差し出しかけた烏龍茶のボトルを逆さまにして尻ポケットに差し込み、ベルトで固定した。

　二人は再び歩き始めた。女神の強さ、恐ろしさについては可能な限り説明した。実際に会っていない少女にも伝わってはいるはずだ。少なくとも話を聞く表情は次第に強張っていった。出会えば死ぬ相手──女神と会わないように、他の誰かと合流する。女神が遠慮なく動き回り、他の者も女神から隠れて動いているであろう状況で魔法少女ならぬ人間がしなければならないこととしては難易度が高い。それでもやらなければならない。

　少女は時折足を止め、目を瞑つむって耳に手を当てたり、何度も繰り返し鼻を鳴らしたりした。妙なことをと思ったが、そういえば彼女は眼鏡を失くしていたのだと遅れて気付いた。不足している視覚を嗅覚と聴覚で補おうとしているのか。それに動植物の知識もかなりなものだ。こちらでは他の木と区別すらつかない灰色の実がなる木を見つけ、果実の捥がれた跡を見て溜息を吐いている。

　頼もしさよりも寒々しさを感じた。

　人間として活動する時のために鍛えておくというのは魔法少女としてやり過ぎだ。眼鏡を失った時のために備えておくというのはやり過ぎを通り越して狂気の域に踏み込んでいる。

　少女の前に立って歩き、高い段差のある場所を越えた時は振り返って手を差し伸べる。握った手は若干汗ばんでいる。どちらの汗かはわからない。体温は高い。柔らかいが、中指、人差し指、薬指、各第二関節の下にタコのような引っ掛かりができている。身体は驚くほど軽く、僅かな力で引き上げられる。

　クラムベリーの子供達という言葉が胸の中で反響する。責められるべきは森の音楽家であり、巻き込まれた被害者である魔法少女ではない。戦地に生まれて銃を取る以外に選択肢を持たなかった少年兵のようなものだ。わかってはいるのに、心の中では残響が消えない。少女が有能さを、生存能力を、有事への備えを、見せる度たび、心がざわつく。

　痕跡でもないかと川沿いを歩きながら大きく平たい岩の上に立ち、少女を引き上げた。少女はそこで足を止め、耳に手を当てて目を瞑り、鼻を鳴らし、動きを止めた。こちらから手や口を出すわけにもいかないため見守るしかできない。少女は何度となく鼻を鳴らし、その度に顔の位置が持ち上がっていく。爪先立ちになり、そろそろなにかいうべきだろうかと手を出しかけたところで一気に顔の位置が下がり、岩にぺたりと張り付いた。

　眉間に皺が寄る。少女も顔をしかめている。少女が顔を上げ、こちらに向き直り、なにかを口にしようとするのに対して人差し指を口の前に立てた。それに少女がどのような反応をしたかまでは見ていない。というより少女を見ている場合ではなかった。川の向こう側に、のしのしと進む女神モチーフの魔法少女がいる。

　川を挟んで三十メートル超。いきなり現れた。距離が近過ぎる。魔法少女に変身していれば不意の遭遇にはならなかった。接近前に気付いていたはずだ。心臓が大きく跳ね上がり、全身の血液が沸騰し、潮のように引いた。膝が崩れそうになるのを必死で耐える。息をのんだまま呼吸をすることもままならない。右手に灰色の斧、左手に赤い斧を持った女神が走っている──ではない、歩いている。魔法少女の感覚でいえば歩いているのかもしれないが、人間視点で見れば走っているとしか思えない速度で移動している。二十メートル。十五メートル。目が合った。女神が足を止めた。相手は魔法少女だ。こちらは魔法少女に変身できない。どうしようもない。すぐに視線が外れた。女神は首を巡らせ、懐からプラスチックの小さなケースを取り出し、中身を一粒掌の上に落とした。見覚えがある。錠剤ではなかったか。人間の目では十メートルの距離であっても確認し難い。視覚に集中しようとすると耳の奥が熱をもって邪魔しようとしてくる。女神は誰もいないかのように悠々と錠剤を口の中に入れ、嚥えん下げした。

　息を吸うことも吐くこともできない。女神は首を巡らせた。こちらを見ていない。

　──目が合ったのに……全く反応していない？

　見えていないわけがない。この距離なら心臓の鼓動の音さえ聞き取られていてもおかしくはない。女神はクラシックバレエのように高々と跳躍、フィギュアスケートのようにくるくると回転し、動作に合わせて斧を振り回しながら走り出した。斧を握る両手はピースサインを作っている。向こう岸では小石が飛び散り、川の水面に波が立ち、遅れて小雨のように水滴が落ちてきた。

　なぜかこちらを気にしていない。ミス・マーガリートとして戦っていた時のことを思い出す。女神は目に頼ることなくなんらかの感覚器官を用いているのではないかと推測した。ひょっとするとそれが原因となってこちらの姿を見逃しているのではないだろうか。

　一挙手一投足を見逃さないよう目を見開いて観察する。以前戦った時と動きが違う。

　常識を外れた身体能力任せで暴れるだけだった。やがてミス・マーガリートの歩法を見み様よう見み真ま似ねで再現し、覚束なかった足捌さばきがごくスムーズに変化した。今は更にその先にいる。監査部門流の歩法を中心としながら各所に遊びを配置し、アニメーションに登場する魔法少女を模した動きで幻惑させる。横ピースで敵の攻撃を受け、ダブルピースで目を抉る。中国拳法の象形拳にも近い「ある種の狂気」ともいえる発想には覚えがあった。

　──戦やったな、チェルシーと。

　有り余る才能を有する魔法少女チェルシーが、気が遠くなるほどの長い時間をかけて修練を重ね、血の滲む努力の上でようやく身に着けた新発想の戦闘術が、恐らくは一度の交戦であっさり盗まれている。同時に生命も奪われた可能性が高い。ベテラン特有のしぶとさでどうにか逃げおおせていてくれと祈るばかりだ。

　少しずつゆっくりと息を吐いた。喉から鼻に漏れる吐息が粘膜にじんと染みる。女神が視界から外れる。姿を追おうと首を動かしたが、全身が固まってしまっていた。身体をぎくしゃく震わせながらどうにか顔の向きを変えると、女神の姿は既に無い。頭が揺れ、足がふらつき、身体の異常によって自分が心底から安堵しているのだということを理解した。ふと腹のあたりに熱を感じ、視線を下方向へ送ると少女の頭があった。ほぼ寝そべっていたはずの少女が、膝立ちになり、こちらの腹に頭が触れるという位置で槍を構えていたのだ。ぐらりと揺らぎ、倒れ込もうとする少女を支え、右腕で抱いて顔を合わせた。

「あの……斧を持った魔法少女が……」

「敵だ」

　少女は唇を曲げ、自分の鼻に向けて息を吹きかけた。前髪が上を向き、すぐに落ちる。一度眉間に皺を寄せて目を瞑り、次に瞼まぶたを開いた時には表情に力が戻っていた。

　あなたを案じる、以外には解釈できない気づかわしげな表情を浮かべ少女は問うた。

「大丈夫……ですか？」

　こっちのセリフだという言葉を口に出すことは憚はばかられた。少女は額から顎までびっしりと汗で濡らし、目の下には涙の流れた跡まで残り、目は赤く、それでも表情は真剣を極め、ちゃかしたり笑ったりが通じる雰囲気は微み塵じんも無かった。弱り切っているようにしか見えないのに、意志の強さ、精神の屈強さが瞳の輝きから透けて見えた。

「私は大丈夫……そちらは？」

「いけます」

　なにがどういけるというのか。少女が身を起こし、女神の消えた方に顔を向けたことで「追いかけることができる」という意味ではないかと考え、首を横に振った。

「無謀にも程がある」

「追いかけていれば……誰かが襲われた時、割り込むことができます」

「それが無謀だというんだ」

「なぜかこちらに全く反応しませんでした」

　クランテイルは女神と戦っていない。あの魔法少女とも知れない不可解な恐ろしさを知らない。身体能力を、魔法を、知らないから──ここまで考え「いや」と否定した。汗でぐっしょりと濡れた顔に涙まで流していた。人間のまま魔法少女と対たい峙じすることの恐ろしさが理解できていないとは思えない。心が理解を拒んでいたとしても身体が否応なしに理解を強要している。

「認識されていないのだったら……なにか、やりようが、あるかもしれません」

　相あい対たいする者の心の動きにも気付くことなく、いかにも不器用に言葉を絞り出して説得しようとしている。

「私が一人で向かいます」

「余計に無茶だ」

「でも、危ない、と思います……から」

　すとん、と腑に落ちた。理解できなかった少女の行動原理がわかった気がした。なにを犠牲にしてでも自分以外の誰かが死ぬことを防ごうとしている。どんな状況にも備えようとするのは、どんな状況でも生き残ろうとしているからではない。どんな状況でも誰かが死ぬのは嫌だからだ。会ったばかりでろくに話したことのない相手のために灰色の実を全て使い、汗と涙を流しながらも敵との間に立って槍を構える。子供の我わが儘ままのように、誰かが死ぬなんてそんなの嫌だと駄々をこねている。それが通るか通らないかは知っているだろうに。

　──違う、か。

　知っているというより、嫌でも知らざるを得なかったから「こうなってしまった」のか。小さな掌しか持たないのに、掌から零こぼれるのは嫌だで通るわけはないのに、それでも魔法少女ならできるはずだと考えなければやっていられなかったのか。今日一日だけで何度目になるだろう、クラムベリーの子供達という言葉が浮かんで消えた。

　唇を噛み、息をつき、大人ぶった顔を作って少女の肩に手を置いた。

「一人で行くのは無理だ」

「でも」

「私も行く」

　驚き、咎めるような顔を浮かべた少女がなにかをいうよりも先に「なぜ相手はこちらを認識していなかったのか」実体験を踏まえた推測を話して聞かせた。話しながら足を動かし女神の消えた方へ向かう。少女の表情は次第に真剣なものへ変化していく。

　ただ守るべき相手ではなく、同行を許す程度の相棒として認めてもらえただろうかと思い、思いの中に小さな嬉しさが混じっていることを認めて鼻を鳴らした。

　死地へ向かうのも魔法少女の生き方ならば、生き残るための助力になろうと同道するのもまた魔法少女の生き方だろう。そんなことを皮肉っぽく考えてはいたが、自分で思っていたより胸の中のざらつきが減っていた。





◇パステルメリー






　なんだか物凄く意味ありげなことを話し、よくわからないから教えて欲しいと思っていたところでラギが倒れた。こういう意味でのドラマっぽい展開は全然少しも必要ない。メリーは泣きたくなったが、泣いている場合でもなかった。

　倒れる前は、メリーの知るどんなお年寄りよりも元気だった。カンフーアクション映画に登場する老師とかそういう師匠的存在のようだった。頼もしかった。

　今のラギは、ぐったりと横たわるのみだ。去年亡くなった母方の祖父を思わせる。寝返りをうつだけで苦しそうだったのが、寝返りさえできなくなり、頭蓋骨の形がわかるくらいに痩やせて、程なく身み罷まかった。

「どうしよう。たぶん、これ、あれだよね。灰色の実が切れたんだよね。灰色の実を食べさせてあげればまた起きると思うんだけど」

「よし、食べさせよう」

　チェルシーは灰色の実を一つ手に取り、ラギの上顎と下顎に手をかけて力でこじ開けるという乱暴なやり方で口を開かせ、実を握り潰して果汁をだらだらに滴したたらせ、グズグズにした果肉を口の中に押し込むというもっと乱暴なやり方で食べさせた。

「だ、大丈夫なの？　正月のお餅みたいに、こう、喉に詰まったりしないの？」

「大丈夫大丈夫。ほら、飲み込んだ」

　苦しそうではあったが一応口の中の実は喉の奥に消えた──が、ラギは起き上がらない。メリーは首を傾げた。

「これ……足りないのかな」

「じゃあもっと食べさせてみよう」

「ちょっと待ってチェルシーちゃん。いくつ食べさせればいいの？」

「それはわかんないけど……」

「灰色の実、全部食べさせちゃったらまずいよね」

「うん、確かに。おじいちゃんがどれだけ必要なのかもわからないのに灰色の実食べさせていったら無くなっちゃうかもしれないし、最悪、全部無くなったのにおじいちゃんが起きてこないってこともあるか。そうなったらチェルメリーズの変身も解けちゃう」

　妙ちきりんなタッグネームはともかくとして、いわんとすることはわかる。ラギはぐったりとしているがとりあえず息はある。前回の症状と同じものだとすれば、ひとまず放っておいても大丈夫くらいの猶ゆう予よ期間はあるはずだし、誰かのいっていた魔法の力が切れたからどうこうということであれば、今にも死にそうに見えていても生き死にの問題ではないはずだ。でもチェルシーとメリーの変身が解ければ、それは生き死にの問題になる。

「チェルシーちゃん、あと灰色の実どれだけ残してる？　こっちは四個」

「こっちは……二個」

「これさ……まずくない？」

「うん……まずいよね」

　打開策についてなにか話していたらしいラギは倒れた。チェルシーに抱き止められて羊の背に寝かされ、意識は戻らず眠っている。ラギの意識を取り戻すべく灰色の実を消費すればメリーとチェルシーの変身が危うい。チェルシーは難しそうな顔で腕を組んでいたが、両手はメロイックサインになっていたため深刻さは感じられなかった。

「とりあえず……おじいちゃん本館に行こうっていってたよね」

「うん、たぶん」

「本館の……ええっと、壁を壊した辺りで地面を掘りなさいっていってたよね」

　ラギは選挙直前の演説のように威勢よく話していた。その勢いに押されて聞いていたため内容をきちんと把握できていない。まあ従っておけばいいや程度に考えていたせいで困ったことになっている。パステルメリーは灰色の実を齧った。甘い汁気も今となっては嬉しくない。所持している実の数がまた一つ減った。

　チェルシーはメロイックサインを崩さないまま、険けわしい表情で灰色の実を見つめていた。なにを考えているのかといえば、たぶん良いことは考えていないんだろうなあ、とメリーにも予想できる。それはきっとメリーが良いことを考えていないせいだろう、と思う。

　メリーは溜息を吐き、チェルシーの肩にぽんと手を置いた。チェルシーはびくりと背中を震わせ、驚きの表情でメリーを見返し、頬を赤くしてぴょんと飛び退のいた。

「なにするの！」

「本館、行かないの？」

「それは……行くけど」

「じゃあ、早く」

　チェルシーはラギに説得された。たぶん色々といいたいことはあったんだろうに、それでも「魔法少女としての道」を説かれて説得された。そのラギは倒れた。チェルシーはもう反論することができない。本当はこうしたいのに、という思いを抱えたままでいわれた通り動くしかない。女神に反撃したくても、シェパーズパイの敵討ちをしたくても、我慢するしかない。メリーの目から見れば、女神の魔法少女もチェルシーもどちらも雲の上のそのまた上にいるような強い魔法少女で、こんなに強い魔法少女は見たことがないというほどのとんでもないスピードとパワーの持ち主で、どっちが強いかとかそういうことではなく、どっちも強い。勝つか負けるかなんて時の運くらいの違いに見える。

　けれどラギはチェルシーでは絶対に勝てないといった。いつもは根拠の無い自信でいっぱいのチェルシーもそれを否定はしなかった。ならそういうことなんだろう。素養も実力も無い素人から見ればアマチュアのトップクラスもプロのトップクラスも同じように見えるけれど、本人達にしてみれば超えることのできない壁がある、という経験はメリーにもある。絵が好きで暇さえあればなにかを描いていて学校も美術系に進んだ、なんて人間は多かれ少なかれそういう経験をしているものだ。

　メリーはチェルシーに戦ってほしかった。使い慣れない罵倒の言葉を四つも五つもくっつけてやりたい女神の魔法少女をこてんぱんにやっつけてほしかった。シェパーズパイはあんな目に遭う理由が無いし、工夫をして、苦労をして、お客さん達にいっぱい楽しんでいってもらおうとしていたのはメリーが一番よく知っている。招待状の受け渡しも、本館の掃除も、食材の注文も、いくつかの失敗をしながらメリーがやった。それが全部台無しにされた。なにもかもが滅茶苦茶になった。シェパーズパイはもう溜息を吐くことも額に手を当てることも天を仰ぐこともハンカチで汗を拭うこともない。

　メリーは「だけど」「でも」と思う。

　自分では戦えないからチェルシーに戦ってもらおう、というのはそんなに悪いこととも思えない。苦手なことを無理してやらずに専門家にお願いするなんて当たり前のことだ。だけど、でも、チェルシーでは勝てない敵と戦わせようなんて話になると、そんなことならやらせない方がいいに決まってる、ということになる。ラギだってそういう話をしていた。魔法少女の強弱についてはメリーよりチェルシーが、チェルシーよりラギの方が詳しいはずで、さっきの「専門家にお願いするなんて当たり前」がここでも当て嵌はまる。

　羊達がざわめいているのに気付き、空を見上げると木々の向こうに煙が棚引いていた。距離は遠い。でも色は黒くて帯が太い。暴力、破壊、理不尽、そういう嫌な気持ちにさせられる言葉が次々と頭に浮かぶ。メリーはチェルシーの二の腕をつつき、チェルシーは甲かん高だかい悲鳴をあげて飛び上がった。

「なにすんの！」

「チェルシーちゃん、あれ」

　指さした先を見たチェルシーの表情が見る間に曇っていく。

「あいつだ！　また悪いことしてるんだ！」

「ねえ、早く本館へ行こう……その、間に合わなくなったら……大変だから」

　どう大変だという具体例は挙げなかった。思いつかなかったのではない。言葉にして再確認するのがどうしても嫌だった。





◇ナヴィ・ル






　廃物処理施設、ということになっているが実際ここにあるのは泥の塊だ。不要になった物を放り入れればずぶずぶと受け入れてくれるため利用しているというだけのものだ。学究の徒であるサタボーンの興味は「不要になった物」には及ばないため、後処理の粗雑さはナヴィでさえ顔を顰めるような有様となっていた。自分も住み暮らしている島の中に汚染地帯を作って平然としている無神経さはサタボーンらしいといえなくもないが、だからといって理解も共感もできるわけではない。

　ただ今回に限っては良い方へ作用した。近付けば良いことはないだろうと敬遠してきた場所だったが、思っていた以上に、こんな幸運があって良いのだろうかとにやつきを抑えることに苦労するほどに、素晴らしい結果をもたらした。

「ああ！　これ！　ちょっと！」

「落ち着け！　下手に動くな！」

　慌てている、真剣に相手を案じている、といった猫かぶりはお手の物だ。背後から魔法をかけてマナを気絶させたのは自分であるということを今だけは忘れて大いにわめく。慌てながらも聞き取りやすい大声で指示を出す、という演技にも慣れている。

「マナさん！　マナさんどうしたんですか！」

「わからん！　なにが起きてんだかまるでわからん！」

　沼を挟んで寝間着の女、それに亀と大声を張り上げやり取りをするというのは客観的に見て滑稽極まるだろう。クラリッサが見れば腹を抱えて転げ回るかもしれない。そういう状況で真面目に振る舞うからこそ真実味を持たせることができる。ナヴィは一応沼の上に踏み出してみようと足を乗せ、ずぶずぶと沈み込もうとしたところで慌てて退いた。

「こりゃダメだ！　そっちにゃ行けそうもねえぞ！」

「すいません！　こっちからも無理です！」

「くそったれ！　なんてぇことだよ！」

　内心の喜びはひた隠し、迫真の演技で残り少ない髪を掻きむしり、地団駄を踏んだ。テプセケメイが口にした実は、真っ当な灰色の実ではない。色は同じ、鼻の利く魔法少女が迷わず口にしたことから匂いも変わらないはずだが、ヘタの形が微妙に違う。本家には無い反りがある。汚染されて変化したのか、それとも汚染地帯でよく育つ変種を開発していたのか。変身が解除されたことからもろくなものではないだろう。７７５３が軽率に動いて離れ小島に移動してくれたのも有難かった。できることなら途中で変身が解除されて沼に沈んでくれればもっと良かったが贅沢はいうまい。

　──いや……。

「とりあえず俺と嬢ちゃんはここから移動する！」

「そんな！　置いていかないでくださいよ！」

「オメエは気ィ失った嬢ちゃんを危険な場所に寝かせとけってのかよ！」

　自分のやったこと、嘘、演技、これからやろうとしていることを全て承知しているナヴィから見ればこれほど空しい言葉も無いが、７７５３は申し訳なさそうに項うな垂だれた。

「す、すいません……あの、でも、できれば助けて欲しいんですけど！」

「ちょっと待ってろ！　クラリッサ連れて戻ってくるから！」

　マナの腕をとり、抱き起こし、彼女が背負っている荷物諸もろ共とも背中にのせた。少女の身体は軽い──とはいえ数十キロある。所持品の方もけして少なくはない。いったいなにをリュックサックに詰めてきたというのか。刑事の七つ道具というやつか。遠足に余計な物を持ってきてはいけないなんて幼年学校の一号生だって知っている。

　森の奥へ入り、７７５３の視界から外れたところでマナから荷物を引きはがし、リュックサックを茂みの中に投げ捨てた。これで多少は軽くなった。とはいえそれでも運動不足の魔法使いが長時間背負っていたいものではない。木の洞ほらでも天然の洞窟でもいい、最悪穴を掘ってそこに投げ込んでおくのでもいい。フランチェスカにはいくつかの魔法的なロックがかかっている。その中の一つは、穴の中に潜む対象を攻撃することができない、というものだ。身体を収めることができる穴が一つあればそれでいい。

「それじゃ待ってろ！　いいかそこ動くなよ！」

　視界の外にいる７７５３に向かって大声で命じ、歩き出した。表情を緩めはしない。考えておくべきことがある。

　マナは殺さないし、殺させない。不意を打って気絶させるに留める。彼女の父親の介入を許さない。マナさえ生きて帰せば、実験場の、オスク派の名前を盾にして監査部門ごときは口も挟ませない。保身など知るものかと捨て鉢にしてしまうのがなによりもまずい。窮きゅう鼠そは猫どころか虎も噛む。噛まれた虎が病やまいをうつされ死んでしまうこともあるだろう。

　マナは生かす。娘を失った父親がどう出るかは計算し難いところがある。しかし大事な娘を抱えている父親がして欲しくないことは十でも二十でも三十でも知っている。マナは危険なトリガーであると同時に向こうの弱みでもあるのだ。だから生かす。そうでない者については別に生かしておく必要もない。むしろ生かしておきたくない。マナが面倒な存在だからこそ島の中にいる間は上手にコントロールしたい。そのためにはマナ周りの戦力──お付きの魔法少女を削っておくに越したことはない。７７５３についてはゴーグルの問題もある。今は良くとも今後ゴーグルを取り戻した時に厄やっ介かいが起き得る。現状、どうにでもなる厄介だったが、それでも厄介は厄介だ。無いなら無い方がいいに決まっている。

　しばし獣道を歩き、少し開けたところに出た。木々の密度が薄らぎ、空が広がる。西の空で棚引く黒煙を目にし、ナヴィは目を細めた。フランチェスカだ。積極的に活動するのはいいが、火は困る。森林火災をはじめとした災害用の備えもあるにはあるはずだが、この状況ではどこまで動いているかわからない。フランチェスカとマイヤが遭遇するという幸運から始まり、魔法の力が尽きるという原因不明の不幸が続き、廃物処理場では幸運に恵まれ、ということはそろそろ揺り戻しがあるかもしれない。

　──しかし……亀とはな。

　哺乳類以外の動物が魔法少女になる、というのは相当なレアケースだ。ナヴィの中に少量残った「研究者としての好奇心」が刺激されなくもない。あわよくば殺さずに生かしておこうかと顎を引いた。パンを譲ってもらった恩義を果たすことにもなるだろう。ただしあくまでもあわよくばだ。欲をかき過ぎると悪いことが起こる。

　欲望は尽きることがない。どこかで折り合いをつけるのが快適に生きるコツだ。





◇７７５３






　自分が魔法少女でなくなった、ということにはすぐ気が付いた。

　ほんの一瞬前まで７７５３だった七なな谷や小こ鳥とりは、ふらつく身体を持て余し、それでも掴んだ亀を手放すことはなく、すぐ傍かたわらの木にしがみつき、泥の中に倒れてしまうことを防いだ。肩で息をし、汗で滑りそうになる掌に亀を持った手を被せて支え、身体全体を木の方へ引き戻し、両手で掴める程度の太さしかない幹に身を寄せた。肩から木にぶつかるような形になり、痛みを感じたもののそれどころではない。必死で抱きつき、離してたまるかと引っ掴み、ようやく一息吐いて振り返ると目を瞑ったマナがナヴィに抱き留められていた。

　慌てふためいて戻ろうとし、足の裏に感じた柔らかく粘ねばついた感触に自分がいた場所を思い出してどうにかストップをかけた。沼だ。一人と一匹は沼の中に孤立している。ぐるりと周囲を見回し、絶望的な事実に目が眩くらみそうになる。完全な円状ではないため近い縁と遠い縁はあるが、近い方でも人間のジャンプ力で飛び越せる距離ではない。そもそも７７５３の脚力をもってしても途中の足場を使い再ジャンプしてようやくここまで到達できた。空を飛ぶテプセケメイも今は地を這う亀だ。甲羅は直径十センチ程度の丸型で女の細腕でもちょっと力を込めれば砕けてしまいそうな気がして思い切り掴むことさえできない。

　何度かやり取りをした後、ナヴィはマナを背負って行ってしまった。一人取り残された。テプセケメイとは会話をすることもできない。甲羅は冷たく、瞳には一切の感情が無い。無表情でもっともらしいことを口にして他人を煙に巻くいつものテプセケメイとは違う意味で人間味が感じられない。

　亀を相手になにを考えているんだと項垂れた。人間味が無いのは当然だ。人間ではないのだから。変身する前と変身した後では別の生き物になっている、なんていうのは魔法少女であれば誰もが同じだ。七谷小鳥は可能な限り７７５３で居続けた。魔法少女という強い生き物であれば、自分の心を守ることができるからと言い訳をして人間でいる時間を削り続けた。

　太くもない木にもたれかかり、しゃがんだ。尻をつけて座る気にはなれなかった。パジャマのままで沼の飛び地に座るというのは抵抗がある。足の裏は汚れに汚れてしまっているが、それはいい。足の裏というのは汚れるものだ。

　胸にメイを抱き、顔を合わせた。亀はもがくように足を動かし、ぎゅっと首を引っ込めた。その動きに知性を感じ、ほうと息を吐いた。今の小鳥は弱い。それでも守らなければならない者がいる。今のメイは小鳥よりも弱い。いつもは守られるばかりのテプセケメイを守らなければならないのだ。なんとなくおかしみを感じ、顔を上げた。

　ナヴィはここでじっとしていろといっていた。でもここにいれば嫌でも目立つ。オレンジと白のストライプの上にピンク色のファンシーなフォントで「Ｋｉｃｋ！」と描かれたパジャマは黒っぽい沼のただ中にあって異常に目立つ。せめて隠れていなければ危ない。かといって木の枝や手でここに穴を掘ったところで隠れることはできない。マナの秘密道具はマナが持って行ってしまった。もしはぐれてしまった時、マナが空手で放り出されてしまわないようにと気を遣ったのがかえって仇あだになった。荷物持ちとしてついてきているのだから荷物を持っていればよかった。

「あっ」

　ナヴィにマナの荷物だけでも放り投げてもらうことはできなかっただろうか。というかナヴィに魔法を使ってどうにかしてもらうことができたのではないか。焦あせっていたせいで思い浮かばず、思い浮かんだ時にはもうナヴィがいない。涙が浮かび、小鳥は空を見上げた。無駄に天気がいい。じりじりと肌が焼けている。いや、違う。自分に言い聞かせた。さっきまで思いつかなかったことを今思いついたということは、少し落ち着いてきているということではないか。ならば考えた方がいい。この状況を打開する素晴らしい策を思いつかないとも限らない。

　まず現状を再確認する。ここは沼の中の飛び地だ。所持品はパジャマと生きた亀。あとは精々髪を縛ってあるゴムと草と土。背にしている木には灰色の実が生っていたが、テプセケメイに収穫されて残っていない。彼女が口にしなかった分はポケットに入っている。食べたテプセケメイの変身が解除されたことを考えると口にしない方がいいだろう。

「なんでおかしな物食べちゃったの。あんなに鼻がいいのに」

　メイに話しかけ、溜息を吐ついた。亀は居心地悪そうに手の中で暴れ、項垂れた。どれほど通じているのかはわからないが、なんとなく意思疎通できたように感じてほっとした。

　木を使えないか。小鳥二人分よりまだ高いくらいの背がある。木のてっぺんにまで登って、そこからジャンプ──すれば怪我をした上で沼に沈むだろう。いや、沼の深さによるかもしれない。ナヴィが大袈裟にいっていただけということも考えられる。試しに爪先を入れてみて、捕まえられるような感触を覚え、慌てて引き上げた。試してみようで帰ってくることができなくなっては笑えない。

　──どうしよう……。

　どうしようもない気がした。結局ナヴィのいう通り大人しくしているしかないのだろうか。沼には缶だのアンテナのようななにかだのが浮いている。小鳥の目にはゴミ捨て場のように見えた。不用品を沈めるための沼だとしたら、下手をすると底が無い可能性さえある。なにせ魔法使いの島だから物理法則に囚われる必要はない。

　しかし逆に考えれば、魔法使いの島だからゴミの中にも摩訶不思議な力を持った物があるかもしれないのではないだろうか。右手を顎に当てようとし、メイを持っていたことを思い出し、左手を顎に当てて考えた。

　この島で不思議な力を持った物といえばまず灰色の実だが、と手持ちの実を掌に転がし、眉をひそめた。テプセケメイの現状を見るに、残念ながらこれは当てにならない。ならばそれ以外だ。幸い、周囲には物がある。

「しばらく動かないように」

　通じているかはわからないが一応メイに伝え、胸元に仕舞い込んだ。その上で沼の縁に両膝をつき、左手で草を掴み、右手を伸ばす。沼の上に浮いている錆び付いた缶まであと数センチ、というところで地面が揺れ、小鳥は慌てて手を引いた。

　なにが起きたと考える猶予は与えられなかった。木と木の間に見えた女神がずんずんと大きくなる。こちらに近付いてきている。あっと思った時にはもう沼の向こう岸にいる。心臓が大きく跳ね、後ろに下がろうとし、木に背中をぶつけた。痛みを感じる余裕もない。女神は全く歩みを止めず、こちらに近付いてくる。小鳥は胸元に仕舞い込んだメイをぎゅっと掴んだ。考えられない。なにもかも余裕がない。女神が近づいてくる。速度が落ちている。沼に足を取られながらも無理やり歩いているのだ。

　不自然さに気が付いた。小鳥を見ていない。まるで気付いていないかのように、ただ歩いている。小鳥はそろそろと立ち上がり、飛び地の端に移動した。女神は小鳥の動きを無視し、沼を割って歩き続け、飛び地に足をかけた。見えていないのか。ひょっとして木や岩と同じ物だと思われているのだろうか。

　女神の右肩には大きな枝がのっかっている。払って落とすこともなくそのままにしてある。女神が飛び地に一歩踏み出し、その衝撃で足元が揺れた。沼にあった抵抗が無くなり、そのままの力で足を踏みしめたせいで一歩の力が尋常ではない。小鳥はよろけ、木に手をついて堪えた。女神はそれも気にせず先へ進もうともう一歩踏み出す。

　──ここか？

　なにがここなのか自分でもよくわからない。保留はできない。やるかやらないか、それしかない。小鳥はメイをしっかりと把は持じし、女神の肩、枝ののっていない方に向かって飛びついた。心臓はもうどう動いているのかもわからない。呼吸をすることもできない。ただただ必死でやっているということだけがわかる。自分がなにをしているのか、わからないのに、これをしなければならないんだという声がどこかから聞こえて、小鳥を突き動かす。徐行運転中の自動車に体当たりすればこんな感じだろうか、という衝撃で弾き飛ばされかける。ダメだ、飛ばされてなるものかと手を伸ばし、指先を服に引っ掛けた。

　殺されるかもしれない。ひょいと払い除のけられただけで人間である小鳥は死んでもおかしくない。しかしそうはならなかった。小鳥は全身全霊の力を込めてしがみつき、人間であれば痛みを感じないはずはなかったが、女神は無視した。肩になにも無いものとして沼を渡り、抵抗の強い足場を抜けたことで速度が上昇し、小鳥は慌てふためき手を放し、ろくな受け身も取れないまま強したたかに背を打ち付け、空を見上げて喘あえいだ。

　背中に感じる振動が徐々に遠ざかっていく。起き上がり、女神の進行方向に目をやると、もうそこには誰もいない。泥のついた足跡が続いているだけだ。小鳥は深々と息を吐いた。眼の縁に溜まっていた涙が零れた。





[image: 第十五章　ハートに火をつけた]








◇ネフィーリア






　どこもかしこもオレンジ色に照らされている。ネフィーリアは改めて目の前の炎を見上げた。燃え盛る頂いただきは「天を突く如ごとく」というフレーズがしっくりくる。草を超え、木を超え、ネフィーリアの身長にして何人分あるだろう。これが広範囲に渡って展開、更には風に吹かれて勢力を広げつつある。ふと顔を触ってみると体温を超える熱さで反射的に手を離した。睫まつ毛げの方に触れてみると固くなって反り返ってしまっている。火に強い魔法少女だからと余裕ぶり過ぎていたかもしれない。もうちょっと離れようと炎に背を向けた。

「ちょ……離……」

「はいはい」

　胸に顔を埋めて恋れん々れんに抱きつき、内臓に浮遊感を覚えた時にはもう炎が離れている。顎を胸に載せ、柔らかで吸い付くような感触に心地よさと安心感をもらいながら恋々の顔をそっと見上げた。真剣な表情で前を見ている。眼球の動きは素早い。周囲への警戒も怠らず、高度を低く保って木の間を縫うように飛行するという理想的な移動方法を、ネフィーリアから頼まれるまでもなくごく自然にやってのけている。

　精神的に失調した恋々を、自分が怪我人ながら介護しなければならないだろう、と考えていた。だが恋々は職業魔法少女としてどこに出しても恥ずかしくないやり手だ。火をつけた後も、火をつける前も、アグリが死ぬ前も、アグリが死んだ後も、変わっていない。恋々は恋々のままだ。それはとても恐ろしいことだ。顎の下に体温を感じながらネフィーリアは考える。恋々が他人を騙そうとしていたならネフィーリアも気付いたかもしれない。だが恋々が騙していたのは他人ではなく恋々自身だった。だからこそネフィーリアは気付くことができず、恋々は今も恋々のまま変わらない。ネフィーリアの嗅覚はほど良いクズだと判断していたが、どこがどう「ほど良い」のだろう。

「……ぎ……あ……」

「あんまり無理して話そうとしなくていいからね」

　恋々はネフィーリアの頭を撫なでた。全部いわなくてもわかっているからね、という言葉を省略したであろう言い回しにぞくっとする。空を飛ぶ時に感じる向かい風のせいで寒い、というわけではない。裾や袖口が高速で木を掠めて心胆寒からしめる、という寒さとも違う。今感じている寒気は楽しみを伴っている。

　火事は生物の生存領域を狭める。魔法少女も狭い地域に追い込まれる。木が燃やされるため灰色の実は現在流通しているものが最後になる。こちらにとって都合のよいことばかり。交渉のチャンスだ。自分達で起こした事態なのだから自分達で利用する。島の中の安全機構なりなんなりが働いて鎮火させてしまうという可能性もあったが、ここまで火が広がったところをみると少なくとも自動ではない。あるとすれば手動で火を消すシステムで、それを使うならば本館だ。

「本……」

「本館ね」

　本館は島の中ほどにある。そこまで火が回るにしてもまだ時間がかかるだろう。理性ある魔法使い、特にシステムを調べていたラギが生きていれば本館に向かおうとするはずだ。クランテイルはどうするだろう。ラギのことをどう思っているだろう。ネフィーリアの撒まいた種はどのように育っているだろう。楽しみは多い。

　腰の辺りがピキッと痛み、身体をひきつらせた。楽しみが多いというより、小さな楽しみでも見出していかなければやっていけない、というのが正しい。





◇クラリッサ・トゥースエッジ






　クラリッサのすべきことには優先順位があった。第一にられ子の安全確保、微差でイオールの保護、そして「できることなら」くらいの位置に統とう太たの排除がある。「子供をどうこうするのは気が進まないなあ」と思ってはいてもナヴィ・ルの意向に逆らう理由にはならない。邪魔になるかもしれない存在は機会があれば除けておこうという徹底ぶりはむしろ好感を持てる。出世に必要なのは情けでも容赦でもない、というのは真実だ。

　本館を離れてからは道を外れて森の中を突っ切った。丈たけの高い木や草がある場所を選んで走り、どこかの誰かに見つからないよう気を配る。クランテイルは勿もち論ろん、それ以外の誰かであっても「じゃあ一緒に行動しよう」なんていわれたらとても面倒臭いからだ。

　幸い誰にも見咎とがめられることはなく、クラリッサは目標を発見した。なにせられ子の位置は常時把握できている。どこに移動しようと頭の中のレーダーが居場所を教えてくれる。無駄に走り回りやがってと心の中で毒づき、森の中をずんずん歩くられ子の背中に「ちょっと待って」と呼びかけようとした。

　正確には「ちょ」までしか口に出すことはできなかった。クラリッサは風を切って迫る透明ななにかを爪で弾き、それを囮おとりに突き入れられた棒を紙一ひと重えで回避した。背筋を反らし、右足を前、左足を後ろ、尻尾まで地につけて身体を支えるという無理のある姿勢を保ったまま、顔だけを相手に向けて睨にらみつけ「なにすんのさ」と抗議の声をあげた。引き締まっていたられ子の顔が「まずいことをした」と歪み、そそくさと杖を畳んで袖口に戻し、腰を折り、頭の後ろに手を当ててぺこりと下げた。

「すいません……襲われたのかと」

「緊張感あんのはいいけどね、敵味方はしっかり区別しといてもらわないと困るよ」

　頬に指を這わせると赤い液体が少量滲んでいる。うっかり食らったら入院コースだな、と自分の反射神経に感謝した。られ子は「すいません」を連呼しながらクラリッサの傍らにある木へ手を伸ばし、幹に突き刺さったレンズ──魔法少女のコスチュームとはいえ無茶な使い方をするものだからひび割れている──を抜いて一撫でした。ちょいと触るだけで魔法を発動し、ひび割れを修復してフレームにはめ込む。ふうと息を吐いた。

「本当ほんと、本当すいませんでした」

「次は気を付けてね」

「はい、それはもちろん」

「クラリッサちゃんが指示とアドバイスをしてあげるからいうことを聞くようにね」

「ええ、はい。すいません。とにかく恐ろしくて……その、あれで、そう、戦ってるところを見たんです。とても私では勝てないなあ、と思いまして、襲われたらどうしようと」

　聞けばチェルシーとフランチェスカの空中戦を見て「チェルシーを助けてくる」とイオールから離れたのだという。フランチェスカと戦っていた魔法少女の一人はチェルシーだということがわかった。

「チェルシーはどうなったん？」

「逃げたみたいです。最後まで見ることができなかったんで、それからどうなったかは」

　ちゃんと見ときなよ、といえばへこむだろうから「なるほど」と頷いておいた。られ子という魔法少女は普段から精神的に脆もろく、ましてや状況が状況だ。使う側としても配慮が必要になる。それに全く役に立っていないわけではない。ドリーミィ☆チェルシーが要注意魔法少女の一人であるということがわかったのは得点一だ。情報へのお礼というわけではなかったが、られ子の精神的なケアと肉体的な保護を兼ねて安全面への指導を行うことにした。イオールの所に戻ってお嬢様を守りなさい、と命令するにはちょっと不安定過ぎていて問題がある。これなら大人しくじっとしてもらっていた方がいい。

　女神のような格好の魔法少女は穴の中に攻撃してこないと親切めかして教えてやった。

「あの、本当、本当なんですか」

「嘘吐ついてどうすんのよ」

　それでも怯おびえて「大丈夫なんですか」「本当に問題ないんですか」を連発するられ子を宥めてられ子の杖とクラリッサの爪で土を掘り、どうにか穴の中に押し込めた。

「大丈夫、これ、大丈夫なんですよね」

「だから信じなさいって……ん？」

　くんと鼻を鳴らした。妙な匂いは「焦げ臭さ」だと気付き、すぐにられ子もおかしな顔をして鼻を鳴らした。程なく流れてきた灰色の薄煙にられ子は慌てて穴の中から飛び出し、クラリッサは風上を睨んだ。煙の量と濃さが加速度的に増している。優れた聴覚はパチパチと枝の爆ぜる音まで捉えていた。

　山火事ではない。島火事だ。周りに水がいっぱいあるからか、山で起きる火災に比べると冗談めかした響きに聞こえなくはない。だからといって煙に巻かれて逃げ回る被災者サイドにしてみれば冗談でもなんでもない。炎の音はより近付き、煙もたくさん立ち昇っている。いくら魔法少女の息が長いといっても穴の中で煙に包まれながら縮こまっていれば近い将来帰らぬ人になってしまう。原因はフランチェスカか、それとも襲われた魔法少女か。どちらにせよ土を掘り返して作った安住の地は早々に放棄しなければならない。そう伝えると、案の定られ子は慌てた。「どうなってるんですか」「いいんですか」「なんでこんな」といった言葉を口の中で呟つぶやき続けた。もうクラリッサに対する質問なのかどうかもわからない。落ち着きなく周囲を見回し、あまり小刻みに首を動かすものだから足元が疎おろそかになり、根っこに躓いて転びかけ、そのことに驚いたのか悲鳴をあげて逃げ出そうとし、クラリッサは慌ててローブの袖を掴み、引っ張った。

「落着きなって！」

「だって！　だってこれ！」

　られ子は小人物だ。可哀そうなくらい器が小さい。

　彼女の師匠であるマイヤは、イベントにかこつけて魔王塾の塾生と卒業生を合計百人以上のしてきたというくらい腕っぷしが強く、陰かげ日向ひなた無い忠勤ぶりはナイトかサムライかといわれるほどで、勤勉真面目真しん摯し不動心とその手の誉ほめ言葉には事欠かない。そんなものだからご主人様からの覚えもめでたく、「家」の中では魔法少女にあるまじき地位を任されていた。ナヴィ・ルであっても簡単には手出しできず、遺言書にかこつけて呼びつけたり三賢人の現身になったかもしれない実験体をけしかけてみたりしなければ排除することが難しい、それくらいの傑物、敵にしてみれば難物だった。

　弟子のられ子は師匠のソフト面を悲しいくらい受け継いでいなかった。クラリッサも羨む強力な修復の魔法、マイヤから直々に叩き込まれた杖術と体術、鍛え上げられた身体能力、戦術眼、そういった立派な要素の数々を人格で台無しにしている。姑こ息そくで臆病、他人任せで付ふ和わ雷らい同どう、日ひ和より見み主義の風見鶏、良いことは自分の頑張り悪いことは他人のせいというスタンスをけして崩さず、弱い者には冷たく強い者には諂へつらい、僻ひがみっぽく愚痴っぽい。付き合いの長くないクラリッサでもずらずらと悪口を並べることができる。

　つくづく「マイヤはよくやっていたんだなあー」と思う。クラリッサで今のられ子を完璧にコントロールできるだろうか。できない気がした。落ち着きなよと窘なだめ、背中を撫でてやり、とりあえず火から離れようと先導して走り出した。足音はついてきている。

　クラリッサはちらと振り返った。相変わらずキョロつきながらられ子が走り、その後ろでは薄灰色と濃灰色でまだらの煙が広がっている。前に向き直り、右手の爪で枝を切り払った。頭を下げて回避しては後続のられ子に当たるかもしれないと気を利かせた行為だったが、後ろでビクついている誰かさんから感謝の言葉は無い。

　──どうする？

　精神的な重荷であるという以上に物理的な爆弾であるように思えて仕方なかった。ナヴィ風にいえば「こいつビビってなに仕出かすかわかったもんじゃねえ」というやつだ。火事が起こる前からあのビビりぶりでろくに相手を見ることもなく攻撃してきた。火事が起きた今はあれ以上にビビっているはずで、これはもう味方にしておいていいものか。

　緊急事態だろうか、と自問し、緊急事態だなあ、と自答した。マイヤはおらず、られ子に仕事をさせればもう脱出してよい頃合いだ。確実に死んでいるといえるのは全く動きが止まったシェパーズパイくらいで、他については状況も読めず少々怖い。フランチェスカは暴れ続けるもよし、まさかの返り討ちもよし、充分に仕事は果たしてくれた。残っている灰色の実の数、それに消費のペースを考えるとぼやぼやしてはいられない。

　テンポよく岩棚を跳び、邪魔するようにせり出していた枝をひょいと避けた。直後、後ろから噛み殺した悲鳴が聞こえてきていよいよクラリッサの心は決まった。られ子は危険だ。鬼教官マイヤの元で鍛えられた魔法少女が木の枝を避けるだけの余裕も持てていない。

　もう一度走りながら振り返る。煙は遠ざかった。匂いも遠い。られ子は相変わらずだ。

　木の根を跳び越え、左側に方向転換して更に跳んだ。目指すべきは本館だ。





◇７７５３






　上下に飛んだり跳ねたりしているのでは、と錯覚してしまうほどに大きく高鳴っていた心臓が徐々に静まっていき、持て余していた自分の身体と精神をようやく取り戻し、亀を抱いたまま身を起こした。さっきまで女神がそこにいて、沼を踏み越え、それを利用して小こ鳥とりは沼の中央から脱出したのだ。あれは幻覚ではなかった。沼から続く泥の足跡が事実であると示している。小鳥は膝で草の上を移動して足跡に顔を近付けた。泥はまだ乾ききっていない。

　立ち上がり、首を左右に振った。いきなり人間に戻って慌てふためき怯え竦すくみと忙しかったせいか周囲の風景がどんなものだったのかいまいち思い出すことができていない。ナヴィがどちらに行ったのかわからなければ合流することさえできないというのに、だ。

　小鳥は胸を押さえてもう一度周辺の地形を見回した。島の中にあっても特徴的といっていいだろう。いかにも毒々しい沼地が隙間なく広がり、中央に小さな飛び地がぽつんとあってみすぼらしい木が一本と少々の草が生えている。沼の周りはどちらを向いても大小様々な木々が立ち並ぶ。はっきりいって同じように見える。

　一歩目で小石を踏み、痛いと叫んで足を抱えた。せめてサンダルくらいは履いてくればよかった。プロの魔法少女は変身を解除することはないというマナの言葉を全く疑うことなく真まに受けた結果がこれだ。

　──いや、いや、違う違う。そうじゃない。

　油断すると誰かのせいにしようとする。人間の弱い心故ゆえか。それも個人の弱さを人間全体へ転嫁して責任逃れしようとしているだけではないか。

　腹に力を入れ、目を見張り、一片の痕跡も見逃すまいと下唇を噛んだ。小鳥にしてはまあまあ強いといっていいくらいの意志で恐怖心や後悔、その他諸々のネガティブな感情を抑え込む。妙な話ではあったが、少しだけ自信がついた気がした。マーガリートやテプセケメイのような強者でさえ蹴散らした恐ろしい女神を相手に、触れるどころかタックルしてしがみついたのに小鳥はまだ生きている。メイを守ることができた。だったら他の人達を守ることだってできるはずだ。

　沼の向こうに森が広がり、その先、地肌が剥き出しになっている場所がほんの少しだけ見える。あそこだ。あの道を歩いている時にテプセケメイが沼中央の木を見つけ、実を取りに飛んだ。その後、離れ小島に取り残された小鳥と話をしていたナヴィは大体あの辺にいたはずで、ちょうど百八十度方向を変えてマナを担いで森の方へ向かって行った。つまり、ナヴィの向かった方から女神が現れたということになるのではないだろうか。小鳥とメイは女神から無視されて事無きを得たものの、ナヴィとマナが見逃してもらえるとは限らない──否、見逃してもらえないのではないか。女神の判断基準や感知能力は不明だが、無能力な一人と一匹に比べずとも魔法使いは放っておける相手ではないだろう。

　気付いた事実を頭の中で反はん芻すうし、それがどれだけ恐ろしいことか理解するに従って小鳥の表情は強張り、肩が震え、膝が震え、両手をクロスしてぎゅっとメイを抱き締めた。

　──大変だ！

　小鳥はメイを抱えて走り出し、すぐに止まった。足がぬめっとした感触に捕らわれ、酷く重い。何事かと足元を見ると足首まで埋まっている。慌てて後ろに体重をかけ、足首を地面の中から引きずり出した。どういうことだと顔を地面に近付けると、今立っている場所と足を捕らわれた場所では微妙に色が違っている。触ってみるともっとはっきり違った。立っている場所は柔らかな土、捕らわれた場所は粘土に近い泥だ。

　前を見た。草木が邪魔をして足元が見えず、えいやと草木をかき分け地面に顔を近付けた。この辺りの地面、触った質感的に泥と大差ないが、沼のそれとは違っている。草木は生えるし、ぱっと見も泥には見えない。が、泥に見える泥よりもタチが悪い。これではどこで沈むか見た目で判断できない。

　小鳥は立ち上がり、周囲を見回した。最短距離で向かうのは無理だ。少し回り道になってもいいと進行方向をずらし、足を止めた。しゃがみ、鬱うっ蒼そうと茂った葉の下に顔を向ける。目の前の茂みの幹には鋭く長い棘とげがびっしりと生えていた。痛みに耐えて進んだとして、ずたずたになった足では走ることはおろか歩くこともできなくなってしまうだろう。魔法少女ならば、この程度の棘、無視して歩くことができるのに。

　──ああもう！

　遠回りでいいからとにかく目指すしかない。気ばかり焦るが今は遠回りこそが最短のルートだ。小鳥は目的の方向とは逆に走った。道に出さえすれば比較的安全に戻ることができる。女神から身を隠してどうにかやり過ごしていてくれとナヴィに、神様に、祈る。

　誰かが死ぬかもしれないという心配も、自分が殺されるかもしれないという恐怖も、走るだけで自己主張をする心臓も、強過ぎる日差しも、足の裏に感じる不快感も、魔法少女に変身してさえいればもっとマシであろう事柄の全てを我慢し、私なら頑張れると自分に言い聞かせ、パジャマの裾すそを翻ひるがえしてひた走った。





◇ナヴィ・ル






　アクシデントがいくつかあった。

　一つ目はたったか歩いてきたフランチェスカに遭遇したこと。これは大したことでもない。ナヴィはフランチェスカに襲われない方法──彼女の問いに対してどう返せばいいのかを心得ている。他人に聞かれたくないことではあるが、背負っているマナは幸い気を失っている。余人の耳は無い。ナヴィの言葉で無害な存在と化したフランチェスカをやり過ごした。泥に汚れた足や乱れた髪、トーガの焦げ跡を見て「苦労かけるなあ」と皮肉っぽく思い、彼女の額に穿うがたれた小さな穴とそこから滲んだ赤色の体液を見て「どこの魔法少女バケモンがやった」と冷や汗を拭ぬぐった。焦げ目をつけたり髪を切ったりする程度でも相当なものだが、出血させるとなるとクラリッサの報告以上にとんでもないことになっている。並の魔法少女がもらえば顔面が消し飛び頭蓋は砕け露出した脳髄も細切れになるような攻撃であっても、皮膚で受け止めてダメージがないというのがフランチェスカだったはずだ。ナヴィは直接開発に関与したわけではないため数字上のスペックを記憶に留められる範囲で覚えているという程度でしかなかったが、実験場の研究者が誤った数値を記すとも思えない。

　世の中は本当に広い。だが島の中は狭い。このまま道を歩いていれば、今フランチェスカと遭遇したように誰かと出くわさないとも限らない。それがフランチェスカを傷つけた魔法少女でないとも限らないのだ。もし件の魔法少女が生きていればフランチェスカとやり合ってさぞ気が立っていることだろう。会えば事故が起こるかもしれない。それは困る。

　少し歩いてから木と草の深い方へ折れ、そこから三十歩は歩いてから茂みの中に身を隠し、灰色の実を齧って呪文を唱えた。柔らかな土がめくれ上がるように歪み、草の根をぷちぷちと切って大きな穴となる。成人男性一人が足を抱えて入はいれるだけの大きさにまずまず満足し、穴の中でマナを寝かそうとした。乱暴に投げ入れて骨でも折れては大変だ。お姫様を抱くように優しく抱え、ゆっくりと下ろす。そろそろと慎重に穴の底に横たえ、まるでお人形遊びだと鼻を鳴らし、額の汗を拭って地面に手をつき膝を立てた。

　風が葉を鳴らす音、遠くの方から聞こえる鳥の声、他に音は無い。マナを下ろした時よりも慎重に顔を持ち上げ、茂みの上から道の方へ目を向けた。誰もいない。ほうと安堵の息を漏らしたものの、勿論これで終わりというわけではない。茂みをかき分けて道に戻り、元来た方へ引き返す。少女一人分のウェイトが軽くなっているおかげで足取りはより速い。道から外れ、臭気漂う沼へと戻り、さあ７な７な５こ３さんをどうしてくれようかというところでナヴィの眉間に皺が寄った。目を細めて周囲を見回すが、７７５３とテプセケメイが隔離されていた飛び地には元々生えていた木があるだけだ。沼の際には点々と泥が飛び、それだけではなく泥によって形作られた裸足の足形が続いて森──ナヴィが来た方とは反対側──へと消えていた。

　なにがあったのか。どういうことなのか。足跡が７７５３のものだとすると、どういう理由かはわからないがとにかく沼を超えて進んでいったことになる。それは無理だ。ナヴィは人差し指で眉の辺りをかいた。爪で触るだけでも脂っぽい。

　地面に手をつき、四つん這いで沼向こうの足跡を凝視した。泥によって形作られているだけでなく、へこみが深い。踏み込みに力強さがある。人間のものではない。魔法少女、その中でも特に力の強い魔法少女によるものだ。

　──フランチェスカか。

　７７５３の人間体も裸足だったが、フランチェスカも靴に該当するコスチュームは持っておらず裸足だ。フランチェスカと遭遇した位置、距離について思い起こす。彼女はとにかくひたすら真っ直ぐ進んでいる、というわけではないはずだが、この距離ならまあ沼の方に出るだろう。あの足跡はフランチェスカが沼を抜けた痕跡ということではないか。よくよく見れば折れている木や蹴散らされている茂みもあった。

　フランチェスカによって沼に沈められた、というのが７７５３のエンディングとして妥当なものに思えた。しかし７７５３が死体になったとして、フランチェスカに血を流さず始末するだけの気遣いや思い遣りは無い。見る限り衣服の切れ端どころか被害者の血肉が一切見えないというのは不自然ではないだろうか。

　立ち上がり、眉間の皺を揉み解ほぐしていると腰の辺りに震えが走った。魔法の端末だ。この島の中で魔法の端末を使って連絡をする方法は限られている。ナヴィはポケットから端末を取り出し、通話先がサタボーンであることを確認した。死人がかけてきたわけでもなければサタボーンが実は生きていたというオチでもない。

「こちら可愛いクラリッサちゃん」

「可愛いクラリッサちゃんがなんでそこにいる？」

「チェルシーがぶっ壊した所をられ子に直させて地下室に入ったんよ」

　地下研究所には携帯タイプより遥かに強力な送信機が設置されている。魔法の端末同士で遣り取りができずとも、送信機から連絡を入れることはできる。今、クラリッサがやっているように、だ。

「そっから煙見えない？」

「ああ、あれか」

　木が重なって空が隠れていた。ナヴィは三歩後ろに下がって上を見た。先程見たものよりも煙の帯が多い。二本になっている。そのうち一本は太さも増している。

「原因知ってるー？」

「いや。フランチェスカか、その相手だとは思うが」

「あの煙に巻かれちゃってさ、とてもじゃないけど隠れてるどこじゃないわけ」

「なある、そりゃどうしようもねえな。でも本館行く理由にゃならねえ」

「られ子にさっさと仕事させようと思ってね。地下の入り口直させて、おっさんが上に飛ばしてた絨毯下ろして例のあれも直させて」

「おいおいおいおいお前さんよ、そりゃ相談抜きでやっていいことの範はん疇ちゅう超えてんだろ。良い子のクラリッサちゃんはそこまで独断かますやつだったかよ」

「火事にビビりまくってられ子がなにするかわかんないからだよ。とりあえず絶対にやってもらわなきゃいけない仕事は終わらせて、あとは大人しくさせてどこかに放り込んどく。これがベストな解決法じゃん？」

　怯え竦むられ子は容易たやすく想像できた。クラリッサのいう通り、なにをするかわからず危なっかしい。目的を達成する前におかしなことになれば予定外どころではない「失敗」になってしまう。

　マイヤの排除は上手くいった。これで次代の大貴族──イオールに近付いても邪魔をする者はいない。そして「遺産の中から始まりの魔法使いの遺物を手に入れてそれをられ子に修復させる」という二つ目の大目的が上手くいけば、られ子の仕事も大体終わる。

　イオールの家には常じょう雇やといの魔法少女が二人いる。マイヤとられ子、どちらもお嬢様のお付きで出歩くことが多い。お供に魔法少女を二人まで連れてこい、と付け加えておけば大抵はマイヤとられ子がついてくることになる。だからこそナヴィは遺言状に書き加えた。魔法少女を二人まで連れてきてね、と。魔法で縛られた遺言状を改かい竄ざんするのは絶対に不可能だが、「実験場」で開発された透明の膜を貼り、その上から他の項目と矛盾しない条項を書き加えるだけなら問題は発生しない。透明な膜は極限まで薄く、どれだけ敏感な魔法使い、魔法少女でも、まず気付かれはしない。マイヤは排除するために呼ぶ。られ子は島の中で歯車の修理をさせるために呼ぶ。

「……まあわかったよ。クラリッサちゃんの有能ぶりがよ。歯車はちゃんとしまっとけよ。俺が使うもんじゃねえんだ。俺よりも偉い偉い馬鹿……っとっと、お方が欲しがってんだから埃も傷もつけちゃあいけねえ。上納品だ」

「アイサー」

「で、られ子大人しくさせるってどうすんだ」

「後ろから頭ぶん殴って蹴っ飛ばしてから首絞めるなりして気ィ失わせるでしょ。それで縛り上げて地下に放り込む」

「うっかり殺っちまったりしねえだろうな」

「うっかりでコロしちゃってもいいように先に仕事終わらせておくんじゃん」

　合理的だ。ナヴィは「できることなら殺すなよ。使い道は島から出た後もまだあんだから」と一応釘を刺しておき、クラリッサは「そりゃもうわかってるよ」と返した。実際わかってはいるのだろう。しかしこの二日だけでも想定外は数多くあった。

「そうだこっちも大変だったんだわ。廃物処理場の近くに穴掘ってマナを寝かせてある。７７５３とテプセケメイはたぶんくたばったがひょっとしたら生きてる。奴さん、灰色の実を持ってるがどうも毒のあるよくない実らしいからもらって食ったりしないようにな」

「……なにあったのさ」

「色々あったんだよ、色々」

　ナヴィは左手を頭の後ろに当てた。掌と指に伝わる感触はやはり脂っぽかった。





◇曲岡統太






　られ子が信用できない、ということをイオールに話すのはとても難しい。話すだけではなく、統太自身の信用をそのままに、ちゃんと納得してもらって、となるとすごく難しい。イオールとられ子には統太も知らないこれまでの積み重ねがあるし、統太の話すことは「そう思った」「そう感じた」ばかりで目に見える証拠がない。少年探偵のようにバシッとカッコよく「これらの理由から彼女が犯人です」というわけにはいかないのだ。

　だから統太は行動した。待ち合わせ場所である「小さな丘のふもとにどんと立っている四角い岩の陰」に隠れることなく、様子を確認するという名目で周囲を探った。誰かが痕跡を残していないか、行動のヒントになるようなものがないかと探した。

　イオールの元に戻りながら探索範囲を広げていき、川かわ端ばたまで出たところで岩の上に身を乗り出して周囲を見回し、ふと掌を見ると濡れていた。さっきまで手をついていた岩の上が丸く輪を描いて濡れている。小さな輪だ。だいたいどのくらいの大きさだろうと考え、コンビニで売ってる３５０サイズのペットボトルを思いつき、あっと小さく叫んだ。

　ペットボトルの底だ。誰かがここにペットボトルを置いて、まだ濡れている。ということは、時間があまり経っていない。もう一度見回し、誰もいないことを確かめた。でも遠くない場所にいるはずだ。今なら追いつけるかもしれない。

　統太は戻って説明をした。魔法少女は食べたり飲んだりが必要ないはずで、そうなるとペットボトルも必要ない。ボトルを岩に置いたのは魔法使いか、変身が解けた魔法少女かのどちらかで、それは暴れている悪い魔法少女ではないはずだ、と。

「まだ濡れてたんだよ。時間はそんなに経ってない。追いかけよう」

「でも、られ子がまだ」

　イオールはとても苦しそうに話す。気持ちが伝わってきて統太の顔も苦しそうになる。悪い魔法少女をやっつけてチェルシーを助けたならもう戻ってきているはずだ、戦うにしても移動するにしても魔法少女はとても速いのだから、とはいえない。

「なにか、そう……残しておくのはどうかな。印をつけて、こちらに進んだとわかるようにするんだ。それなら後からられ子が来ても合流できるよ」

　イオールはそれでも苦しそうだった。でもこのチャンスを逃すことはできない。追いかけなければいけない人はどちらに向かったかもわからず、そしてどんどん遠ざかっている。

　そんな時、ぷんと焦げ臭い匂いが漂って、気付いた時にはうっすら煙が流れてきた。火事だ。たぶん、悪い魔法少女が火をつけた。統太は慌てたし、イオールも慌てた。これはとてもまずいことだ。煙を吸ったらまずいということは火災訓練の時にげっぷが出るほど聞いていた。火に焙あぶられればまずいということは聞かなくても知っている。

「あのさ、魔法少女って火や煙に強かったりするの？」

「ちょっとやそっとの火じゃ火傷やけどはしないし、一酸化炭素中毒とかそういうのもないはず……でも呼吸はするし酸素も必要だから煙の中で生きていけるわけじゃないでしょうね」

「それってさ」

「ええ。火と煙からは魔法少女であっても逃げようとするでしょう」

　イオールがとても苦しそうな表情を浮かべた。統太は自分も似たような顔だろうと思った。お互いになにを考えているかはわかっている。魔法少女も火事からは逃げなければならないというのであれば、例の悪い魔法少女も火から逃げるということになる。そしてられ子は約束した場所──小さな丘のふもとにどんと立っている四角い岩の陰──にも来ない。統太は岩陰から顔を出して空を見た。煙はさっきよりも近付いている気がする。焦げ臭さも濃くなっている気がした。このまま隠れていては火に飲み込まれるかもしれない。

　胸を押さえた。焦げ臭さを我慢して三度息を吸って三度吐く。息はなるべく大きく吸う。それでもってゆっくりと吐く。イオールは半分に欠けた灰色の実を一齧りして紙に包んでローブのポケットに収めた。少しずつ、少しずつ、節約して食べているし、ここに来た時に灰色の実を三つも見つけた。それでも残りは半分しかない。イオールが食べるスピードはどんどん上がっている。本人も気付いている。でもどうにもできない。なんでそうなるのか、統太にもわからない。とにかくバタンと倒れてしまわないために食べるしかない。

「……このままここにいられないと思うの」

　イオールが苦しそうに漏らした言葉を聞いて、統太は心の中でほっとした。られ子が戻ってこないけどこのままここにいたってどうしようもないからとりあえず移動しよう、というのは、統太からはいいたくてもいい出し難にくいことだった。ほっとしながらも、ほっとしていることを心の中でイオールに謝り、統太は頷いた。

「そうだね。火や煙に巻き込まれたらどうしようもないと思う。さっきもいったけど……ここにられ子がわかる目印を残しておいたらどうかな」

　イオールは「家に代々伝わる紋」という丸と三角と四角を組み合わせた図形を羽ペンと赤インクで無地のカードに描き、それを岩に当てて呪文を唱えた。岩がぴきぴきと音を立ててへこんで一面に同じ図形が彫刻された。三センチくらい隣には、進む方向を示す矢印も刻まれている。統太は心から「かっこいい」と叫んで拍手した。イオールは照れ臭そうに「早く行きましょう」と促した。統太が思っているよりも簡単な魔法だったのかもしれない。

　統太は考えた。今一番頼りになるのが誰であるか、ということだ。統太にとってもイオールにとってもそれが最も重要なことに思えた。自分一人では、二人でも、身を守ることさえ難しい。統太だってイオールを守るんだとカッコよくいってみたいし、自分のできる範囲で守っているつもりではあるけれど、だからといって敵が来た時に守れるとは思えない。頑張ったところでできないのでは意味がない、とおばさんならいいそうだ。

「マーガリートさん……と合流したいと思うんだ」

「マーガリートさんってあなたのお連れの魔法少女よね」

「とっても強い魔法少女なんだってさ。悪いやつらをいっぱいやっつけたって」

　イオールは「ふむ」と顎に人差し指だけ立てた右手を当てた。

「頼りないように見えるかもしれないけど、られ子だって強いのよ」

「あ、いや、べつにられ子さんのこと悪くいう意味じゃなくてね。その、信頼できて」

「られ子だって信頼できるわ」

「ああ、うん……」

「信頼できるっていうならおじ様も」

「おじ様ってナヴィさんのこと？」

「ええ。家どうしのお付き合いもあって、昔からよくしていただいたの」

「へえ」

「一時期だけどね、婚約者にどうかなんて話もあったらしいわ」

「婚約者？　誰の？」

「私の」

「……えっ!?」

「驚くでしょう。年齢差がすごいもの、普通断られるわ。でもね、そちらさえよければっていってくださるくらい私のことを気遣ってくださったのよ。おじ様、お優しいから」

「あ、うん……へえ……うん」

　イオールは「ふふん」と笑い、腰に手を当てて頭を下げ、下から覗くように統太の顔を見た。その顔はいたずらっぽく笑っている。

「亡くなった大祖母様やマイヤが大反対してお話は立ち消えたけど……ああっ！」

　イオールが叫び、走った。危ないよ、という統太の制止も聞こえていない。スライディングするように茂みの下から滑り込み、なにしてんのと後を追おうとした統太の額に出てこようとしたイオールの額がぶつかり、統太は仰け反った。がつん、とかなり大きな音がした。それでもなんとか耐え、額に手を当てながらイオールの方を見た。イオールは赤くなった額を気にもせず掌の上に重ねたものを見ている。灰色の実が四つあった。

「四つ!?　どうしたのそれ！」

「地面すれすれに生ってるのが茂みの向こうに見えたのよ」

　嬉しそうだ。統太も嬉しい。嬉しいけど、と、一つ置いて考えた。もう一度周りを見回してみる。川に行く途中で統太もここを通った。だけど実を見つけることはできなかった。少しの間うんうんと考え「背の低いイオールが、姿勢を低くしてそろそろと注意深く近付いていたから、普通に歩く時の高い視線から探しただけでは見つからない場所にある実を見つけたんだ」ということに気付いた。

　違う視点から見ることも大事だな、と少し恥ずかしく思いながら先を進み、川に出た。多少乾いてしまったものの、ペットボトルを置いたと思われる跡はまだ残っている。

「でもこれ……どっちに向かったのかしら」

「それは、あれだよ。今から調べよう。時間もないからさっさとやろう」

　内心、難しそうだなあ、と思っていたのだけれど、あっさりと痕跡を見つけた。向こう側の川岸に色々あった。叩き壊された岩、吹き飛んだ砂利、露になった地面、こういうことをするのは大抵暴れている誰かだろう。よほど大きな力で踏みしめたのか、裸足の足跡までいくつか残っていて、指の形一つ一つまでがはっきりと跡になっている。爪先の向きは川の下流、火事とは逆の方向だった。

　統太は考えた。濡れたペットボトルを置いた人と、暴れた誰かはたぶん違うだろう。こっち側の川岸には全然壊した跡がない。ペットボトルを静かにおいて、向こうで大暴れするというのはとても変な話だ。別々な人だとして、どうなるか。どうするか。

　追いかけたい相手はペットボトルの方だ。暴れている方はどちらかといえば避けたい。

　統太は目を細めた。考え方を変える。視点を変える。ペットボトルの人達が上流へ向かっていったのだとしたら、この煙を見て引き返してきているはずだ。だけど戻ってはきていない。川とは関係のないどこかへ向かったか、下流へ向かったか、どちらかではないだろうか。下流の方に進む価値はある。

　問題は暴れている誰かも下流の方へ向かっているというところだ。でもペットボトルを置いた人が倒れていたり、どこかに血の跡があったりしないことから、すぐにどうにかなってしまったわけではないということがわかる。いきなり危険というわけではない。

　統太は思っていることをイオールに話した。なるほどなるほどと聞いていたイオールも、下流に向かおうという提案には首を傾げた。

「危ないんじゃないかしら」

「でもさ、視点を変えて考えてみるとちょっと違うんじゃないかって思うんだよ。こういうことしながら移動しているならさ」

　見事に叩き割られている岩をちらっと見た。

「立ててる音は大きいよね」

「それはそうね」

「ならさ、こっちが抜き足差し足で歩いていればさ、もし気付くとしてもこっちが先にならないかな？　うっかり相手の進んでる先に飛び出したりしない以上はさ、後を追いかけていく方が安全じゃないかと思うんだ」

「魔法少女の耳はいいけど……でもこれなら確かに」

　イオールも倒れている木を見て頷いた。

「本当は逆方向に逃げてもいいかなって思う」

「うん」

「でも逆方向って火事だから」

「そうよねえ」

　大人っぽい言い方をすると「選択肢が少ない」ということだと思う。その少ない中から選ぶなら、こっちの方がいいんじゃないか、と統太は考えた。イオールは少し悩み、半欠けの灰色の実を三分の一くらいになるまで齧り、もう一度頷いた。

「いざとなったら守ってあげる」

「そんなこと……こっちはこっちで守るから」

　顔を見合わせ、どちらからともなくクスリと笑った。





◇られ子






　られ子は人の顔色を窺い生きてきた。下層で生きる者にとって観察力はイコール生命線だ。無ければ死ぬ。だから磨く。クラリッサがどれだけ取り繕おうと、火事を知った時の彼女が動揺したことには気付いた。クラリッサはそれを隠そうとした。まるでなんでもないことのように振る舞い、全く問題はないんだと笑顔を浮かべた。られ子は慌てた。




　態度に出してはいけない。頼りにならないからと逆らったりしたら「損」だと思われてしまう。損得勘定で動く相手に損だと思われては切られる。損得勘定でしか動かないられ子だからこそ、そういった機微には敏感だ。心の中はぐちゃぐちゃになっていてもクラリッサの指示にはちゃんと従う。クラリッサが頼みの綱ということは火事の前も後も変わらない。

　こういう理屈を頭の中で組み立てながらも、理性とは別の場所、感情はどうしても乱れていた。ナヴィならこのゴタゴタについてもコントロールできているはずだ、そう考えていたからられ子も動いていたのに、そんなことはありませんでしたなんて今更いわれたら「どうしよう」と考えてしまう。

　本館へ行くというクラリッサに従い、先導する小さな背中を見詰めながら走った。そこばかり見ていたせいで枝を避け切れず額にぶつけ、動揺はより一層深まった。それでもなんとか本館へ戻り、正面入り口から外壁に沿って横手へ回る。向かって右側へ三十メートル、チェルシーが崩した壁の前に出た。見事に崩壊しているせいで外から廊下が見える。

　クラリッサは崩れた壁の前に立って「この辺かな」と呟き、両手を大きく広げて上を見た。つられた、というわけではないが、られ子も上を見た。クラリッサがぶつぶつと呪文を唱え、小さな点が徐々に大きくなっていき、それが空飛ぶ絨毯だとわかった時にはもう手の届くところまで下りてきている。

　クラリッサは絨毯の上に置いてあった木箱を手に取り、それをられ子に手渡した。顔くらいの大きさという長方形の木箱を右掌を上に向けて受け取り、クラリッサは人差し指と親指だけで紫色の紐を解き、そろそろと蓋を開け、中身を見せた。

「これ元に戻してね」

「この歯車を、ですね」

　声が震えているのには気付かれただろうか。

　られ子は見えなくなる寸前まで目を細め、ゆっくりと開いていき、箱の中の物を見た。古い、どれほど古いかもわからないほど古い歯車が木箱の中で斜めにぱきんと割れている。唾を飲んだ。ただの物に、それも壊れている物に気け圧おされていた。なんだろうこれと思ったが、それはきっと聞いたらまずいことだと奥歯を噛み締めた。

　恐る恐る手を伸ばし、触れた。冷たい、ただの金属の感触だ。なのに鳥肌が立っている。早く手を離したいのに、いつまでも触れていたいという気がする。られ子は二つのパーツを一撫でし、修復した。大きく息を吐く。古臭いガラクタは瞬き一つの時間も必要なしに元通りの歯車に戻った。クラリッサが「何度見てもすごい魔法だねえ」と褒めてくれたのを聞き、られ子はリアクションに困って曖昧に首を振った。

　魔法で修復した歯車は元の木箱に収めて絨毯と共に上空へ送り出した。来た時とは逆に、クラリッサがぶつぶつと唱える呪文と共に姿が小さくなっていく。空へ飛ぶ姿を見送り寂しさを覚え、そんな自分に恐ろしさを感じた。あれは本当になんだったのか。

　歯車の次は崩れた壁を修復した。こちらは精神的プレッシャーを感じる作業ではない。ただし、土が挟まったりして邪魔をしないようにきちんと掃き清めておかなければならなかった。クラリッサにも手伝ってもらい、土と埃ほこりを掃はらって除よけた。掃除に使った箒の先っぽでちょいと触り、崩れた壁をガシャンと一瞬で組み上げる。外から見えていた廊下が隠れ、壁は無事元に戻った。

「はい、これとりあえずのご褒美」

「あ、はい、どうも」

　灰色の実が五個、コロコロと転がされるのを慌てて受け取る。

　どうしてわざわざ壁を直さなければならなかったのか、という疑問への答えはクラリッサが行動で示した。例の如くぶつぶつと唱え、壁のレンガを一つぐいっと押すとぐらぐらと地面が揺れた。石と石を擦り合わせるのに近い、耳障りな音が響く。られ子は当然の権利として慌て、杖を構えて周囲を窺い、クラリッサの足元に目を止めた。ただの地面にしか見えなかった場所が、ぶるぶると揺れながら左右に割れ、七十センチ四方くらいの四角い穴となり、揺れと音が止まった。クラリッサはひょいと穴の中に下半身を入れ、心臓が止まりそうなくらいられ子が驚いているにも関わらず説明はなく、するすると中に入っていく。穴の中から「そこで待っててー」と声がかかり、られ子はおずおずと近付いて目を落とした。中は暗いが、魔法少女なら見通せる。穴の壁は自然の物ではなく切り落としてからヤスリをかけたように滑らかだ。金属の梯はし子ごがかかり、下へと続いている。

　追いかけるべきかと逡巡し、そんな心の声を読み取るかのように「おっさんに連絡とるから見張りしといてー」と声がかかった。られ子は顔を天に向け、胸に溜まった息を吐き出した。散々使うだけ使ってから見張りというやり方に不満を覚えないわけはなかったが、怪しい地下室についてこいと命じられるよりはマシかもしれない。

　地下入り口に背を向けた。本館の外側はすぐそこが森になっているため眺めていて楽しいわけでもない。なにか出てきたらすぐさま穴の中へ飛び込んでやろうという心の準備は怠らず、立ったまま一個、間を置かずにもう一個、もらったばかりの灰色の実にむしゃぶりついた。ほうと息を吐き、指を立ててアームを持ち上げ眼鏡の位置を整えた。

　もう一息吐き、空を見上げた。日差しは強い。外での立ち仕事がしたい天気ではなかった。入り口を館の内側に作ってくれれば屋内で見張りができたのになあ、とぼんやり考えた。森の向こうに煙が立ち昇っているものの、距離がある。物理的な距離でもあり、心理的な距離でもある。人ひと心ごこ地ちつき、自分自身を客観的に見ることができたような気がした。

　火は怖い。煙は恐ろしい。謎の魔法少女はもっと怖くて恐ろしい。しかしナヴィ・ルに比べればマシだ。あの男は本当に怖いし恐ろしい。わけがわからないけどとにかく凄い歯車を見せられ、改めてそう思った。なぜマイヤが死んだのか、どうしてクラリッサは例の魔法少女が穴の中に攻撃できないなどという情報を持っていたのか、そういった諸々も足して考えればナヴィ・ルに逆らわない方がいいとわかる。自分の身体をかき抱き、ふと顔を上げた。

　音が聞こえた、気がする。クラリッサに伝えるべきか。伝えなくては駄目だ。られ子は振り返り、拳を振り上げていたクラリッサと目が合った。あっと思った時には殴りつけられ、身体を捻って肩で受け、杖を抜こうとしたがくるりと尻尾を絡みつけられて袖口を締められた。逆手の手首も押さえられ、もがき、倒れそうになるのを堪こらえ、られ子の首にクラリッサの腕が回り、まずいと思う間もなく締められようとし、誰かが叫んだ。

「なにやってんの！」

　視界の隅でなにかが飛んだ。クラリッサがられ子の背を蹴って跳び、られ子は転がり、そのままの勢いで本館に向かって駆け出した。られ子は肩から体当たりして修復したばかりの壁を破壊、本館の中へ踏み込み、足を止めずに魔法で修復し、背後で元通りになる壁を見ようともせず走った。全速力で廊下を抜け、中庭へと出、まだ止まらない。止まれない。混乱していた。なにが起こったのか。クラリッサに襲われた。誰かが助けてくれたのか。声をかけただけだ。少女の声だった。魔法少女の声だったろうか。聞いたことがある気もするし、聞いたことがない気もした。助けてくれるなら助けてもらえばいいのではないか。しかしどれだけ助けになるかもわからない。ナヴィ・ルは恐ろしい男だ。クラリッサが独断でられ子を殺そうとするわけがない。ナヴィ・ルが命令したに決まっている。

　混乱していた。誰かを頼らなければならないのに誰を頼ればいいのかわからない。信頼できない。邪魔な壁や扉は全て体当たりで破壊し、られ子が通ってから即直す。後を追わせたりはしない。廊下から部屋へ、部屋から廊下へ、階段前へ、調理場へ、とにかく走ることしかできない。その場に留まることなんてできない。誰かに助けてもらわなければならない。乱入者の声も、クラリッサの声も、もう聞こえない。

　壁を壊し、直し、ジグザグに本館内を走り続け、そうだ、と思いついたのはイオールだった。ナヴィがどうしようもないなら元の鞘さやに収まればいい。イオールはまだ待ち合わせ場所で待っていてくれているだろうか。未だ混乱している。足は止まらない。何枚目かもわからない壁を破り、一歩踏み出し、日の光に照らされ反射的に目を細める。日光だ。つまり屋外だ。本館の中を突っ切って外に出てしまったのか。無軌道に走り続けたことでられ子自身も今自分がどこにいるのかを把握できていなかった。

「あなたが落とした斧は金の斧ですか？」

　首を巡らせ右を向いた。両手に巨大な戦斧を一本ずつ持った魔法少女が裏口の前に立っている。られ子に向けてにっこりと微笑み、その距離は十メートル、よく通る声で、られ子は崩れそうになる膝を必死で立て直し、魔法少女に向かい合った。チェルシーを追いかけていたのを下から眺めた。遠目からちょっと見ただけで「これは無理だ」と思った。

　クラリッサは穴の中にいれば攻撃されないといっていた。だがそれを信じる理由がクラリッサに襲われたことで無くなった。そもそも穴を掘る時間が無い。袖口から杖を出す。カシャンカシャンと三段スライドさせ、五十センチ強から一メートルにまで伸ばした。通常の杖に比べて携帯性が強く暗器としての意味合いが増す。強度は落ちるが、修復の魔法をもってすればフォローできる範囲だ。られ子は伸ばした強化合金杖を振るった。壁の残骸を砕き、宙に浮いた欠片かけらを三発続けて打ち叩き、敵に向けて飛ばす。

　短く息を吐き、バックステップし、本館の内側に後退、床板を踏み砕き、天井を突き崩し、杖を真横──魔法少女式杖道マジカルステッキドーでは「八はっ臂ぴの備え」と呼ばれる防御重視の構え──に構える。もう一度息を短く吐き、壁を殴りつけて破片を飛ばした。
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　横合いから飛び出した魔法少女は壁の残骸をバレリーナのようなターンで回避し、新たに撃ち込まれた石礫つぶてを左右の斧で弾いて飛ばした。られ子は背と尻で扉を割り、バックステップで背後の部屋に逃げ込んだ。視線は切らず、構えは崩さない。

　基本中の基本となる本手に構えた杖越しに相手を見、短く息を吐いた。精神統一へと繋がる戦闘時の呼吸法ルーティーンは全行程を終えた。られ子の心は既に混乱を脱している。状況を理解しているわけではなく、心の底から不本意ではあったが、戦う準備はできていた。

「それとも銀の斧ですか？」

　呼吸を止めた。体温がすっと下がる。鼓動が静まる。られ子は本館の内側、部屋の入口に立っていた。敵は壁が壊れて開けた場所に立っている。太陽を背負っていた。

　敵魔法少女はターンから跳躍を決めて一気に距離を詰めた。集中力の沼に身を浸す。相手を見る。情報が錯さく綜そうする。マイヤを殺害した。自由奔放でとらえどころのない動き、かつ、早過ぎる。目で追うだけでもやっとだ。斧の振りは見ることさえかなわない。色付きの風と大差ない。すぐに結論が出た。攻撃を許せば死ぬ。られ子では受けられないし、避けるにしても腕一本はもっていかれる。

　マイヤは強かった。強い魔法少女は自分の強さを押し付けて勝利しようとする。鍛えた技術、腕力、魔法、全てをぶつけて勝ちをもぎ取ろうとする。られ子は違う。マイヤほど強くない。同じことをすれば死ぬだけだ。本気で勝利したいならば、小手先の卑ひ怯きょうなやり口で初見殺しのハメ手、これで勝てばいい。殺せばいい。殺さなければ殺される。

　魔法少女が崩れた床の上に足を踏み出し、られ子はタイミングを合わせることに集中した。床に体重がかかった瞬間、コンマの時間差もなく砕いた床を修復、崩れた足場と思って踏み出した先が元に戻り、敵魔法少女は足首から下を床に巻き込まれてよろめいた。同時にられ子の方からも距離を詰め、相手が態勢を整えるよりも早く間合いの内側に入る。

　空中でチェルシーを追っていた時の動き、それにここまでの流れ。敵は異常なまでにアクロバティックな動きへの拘りがある。ならばまず足を止める。

　左手へ寄せながら「本手打ち」、掌の中で杖を移動させ遠心力を用いた左膝への「引手払い」、そこから半身となって杖を返しながらの「打突」、「落とし噛み」で足の甲を打ち叩く。

　ここまでは基礎的、型にもあるコンビネーションだ。基礎が大事を座右の銘としていたマイヤは型稽古の手抜きを決して許さなかった。攻撃中も移動は止めず、摺り足で滑るように敵左手から斜め後ろへと流れていく。更に魔法を併用し、廊下に落ちていた天井の残骸を修復、元に戻ろうと浮かび上がった天井板の破片は敵の身体顔を問わず高速度でガンガンとぶつかり、られ子はよろめいた身体の各関節に打ち込みを続けた。手に伝わる感触は肉体を打った時のそれではない。度を越して固く厚い。杖を持つ手の方が痺れてしまいそうだ。露出した素足には傷どころか赤みも差さず、親指の爪を打ってもヒビさえ入らない。敵はられ子の攻撃を気にもせず床板に向けて斧を振り上げた。

　あまりにも頑丈過ぎる。身体能力も桁違いだ。組み付いての極めや押さえは不可能、手技足技による打撃を絡めればこちらがダメージを受け兼ねない。マイヤから教え込まれ、身体に染みついた技は最善の選択肢を勝手に選ぶ。

　床板の修復を中止、魔法を解除した。敵の足を巻き込んで元に戻ろうとしていた床板は唐突に力を失い、梯子を外された形になった敵魔法少女は仰け反った。られ子は敵右斜め後方まで移動している。体移動から自分の膝を軸に杖を回す「引き落とし」で敵の踝くるぶしを打ち、くるりと半回転させた合金杖を垂直に立て、床へ突き刺した。逆手は別の生き物のように動き、ローブの背に仕舞い込んでおいた二本目の杖を取り出す。パッションピンクと白と青のストライプという悪ふざけのような色合いはられ子の趣味ではない。しかし、こと破壊に関していえばこの杖はどんな物よりも頼りになる。

　掌で引きつけ腰を落として足を広げる。掌を使っての操法がどれだけスムーズにできるか、それに杖道の全てがかかっているといっても過言ではないというのがマイヤの口癖だった。掌の皮が破れ、血がしぶいても訓練を止めさせてもらえず、泣きながら杖を手た繰ぐった。マイヤの愛用していた杖は、られ子の掌で流水のように動いた。杖の存在を、マイヤの存在を、確かに感じつつ、一体化している。敵はまだられ子の方を向くことができない。意識が高まる。掌中の杖一点に集中する。捕縛と鎮圧を基本とする杖道の中でも数少ない、破壊を目的とする技。魔王パムの羽一枚半を貫いたことからこの名がつけられた。右斜め後方からほんの一瞬垣間見えた顎先に向けて渾身の「穿せん魔ま」を放つ。

　顎の骨に響く良い音がした。敵の顔が弾かれたようにぐるんとそっぽを向いた。本家「穿魔」なら顎どころか首から上を消し飛ばしていただろう。だが、これでいい。マイヤに比べて威力が劣ることは計算の内だ。相手を行動不能にすれば結局同じことになる。られ子はトドメの一撃を加えんと杖を振り上げながら半歩退き、同時に敵が斧を振り上げた。

「えっ」と思った。顎を完璧に打ち抜き、頭を、その内側の脳を揺らした。タフだからとか固いからとか、そんな理由で防げるものではない。どれだけ頑強な魔法少女でも脳震盪を起こさないではいられない。おまけに顔は背けたままだ。そんな状態で死角に移動したられ子を即補足できるわけがない。できるわけがないのに、右手の斧が煌きらめいた。顔も見えないのに「見られている」という感覚がある。今まで見ようとしていなかった敵が、確かにられ子を「見ている」ということがわかる。

　斧が迫りつつある。不思議と緩慢な動きに見えた。しかし絶対に避けられないということを知っていた。なぜ敵がられ子を「見た」のか、唐突にわかった。床や天井に向けていた注意をられ子に回した理由は、られ子の攻撃、顎を打ち抜いた一撃が、床や天井に比べてより脅威であると判断したからだ。だから敵はられ子を「見て」、攻撃した。

　ナヴィ・ルとクラリッサと斧使いの魔法少女を順繰りに呪い、最後に浮かんだマイヤの顔に向けて「役に立たないクズ技を教えやがって」と毒づき、られ子の視界は暗転した。





[image: 第十六章　私達は諦めない]








◇パステルメリー






　本館に辿たどり着くなり揉もめ事に巻き込まれた。

　パステルメリーは蹴ったり殴ったり叩いたり投げたり撃ったりどついたりということが好きではないし得意でもない。そんなパステルメリーの目から見ても「大きな穴の前でクラリッサがられ子を襲っている」ようにしか見えなかった。暴力の匂いに羊達が鳴き喚わめき、メリーは固まり、隣に立つチェルシーが怒りの滲にじむ大きな声を出した。

　チェルシーが「やめなさい！」と止めようと──チェルシーのことだから多分実力行使するつもりで──手を伸ばした時には、既にられ子が逃げていた。呼び止める暇もない見事な逃げっぷりにチェルシーの手も届かない。残されたのは、戸惑うメリー、怒るチェルシー、照れたように笑うクラリッサ、気を失ったままのラギ、いっぱいの羊、だ。

「いやいや勘違いしないでね」

　クラリッサは耳をピンと立て、掌てのひらをこちらに向けてひらひらと動かした。長く鋭い爪以外は人間と同じ掌だ。肉球があったりはしない。チェルシーは腰に手を当て「お母さんが子供を叱る時のスタイル」でクラリッサに一歩寄り、クラリッサはさっと後あと退ずさった。それにより両者の隔へだたりは五メートルの距離を保ったまま広がりも狭まりもしない。クラリッサの機敏な後退りはチェルシーの望むものではなかったらしく、可愛らしい鼻の上に皺しわが集まり、クラリッサはそれを見ていよいよ激しく掌を揺らした。

「だーかーらー勘違いよ」

「勘違いってなにさ」

「あの時の体勢を思えばあたしの方からられ子を攻めていたように見えたかもだけど」

「実際そうでしょ」

「違う違う、そうじゃないのよ。あれは結果的にね、クラリッサちゃんの方が強かったから首を絞めて落とそうというところまで至ったんであってね、だからといってこっちから襲いかかったってことにはならないでしょ。おまわりさんが犯人押さえつけようとしているのを見ておまわりさんの方から襲いかかったんだ、あいつは悪いおまわりさんだって思う人がいる？　いないと思うね、絶対にいないね」

　畳みかけるようにいわれるとなんとなく納得してしまいそうになる。チェルシーは顔を顰しかめ、腰に当てていた手を胸の前にもってきて腕を組み、首を右側に傾げた。

「喧嘩してた相手がいなくなったからって自分に都合よく説明してない？」

「違う違う、それこそがクラリッサちゃんの正当性を証明する理わ由けになるのよ。だってさ、自分が正しければ逃げなければいいもの。助けにきてくれた人達にさ、こいつ酷いんですよーって縋すがりつけばいいんじゃん。後ろ暗いとこがあっから逃げんのよ。違う？」

　いわれてみればもっともな話だった。メリーはられ子の見事な逃げっぷりを思い出す。慌てていたように見えたし、なにかに怯おびえているようにも見えた。言い訳のようでもあり、説明のようでもある話を続けながら、クラリッサの手は絶えず動き続け、それはコミカルで笑いを誘う動きであり、悪人というにはあまりにも滑こっ稽けいだった。

　若干ではあったが、チェルシーの表情に混ざる厳しさも和やわらいだように見えた。チェルシーは眉間に手を当てて皺を撫で解ほぐしながら、逆手でクラリッサの足元を指差した。そこには穴──というより、入り口だろうか。梯はし子ごが見える。地面が真四角に切り取られて底の見えない穴がぽっかりと開いている。ホラームービーに出てくる地下室への秘密通路か、コンピューターＲＰＧに出てくるダンジョンへの入り口か、というルックスだ。

「ていうかさ、その穴、なに？　こんな所にそんなの無かったよね」

「さあ？　なんなんだろうね。ちょっとわかんないね。どういうことなんだろうね。不思議だよね。られ子が知ってるかもしれないけど、逃げていっちゃったしなあ」

「いない人になにもかも押し付けようとしてない？」

「いない人じゃなくて逃げた人じゃん。似てるけど微妙に違うじゃん、だって自発的にいなくなった人なんだから。理由が無きゃ逃げないってのはさっきいったよ」

　メリーは「自分が説得されかかっている」ことを認め、かといって自身の判断力には驚くほど自信が持てなかった。「どうしよう？」と四方八方からこちらを見る羊達にも指示を出してやることはできない。こういう時は、判断力を持つ者の判断を仰ぐべきだ。人生においては、そして魔法少女活動においても、常にそれが正解だった。

　ドリーミィ☆チェルシーを「判断力を持つ魔法少女」とするのは大変な抵抗を必要とするが、少なくとも暴力の匂いが漂ただよう局面においてはメリーより場数を踏んでいるだろう。

「チェルシーちゃん、どうしようか」

　メリーの問いに対して何事かを応えようとしたのだろう、チェルシーが口を開き、しかし本館の向こう側で大きな音──なにかをぶつけて物を壊すような音──が響き、チェルシーとメリーはそちらに目を向け、「あっ」と思った時にはクラリッサがメリーの脇を通り駆け抜けていった。振り返った時には、もう手の届かない距離にクラリッサの背中があり、すぐに森の奥へ消えてしまった。

　慌ててチェルシーの方を振り向くと、こちらはこちらで既に駆け出している。メリーとラギを見ようともせず「そこで待ってて！」とだけ言い残し、両腕を大きく広げて華麗に跳び、懐からひゅんと飛び出した星の上にひらりと乗って本館の頂上を飾る尖塔を越えて向こうに消えた。こちらはクラリッサ以上に止めてみようがなかった。

　パステルメリーは変わることなく判断力に自信を持つことができなかった。しかしここには羊と自分と気絶したラギしかおらず、判断能力を持つのはメリーしかいない。

　音がしたのはられ子が逃げた方角だ。られ子がクラリッサのいう通りの悪者だったとして、誰かを襲ったのかもしれない。そうではなく、られ子の方が襲われたのかもしれない。どちらも有り得るし、どちらにしてもチェルシーなら助けに行こうとするだろうな、と思う。

　メリーは「穴」に目を向けた。羊達が穴の際に群がって鼻をうごめかしている。真四角に切り取られていて、梯子の先が見えているあたり、どこからどう見ても人工的なもので、今作りましたというようにも見えない。本館に元々あった仕掛けだとしたらシェパーズパイも知っていたはずだが、メリーは教えられていないし、あの様子だとチェルシーも聞いていないだろう。気絶する直前、本館に向かうという指針を示したのはラギだった。あの老人はこの穴を知っていたのだろうか。

　角つのが大きな羊の頭を押さえ、大柄な羊を尻で押し戻し、甲かん高だかく鳴き続ける羊に優しく声をかけ、ゴーグルをかけた羊をしっしと追い払う。羊達を宥なだめながらメリーは必死に考えた。どうするのが最も良いことに繋がるのか。なにも無い場所でただ立っているのはいかにも心許なく危険が大きい。この中に入って、ちょっと見ただけではわからないように蓋をしてしまえば例の魔法少女が来てもスルーされるかもしれない。

　メリーは音を立てて唾液を飲み込んだ。今、ここで、この場で、判断するのは、選択するのは、他の誰でもない、メリーだ。どうするのかを選ばなければならない。





◇ラギ・ヅェ・ネント






　瞼まぶたを開けるだけでも結構な労力を要した。掌に爪を立てて握り締め、身体が──少なくともある程度は──動くことを確かめた。より大きく瞼を開き、それでも暗さが大して変わらない。薄暗い空間で頭や背中に当たる感触は冷たく固い。鼻から息を吸おうとした途端、凄まじい刺激が喉から鼻にかけて立ち込め、ラギは激しくむせ返った。

　咳き込み、苦しみ、もがいた。臭いに慣れたせいか、それとも薄らいできたせいか、徐々に咳はおさまり、間断ない咳音に紛れて聞こえなかった自分以外の音が耳に入った。少女の甲高い笑い声は、状況を抜きにしても大変耳障りであり、ラギは咳き込みながらもとろ火でじっくり煮込むかの如く腹を立てた。ようやく臭気と咳がおさまってきたところで膝に手をついて身体を起こし、笑い声のする方を睨みつけた。

「なんのつもりだ？」

　暗い。灯りが無い。室内のようだ。尻の下の冷たく固い感触は石のそれだろうか。咳だけでなく涙も流れていた。暗闇でなくとも目の前がぼやけていることだろう。臭いが引いてようやく気付いたが、額から鼻にかけてじんじんと熱を持つ痛みが広がっている。

「あっ、違うんです、すいません、笑ったのは嬉しくて」

　聞き覚えのある声だ。

「パステルメリーか」

「そうですメリーです。ていうか見ればわかりますよね。目、大丈夫ですか」

「お前のような魔法少女と一緒にするな。闇中でどうして前が見えよう」

　パンと両掌を合わせる音が聞こえる。

「そうだった。すいません、でも灯り用意できなくて」

「どこだここは」

「本館の近くにあった秘密の地下室です。いや、秘密のっていうかわたしも知らなくて、本館に来てみたら穴が開いててびっくりしちゃって」

「……どの程度気を失っていた？」

「たぶん、そんなに長くはないかと思います……時計見てないんで正確なところは」

「チェルシーはどうした」

「ええとですね、クラリッサさんとられ子さんが争っていてですね。チェルシーちゃんがやめなさいって止めたらられ子さんが逃げてって、クラリッサさんが言い訳して。で、られ子さんが逃げた方から大きな音が聞こえたからチェルシーちゃんが見に行って。私はおじ……ラギさんを連れて穴の中に退避しています」

　状況を一つずつ思い出す。

　チェルシー、メリーと合流して本館を目指していた。ナヴィ・ルの行動から地下になんらかの施設があると考え……「ああ」と声が出た。今、ラギとメリーがいるこの場所こそが目的地だったのではないか。ラギは指先を動かし呪文を唱え、掌の上に光球を作った。羽虫よりは大きいくらいのサイズでしかないが、光源としては充分だ。三メートル四方くらいの小さな部屋。金属の棚が三方を塞ぎ、残る一方には木製の扉。半開きだ。棚の上にはガラスの瓶が並んでいる。感触から予想した通り、石造りだ。驚いた表情のパステルメリーが光によって下から照らされている。陰影が濃い。

　ラギは息を吐き、光源を持った手を床の上に落とした。

「なぜ……わしは意識を取り戻した」

「そう、それなんですよ。それで喜んでいたんです」

　メリーは笑顔を浮かべ、手に持った数本のガラス瓶をラギに向かって突き付けた。ぷんと匂う刺激的な臭気は先程ラギの咽の喉どを刺激して激しく咳き込ませたものと同一だ。ラギは憎々しく表情を歪ゆがめて顔を逸そらしたが、メリーはそれに構わず瓶を押し付けた。嫌々手渡され、表示ラベルを見下ろすと「薬瓶を傾ける人型」を示す絵の横に古代語で「うがい薬」と記されていた。意味するところを察し、ラギの表情は恐怖と怒りに引き攣った。

「まさかとは思うが……これを飲ませた、と？」

「飲ませたというかですね、ラギさんをどこに寝かせたものかと抱えながらふらふらしてたらですね、転びそうになっちゃって。棚にガツンと。で、棚の上からバラバラっと薬瓶が落ちてきまして、中身がバシャッと顔にかかっちゃったんですよ」

　メリーは「なんて書いてあるのか全然読めなくて、これひょっとしてまずくないかって思ったりもしてたんですけど、良い薬だったみたいで助かりましたね」と嬉しそうに笑い、ラギは底の底から心胆を寒からしめた。魔法少女というものは本当に度し難い。

　色々といいたいことはあったが、ひとまず言葉を飲み込み、ラギは立ち上がった。メリーの不注意から生じた事故でしかないが、それでも結果的に意識を取り戻すことができた。うがい薬とはいえ魔法の薬に違いはなく、魔法の力を得ることができたのだろう。薬効というより気付け薬というかショック療法というか、とにかく強過ぎる一撃ではあったが、兎とにも角かくにもラギは「蘇る」ことができた。機会を逃してはならない。

　医学薬学はラギの専門外だったが、それでもメリーに比べれば遥かに博識だ。少なくとも文字は読める。ラギは背伸びし、爪先立ちでビンの列を覗いた。棚を照らして役に立ちそうな薬瓶を幾本か選び、その中の一本を開封して飲み干す。うがい薬よりは優しい喉越しにほっと息を吐き、メリーに向き直った。

「探索を行う。今度こそうっかり転倒しないよう細心の注意を払って手伝え」





◇ナヴィ・ル






　本館地下からナヴィに連絡してきたはずのクラリッサがなぜか道の向こうで手を振っていた。ナヴィは目を眇すがめ、手を翳かざして太陽光から視界を守ったが、それでもクラリッサは消えることなく手を振りこちらへ走り寄ってきた。

「なぁんでここにいんだよ」

「色々あったんだよ」

　疲れた声だ。表情にも嫌気がさしている。動きまで嫌そうに見えた。いかにも渋々という動作で右手を前に出し、ナヴィが背負っているマナを指し示した。

「おっさんこそなんでその娘背負ってんのさ」

　クラリッサはナヴィの背を覗き込んで耳をひくつかせ、ナヴィはクラリッサの問いかけに対して大きなため息で答えてみせた。

「穴掘って中に入れときゃいいだろと考えてたんだがな。火と煙が迫ってくるとなるとそうもいかねえわな。気ィ失わせたまま封じ込めるだけならともかく耐火や換気まで世話焼かなきゃならねえとなると俺の手に余るからよ。ここにゃ設備も機材もねえ」

「それだけ聞くとすごく親切な人みたいだね」

「うるせえよ。それより話せや。色々ってなんだ」

　クラリッサのいう「色々」は、一から十まで例外なくナヴィの気分を暗あん澹たんとさせるものだった。良い要素が一つとして存在しない。られ子を締めようとしたがドリーミィ☆チェルシーとパステルメリーに乱入されて逃げられた。しかも地下施設への入り口が開けっ放しでそちらも見られた。大きな音に乗じて逃げたが、あの音がフランチェスカだとすればられ子はもう生きていないだろう。チェルシーとメリーは意識を失っているらしいラギを連れていて、フランチェスカが近くにいるということはラギも危ない。とりあえずで穴の中にでも入ってくれればフランチェスカの方はやり過ごすことができるものの、そうなった場合当然地下施設を見られてしまうことになる。

「統とう太た少年とっちめるって話もあったよね。今は川の方にいるっぽいんだけど」

「そっちはもういい。それどこじゃねえや」

　マナもラギもイオールも死なない方がいい。統太は死んでもらった方がいい。だが優先順位というものがある。最も優先すべきはイオールの無事、次いでラギの無事、マナの無事、統太の排除。最悪統太の排除は島を出てからでもできる。マナの方も相当に苦しくなるが、身柄は背負っているため安全の確保は比較的容易だ。ラギについては二人の魔法少女次第ということになる。

「チェルシーとメリーってのはお前さんの目から見てどうかね。強いか弱いか」

　クラリッサはさも嫌そうな顔をより歪め、耳を頭の上にぺたりと伏せた。

「戦えっての？」

「そうじゃねえ。で、そのリアクション見るに面倒な相手らしいってことでいいのかね」

「奥の手使っていいなら戦ってやらなくもないけどそれにしたってねえ」

「だから戦えってんじゃねえよ」

「メリーは殴りっこ弱いけど魔法はかなり特殊だと思う。あそこまで動物の数を出す魔法少女っていうのは実験場でもあんまり聞かないっしょ。チェルシーの方は逆にパワーバカだね。変なサービス精神と薄っすらパム臭さがあったから魔王塾卒業生あたりかな。フランチェスカとやり合ったらしいのにピンピンしてたよ」

「なるほどねえ」

　ラギに関しては「面倒な魔法少女」二人に任せるという手もある、かもしれない。が、フランチェスカ相手に絶対勝てるというわけではないだろう。ナヴィは振り返って空を仰ぎ見た。棚引く煙は量が増しているようだった。近付いているようでもある。こちらに対してもなんらかの対策を取らなければならない。

「ちょっとおっさん」

　袖を引かれてクラリッサを見た。クラリッサは酷ひどく真剣な眼差しを森の方へ向けている。ナヴィはつられてそちらに目を向け、鎌を杖のようにして身体を支えているズタボロの魔法少女と目が合った。





◇ネフィーリア






　世の中には「生きるか死ぬかの瀬戸際にいる時こそ魔法少女は最も輝くのだ」と嘯うそぶく頭のおかしい魔法少女がいる。だがネフィーリアは知っている。彼女達が愛しているのは「生きるか死ぬかの瀬戸際にいて最後には道を切り開く私」なのだ。瀬戸際から破滅サイドへ滑り落ちて「いやあ楽しかったなあ」と恐ろしい本音を漏らすような「本物」は割合にして百人に一人もいない。この場合の「本物」とは、「本物の魔法少女」というポジティブな意味合いではなく「本当に頭がおかしいやつ」というマイナスの評価を意味する。幾度となく死者の声を聞いてきたネフィーリアだからこそ断言できる事実だ。

　ネフィーリアは本物なのか、それとも偽物なのか。幸いにして破滅したことはないため未だどちらともいえない。だが、今はまだ生きるか死ぬかの綱渡りを楽しめている。そうしなければやってられないということでもあり、意外と悪くないということでもあった。

「……よう」

「お久し……」

「大丈夫かい？　いや大丈夫じゃなさそうだがよ」

「案外……元気……けど……雇い主アグリは……」

「そうだったのかい。そいつは気の毒だったな」

　ネフィーリアは意図して発声のペースを遅らせている。魔法少女の姿で話そうとするとどうしても必要以上に急いで発音が不明瞭になる。ゆっくり話すことではっきりこちらの意思を伝えると共に、自分が焦っていないかを判断する測定器の役割を持たせている。

　ナヴィ・ルはにやついていた。ネフィーリアの感情がにやついているように見せているのかもしれない。クラリッサはナヴィの半歩前に立って猫そっくりの耳をぴくつかせている。バランスのとれた立ち姿はサバンナの肉食獣を彷ほう彿ふつとさせる。いかにも友好的な笑顔を浮かべてはいるが、視線はネフィーリアを中心に一帯を隙なく見据えていた。

　距離は十五メートル。戦いになれば怪我を負ったネフィーリア如き一瞬きで殺されるだろう。深く息を吸い、深く息を吐いた。浅い呼吸は肉体と精神を追い詰める。

「こっちは……散々……」

　ネフィーリアは大儀そうに鎌へもたれかかり、クラリッサは右手の人差し指を小さく動かした。ここまでの二人を見てネフィーリアは、まず一つ、判断を下した。反応を見るならナヴィよりもクラリッサだ。人間時の外見年齢を思えば恐ろしい肝きもの太さだが、ナヴィと比べると流石さすがに年季が違う。いつ戦いになってもいいよう備えておかなければならない立場ということもあって余裕が無い。

　仕草、視線、表情、声音、呼吸、その他様々、あらゆる要素から隠そうとしている感情、目的を読み取り、意に添うよう話し、使えないやつだと見捨てられず、かといって危険過ぎると排除もされず、付き合ってやっても悪くはないかと思えるような相手になる。

　できる。やらなければならない。交渉事はネフィーリアの飯のタネだ。少なくとも姿を見せて即殺されることはなかった。第一段階は超えている。ネフィーリアは長く息を吸い、長く息を吐いた。身体の節々どころか首も胸も腹も痛む。

「灰色の実……たくさん持ってる……欲しくない……？」

「ほう、そいつはありがてえ」

「協力しないと……ね」

　ナヴィとアグリが協力体制を築くために結んだ契約はお互いの財産を担保としている。たとえアグリが死んでいても、ナヴィが裏切れば魔法が発動する。アグリを殺した女神の魔法少女がナヴィの仲間であっても同様だ。しかしネフィーリアが懐に呑んだ契約書は未だ発動せず、ナヴィへの罰則も下されてはいない。

　ではナヴィも純然たる被害者なのか？　ネフィーリアはそう考えなかった。女神の魔法少女が姿を見せる前、アグリが推理──ナヴィの仲間が攻撃されていると思い込んで暴走している──を開陳した時の反応が不自然だ。知らないと口ではいっていても本当に知らない者の受け答えではない。だからこそアグリは勘違いをしてしまったのではないか。

　ある程度を知りつつ、聞かれなかったことを黙っていた。ナヴィが純然たる被害者であるという可能性を否定した時、それに伴ってこれが一番ありそうに思えてきた。かつ、女神の魔法少女はナヴィの陣営に所属していない。精々「なにかしらの対処法を心得ている」くらいのものではないだろうか。

　暴れている魔法少女とナヴィの関係性を見誤ったせいでアグリは死んだ。アグリのミスだ、アグリのせいだ、と割り切れるわけではないし、ナヴィは嘘を吐ついたわけではないからナヴィのせいではないなあ、とも思えない。忠誠心が高いとはいえないネフィーリアであっても「このおっさんをぶん殴ってやりたいし、にやついている顔を踏みつけ、にじってやりたい」と思うくらいには憎んでいる。ナヴィ・ルやクラリッサもクズではあったが、ネフィーリアにとって価値のあるクズではない。アグリとは違う。

　しかし憎んでいることを教えてやるわけにはいかない。風が吹きつけ、焦こげ臭い匂いがぷんと強く匂った。ネフィーリアは背後を仰ぎ見、溜息を吐いた。

「火……強い」

「困ったもんだな。どこの馬鹿だ」

　うちの馬鹿ですと教えてやる義理はなかった。クラリッサの耳を見ると動きを止めている。恋れん々れんの潜伏場所は既に看破されていると考えていいだろう。それでも隠れてこちらを窺っているというだけで価値がある。ナヴィを守らなければならないという縛りによってクラリッサから余裕が失われ、反応を見極め易くなる。

「さっきも……いった……けど……灰色の実……いらない？」

「そりゃ欲しいさ」

　ナヴィの調子は変わらない。態度も一貫している。ブレがない。しかし、今、一言で結論を求めた。ネフィーリアとのゆっくりとした遣やり取りを望んでいるわけではない。見せている態度ほどナヴィは余裕を持っていないだろう。少しくらいは苛いら立だっていていいはずだ。しかしネフィーリアの側から「あんたも余裕ないんだろう」と殊こと更さらアピールしてはならない。どうしても上の立場でなければならない理由はないのだ。相手の機嫌次第で殺される。対等であろうと背伸びする子供くらいに思われた方がやりやすくなる。

「契約はまだ……生きている……協力……すべき……」

　ナヴィ・ルの財産については契約書を作った時に把握していた。けっこうな額だ。もし裏切られたら全部あたしのものだね、とアグリは冗談めかしていっていた。

　だが、とネフィーリアは思う。この男は、いざとなれば「けっこうな額」の財産も捨ててしまえるだろう。短くはない魔法少女生活の中でそういう相手を何人か見てきた。魔法使いにも魔法少女にもいた。自己犠牲に酔う者もいたし、理解し難がたい個人的な欲求を抱えている者もいた。ナヴィは、類型的とまではいえないが「そういうタイプ」だ。この島での動きや本人の挙きょ措そを見る限り、金でどうにかなるものを目的としていない。アグリは損得という枠組みで同じ価値観を持っていると思っていたかもしれないが、実のところはまるで違った。俗物であるように見て欲しがっているだけだ。単に露悪的なのではなく、自分というキャラクターを勘違いさせて足元を掬おうという悪意がある。

　だからこそ、こちらはまだ契約を頼りとしているのだと考えてもらう。その方がナヴィ・ルにとってコントロールしやすいからだ。相手が財産を軽んじていても契約を盾にする。

「火……強い」

「今さっき聞いたばっかりだぜ」

「危険……」

「そりゃな」

「チェルシーと……メリーは……コンビで動いてるけど……」

　クラリッサが瞬きをした。チェルシーとメリーは既に恋々の支配下から脱しているが、これも教えてやる必要はない。ネフィーリアと恋々しかいないということはむしろ伏せておくべきことだ。カードの枚数は多ければ多いほど良い。

「要救助者と出会った……という……連絡は……無い……」

　クラリッサの頬が僅かに固くなっている。ナヴィの方は変化が無いが、この男については単に変化を見せていないと考えるべきだろう。

「魔法少女でなければ……火事……とても……危険……」

「魔法使いだって馬鹿にしたもんじゃねえさ」

　クラリッサが瞬きを二度繰り返した。ナヴィの語尾が少しだけ声こわ高だかになった。

　火事はナヴィ・ルにとって計算の外にある。恋々が放火するなどということまで計算できるわけがない。ナヴィ自身が火事をものともしないというのはただの強がりではないだろうが、ではイオールはどうか。女神から身を守るようにナヴィがなにかしらの手を打っていたとして、炎が見逃してくれるわけではない。クラリッサの反応からすると、イオールは完全な保護下にあるというわけではない。イオールを守りたいというナヴィの意志は、アグリ一派との契約という枷かせをつけたことからも明白だ。ブラフやミスリードのためにイオールへの不干渉を契約に組み入れる意味がない。後々テーブルをひっくり返す気でいたとしても、その前にアグリがやらかしてしまえば意味がなくなる。ナヴィにとって死んでもらっては困るというのがイオールであり、その彼女が絶対安全ではない、というのは、イオールにとっては良くないことだがネフィーリアにとっては素晴らしいことだ。

「対処……すべき……」

「うむ」

「だから……より……協力……」

「火事を消すことかい？」

　ネフィーリアはゆっくりと首を横に振ってみせた。

「違う……女神のような魔法少女を……倒す……その後で……火を消す……」

　女神、とはっきり口にした。あんたの知り合いじゃなかったのか、と責めるようなことは絶対にいわないが、存在について明言した。ネフィーリアの有あり様さまは敵魔法少女の姿を認めた者として動かし難い説得力がある。あの怪物と接敵し、大怪我で済んだ。ただの哀れな傷病者ではない、むしろ強者の風格、誉ほまれ傷といっても過言ではない。

　だがネフィーリアは哀れぶって鎌にもたれかかる。あなた方と戦えば私は死ぬでしょう。でも腕一本くらいは頑張って持っていこうと思います。だから交渉しましょうよ。口には出さない。暗に伝える。察してもらう。ナヴィならば、ねっとりと粘っこい視線を浴びせている禿はげ頭あたまのごつい中年魔法使いならば、きっと察してくれるはずだ。

　ネフィーリアは間違ったことはいっていない。消火活動の最中に襲われれば危険しかない。最大の危険要素を排してから消火に当たるべきだ。

　ここに来てナヴィは初めて表情を変化させた。左手を顎下に当てて無ぶ精しょう髭ひげを撫でている。思案する顔つきで目線は空に棚引く幾筋もの煙へと向けられていた。クラリッサはネフィーリアから視線を外さない。睫まつ毛げが小刻みに震えた。

「……そうだな」

　ナヴィは頷き、クラリッサの背を叩いた。クラリッサは笑顔を崩さないまま、両掌をこちらに向け、ごく無造作な仕草で歩み寄ってきた。後ろにはナヴィもついてきている。ネフィーリアは二人の仕草から緊張感が薄らいでいるのを感じた。殺し殺されることを想定しているのであればナヴィまで一緒に近寄ってくるわけがない。

　二人に合わせて距離を詰め、それでもまだ「死ぬかもしれない」覚悟を捨てないまま右手を差し出し、クラリッサ越しに伸びてきたナヴィの掌と握り合わせ、肉厚で頼もし気な掌にほっと安堵しつつ、そんな自分に「くしし」と笑った。





◇ドリーミィ☆チェルシー






　考えるよりも先に身体が動き、館の尖塔を跳び越えたあたりで「今のドリーミィ☆チェルシーは冷静に行動できているんだろうか」と考え、そんなことを考えたことに驚いた。ドリーミィ☆チェルシーはくよくよしないし、小難しいことをあれやこれやと考えたりもしない。考えずにバシッと動き、ビシッと解決する。それがドリーミィ☆チェルシーだ。それが魔法少女だ。考えたりするのはもっと賢い人がやればいい。

　顔に吹きつける向かい風を押し切り、星の進む方向を下に向ける。

　だがチェルシーは考えてしまったことが失敗だとは思わなかった。考えなければならなかった。チェルシーの本来あるべきムーヴに逆らってでも考えることが必要だった。それはチェルシーだけのことではなかったからだ。背中に当てられたメリーの掌の温もり。親戚のおじさんのようにいつも怒っているラギの顔。島の中には他の人達もいる。シェパーズパイはもういない。奥歯に力がこもる。チェルシーがもう少し考えて、自分だけではない、他の人のことも半分くらいでいいから思うことができていれば、ひょっとしたら違ったことになったんじゃないかとどうしても考えてしまう。

　だから冷静になる。冷静でなくてはいけない。考えずに行動してもきっとチェルシーは大丈夫だ。ドリーミィ☆チェルシーは魔法少女だからだ。でもチェルシーが大丈夫だからといってなにもかもが全ての人が大丈夫ではない。

　クラリッサがられ子を殺すつもりがなかったというのは本当だろう。殺すのなら喉を締めたりせず爪で切り裂く方がよっぽど早い。でも争っていたというのは間違いない。アニメや漫画や小説のサバイバル展開でも本筋とは全く関係なく仲間内で食料を奪い合うことがけっこうある。誰もが「十五少年漂流記」にはなれない。世の中はいつだって「蠅の王」だ。

　だからこそ、魔法少女が、魔法少女の可愛らしさが、必要になる。

　ふわり、と滞空したままで降り立った。スカートの裾がゆっくりと下りていく中、チェルシーは目の前に広がる光景を睨みつけていた。予感はしていた。こうなっているんじゃないか、と思っていた。でもそうなって欲しくはなかった。

　天井から破片がこつん、こつんと落ちた。同じように、ぽつり、ぽつりと赤い液体が滴っている。斧の先からも、木の枝からも、そこかしこで滴っている。女神の魔法少女がとても嬉しそうに笑った。足元には赤く染まったメイド服が倒れている。頭、首、胸の半ばまで無くなっているせいでもう誰かもわからないが、見覚えはあった。

　チェルシーは星飾りを手に取り、ヨーヨーのようにシュルシュルと回転させ、地面すれすれで反転、右手で受け止めた。星飾りが熱い。熱を持っている。

　女神は翼をはためかせようとする白鳥のように腕を振り、回転しながらチェルシーに近付き、斧を持った両手を広げて胸を反らし、膝立ちでこちらを見上げた。白いコスチュームは汚れていたが、動きの優雅さで充分にカバーできている。

「あなたが落としたのは金の斧ですか？」

　チェルシーはそれを受け、腕を揃えて逆回りでスピンし、両手でハートマークを作り、その間に星飾りを挟むというポーズで向き合った。二人の魔法少女は構えを解くことなくとびきりの笑顔で見詰め合い、吹きつける風が土埃を巻き上げたが、瞬き一つしなかった。

　女神の動きに可愛らしさが馴染んでいる。上うわっ面つらを真似ただけと馬鹿にすることはできない。誰だって最初は真似から入る。みこちゃん、リッカーベル、ひよこちゃん、先人に対する憧れが今のドリーミィ☆チェルシーを作り上げた。

　力比べでは勝てなかった。速さでも魔法の威力でも負けている。唯一勝まさっていた可愛らしさも急速に追いつかれつつある。逃げ出したいが、ここで逃げるのはチェルシーの好きな魔法少女ではない。星飾りを回転させ、頭上へ上げる。同時にハートマークを顎の右下で合わせた。女神は立ち上がりながら開いていた腕を閉じてクロスさせ、腕とは逆向きに斧を重ねる。腕と斧の隙間から顔だけが覗き、隙も油断も無くチェルシーを見ていた。

「それとも銀の斧ですか？」

　ラギのいうことは正しい。魔法少女はこんなことをするためにいるわけではない。だからこそチェルシーが女神を止めなければならない。戦力比では絶望的だ。でも勝たなければいけない。ならばどうするか。チェルシーは軽く唇を噛んで湿らせた。

「今から魅みせてあげる。あなたの知らない可愛らしさを」

　やることは決まっていた。ハートマークを崩してピースサインに移行、ピシッとポーズをつけて腕をクロスさせながら相手を指し、叫んだ。

「ドリーミィ☆チェルシーに！　お任せよ！」

　太陽光を受けて星飾りが黒く光る。女神が跳ぶのと同時にチェルシーが躍おどった。
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◇ドリーミィ☆チェルシー






　本館の廊下──だったところに無残な遺体が横たわり、傍かたわらにはキャンディのようなステッキが落ちている。壁の一部が破壊され、床には穴が開き、天井がぶら下がっている。壊れた壁から外に目を向ければ、目算二十坪ばかりの地面が、恐らく斧によって掘り返されている。チェルシーは全景を一目で掴つかみ、テーマを決めた。

　刃の描く軌き跡せきをジグザグの軌道で回避し、高速回転する星飾りの上で小さくジャンプする──きゅっと脇を締め、開いた両手をパタつかせて小鳥を表現した──ことで二本目の斧をやり過ごした。風を切る音が斬ざん撃げきの遥か後から耳に届く。髪の毛十数本が痛みと共に千切れ飛んだ。刃に切り裂かれたのではない。風圧で根元から抜けた。

　それでもチェルシーは爪先立ちを崩さない。空中ですれ違いながら女神の魔法少女と目があった。彼女はにっこりと微笑みかけてきた。チェルシーの方には笑みを返すだけの時間的余裕が無かった。刹せつ那なの交錯後、追い打ちの斬りつけを跳んで避け、チェルシーは顎あごの右下で二度手を叩いた。挑発ではない。リズムを刻むためだ。

　旋回し、回転し、星を左右に動かす。赤い飛ひ沫まつが宙を飛んでいた。半テンポ遅れて痛みに気付く。回避し切れず肉を削そがれていた。右肘の少し上だ。骨と腱には達していない。太い血管も外している。チェルシーはダメージも恐怖も笑顔で覆おおって手を叩いた。

　ドリーミィ☆チェルシーは自由奔ほん放ぽうを基本コンセプトとし、おやつを盾に母から迫られてもそれを曲げることはなかった。だが動く前にある程度の方向性を定めておくことはままある。勇気だったり、清純さだったり、古き良き昭和だったり、時と場合に応じてテーマを選ぶ。混沌とした自由ではなく、フレキシブルな自在性を有するが故ゆえの自由なのだ。

　今回のテーマは「リズムとテンポ」だ。そこにチャーミングな動きをのせる。




　リズムとテンポについては母から叱られたことがあった。母曰いわく、動きが単調になり狙いが読みやすくなる。母は言葉の通り手首をとって苦も無くチェルシーを転がし、肘の関節を極きめて地面に押し倒した。蹴飛ばそうとした足も固められ、もがこうとした肩も首も押さえられて一切の身動きを封じられた。手と足が複雑に絡み、どこがどうなっているのかもわからない。あるのは痛みと苦しみばかりだ。魔法少女というより超人プロレスとでもいうべきオリジナルの関節技で捕らえられ、「こんなの魔法少女じゃない」と悲痛な声で抗議するも「だったらちゃんとしなさい」と無情に切り捨てられた。嫌がる娘を無理やり「組み手」とやらに付き合わせた母親が口にしていい台詞ではない。

　以来チェルシーはリズムとテンポをメインに持ってくることはやめていた。




　今、リズムの封印を解く。

　着地と同時に力強く足を踏みしめた。衝撃で跳ね上がる無数の小石から星型と見み做なせる物をいくつか選択チョイス、指先でちょんちょんと突き、周囲を旋回させる。チェルシーは上に跳び、小石の星を蹴って別の小石に跳び、攻撃を回避しながら顎の左下で二度手を打ち、少々の下品さがアクセントとしてあってもいいと判断、とんぼ返りから可愛らしいお尻をぺんぺんと叩いてみせた。今重要なのは兎にも角にもリズムとテンポ、それによる回避だ。

　女神は母とは違う。自由を奪い封殺しようとする母に対し、女神はチェルシーの動きに付き合ってくれる。こちらが読まれるのと同じく相手も想像と重なるのだ。

　深ふか手でを負わないことを第一前提とし、ギリギリのラインを踏みながら動いた。チェルシーが蹴ったり叩いたりしてもろくなダメージが通らないことは実証済みだ。逆に斧で撫でられれば致命傷を負う。今は一振り一振りに心臓を冷やしながら避け続けるしかない。正攻法ではどうにもならない相手である、というチェルシーの見立てはきっと正しい。

　女神の斧は空を切り、激しく地面を打ち叩く。られ子であろう遺体が壊れたマリオネットのような動きでバウンドした。身を翻ひるがえした女神が勢いを利用して回し蹴りを放ち、チェルシーは液体のように全身を脱力させ足を取りにいって一息で振り払われる。突き入れられた爪先をブリッジで回避、首の力で跳ねてからの小刻みなジャンプでテンポよく石から石へと跳ぶ。頭頂の左右に開いた手を当て、身を屈かがめて兎らしさを全身で表現したキュートな連続跳びだ。兎跳びという言葉からイメージされる汗臭さや根性論は毫ごうも感じさせず、その実冷静に自分の身体と動きを観察する。右手小指の関節が砕かれていた。足を取りにいって振り払われた時に速度と勢いだけでへし曲げられた。だが、まだ右手は動く。

　兎の長い耳を模した手を腰に移動させ、身を屈めたまま尻を右へ、左へと動かしてコミカルな動きにシフトチェンジし上昇、反転、静止した。チェルシーは上をとり、女神は下にいる。チェルシーは見下ろしながら微笑んだ。リズムとテンポを主軸に据すえたお陰でどうにかこうにか直撃は避け続けた。恐ろしいことに、斧で地面を引き裂いた跡が綺麗な五ご芒ぼう星せいの形を描いている。勿論偶然ではない。闇雲に斧を振るっているように見せて、実は地面の上に創意を描いていた。逃げるだけでいっぱいだったチェルシーの上をいっている。

　内心冷や汗をかきながらも微笑みは崩さなかった。余裕を崩せばリズムも崩れる。

　地面の五芒星をよくよく見れば、最後の一辺が十五センチ弱足りていない。星の内一つを飛ばして地面を抉えぐらせ、線と線を繋ぎ合わせて五芒星を完成させてやった。抉り飛ばされた土が宙を舞う中、女神はチェルシーから視線を外すことなく笑顔を浮かべていた。

　女神はカポエイラかブレイクダンスのように逆立ち状態でぶんぶんと足を振り回し、縦に三回転して五芒星の中央に着地した。そこでくるりと横に回転、両手の斧で地面を傷つけ、五芒星を囲むように円を描いた。まるで魔法陣だ。両手を広げたままでチェルシーを見上げる女神は誇らしげに見えた。チェルシーは立てた人差し指を顔の前で振り「ちっちっちっ」と返した。まだまだ甘いということを伝えつつ、言葉でもリズムを刻んでいる。

　チェルシーは星飾りへ飛び乗った。

　顎の右下で手を二度打ち、左下で二度打ち、女神がそれに答えてガシャンガシャンと斧を叩き合わせた。足元の星飾りに命じ、地面へ向けて全速力で飛ばす。女神は身構えた。散々掘り返されたせいで周囲には土臭さが立ち込めている。そこに火事の焦げ臭さが混ざり始めた空気を切り裂き、星飾りが飛ぶ。足元から熱が伝わる。

　上空から急降下、巻き上がる土煙の中で急停止、直後に再び急発進する。斧を振りかぶった女神が見る見る近付いてくる。振り下ろされる斧の余波だけでも吹き飛ばされるし、最悪死ぬだろう。余波でそうなのだから、直撃を受ければ全身が砕けて潰れてひき肉たっぷりのミートソースになる。チェルシーは大きく笑った。これ以上はアウト！　という限界まで踏み込み、そこで急角度に折れる。女神の斧がチェルシーを追うも当たらない。風圧に耐え、進行方向を直角に変化させた。女神の背後をとろうと方向を転換、女神は有り得ない角度に腰を捻って対応、背後に達しつつあったチェルシーを迎撃し、チェルシーは星飾りから飛び降り側転で移動、壊れた本館の床を踏んだ。慣性に従い森の方へと飛んでいく星飾りを視界の隅すみに認めながら、自分の身体を使っての「逃げ」に入った。いよいよリズムは速く刻まれ、終局が間近なことを示している。

　振り下ろし、振り上げ、振り下ろし、振り上げ、振り下ろし、薙なぎ払う。女神を中心とした一個の球体にさえ見える連続した斬撃コンビネーションがチェルシーを襲い、本館の壁が、扉が、屋根が、ずたずたに破壊されていく。チェルシーは跳び、跳ね、右の靴底を切り裂かれ、足裏からは血がしぶき、頬の肉を深く抉られ、スカートの裾すそを破かれた。痛みを一切無視して極限の集中力を女神へと注ぎながら動き続ける。時折手を打ち、タップダンスのように踵かかとで床を打ち鳴らし、ドリーミィ☆チェルシーオリジナル挿入歌『ファンシー＆ブレイブ』を口ずさみ、女神の斧がリズムと暴力をもってそれに続く。巨大な白しろ蟻ありが材木を食べながら進むように、破壊の痕跡が大きな通路となって本館を抉っていく。

　ここまではリズムとテンポを最大限に重視した。一枚の楽譜で重奏するように、女神とチェルシーの二人で組み合わせ、重ね合わせてハーモニーを作り上げてきた。当然、相手はチェルシーの動きを読んでいる。母のいう「動きが単調になり狙いが読みやすくなる」状態に陥おちいっている。チェルシーは指先に触れたフライパンを投げつけ、女神は高速度で飛んできた鉄の塊をちらとも見ずに叩き落した。僅わずかな間、コンマ一秒にも満たない小休止が挟まった。半分強破壊された厨房の中、二人の魔法少女が見詰め合う。

　背中に冷たい石壁を感じる。砕かれて粉塵になった石壁の匂いに混ざり、覚えのあるスープの匂いが鼻び腔こうに届く。シェパーズパイの作ってくれたスープだ。

　──シェパーズパイ君……ちょっとだけ力を貸して。

　チェルシーは両手を前に出した。指先を伸ばし、中指を親指にピタリと合わせる。女神が斧を振り上げた。今までの振りかぶりに比べて一瞬の間があった。見せたことのない動きに対する警戒か。それともここまで一緒にメロディーを作り上げてきた相手を「もったいない」と思える心の動きが躊ちゅう躇ちょを呼んだのか。

　斧が振り下ろされた。チェルシーは目を見開く。全てがスローモーションのように遅くなる。壁に沿って右方向に飛び、同時に指をスナップさせてパチンパチンと鳴らしてみせた。斧が壁を破壊し、追尾するようにチェルシーへと刃を向ける。チェルシーは竈かまどに手をつき、跳び上がり、身体を反転させて天井に足を着け、走った。襲いくる斧をかわし、瓦が礫れきは避よけ切れずに肋ろっ骨こつで受けた。可愛らしく骨にヒビが入る音を聞きながら、さっきまで自分がいた場所へ飛び込み、女神と向き合う。バラバラと瓦礫が降り注ぐ中、タイミングはぴしゃりと合った。リズムも完璧だ。チェルシーの中にある「ドリーミィ☆チェルシーの理想的な動き」が、現実のチェルシーと重なる。

　シェパーズパイから教わった。本館の中で指を鳴らすとどこからか物が飛んでくる。

　女神の笑顔がぴくんと引き攣つった。背後から飛んできたポリタンクを切り飛ばし、周囲には刺激臭を伴う透明な液体が飛び散った。続けて飛んできた丸椅子を逆の斧で弾き返し、チェルシーへと向き直った時にはもう遅い。チェルシーは音と気配を消して一歩進み、さり気ない動作で女神の手首に手を当てていた。拍子や初動を見せずに動き、結果トラブルをもたらす。悪気が無く、素すっ頓とん狂きょうかつ唐突で、脳で考える前に身体が動いているため全く予想ができず、誰にも止めることができない。パステルメリーの動きだ。

　心の中で女神に話しかける。シェパーズパイ君の魔法はすごいでしょう。指を鳴らすだけで物が飛んでくるんだよ。メリーちゃんの動き方はすごいでしょう。チェルシーにだって止めることはできないんだよ。

　凄まじい力と速度をもって女神は手を引き剥はがそうとするが、それは許さない。母が使う「技」は腕力の優劣を覆す。リズム、テンポ、タイミング、それに小さな力を掌から手首に伝え、チェルシーは女神のバランスを崩し、前のめりにたたらを踏ませた。

　リズムとテンポを最重視した第一の理由は攻撃を避けることだった。第二の理由は、最後の最後でリズムを崩して攻撃を当てることだ。

　計算し尽くされた完璧なタイミングで窓を割り、星飾りが部屋の中に飛び込んだ。本館に入る直前から別行動をとり、女神の視界から外し、充分な助走と加速、最強設定の回転を付与した。その結果がこれだ。猛烈な勢いで回転しながら女神の横を駆け抜け、壁を破壊、粉々に割って十メートルほど行き過ぎてから停止した。チェルシーは手首を離し、バク転と側転と宙返りを組み合わせて壁の残骸を跳び超え、最後に三回半の捻りを入れ、空中で静止していた星飾りの上に着地した。

　女神は斧を振り上げようとし、よろめき、動きを止めた。一秒の後、すれ違いざまに斬り裂かれていた首──目を背けたくなるような大きな傷口！──が、パクリ、と開き、壊れた蛇口のように高々と、天井を濡らすほど高く血をしぶかせた。

　チェルシー一人では絶対に勝てない相手だった。チェルシーが一人ではないから勝てた。シェパーズパイの魔法、メリーの動き、母の技、これらを借りてようやく勝てたのだ。

　──ありがとう……みんな。

　チェルシーは星飾りから飛び降り、肩幅に合わせて足を開き、右手は軽く握って腰へ、左手は前に突き出し、親指をピンと立てて掲げてみせた。女神は未だ血をしぶかせている。くら、くら、と左右によろめき、一拍の間を置いて、ゆっくりと前のめりに倒れた。





◇ナヴィ・ル






　棚たな引びく煙の筋が増えているような気がした。本当に増えているのか、それとも増えているように感じているだけなのか。前者だとすれば火の勢いが増している。後者だとすればナヴィが火災から精神的な圧力を受けている。どちらにせよ問題だ。

　湯気の立ち昇る水溜まりから顔を逸そらし、ベルトを締めた。主に加齢のせいで最近はベルトの穴も横に広がっていたが、気合を入れ直す意味を込めて普段より一つ手前の穴に留め具を通す。腹に力を入れていなければならない状況であることを忘れてはならない。

　茂みをかき分けて陽ひの当たる方に出るとクラリッサが一人で待ってくれていた。正確にはクラリッサが背負うマナもいたが、意識を失っているため待っているわけではない。

「お前ら魔法少女はいいな。こういう手て間まがなくてよ」

「年取るとキレが悪くなるとかそういうやつ？」

「やめろやめろ。そんな話したくもねえや」

　ナヴィは、さり気なく周囲に目を走らせた。クラリッサはそれに気付いたのか右手を挙げ「ネフィーリアなら恋れん々れんと一緒に飛んでいったよ」と話し、小さく息を吐いた。

「位置は？」

「慎重に、ではあるけどしっかり本館の方目指してる。嘘は吐ついてないね」

　二人に渡した薬瓶にはクラリッサが噛み痕あとをつけておいた。位置は逐ちく次じ把握している。つまりネフィーリアは、本気でフランチェスカを排除しようと協力を申し出た、ということになる。

　クラリッサから「はいよ」と返されたマナを背負い、ナヴィは頷いてみせた。クラリッサは笑顔を見せて頷き返すと、背を見せて走り出し、土煙を残して見えなくなる。

　フランチェスカは偉大なるシェヌ・オスク・バル・メルの現うつし身み候補として作られた魔法少女だ。しかし今は違う。現身ではない、現身の「ガワ」だ。仕様と能力も理解、把握している。きちんとした下準備、使い手たるクラリッサ、これだけあればフランチェスカを鎮圧するに事足りる。今回は補助役となる魔法少女数名が加わっているため充分以上だ。

　当初の目的は大体果たしたといっていい。いなくなってくれた方が有難いやつは何人か残っているものの、労力をかけリスクを負って島内での始末に執着するほどではない。そういった方々の排除よりは、先々踏み台となるイオール、表向きの神輿みこしにしたいラギ、両者の安全を優先すべきだ。ナヴィは歩きながら道端に唾つばを吐いた。

　ラギは地下施設を見ただろうか。取扱説明書の中の重要な部分を取り除いてあるとはいえ、けして喜ばしいことではない。探索をしている間に事態を収束させれば大した問題にはならないはずだが、フランチェスカの正体を察し、対抗策を練ろうとするくらいはありそうだった。あの老人は降りたように見えても未だ現役だ。聞こえてくる噂は年齢不相応な反骨精神を伝えるものばかりであり、それを聞く度に一部の技術屋達が喜ぶ。サタボーンにしろラギにしろ、凄腕の変人は本人の与あずかり知らないところでファンが多い。

　火は消したい。フランチェスカはもう用済み。大人しく穴の中に入っていてくれれば安全なのに、少ガ女キも老人ジジイも大人しくしていてくれない。そういった事情からネフィーリアの申し出は渡りに船だったといっていい。だがそれはナヴィから見た時の話だ。

　会話をしながらネフィーリアの動き、小さな仕草やなんということのない言い回しまで、漏らさず観察した。眼球は乾燥気味で唾液を飲む動作が頻ひん繁ぱんに見えた。危機的状況を自覚し、それでも根っこは、心の在あり様ようは、けして曲がっていない。あの魔法少女は賭けに出ていた。ナヴィが目的を果たしておらず、フランチェスカは未だ必要であり、ネフィーリアなんぞは出会い頭がしらに始末してもかまわない、という目があることを覚悟した上で、もしそうならば自身の生命をもって判断材料とするつもりでナヴィの前に出てきたのだろう。

　あれだけボロクソに痛めつけられていながら大した胆力だと思うが、危うさも感じる。ネフィーリアの目だ。ぼんやりしているようで見据えている。なにを見据えようとしているのか掴ませようとはしない。なにを大切にしているか、それこそが重要だというのに。

　有能な手下になってくれるなら嬉しい話だが、そうでないなら危険を顧かえりみず復讐者になるかもしれない。こればかりは島にいる間に見極めておかなければならないだろう。





◇ドリーミィ☆チェルシー






　ピンと立った親指がじりじりと下がり、拳の中にするっと収められた。チェルシーは両の拳を二つ合わせて顎の下に置き、可愛らしく首を傾げた。

　ずん、と倒れる音が聞こえなければならないはずなのに、聞こえない。目を細めた。どう見ても女神は倒れている。なのに音が聞こえない。不可解だ。ぐっと腰を曲げ、膝に手を当てて頭を下げた。首を曲げて下から覗き込み「あっ」と声が出た。女神が倒れていない。あと十センチで地面に接触するというところでピタっと止まっていて、垂れ下がった髪だけが地面に触れている。倒れているように見えている、だけだ。

　どうして、とチェルシーが思うよりも早く、見えない起重機と見えないワイヤーで引き起こしたかのように、ぐん、と一息で女神が立ち上がった。あれだけ盛大に流れ出ていた血液も止まっている。

　──なんで……？

　首の傷口部分に茶褐色の土が盛られている。斧の柄が土に繋がり、ゆらゆらと揺れながらぶら下がっていた。斧の刃を速乾性かつ粘着質の土に変化させて止血したのだ、と気付き、チェルシーは身構え、女神は掌をこちらに向けて突き出した。

「少々お待ちください」

　ただの一言が恐ろしい情報量となってチェルシーの頭に押し寄せた。金の斧銀の斧以外に口をきくことができたのか、とか、なぜこの状況で待ってもらえると思うのか、とか、どうしてそんなに落ち着いているのか、とか、様々な思いが一度に浮かび、所謂いわゆる「真っ白になった状態」で、なにかしなくちゃと思った時には女神がプラスチックのケースを取り出し、掌の中に薬らしき物を転がしていた。

　呼応するようにチェルシーは灰色の実を取り出し、一口齧かじった。壊れた竈の上で斜めになっていた鍋を手に取り、口の上で傾けて喉を鳴らし飲み干した。続けて灰色の実を齧る。どちらも美味しいはずなのに、全く味を感じない。

　二口、三口と齧りながらも視線は女神から外さない。女神は全く動じることなく、行為の最中にチェルシーが攻撃しないことを確信しているように、堂々と薬を口に含んだ。ひび割れた土に覆われた喉が揺れ、薬を飲み下したことが外からもわかった。

　実時間にすれば瞬きを何度かする程度、ほんの僅かでしかなかったが、体感時間では歯噛みしのたうつくらいの迷いをもってチェルシーは攻撃を見送った。

　ここで逃してはならない相手だということを知っている。だからこそチェルシーは魔法少女らしからぬ振る舞いをし、魔法少女に相応ふさわしくない結果を求めた。だが、それでもチェルシーの足が、手が、どうしても動いてくれなかった。女神は「チェルシーなら攻撃をしてこない」と信じている。そこに問答無用で攻撃するなんてドリーミィ☆チェルシーではない。

　屈伸し、膝関節を伸ばした。ここまで無数の攻撃を受けたが、直撃はない。全てのダメージは想定の範囲内だ。宙返りで星飾りの上に乗る。足を前後に開き、腰を落とし、両手を軽めに広げた。サーフボードに立つサーファーの構えをとる。相手はどこまでもタフだ。首からドバっと血を抜いても気を失いさえしない。可愛らしくコロリと首を落とすくらいのつもりでやらなければ行動不能にすることだってできないだろう。

　チェルシーは考える。リズムとテンポはもう使えない。だけど傷口を塞ふさいでもすぐに血が戻ってくるわけではない。あれだけの出血があれば動きは鈍る。止血に使っているせいで武器として振るえる斧の数も半分になった。土を大盛にしているせいで見た目も不細工だ。可愛らしさを含めた敵の戦力は激減している。

　──……よし、ごり押しでいこう。

　チェルシーは思い出す。母はいっていた。思いが魔法少女を強くする。それについてはチェルシーも頷かざるを得なかった。メリーとシェパーズパイと母の力を借りても倒せなかったのならば、思いを増やす。まず魔法少女としての生き方を説いてくれたラギは入れておこう。他にもチェルシー陣営へ加わっていい人材がたくさんいるはずだ。

　ミス・マーガリートとは一目見ただけでお互いの可愛らしさを認め合った仲だった。強敵と書いてともと読むタイプの友達といっていいだろう。

　ネフィーリアとらぶみー恋々は、メリーを巡ってバチバチとやり合ってから仲間として動いていた。アグリも一緒だ。ちょっとした少女漫画のような関係だ。

　テプセケメイは泥棒と刑事のように追い追われる間柄だった。こういうのは時としてただの仲間よりも強い絆きずなで結ばれる。

　それならばさっき逃げられたクラリッサも同じ扱いとしていいだろう。クラリッサのボスであるナヴィ・ルもそういうことになる。

　られ子とマイヤは女神に殺された。無念を抱いて倒れたはずだ。チェルシーがんばれ、チェルシー負けるなと応援してくれていることだろう。

　子供二人はチェルシーの友達だ。子供は無条件で魔法少女の友達になるからだ。

　マナも子供カウントしていいだろう。７な７な５こ３さんは──そう、パジャマ姿だったから友達だ。ガウンだったチェルシーとだいたい同じ場所に立っていた。寝間着仲間だ。

　もう一人、そう、クランテイルは動物だ。魔法少女と動物の相性は良い。マスコットキャラクターとしてカウントすれば相棒ポジションに収まってくれる。

　女神は右手に斧を構えた。左手は軽く開いて胸の近くで遊ばせている。チェルシーの方も準備は整った。深く息を吸い、深く吐く。髪の毛一本一本に力が伝わり、ちりちりと逆立っていく。大丈夫。最高に魔法少女だ。じりじりと星飾りを後方に退げて加速の距離を確保する。

「行くよ！」

　星飾りの腹が床に擦れた。瓦礫を蹴散らす。事故寸前の低空飛行で星飾りを走らせる。チェルシー一人ではない。皆の思いをもらっている。ラギが、マーガリートが、ネフィーリアが、恋々が、アグリが、テプセケメイが、クラリッサが、ナヴィが、られ子が、マイヤが、子供二人が、マナが、７７５３が、クランテイルが、傍らに立つ。パステルメリーとシェパーズパイが、チェルシーの背を強く押す。腹の底から得体の知れないエネルギーが込み上げ、体温が上昇し、無理やりに寄せ集めた思いが力となってチェルシーを包む。

　遊ばせていた左手を自然な動きで柄に添え、女神は正せい眼がんに斧を構えた。佇たたずまいだけなら達人のようだ。散々片手で振り回すのを見た後だけに、大袈裟な持ち方にさえ見える。と、女神は鈴を転がすような声で爽やかに笑った。聞いたことのない声だ。でも可愛らしい声だ。力を感じる。一点に集まっていく。刃が変形、ぬるりと巨大化し、刀身一メートル半、厚み四十センチもある禍々しい巨大戦せん斧ぷになった。戦斧というにも無骨が過ぎるかもしれない。これから削って斧の形にするんだ、といわれれば納得できる。

　チェルシーは目を細めた。大きさや形だけではない。刃の色が濃く、黒くなる。鉱石由来の黒ではない。闇よりも影よりも濃い黒さだ。見覚えがある。母の友達にこんな色の羽を何枚も持っている魔法少女がいた。ため口混じりのいい加減なものとはいえ、母が敬語を使うのは珍しかったから覚えている──チェルシーの背筋をぞっとするもの、名前を付けることさえできない、名状し難いなにかが駆け抜けた。ボロボロになったスカートの裾を翻して緊急停止し、垂直に星飾りを立て、曲げた膝を伸ばして後ろに飛んだ。

　ほぼ同時にチェルシーは吹き飛ばされた。星飾りも床も天井も瓦礫もなにもかもが散り散りになって猛スピードで宙を飛ぶ。音が止まっている。風すらも緩慢だ。凄まじい衝撃がチェルシーの全身を叩きつけた。

　物が飛ぶ速度よりも速く追い縋すがる女神の姿を認め、チェルシーは拳を握り締めた。掌の中の星に命じて距離をとらせようとし、ワンテンポ遅れて女神が薙ぎ払った。

　直撃を回避したはずなのに、チェルシーの身体は水平に飛んだ。なにかが背中にぶつかり、それが本館の壁だったと気付く間もなく次の壁を壊し、その次も同じく壊し、地面に肩をぶつけてバウンド、跳ね、転がり、扉を割って固い物にぶつかり、ごろごろと転がりながら複数の星を四方へ飛ばした。メリー達が本館のどこかにいるはずだ。警告しなければならない。隠れ潜ひそんでいるように伝えなければならない。

　音は聞こえないが頭の中でエネルギーが乱反射しているようだ。息を吐き、同時に血が混ざった泡を吹いた。痛みが全身を突き刺す。血が流れていく。止まらない。立ち上がろうとする。手も足も動かそうとするだけで痛みが走る。喉の奥から熱いものが込み上げ、吐き出した。反へ吐どではない。どろっと濃い血液が混ざっている。口から出る血だけではない。右の肩口から胸までばっさりと切り裂かれている。

　折れたモップから尻を離し、バケツを蹴り、箒ほうきに手をかけ杖替わりに立ち上がった。薄紅色に霞む視界の中、ぎぃぎぃと軋きしむ壊れかけた扉の向こうで女神が武器を掲かかげていた。





◇ラギ・ヅェ・ネント






　扉を開けて部屋の中を見るなり、メリーは小さな悲鳴を漏らし、力なくその場にへたり込んだ。ラギにしても恐怖心を抱かないではいられなかったが、より大きな好奇心、それにも増して強い怒りがラギの手足を動かした。尻をついたまま震えているメリーを避けて扉を押し開き、掌の上に作った魔法の光源で室内を照らす。

　通常の人間サイズより二回りは大きい透明な容器が並んでいる。これ自体は特殊な物ではない。魔法の国の研究施設ならどこにでもあるものだ。主な使用用途は培養槽であり、この部屋でもそのように使われていた。容器にはコードやホースが何本も接続され、状態を示すランプが光っている。緑がかった半透明な液体が容器を満たし、そこに魔法少女の姿が浮いている。汚れ一つ無い白いトーガと豊かな黄金色の髪を泳がせた姿は、斧を持たない以外は島の中で暴れている魔法少女の情報と符合する。

　ラギは部屋の端から端まで素早く目を走らせた。容器が全部で十本。浮いている魔法少女の肉体が九体。差し引きすると魔法少女のいない容器が一本。近寄り、空の容器に掌を当て、額が触れる距離で内側を見る。液体──恐らくは培養液が底の方に溜まっている。容器の内側も湿っている。最近までこの中に魔法少女がいた、と考えていいだろう。

　ラギは振り返り、メリーに声をかけた。

「怯える必要はない。ここにいる素体は動かせるようになっていない」

　メリーは深々と息を吐き、壁に寄りかかりながら立ち上がると、もう一度、深々と息を吐いた。目は充血し、下の睫毛は濡れて顔に張り付いている。

「あの……一つ空いていますけど……ひょっとしてそこにいた人が」

「表で暴れている慮りょ外がい者ものと考えるのが自然だろう」

　メリーはカッと目を見開いた。壁に寄りかかる手に力が込められ、石壁が嫌な音を立ててひび割れた。小さな欠片かけらが落ちて床に跳ね、ラギの足元まで転がる。

「じゃあ、ここにいる……ええと九人を使えば上で暴れてる人を取り押さえられるってことになるんじゃないですか！　九対一なら負けるってことはないですよね？」

「動かせるようになっていないといったばかりだろう」

　目に見えて落胆したメリーに背を向け、ラギは部屋の中へ向き直った。光源を端から端へと向けて中にある物を探る。容器とそれに伴う機材の他は隅にある、縦二メートル、幅五メートル程度のキャビネットのみだ。キャビネットの扉は半開きだ。鍵はかかっていない。中には文書、資料と思おぼしき雑多な紙束がぎっしり詰まっている。手に取り、眉根を寄せた。古代語で書かれている。役に立ちそうもない物を取り出しては投げ捨て、埃を巻き上げながら床に詰み、半分ほど進んだところでそれらしい綴りを発見した。どうやら取り扱い説明書のようだ。

「……フランキスカ・フランチェスカ」

「なんです、それ」

「そこにいるそれらの名前らしい」

　スペルと文法が旧年代後期の様式だ。うがい薬に使われていたものと同じ──作者も同じ、ということだろうか。

　ラギは眉根の皺しわをより深くした。いかにも「秘密の研究所」という風ふ情ぜいは、稚ち気き溢れるサタボーンの人間性にしっくりと当て嵌まる。マイナーな古代語を用いて文書を作るというのも「研究者であれば当然読めるはずだろう？」という大人げない挑発を感じる。

　ラギは胃薬と表記された瓶の封を開けてどろりとした粘液を飲み下した。こちらも古代語だ。様式の一致からみるとサタボーンが記している。調合や効果付与、成分調整についてもサタボーンがやっているのだろう。市販のうがい薬に昏倒した魔法使いを覚醒させる隠れた効能があったとしても、果たしてここまで覿てき面めんな効き目があるものだろうか。サタボーンのことだ、どうせ特別製で、ひけらかすような余計な手間がかけてある。

　ラギは半ばまで飲んだ胃薬の蓋を閉めて懐に仕舞った。サタボーンの胡う乱ろんな薬品に頼らなければならない憂き身を嘆きたいが、それよりもしなければならないことがある。

「ラギさん」

「少し待っていろ」

　はらはらと頁を捲めくる。要点を掻かい摘つまむ。これは文字通りの説明書だ。完成品がどんなものであるのかを解説している。ラギは眉間に指をあてて皺を揉もみ解ほぐした。まず間違いない。三賢人の現身となるべく作られた魔法少女の素体だ。下唇を軽く噛んだ。一度動かしてしまえば、御霊が降りていなくとも天然の魔法少女がどうにかできる相手ではない。

　──止める方法はないのか。緊急時のストッパーがあるはずだ。

　最後まで捲り、強く奥歯を噛み締めた。一部を破られている頁がある。フランチェスカの「弱み」に当たる部分だ。誰かが破り取ったのか。

　怒りや絶望と共に違和感が首をもたげた。一から頁を捲り、抜けている部分以外を読み直し、推測を立てる。抜けている部分はフランチェスカの致命的な弱点になる部分と見て間違いはないはずだ。停止させるためのコマンドワードか、匂いを嗅いだだけで行動不能になる薬品か、なんであれ止めるための手段だ。

　そして、逆算するとわかる。破かれた部分は弱点について記す以外、特になにも無いだろう。余計なことを書き連ねるだけのスペースが足りていない。

　──とすると……おかしいな。

　弱点以外のことが全てここに記されている。ラギは三度読み返し、疑念を深めた。フランキスカ・フランチェスカという魔法少女は、受け皿としてあまりにも真っ当過ぎる。強く、速く、固く、美しく、魔法も強力で、しかしただそれだけだ。

　ラギは知っている。開発者がサタボーンであるならば、ただ普通に優秀な素体を用意するわけがない。新しい技術を殊更自慢げに盛り込み、見せつけるのがいつものやり口だ。

　うがい薬が頭に浮かんだ。明らかに本来のうがい薬には必要のない調合がしてあった。灰色の実がそれに続く。あれも実にサタボーンらしい改良種だ。穴があるのに伏せてある。

　背筋を怖おじ気けが撫でた。ラギは知らず知らず右手で左腕をかき抱いていた。

　古代語で説明書きを作るというのはいかにも趣味的だ。わからないなら不勉強だと決めつけるサタボーンが目に浮かぶ。それはフランチェスカに関してもそうだったのではないだろうか。ろくに調べもせず使おうとする相手に対して「そんなことじゃダメだよ君」と教師が生徒へ向けるような言い方をもって窘たしなめる。

「ラギさん！」

「待てといっただろう」

「これ！　これ！」

　いったいどうしたと苦々しい表情を向けるとメリーが壁に叩きつけられていた。否、叩きつけられていたのではない。まるでなにかに振り回されているような不自然極まる動きで自分の身体を壁に叩きつけ、床に叩きつけ、天井に叩きつけ、暴れ回っている。

「なにをしているか！　遊んでいる場合ではない！」

「遊んでる！　わけじゃなくて！」

　メリー本人の意図がどこにあるにせよ、魔法少女が暴れていては、魔法使いであるラギには手出しができない。慌てて隅へ退いたラギの前で、メリーは三度四度と自傷行為を繰り返した。五度目のダイブで顔面を強く打ち、六度目にジャンプした時、唐突な振動と音が部屋全体を震わせ、ラギは咄とっ嗟さにキャビネットを掴んで身体を支えた。床も壁も揺れ、天井からはパラパラと埃が落ちる中でメリーは床に全身を打ち付け、動かなくなった。

　なんと声をかけたものか迷っていると、メリーは肩で息をしながら膝を立てて起き上がった。青息吐息ではあるが、目からしっかりとした──元がぼんやりとしていることを差し引いても──意志を感じる。突発的な狂気に捕らわれた者の顔つきではない。

「……どうしたというのだ」

「ほんのついさっき、今と同じくらい大きく揺れた時あったじゃないですか。入り口ガンガン叩いてる誰かがいて」

　ラギは小さく舌打ちをした。ラギは先の揺れしか感知していない。説明書きの方に集中し過ぎて大きな揺れにも気付かなかったということか。いつものことといえばいつものことかもしれないが、場合が場合だけに笑い事では済まされない。

　パステルメリーは必死な表情で続けた。

「なんだろうと思って……ちょっと扉を開けたらこれが飛び込んできて。廊下とかドアとかにガンガンぶつかって危ないから捕まえたら今度はわたしが引っ張られて」

「危ない真似をするな！　勝手に入り口を開けるなど」

「ラギさんにいったけど聞いてくれなかったんじゃないですか！」

　パステルメリーが恐る恐る掌を開くと、そこには丸い石いし塊くれ──小さな星にも見える──があった。メリーは掌に顔を寄せ、石塊に目を向け、次いでラギの方を見上げた。

「あの……これ、チェルシーちゃんの星、ですよね？」

　ラギは「恐らく」と頷いた。チェルシーが操る星はだいたいこんな形でこれくらいの大きさだった。チェルシーがなぜこれを寄越したのか、どうして動かなくなってしまったのか、眉根に皺を寄せて理由を考え、大きな揺れとの関連性を推測し、口を開きかけ、ラギは下唇を強く噛んで言葉を押し止めた。





◇ミス・マーガリート






　川の端には焦げ臭い匂いと放射状に吹き飛んだ痕跡が残るのみで、もう女神の足跡も破壊痕もどこにも繋がってはいない。

　苦々しい思いで痕跡を見下ろしていた。クランテイルはごく無表情に周囲を警戒していたが、内心は同様だろう。女神は斧を連続爆破させることで飛行することができる、というのはマーガリートも体験して知っている。それを使われると追跡することができなくなるということもわかる。

　しかし、と思う。女神は明らかに変身できなくなった二人を認識していなかった。追跡する者がいるともわかっていないはずなのに、なぜわざわざ派手に空を飛んでまでして移動しなければならないのか。なにか意味があるのか。

　痕跡が途絶えてしまったとしてもやるべきことは同じだ、と自分に言い聞かせた。女神について知ったことを共有する。灰色の実が余っているなら分けてもらう。庇ひ護ごすべき相手であるなら守る。統とう太たが無事であるかを知りたい。

　クランテイルに向かって指を振り、森へ向かうことを指示した。川端には障害物が少なく、滑りやすいことを除けば走るのも容易だ。逆に森の方は障害物が多い。

　女神の進行方向を目指す。クランテイルが先導し、その後ろで殿しんがりを務める。川端を移動していた時とは役割が逆だ。野外活動に慣れ親しんでいる──クランテイルから話を聞いたわけではないが、まあそうだろう──者が先を行く方がいい。ただしそれだけクランテイルに負担をかけることになる。

　せめて自分の仕事はしなければならないだろう。周囲を警戒し、気を配る。川の時に比べても遮しゃ蔽へい物は多く、圧倒的に見通しが悪い。足場も同じだ。途中、クランテイルが躓きかけ、慌てて身体を支えた。しばらく歩いてまた躓き、支えた。

「大丈夫か？」

「ええ」

「ひょっとして……視界が悪いのでは？　妙に目つきが悪……鋭いと思ったが」

「大丈夫です」

「前後を変えよう」

「大丈夫です。目を細めれば見えます」

「いや、ここは」

　劈つんざくような音と共に地面が揺れた。二人は支え合い、木肌を掴んで姿勢低く身構えた。大きな地揺れはすぐに止み、クランテイルは右を見、左を見、森の奥へと顔を向けた。

「本館の方……では？」

　散々に走り回り、歩き回り、もはや方向感覚は淡く脆もろいものになろうとしていたが、クランテイルからいわれれば確かにそうだったかもと思える。

　ここは樹が高い。本館の尖塔はここからでは見えない。どうすべきだと考え始め、なにかアイディアを思いつくよりも早くクランテイルが動いていた。身体を支えていた比較的太い樹木にとりつき、がっしがっしと登っていく。素手に裸足で痛くはないのか、やり難くはないのか、視界は本当に大丈夫か、そういった文明人ぶった軟弱な考えを踏み潰すように木の枝に手をかけ、足をかけ、筋肉を盛り上げ、魔法少女とは違う強さで進んでいく。

　頂点付近で枝葉から顔を出し「ああ」と溜息のような声を出した。左右に首を振って周囲を見回し、今度は「ああっ」と驚くような声を出した。クランテイルは慌てふためいた様子で降り始め、途中、枝先がスカートの裾に絡んだことも気付かず降りようとし、そのせいでバランスを崩した。ほぼ落下という勢いで降りてきて枝にぶつかり、弾かれたところをなんとか受け止め、クランテイルはもう一度木の半ばまで登って脱げたスカートを手に取り、降りてきて、穿き、ふうと息を吐いた。

「本館の方が倒壊していて……あと、いました」

「なにが」

「声を上げて手を振っていました」

「だからなにが」

　クランテイルは口を開け、なにかをいおうとし、しかし言葉が出てこない。促そうと思った矢先、足音が聞こえ、向き直った先には零れるような笑顔があった。叫び、飛び込んできた統太を受け止め、後続のイオールは受け止めきれず地面に倒れた。

　本館の方から聞こえた音を確かめるべく木に登り、同様に高所から見ようとしていた統太なりイオールなりと目が合ったのだと気付き、クランテイルがなにを見たのかいえなかったのは統太とイオールの名前が出てこなかったんだなと理解した。

　危機と危険は変わらずあった。それでも今くらいは喜んでいいだろう。頬を上気させるクランテイルに対して頷き、顔を押し付ける二人の頭を乱暴に撫でてやった。

　先程にもまして大きな音と揺れを感じ、撫でる手を止め、音のする方に顔を向けた。統太、イオール、クランテイルも心配そうに、あるいは緊張した面持ちで、同じ方向を見ている。土煙がもうもうと立ち上がり、その光景は否が応でも本館が無事ではないことを予想させた。と、土煙の中に人影が浮かび上がり、暗茶色に紛れてすぐに消えた。

　誰かが唾液を飲む音が聞こえた。言葉を飲み込む。あれは女神ではなかったか。

　──こちらを見ていた……？　いや、違う。認識できないはずだ。それとも認識できないという推測自体が間違っていたというのか？　だが、確かにあの時は……。

　ふと、胸に抱いたままのイオールに目を落とした。魔法少女だけではない。魔法使いであれば認識され得るだろう。誰かが叫び、見覚えのあるものが飛来した。

　灰色の実だ。反射的に手を伸ばし、掴み取っていた。声の方に目をやる。灰色の実を投げて寄越した統太は、一仕事終えたような、疲れた、それでいて満足そうな表情でこちらを見ていた。





[image: 第十八章　力を合わせて！]








◇ミス・マーガリート






　この島に来て以来、見飽きるほどに見てきた物を右手で受け止め、躊ちゅう躇ちょなく口に持っていき、かぶりついた。灰色の実は相変わらず汁気たっぷりだ。一口齧かじるだけで甘い果汁が溢れ出し、口の周りを、下手をすると顎あごから垂たれ落ち喉の辺りまで汚してしまう。

　ミス・マーガリートは右手を細剣レイピアの柄に添え、左手で口の周りを拭ぬぐい、灰色の実を投げてよこした人物──統とう太たにちらとだけ目をやり、すぐに本館の方へ向き直った。

　魔法少女に変身した。視認範囲、可聴域、臭気への分析、肌に触れる空気、舌に残る果汁の残ざん滓しに至るまでが、人間でいた時とは全く違う。魔法少女になることへの有あり難がたみをここまで強く感じたことは、新人時代まで含めて今まで一度として無かっただろう。

　靴底を通して振動が伝わり、それはより激しさを増して地を揺らす。マーガリートは細剣を抜いて身構えた。幹回りが一抱えもある太い樹木が数本纏まとめて空を飛ぶのが見えた。土砂が舞う。飾り羽が帽子の上にぺたりと伏せた。目の前の樹がすっ飛び、現れた女神は背中をこちらに向けていた。身を捻ひねり、回転し、跳躍、さらに一回転、着地する。相対した。距離にして十メートル余。既に向こうの間合いの内にいる。

　明らかになにかがあった後、という風ふう体ていだった。鈍にび色いろに光る斧を右手に構え、左手は空だ。左に握っていたはずの斧はどこへ、と見れば、柄だけ残って首元に貼りついている。柄の先にある塗り固められた土塊は斧を変化させた物ということだろうか。周囲に散った自前と思おぼしき赤黒い血の跡から、それが血止めに使われているということが見て取れた。

　動きの外け連れん味みが強い。魔法少女的演武とでもいうべき華麗な動作だ。マーガリートは一端しか目にしていなかったが、ドリーミィ☆チェルシーが本格的に動き出せば、きっとこんな風に動いたのではないかと想像ができた。川の端で見せたものと比べても「華」が増しているように見えるのは気のせいか。マーガリートは軽く唇を噛み、口の中で舐めた。魔法少女に変身したばかりだというのに乾燥してざらついている。

　ドリーミィ☆チェルシーは古ふる強つわ者ものだった。血止めが必要なほどの出血を強しいたのが彼女だというのならば納得はできる。そして末路も予想できる。女神の白いトーガを汚している血液は自前のものだけではなく、むしろ返り血の方が多いくらいだ。

「あなたが落としたのは金の斧ですか？」

　記憶の中にある呼びかけとなんの変化も無い。毎度やっているのだろう。戦闘に入る前のルーティーンか。気合を入れるためのスイッチか。信仰心や妄想由来の本人以外には意味の無いプロトコルか。

　魔法少女特有の体感時間、意識の鋭さ、恐怖心の薄さ、それらが合わさって「冷静な魔法少女、ミス・マーガリート」を形作り、思考を展開していく。この問いかけは隙にしかなっておらず、本人はまるで機械的に聞くばかりで、高揚もなく、逆に高ぶった心を冷めて抑えようという心の動きも感じられない。

「それとも──」

　話しながら女神の気が若干逸それた、と感じた。背後で「大きなもの」がむくりと体を起こした。クランテイルが変身したのだ。女神の気が逸れたのはクランテイルが出現したせいだろう。変身することで初めてクランテイルを認識したのではないか。

「銀の──」

　女神は変身を解除した魔法少女を認識していないのか。それとも「完全に魔法の力を失い、魔法少女に変身することができない状態」ならば認識できないのか。どちらにしても灰色の実を食べずにやり過ごすことはできない。女神がこちらに気付いた理由──イオールがいる。彼女は魔法使いだ。魔法の力を自由自在に捨てることはできず、つまり逃げることもできない。灰色の実を渡された時、マーガリートはちらと統太を見た。僅わずかな時間、目の端で捉えただけだが、イオールの手をしっかりと握っていたのが見えた。イオールを生いけ贄にえに逃げようと提案しただけでも恨まれそうだ。クランテイルも良しとはしないだろう。クラムベリーの子供達であれば、という考え方はもうできそうにない。

　そして、当然マーガリートも良しとしない。魔法少女とは守るべきを守ってこそだ。方針が決まると同時、瞬またたき一つも挟まず一動作で剣を鞘に納めた。

「斧で──」

　だいたいそこにいるだろうという見当だけで後ろも見ずに統太のフードを小指に引っ掛け、同じ手でイオールのフードを摘つまみ上げた。右の小指と薬指で統太、同じく右の親指と人差し指でイオールを把は持じ、片手で持ち上げ、自身は身を翻ひるがえして跳び、クランテイルと目を合わせ、小さく頷き、女神の方へ顔を向ける。マーガリートは短く叫んだ。

「前へ！」

　躊躇ためらいや戸惑いはクランテイルの動きに一片も存在しなかった。思い切りの良さが魔法少女の形をしてそこにいたようなものだ、と感じ、マーガリートは左の口角を上げ、危機的状況にも関わらず笑った自分を思って右の口角を上げた。タイミングよく駆け出したクランテイルの背に跨またがり、左手を馬の首元、クランテイルの腰に回した。

　クランテイルは走った。ありそうな質問「逃げるとしては方向が逆ではないか」「これでは女神の方へ向かっているではないか」などを口に出すこともない。

　クランテイルが女神の実力を見ていないにせよ、マーガリートの説明は聞いている。加えて、血が飛んだ白いトーガは見る者に着用者の危険性を伝えてくれている。もう一つ、最もどうしようもない点が、統太とイオールの存在だ。彼らには申し訳の無い言い方になるが、足手纏いを二人も抱えて傷つかないよう庇ひ護ごしながら戦える相手ではない。

　そこまで要素が積み重なってもクランテイルは異を唱えず、前へと逃げた。

　馬の巨体が流れるように右方へとスライドし、女神の左側、斧を持っていない方の脇へ走る。女神はスタンスを開き、右の斧を振りかぶってから大きく身を捻り、回転を加えて攻撃をしようという起こりを見せた。

　実際に攻撃を確認してから回避する猶予が無いことは体験済みだ。マーガリートは攻撃が放たれる直前に軌道を読み、出来れば細剣一本、最悪腕一本を犠牲にして斬撃を逸らす覚悟を決めて睨みつけ、予想外の衝撃を受けてガクンとつんのめった。驚いている暇も無い。クランテイルの胴に回した両脚へ力を込め、子供二人を背に押し付け、毛皮の中に身を伏せる。ほぼ同タイミングで斬撃が帽子を飛ばし、思わず鼻息を吹いた。痛みも無いし血の匂いも無い。頭部は余さず無事だ。被害は帽子だけで済んだらしい。

　クランテイルの動きはすぐに把握した。女神が斧を振るう寸前、大きな馬から背の低い動物に変身し、高低差を利用して回避したのだ。どうにか女神の横を通り抜け、指示通りに前へ向かう態勢ができている。ここでもう一撃回避すれば──思考が移る直前、クランテイルがなにに変身したのかを認め、意図を理解した。黒く長い毛に白を刷はいた体色、尻尾は長くふさふさと、イタチのような姿を認めるや否やマーガリートは動いた。

　足に力を入れて子供達を持ち上げ、自分の胸に抱えて彼らの顔を押さえ込んだ。

　脇を通り抜けたクランテイルに対し、追撃を見舞おうとしていた女神の姿が消える。長い尻尾が立ち上がったことで女神を隠したのだ。マーガリートは息を止め、クランテイルは尻を僅かに左右へ振り、女神のいる方に向けて黄味がかった液体が噴射された。

　──スカンク……！

　直接浴びせられたわけではない。息も止めていた。しかしそれでも強烈な刺激臭を感じる。マーガリートは二度三度と瞬きした。心なしか目に染みている気さえする。直撃すれば魔法少女であっても悶絶必至だ。魔法少女でなければ生命にすら関わるだろう。

　マーガリートは息を止めたまま後方を見上げた。女神が跳んでいる。左右どこにも逃げ場が無い中、安全地帯である上方に避難した。否、単なる避難ではない。斧、そして柄を握る手、それに繋がる腕が一振りの武器のように撓しなる。回避兼攻撃の予備動作だ。

　不意に押し付けられるような力を感じ、恐ろしい勢いで遠ざかる女神によってクランテイルが急加速したことを知った。背は淡い褐色で腹が白い。牛なのか鹿なのか山羊なのか専門家ならぬマーガリートには判別し難がたい生き物に変身したクランテイルが凄まじい速度で駆けている。幸いなことにスカンクの残り香は無かった。

　斧が空振りし、周囲の木々と土砂を舞い上げた。跳び上がった女神が着地し、追走するも追いつかれはしない。微差ではあるが、四本の足で蹄ひづめを動かすクランテイルの方が速度で勝っている。ここまで来れば前に向かって逃げた意味が出てくる。女神はこちらに来るまで木を伐きり、あるいは根こそぎ倒して向かってきた。女神が通った後は破壊の痕跡、即ち「道」ができていたということになる。女神の身体能力がいかに優れていようとも、直線の道を走るならば走ることを得意とする獣の方が上だ。多少足場が悪かろうとも、物ともせず疾走する動物がいることはマーガリートでさえ知っている。

　──更にダメを押す。

　マーガリートは騎上から細剣を振るい、倒木を真っ直ぐに切り整えた。そして即曲げる。寝ていた人間が半身を起こすような形で九十度に曲がった倒木が女神の行く手と視界を塞ぎ、すぐに蹴散らされるも、三度繰り返すことで目に見えて距離が広がった。クランテイルが凄まじく速いだけにほんのささやかな邪魔といえど馬鹿にならない。

　そして女神は斧を持っていても片手だ。投げてしまえば武器を失う。爆発を起こして距離を詰めることもできないはずだ。片方の斧を着火役、片方の斧を推進剤として使用するというやり方は、一本だけ残った斧でできるものではない。土砂を飛ばしてぶつけるにはクランテイルが速過ぎる。距離は開くばかりだ。

　狭い島の中でどこまで引き離せるかは疑問だが、少なくとも時間的な余裕があれば統太とイオールを隠してしまうことはできるし、大きな音を立てながら動き続けているのだから他の魔法少女達へのアピールとなり、合流の目も出てくる。

　と、不意にぼんやりとした違和感を覚え、短く息を吐き、吸った。覚えのある感覚だった。マーガリートは統太の懐へ手を差し込み、そこから灰色の実を二つ取り出し、一つは半分を齧かじり、もう一つはクランテイルの顔に向かって差し出した。

　そう、不安要素があった。けして忘れていたわけではないがマーガリートの予想した以上だ。消耗のペースが早くなっている。このままでは逃げるどころではない。心配そうな顔で見上げる統太をやんわり押さえつけ、笑顔で追いかけてくる女神を睨にらみつけた。





◇ネフィーリア






　魔法少女にとってこの程度の怪我は軽傷に等しいということ、一番辛かった時に比べれば体調が悪くはないこと、隠れたり逃げたりするなら誰よりも得意だということ、これらのことをたどたどしく話して聞かせ、恋れん々れんへの感謝と期待をたっぷりと説き、今はどうしても必要なことだからと宥めすかし、どうにか別行動をとることができた。

　ネフィーリアにしても別行動は避けたかった。怪我人にも病人にもそれぞれ介護は必要だ。しかしこの土壇場において二人一緒にいたいなどという子供のような我わが儘ままが通じるわけもない。死んではくれるなと祈るしかできないことが、魔法少女生活においてはままあるのだ。ネフィーリアは掌てのひらの矢尻を指の腹で二度叩き、恋々が持たせてくれたこれを使わなければならない状況がこないことを祈り、隠しポケットにするりと落とした。

　──さて……こりゃこりゃ。

　本館が破壊されている。暴徒と化した群衆が押し入ったか、地震や大風といった天変地異に見舞われたか、それとも斧を担いだ女神に襲われたか。大体にして三番目ということになるのだろうが、破壊音は森の方へと移動していったため、むしろこちらは安全だ──と自分に言い聞かせ、竦すくみそうになる足をどうにか引きずりながら本館の裏手へ回った。

　周囲への警戒はアンテナを全開に、移動の基本姿勢は低く、時折足を止めて見回し、灰色の実による補給は怠おこたらず、木の陰から木の陰へと森の端に沿って移動した。恋々には体調万全と胸を張ったものの、鎌を杖替わりにして歩いているだけで息が切れる。精神的にも肉体的にもジリジリと進み、本館の真裏に回ったところでネフィーリアは息を呑んだ。幹に寄りかかりながらしゃがみ、そろそろと慎重に木の向こう側──本館の方を窺うかがった。

　一帯の土は所かまわず掘り返され、岩は砕け、木が倒れている。小規模なクレーターとでも呼ぶべき破壊痕が二つ、地割れのような裂け目が二つ。それらが「人知を超えた暴力の行使」を如実に物語っていた。本館の方も無事ではない。裏口が壊されているようだ。そこから森側へ五メートル、誰とも知れない人間が倒れている。

　ネフィーリアは目を眇すがめた。一から十まで欠けることなく酷ひどい有様だ。木こ漏もれ日のせいで、雰囲気だけならどこか牧歌的に感じなくもない辺りがより惨むごい。

　痛みに耐えながらの匍ほ匐ふく前進で進み、そっと腰を上げ、顔を歪ゆがめた。地面や館の破壊もよくよくのものだが、遺体の状況はそれにもまして酸さん鼻びを極める。顔が失われているせいで誰なのか断定することさえできない。服装からするとられ子だろうか。

　破壊の痕跡は襲撃者の恐ろしさを物語ると同時に、被害者の頑張りを示している。ネフィーリアの見立てが確かならば、られ子にここまでの抵抗はできない。想像以上に強かったか、もしくは、られ子ではない別の誰かが頑張ったか。

　一メートル程の長さがある金属棒──三段警棒のようにカシャンカシャンと伸ばすタイプ──を拾い上げ、ぶんと振ってみた。付着していた血と土が飛び、傷一つ無い姿を陽光の下に晒す。魔法少女が使うには実用本位の無骨な設しつらえだが、それだけに使い勝手は良さそうだ。鎌を杖代わりにするよりは良い働きをしてくれることだろう。

　──杖道ステッキドーかね。

　ステッキやワンドを使う魔法少女達に必要とされ、人間が使う武道としての杖道をベースに開発、幾多のブラッシュアップを経て体系化されていった所謂いわゆる魔法少女式武術の一つだ。ある種の典型的な魔法少女像に使用武器がマッチし、暴力ではなく護身を目的としているというこれまた典型的魔法少女観を損なわない売り文句から門を叩く者はそれなりに多い。特に防御に重きを置いているという──が、女神の暴威に対し受けだの止めだのがどこまで役に立つものだろうか。修行に修行を重ねて達人の中の達人にまで至ればネフィーリアの想像もできない受けだの止めだのをしてのけるかもしれないが、られ子がその域にいたとは思えない。なにせ師匠たるマイヤからして手も足も出ず女神に殺されている。

　溜息を一つ挟んで無残な死体の足に触れた。死人の体温というのはどれだけ触っても慣れるものではない。冷たさが皮膚を通って背筋を抜けていく。ぞっとする。

　たとえ惨死であっても死にたてだ、夏場の腐乱死体よりはよっぽどマシだと自分を慰め、片手で拝み、心の中で「祟たたってくれるなよ」と祈り、足を擦った。

　声が出てくる。やはりられ子だった。末期の言葉は恨み節だろうか。誰かを罵ば倒とうしたようだが、口の中で呟つぶやいたような声でなにをいっているのかいまいち聞き取り難い。この場にいない者への罵倒だとすればクズ濃度が濃い。それが逆恨みだったりすれば最高だ。どうせなら生きている間にもう少し話す機会が欲しかった。悔みながらも作業の手は止めない。その後出てくる言葉は悲鳴や叫びが多く、とにかく怯おびえていた様子が伝わる。声の響きは卑屈で相手の様子を窺うものが多く、立場と性格の一端が伝わってくる。

「あ、はい、どうも」

　意味のある言葉がようやく出てきた。誰かに対する礼だ。ネフィーリアは尚も擦る。「いやあそんな」「いえいえ」「はい」「ええ」といった相あい槌づちのようなどうでもいい言葉が続く。独り言を呟き続けるところまで追い詰められていたのでなければ会話の相手がいる。

「この歯車を、ですね」

　──歯車？

　記憶を総そう浚ざらいしても歯車に覚えが無い。歯車をどうしたというのだろうか。「ああ、絨じゅう毯たん」という聞き逃してしまいそうな小さな声が続いた。絨毯の方なら察しはつく。部屋の絨毯を指した言葉でなければナヴィ・ルの空飛ぶ絨毯と考えるのが自然だ。そういえば、と思い出す。さっきまで話していた禿頭の中年魔法使いは絨毯に乗っていなかった。





◇らぶみー恋々






　本館の方では土煙がもうもうと舞い上がっている。恋々は煙に紛れ、地面すれすれの低空飛行で崩れかけた外壁に沿って移動、表へと回った。

　父と母がどれだけ愛し合っていても始終一緒にいるわけにはいかない。またどれだけ子供のことを愛おしく思っていても学校に行かせず家に閉じ込めることはできない。家族が常にお互いを守り合えるという状況は、理想的であっても現実的ではなかった。

　最終的に自分の方が折れなければいけないということを不承不承理解した。それでも恋々は「絶対に無茶をしないよう」と繰り返し注意しないわけにはいかなかった。ネフィーリアは無茶をする。放っておくと本当に驚くようなことをする。だからあんな大怪我を負ってしまった。死ななくて本当に良かったけれど、だからといって結果オーライで済ませてしまっていいわけがなかった。もしもう一度同じことが起きれば、今度こそ死んでしまうだろう。

　ネフィーリアは家族だ。家族が死ぬなんてあってはいけないことだ。恋々はネフィーリアに何度も注意を促うながし、本当は一緒にいたくて、いたくていたくて、どうしても一緒がよくて、それでも彼女と別行動をとった。家族を守るためだ。

　表側に回ると森の方にも舞い上がる土煙が見えた。本館のそれと比べても新しく、それどころか現在進行形で木が飛び、土が飛んでいる。同時にお互いを認め、恋々は滑空から速度を落として半壊した表門の前に着地し、クラリッサは姿勢低く駆け寄った。

「あんまり無茶はしなくていいからね」

　優しげな言葉に思わず顔を見返すとクラリッサは申し訳なさそうに口周りだけで笑っていた。彼女は猫のような耳をひくつかせ、頭の後ろに右手を置いた。

「いや、ふざけていってんじゃなくてさ？　こっちはこっちで準備万端だからさ。一応手伝ってくれれば大変に有難いわけだけど、だからといって無理や無茶やろうとして怪我したりもっと酷いことになったりしたら申し訳なくなるじゃんマジ話」

「はい。大丈夫です」

「まあ、そういうことでシクヨロね」

　クラリッサが恋々の腰を軽く叩き、恋々は頷いた。クラリッサはなぜか申し訳なさそうというか、気まずそうにしているが、その理由はよくわからない。魔法少女なんてものは一人一人様々な事情を抱えているものだから、彼女にもなにかしらあるのだろう。

　はっきりしていることもある。クラリッサが恋々の身を気遣っているということだ。それはとても喜ばしい話だった。恋々は無事にネフィーリアの元へ帰還しなければならない。クラリッサは「家族は仲良く、家族は一緒」という恋々の考えに従ってくれたのだろうか。恋々はクラリッサに話して聞かせたことはないため、きっと他の理由だろう。

「あっ」

「ん？　どうしたい？」

「いえ、なんでも」

　ふとお母さんのことが頭に浮かび、思わず声が出て誤魔化した。顔はいまいち思い出せない。ぼんやりしている。お母さんは外出することが多かったからきっとそのせいだろう。ぼんやりとお母さんのことを考えた。そうしていると幸せな気持ちになることができたからだ。現実が辛いほど気持ちは幸せな方がいい。お母さんのことははっきり思い出せない。無理に思い出そうと頭に力を入れるとコメカミの辺りがミシリと軋きしむ。だからぼんやりと思っておく。そうするのが良いと恋々は知っている。

「あれ……なんかこっちの方に戻ってきてない？」

　巻き上がる粉塵が静止、反転して本館の方へと戻ってきている。クラリッサは溜息混じりで自分の頭をノックするように叩き、叩く度に耳が立ち上がり、三度叩いた時には天を突くようにピンと伸びていた。

　恋々は右目で粉塵の方を見、そちらに心を奪われかけながらも、左目は瞑つむった。暗闇の中でお母さんが笑っていそうな気がした。暗闇だから見通せないはずなのに、確かにそこにいるというぼんやりとした確信があった。ぼんやりとしているのに確信というのは矛盾しているようでいて矛盾していない。少なくとも恋々の中では。

「……お母さん」

　また声が出てしまった。

　思わず零こぼれた恋々の言葉にクラリッサが振り返った。さっきまでの飄ひょう々ひょうとした──口の悪い者なら「他人を舐めたような」と言い表しそうな──態度はどこかに吹き飛び、まるで信じられない言葉を耳にしたかのように目を見開き、恋々を見返している。

　クラリッサは口を開きかけ、恋々はそれを遮るように彼女の手を握った。

「頑張りましょう」

「ああ……うん」

「お母さんのためにも」

　クラリッサの表情がより歪んだ。お母さんという言葉に良い思い出がないのだろうか。だからこんな悲しそうな顔を見せてしまうんだろうか。もしそうだとしたら恋々の出番だ。らぶみー恋々は家族を幸せにする魔法少女だ。例外は許さない。

「あのさ、なにを──」

「大丈夫です。これが終わればお手伝いします。今は精一杯頑張りましょう」

　瞼まぶたの奥にいるお母さんが微笑み、空の青と混ざって傍かたわらに立っていた。感じているだけではない、実際にいる。恋々が家族を想う限り、断じているのだ。恋々は大きく羽ばたき、土煙へ飛んだ。後ろからついてくるクラリッサの気配に思わず頬が緩んだ。





◇パステルメリー






　チェルシーは多分大変なことになってしまった。怪我だけで済めばマシな方だろうということが、楽観的という自覚があるメリーにもわかる。滅茶苦茶に強いチェルシーがそこまで大変なことになったということは、相手は一人しかいない。女神だ。

　パステルメリーは震えながらラギの指示に従い、荷物を運んだり、羊を作ったり、羊に荷物を運ばせたりと忙しく働いた。震えていたのはただ怖かったというだけではない。とても怖いという大前提がまずあって、メリーごときがチェルシーを助けに出ても意味はないという無力感、意味はないから行かないでいいんだと安堵している自分に気付いた絶望感、シェパーズパイに続いてチェルシーにまで手を出した女神への怒り、よくわからないものを作っておいて制御できないままにしたサタボーンへの憤いきどおり、その他様々なものがごっちゃになって心の中をいっぱいに満たし、それどころか零こぼれ落ちながらぐっつぐつに煮えていた。ラギがいなければ本当にどうにかなっていただろうと思う。具体的にどうなっていたかは考えれば考えるほど怖くなるので考えないことにした。

　物を出したり漁あさったりを繰り返し、ラギはぶつぶつと呟きながら必要な物を選んでロッカーへ入れていく。なぜ必要なのか、そもそもどんな物なのかもメリーにはわからない。時折ラギから薬を貰い、息を止めて一口で飲み下す。子供用のシロップ薬とまではいかないにしても、もう少し飲みやすくはできないものだろうか。なんの薬かとラギに訊くと、心ここにあらずという風な老魔法使いはボソッと一言「育毛剤」と答え、メリーは聞き間違いだったことにして作業を続けた。

「味は……ちょっと、こう、アバンギャルドというかニューウェーブですけど」

　ラギは聞いているのかいないのかもわからない状態だったが、気の詰まる中黙って作業するという気にはどうしてもなれず、半分独り言のつもりでメリーは話した。

「でも、良い薬なんですよねこれきっと。灰色の実ほどじゃないかもしれませんけど。あれを食べてる時よりもちょこっとだけ、その、飲まなきゃいけない間隔が短いっていうか、あ、これは別にその責めてるとか問題視してるとかじゃなくてですね。単純に灰色の実ってすごいなあ、市販の薬くらいじゃ勝てないんだなって」

「いや」

　返事はないものと決めつけていたため、相槌程度の短いものがあっただけでも驚いた。ロッカーの鍵を握り壊していた手を止め、ラギの方に目をやると、メリーには目もくれていない。

「なぜだ」

「はい？」

「確かに奇妙だ。サタボーン謹製の忌いまわしき劇薬だぞ。精錬も成分調整もサタボーン本人がやっている。効能からいっても灰色の実が用いられていると考えるのが自然であるはずだ。生きのままを摂取するより余程効率的に成分を吸収することができるはず……」

　老人は床に視線を落とし、握った右の拳を上から下へぶんと振り下ろした。

「吸い上げるペースが上がっているのだ……そうだ。火災だ。地上部分は燃えても、根が残っている限り樹は死んでいない。むしろ、自己を修復しようとしてより強く魔力を吸収していると考えるのが自然だ。自己保存は本能だ。広がっていく損傷を少しでも補おうとより強く吸収する例があった。地下茎が繋がっていればそれは一つの個体として存在しているはずであり、火災も身体の一部を焼かれているに過ぎん」

　ぶつぶつと呟きながら歩き出し、部屋の中を端から端まで往復、三往復目で荷を背負った羊にぶつかり、老人はローブの裾すそを振り上げてひっくり返った。メリーは慌てて駆け寄りラギを助け起こす。ラギは既に「心ここにあらず」の状態を脱し、怒っていた。普段通りになってくれたのは嬉しかったが、怒りの対象がメリーであるのは喜ばしくない。

「なんという邪魔な羊だ！　貴様が生み出したのならばきちんと制御しろ！」

「そんなこといわれましても……難しいんですよ、すっごく。特に数が増えたりバリエーション付けたりすると勝手に動く子がどうしても出てきちゃって」

「羊飼いの魔法少女がそんなことでどうするか！」

「だ、だってそんな……羊飼いモチーフの要素は当然ありますけど、わたしはどっちかっていうと画家モチーフなんですよ。だから羊飼いとしての能力がちょびっとだけ劣っているのは仕方ないことだと思うんです。別に自己正当化とかじゃなくてですね」

　ラギの表情が一気に険しくなる。下手に反論なんてするんじゃなかったと後悔し、少しでも怒りを和やわらげようと謝る準備をするメリーに投げかけられた言葉は、予想外に罵詈雑言ではなく質問だった。

「モチーフ……モチーフか。今モチーフといったな」

「ええ、はい……いいましたけど」

「今、上で暴れている慮りょ外がい者もののモチーフはなんだと思う」

「それは……あれじゃないですか、物語に登場する泉の女神。だから斧を使うのが得意ってずるいと思いますけどね。あとは水の中で自由に動いたりとかするんですかね」

　ラギはメリーから視線を外し、さっきまでの「心ここにあらず」な状態に戻り、ぶつぶつと呟き、右手で髭を押さえ、興奮したように立ち上がった。

「そうか。モチーフか。斧の変化というありきたりな魔法ではない。身体能力の高さという普遍的な指標でもない。サタボーンならば考えることは別だ。モチーフ。神だ。神を作る。不ふ遜そん極まる。だがサタボーンならば。サタボーンの奴ならば……」

　メリーの呼びかけにも答えることなく、ひたすらに独り言を呟き、やがて満足したのかやおらと顔をこちらへ向け、困惑するメリーに対して指示を出した。

「集めた物を全て外へ出せ」

「外へ……って危ないじゃないですか！」

「危険は承知の上だ。しかし狭い空間で可能な術ではない」

「だってそんな……ええ……あのう……なにをされるおつもりで？」

　ラギは振り返り、憎々しげな動作で肩をいからせて歩き、メリーが止める間もなく中に女神が入った透明なケースを蹴りつけた。

「今必要なのは兎にも角にも力、エネルギーだ」

「それは、はい。理解しましたけど」

「これら全てエネルギーに戻してくれるわ。サタボーンめ、ざまを見ろ」





◇７７５３






　足の裏から感じる痛みは絶えることなく小こ鳥とりを苛み、しかしそれでも足は止めずに動かし続けた。動く限りは動かさなければならない。散々歩き回った末にナヴィと出会うこともできず、マナは無事かどうかさえもわからず、それでも歩かなければならない。

　小鳥には自覚があった。自分が今持っている情報が重要であるという自覚だ。

　女神は魔法少女に変身できなくなった一人と一匹を見逃した。相手にしなかったとか、目に入らなかったとか、そういうレベルではない。その場にいない者として扱い、タックルからしがみつかれても放置し、こちらからなにをしてもされるに任せていた。これはとても重要な情報だ。生きるか死ぬかに関わってくる。誰かに伝えなければならない。

　痛みで止まりそうになる足を叱りつけ、死ぬよりマシ死ねば動けないと叱咤する。７な７な５こ３さんの目の前で死んでいった者は何人もいた。彼ら彼女らに「足が痛いのと死んでしまうのとどっちを選ぶ？」と聞けば、答えを待つまでもない。７７５３はもう誰にも死んでほしくないし、死にたい人もきっといない。

　とにかく歩き、歩き、歩いていると、大きな音が聞こえ、地面が震えた。思わずしゃがんで周囲を窺うも、精々鳥が飛び立つ、虫が跳ねる、葉がさらさらと擦れ合う、というばかりで特になにが起きているということもない。

　音は大きなものだった。しかし遠かった。小鳥は立ち上がり、音のした方を見た。女神の魔法少女だろうか。つまり、こちらに歩けば危険ということになる。危険ならば避けるべきだ。しかし今の小鳥が選ぶべき選択肢に「危険だから避けるべき」はあるだろうか。危険というのは小鳥にとっての危険でもあるし、誰かにとっての危険でもある。

　息をいっぱいに吸い、限界まで吐く、という動作を五度繰り返し、唇をきっと引き結ぶ。大丈夫だ。小鳥は女神に見られない。狙って攻撃されるわけではない。流れ弾で死ぬことはあるかもしれないが──とまで考え、襟えり元もとを掴つかみ奥歯を噛み締めた。

　──行こう。

　決めた。その前に、と、左手のメイを木の根元に置こうとし、手首にしがみつかれたせいで離すことができない。どうにか引き剥がそうと右手を加えると、今度は指に噛みつかれて小さな悲鳴をあげた。

「メイ。ちょっと聞きなさい。ここに置いていくから。危ないから」

　亀はもがき、暴れ、噛みつき、しがみつく。小鳥は溜息を吐つき、顔を近付けた。

「一緒に行く、というの？」

　メイは動きを止め、ぐうっと首を伸ばし、小鳥の方に顔を向けた。つぶらな瞳からなにを考えているのか読み取ることは難しいが、推測するくらいならできる。小鳥はもう一度溜息を吐き、メイを抱きあげた。亀はもう暴れようとはしなかった。

「じゃあ、行こう」

　再び歩き出す。足の裏の痛みは多少薄らいだような気がした。





◇クラリッサ・トゥースエッジ






　森の中から二人の魔法少女が飛び出してきた。第一号クランテイルがなんともいえない表情で睨む。クランテイルの背に跨る第二号ミス・マーガリートは純粋に驚いているはずなのに、それを薄っすらとしか見せないのは経験の厚みがあるからだろうか。お子様二人を胸に抱き、片手に細剣を構える姿は「戦うお母さん」のようだ。

　この二人に対して敵意があるわけではないのに、真正面から道を塞ふさぐような形で出迎えることになってしまった。まずいかな、と思わなくもなかったが、マーガリートは視線を動かし、後ろから追いかけてくる者の存在をクラリッサに示した。クランテイルは口の形を「逃げろ」と動かし、クラリッサはバチンとウインクして二人に応えてみせた。後は任せてと声に出し、二人の魔法少女に向けて親しげに手を振った。
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　山羊だか鹿だか牛だかわからないものに変化しているクランテイルはクラリッサを避けて右に折れ、黒っぽい馬へと変化しながら通り過ぎていく。後ろから爆音と共に現れたのはフランチェスカだ。

　その姿はクラリッサを驚かせた。斧を一本使ってまで止血をしなければならないというのはけっこうな事態だ。フランチェスカにそこまでさせるというのは並ではない。特殊な魔法か、それとも超魔法少女的な身体能力か。られ子の杖術ではない。あの後チェルシーと戦ったというのが一番ありそうだ。

「あなたが落とした斧は金の斧ですか？」

　鼻から息を吸って口から吐いた。余計なことを考えてはならない。恋々が思わせぶりに話したことは後で考える。あんなのはただのはったりだ。クラリッサが母を救うため働いていることを知る者はナヴィくらいしかいないし、ナヴィが他の誰かに話すわけがない。

「それとも銀の──」

　上空から立て続けに放たれた矢が斧に弾はじかれた。フランチェスカは矢の方を見ようともしない。クラリッサに作り物の笑顔を向けている。クラリッサも負けずに天然の笑顔を崩さない。背中に右手を回し、すらりと抜き放つ。刃渡り一メートルの直刀、といえば格好良いが、見た目が家で使っているバターナイフに似ているせいでいまいち締まらない。

　恋々が矢を撃ち、フランチェスカが迎撃をした。良い状況判断、良い援護だ。おかしなタイミングでハッタリをかましてクラリッサの精神的動揺を誘うような魔法少女とも思えない正当な動きで支援してくれている。クラリッサは掌をフランチェスカに向け、その上に剣の柄を置き、刃を相手へと向けた。頭の中で飛び交っていた各種位置情報を一旦解除し、目の前に集中する。頬をすぼめ、口中の木片をぶふっと噴き出した。

「──斧ですか？」

　集中が過去最高に高まった。特に衒てらいなく剣を突き入れ、フランチェスカはそれを切り払おうとした。クラリッサは片頬だけ笑みを強めた。剣に触れた斧の刃部分が削そげ落ち、慣性に従って明後日の方向に飛び、樹木を纏めて切り倒した。クラリッサは払い、フランチェスカは仰け反って回避し、しかし避け切れずにトーガの胸元が切れ飛んだ。

　オスク派の倉庫からナヴィがパクってきた剣だ。ホムンクルスを殺すため作られたと聞いている。名前も聞かされたが覚えていない。数字と記号を組み合わせた全く味気ない名前だったからだ。格好良いオリジナルの名前でもつけてやろうかと思ったが、勝手にそういうことをしている偉い人がいると聞いてやめた。偉い人の真似は面白くない。

　炎のモンスターに水の魔法を使うように、機械のモンスターに電気の魔法を使うように、この剣をホムンクルスに使えば覿てき面めんの効果がある。元がホムンクルスの魔法少女であっても同じだ。頑丈な斧を切り飛ばし、もっと頑丈なフランチェスカも容易に刺し貫く。ホムンクルスの生み出したあらゆるエネルギーを殺してしまう。

　突き、払い、苦し紛れに放たれた水面蹴りをよっと回避、下方向から飛んできた蹴りを剣で迎撃、血がしぶいた。フランチェスカは矢をバク転で回避、無駄に派手な動きをしたせいでクラリッサの突きに対応できず、二の腕を深く傷つけた。カウンター気味に突き入れられた貫ぬき手てを返す刃で切り裂き、クラリッサは目を細めた。

　今、フランチェスカが妙な動きをした。バク転は行動パターンにあっただろうか。島の中で交戦することによって多少は学習することがあったのかもしれない。要注意だ。肺に空気を溜め、口の中に残っていた木片を吹き散らした。

　噛み締めた木片を周囲に吹き散らすことで敵の動きを微細に補足する。更にネコ科の反射神経と無敵の武器を使うことで優位に戦いを運び、開発者の資料によって知った動きのパターンも加えればまず間違いは起こらない。しかし油断が死を招く相手であることに変わりはない。いつもの如く調子に乗ったりはせず、速やかに仕留める。基本は剣を盾に、敵のあらゆるエネルギーを殺し、やがては敵を殺す。

　恋々の矢に合わせて突き、払い、フェイントを一つ入れ、ハイキックを引き出して潜り抜けた。本来なら風圧だけで吹き飛ばされそうな大迫力のハイキックが、魔法の剣により威力を削られ、そよ風も吹かない程度のがっかりへろへろ蹴りに弱まる。クラリッサは足の下を通って必殺の間合いへ入った。心臓に向けて刃を起こし、突き入れる。

　カキン、と甲高い音が聞こえた。クラリッサは開いたままの右手を震わせた。痺れによって動かすことができない。魔法の剣がくるくると回転して飛んでいき、叢くさむらに落ちた。

　フランチェスカがステッキを握っていた。クラリッサは混乱した。おかしな形、おかしな色合いのステッキはマイヤが使っていたはずの物だ。フランチェスカが持っている理由が無い。フランチェスカには斧以外の武器を使う機能が無いはずだ。なのに持っている。ホムンクルス由来の物ではない。魔法の剣の効果範囲外だ。

　フランチェスカはその場でひゅんひゅんとステッキを回し、掌で止め、顔の前に置き、真横に構えた。段位持ちのような堂に入ったステッキ捌さばきだ。クラリッサは戸惑う。なにが起きているのか理解できない。とにかく間合いを、と後ろにステップし、そこを打たれた。

　喉の奥から踏み潰されたような声が漏れ出た。左手へ寄せながらの払い、掌の中で杖をスライドさせ遠心力を用いての打ち込み、半身となって杖を返しながら突き入れる。流れるようなコンビネーションは明らかに経験者のそれだ。そして一発一発が必殺技の威力を持つ。一発目で右足首から下が吹き飛び、二発目で右腕から肋骨までへし折れて恐らくは肺が片方潰れた。三発目の突きはクラリッサの内臓諸々を潰し、背骨を折り、あらゆる穴から血が噴き出し、小さな身体を高々と吹き飛ばした。

　有り得ない。ちょっと覚えたという次元ではない熟達者の技前だ。フランチェスカに使えるはずがない。そもそも他人の武器を使えるようにできていない。枝を折り、葉を散らせ、土の上に背中から落ち、転がった。クラリッサは未だ混乱していた。なにが起こったのかを理解できていなかった。起きるはずのないことが起こった。

　ナヴィに伝えなければならない。しかし指一本も動かない。ナヴィのことを考える。二人で笑い、肩を叩き合い、時にはしょんぼりとし、ひょっとしてこれは走馬燈なのかと思い、最後に母に向けて手を伸ばし「お母さん」と心の中で呟き、意識が途切れた。





[image: 第十九章　命の力]








◇ミス・マーガリート






　統とう太たとイオールを本館の方へと逃がし、戻ってきた時にはクラリッサが宙を舞っていた。

　猶ゆう予よは毫ごうもない。判断を下したというより身体が動くに任せた。マーガリートはクランテイルの背から飛び降り、馬の尻を叩いて「クラリッサの方を」と告げ、自分は女神に向けて爪先を揃え、足を開いた。蹄ひづめの音が遠ざかる。クランテイルはクラリッサの方へと走っていった。口数が少ないせいで相対していて不安になることも多いが、こういう時にいちいち訊き返さないのは面倒がなくて助かる。

　クラリッサは見るからに助からない怪我を負っていた。遠目にも致命傷ということが見て取れ、加えて出血量は全身を覆い隠すほどだった。無駄と知りつつクランテイルを向かわせたのには、二つ、理由がある。

　まずはクラリッサを見た時のクランテイルの反応だ。馬上のマーガリートには、上昇した体温で尻を焼かれるような強い感情が伝わった。半分くらいは敵対関係にあったクラリッサに対してであろうと区別なく、クランテイルは人死にに対する強い忌き避ひ感を持っている。実に危うい性情ではあったが、マーガリートが命を繋いだのもそのおかげだ。

　だからマーガリートはクランテイルの激情を「甘過ぎる」と評しながらも否定はしない。しないが半歩置かせる。先にクラリッサへ向かわせ、マーガリートと女神の戦いを見せておく。頭の血を下げる時間を与え、敵を正しく知ってもらう。これが一つ目の理由だ。

　二つ目の理由は、現状の女神をひとまずマーガリート一人で相手にしたい、というものだった。一対一への拘こだわりなどはポケットの底の埃ほこりほども持っておらず、復讐心や敵てき愾がい心が理由というわけでもない。推測と分析が正しいかどうかを確かめるためには一人がよかった。細剣レイピアの柄を右掌の中で一度放し、より軽いタッチで握り直す。足は止めない。

　女神は胸元を切り裂かれて血を滴したたらせていた。先程までとの相違点はそれだけではない。先の切れ飛んだ斧の柄が腰紐に差し込まれ、マイヤのステッキを掲かかげている。流れるような動作でステッキを手た繰ぐり、振るい、構え、マーガリートに向けた。

　マーガリートは焦あせらない。急ぐことなく、しかし淀みなく進んだ。歩速を緩めず、最後の一歩で大きく踏み込み、突き、ステッキで払われかけるが、柄に滑らせて突き返す。女神はステッキを震わせて細剣を弾き、マーガリートは返す刀で叩かれる寸前に大きく跳び退すさった。打ち叩かれた地面から土砂が巻き上がり、煙幕のように視界を塞ふさぐ。土砂の煙幕から突き入れられた一撃は、マーガリートの反射神経を凌駕する速度だったが、予想の範囲内ではあった。予あらかじめ回避行動をとり、自分の身体を安全地帯へ置くことで身をかわし、低く構え、衝撃でまくれ上がろうとするスカートの裾を爪先で抑える。

　落ちてきた土砂がパラパラと身体に当たる。女神の髪から血の滴しずくが垂れ落ち、眉で止まった。表情は笑顔で固定されている。腰に差した斧は、不定形生物のように先端を蠢うごめかし、膨らませ、徐々に刃部分を形成しようとしているようだ。

　──元の形に戻ろうとしている……戻ってしまえば不利になるのはこちら、だな。

　マーガリートは半個残した灰色の実を一口で飲み込んだ。

　予想した通りだった。ステッキを使う女神は斧を使っていた時ほどの怖さが無い。

　単純な攻撃本能から放たれた大雑把な一撃はセオリーの外にあり、性質を状況に合わせて変化させる魔法の斧も合わされば回避が極めて困難となる。一撃一撃に対処するだけでも精神と肉体が削そぎ取られ、回避に専念してさえダメージが蓄積していく。次になにをするのか予想することもできずに、あれよあれよと追い込まれ、気付けばただ逃げている。

　マイヤやられ子の杖術は高度に体系化された術技ではあるものの、ベースが人間の使う技だ。女神かいぶつには向いていない。防御を軸とした構えは敵の行動に対しあまりに過敏で、受けを前提とした殴打は全力の一撃から程遠い。女神の頑丈さと反射神経があればそこまで防御を重んじる必要はないのに、女神は愚直に杖術の基本をなぞる。

　マーガリートは軽いステップで下段を狙った突きを避け、膝を支点にした払いへタイミングを合わせて細剣を突き入れ、女神がそこへステッキをぶつけようとする寸前に剣を引き、フェイントを混ぜた足捌さばきで右へ寄った。杖の一振り、一突きごとに土砂が舞い、樹木が折れて枝や葉が散る。マーガリートは左手を握り、開いた。骨折が完治したとはいわないまでも、これだけ動けば充分だ。普段以上の再生力も灰色の実の力だろうか。

　不意にバク転をした女神に向けて石を蹴り飛ばし、回転させた杖によって弾かれ、しかし一気に距離を詰めて一撃、細剣を突き入れた。取り回した杖が障りになって女神の反応が遅れ、それでも三度の連続側転から宙返りで距離を取られる。マーガリートが放った渾身の突きは、女神の腰を掠かすめ、腰紐を半分切り裂くに留まった。

　アクロバティックな動きも女神向きではない。当初こそ鏡のようなチェルシーのトレースに圧倒されかけたものの、見慣れてしまえばトリッキーなだけだ。圧倒的な身体能力を持っている獅子が、派手な動きで兎の目を惑わしてどうするというのか。

　チェルシーの動きには凄味があった。ピースサイン一つをとっても、指の先、爪の一枚に至るまで魔法少女への信仰が込められ、マーガリートに攻撃を躊躇ためらわせるだけの狂気が滲にじみ出ていた。魔法少女にとって思う心とは強力な武器だ。信念を抜きに、動きの形だけ真似ても半はん端ぱな象形拳にしかならない。むしろ女神の足を引っ張ってさえいる。

　引きからの叩きつけ、突き、全て回避した。舞い散る土砂が目の中に入ろうとも瞬まばたきをすることなく敵を見据すえ、マーガリートは細剣を構える。

　杖術は魔法少女にとって大変ポピュラーな武術で使い手が多い。つまり監査部門教導役にとっては戦う機会の多い仮想敵の一つとしておかなければならない。たとえ女神のように並外れた身体能力の持ち主であっても、基本的な技しか使わないのであればそこまで恐ろしい相手にはなり得ない。問題は斧だ。腰に提げた斧の柄は蠢き続けて刃を復活せしめようとしている。首にぶら下げた方もいつまであのままでいるのか知れたものではない。この島の魔法少女達が少しずつ女神の武力を削り続け、その結果、不向きな杖術で戦わせることができている。これは好機だ。逃す手はない。むしろ逃せばもうどうにもならないだろう。斧が元に戻る前に決着をつける。

　木から木へと這うように移動、監査部門流の足捌きは倒木や掘り返された土砂で荒れた足場であろうともスムーズな移動を可能とする。女神は同じ歩法でマーガリートを追尾、マーガリートはそれを嫌って突き、女神からの切り返し、マーガリートは吹き飛んだ木の幹を蹴って三角に跳び、足元の木を直角に曲げることで使い捨ての発射台とし、木っ端が散る中で眼前に突き入れられたステッキを回避、着地、追撃へのプレパラッションから倒木を蹴り割って踏み込み、斬りつける。先程斬りつけた個所をもう一度掠めた。

　はらり、と切り払われた女神の腰帯が舞う。攻撃から一瞬の間さえ置かず、マーガリートは一動作で素早く地面に伏せた。女神が放った横薙なぎの反撃は空を切る。

　マーガリートは四足動物のように手を地面に置いたまま、するりと滑らかに後退し、転がる斧の柄を見ながら舌を出した。上唇を濡らす。

　腰紐を切って斧を落とさせた。ここからどう組み立てるか。クランテイルの応援を待つか。しかしぼやぼやしていれば灰色の実の効果が切れる。マーガリート単体では決定力不足だ。相手の戦力──この場合は斧──を一本落とすだけでも四苦八苦している。しかし段階を踏んで──ここまで考え、マーガリートは右目を眇すがめた。

　女神はステッキを掌てのひらで引きつけ、腰を落として足を広げた。これまでとは構えが違う。マーガリートはサイドステップから後方へ退き、顔の前に細剣を立てた。

　女神のそれは防御を前提とした構えではない。見据えているのは攻撃による撃破のみ。「自分だけでなく相手も無傷で制圧する」ことを最上とした杖術の理念に反するマイヤオリジナルの外道技。かつて魔王パムの羽を貫いたというエピソードから名付けられた名前は──穿せん魔ま。魔を穿うがつのだから女神が使って然しかるべき技といえなくもない。

　動くに任せていたマーガリートの身体が止まる。どうすればいいか迷っている。マイヤが使って魔王パムの羽を貫いた。マイヤを遥かに超える身体能力で放たれた穿魔はいったいどんなことになるのか。先読み、回避、といったことができるのか。破壊規模、威力、全く想像することができない。マーガリートは乾燥しきった下唇を舐めた。





◇ラギ・ヅェ・ネント






　オスク派は「法を鼻にもかけず魔法少女を塵ちり芥あくた同然に扱う悪党の集まり」であり、実験場はその最たるものだ、という噂話を聞いたことがない魔法使いはいないだろう。だが真なる悪というものは、自前の悪部分を可能な限り隠蔽し、普段は虫も殺さない顔でにこやかにしているものだ。オスク派と実験場に纏まつわる悪い噂は宣伝工作プロパガンダに依るものが大きい。

「ラギさん、これも持っていきますか」

「当然だ」

　恐ろしい集団であるという共通認識を背景にし、恐怖を取引材料に加えればスムーズに交渉が決着するという反社会的団体そのもののやり口で揉め事を解決するため、まず自分達で悪名を広め、その後他派閥がいくら陰口を叩こうと放置し、否定することもなかった。安易で幼稚、魔法使いの矜きょう持じを投げ打った方法だとラギは嘆くが、嘆息が耳に入るような者は上層部におらず、耳に入ったとして恥じ入るような者もいない。

「羊の数が足りん。もっと作れ。荷運びに適した屈強な個体が良い」

「あんまりカスタムするとコントロールし難にくいんですってば」

　それは外部の認識だけでなく内部の認識も変質させはしなかっただろうか、と今になって思う。実験場だから多少の無茶はしてもいい、むしろしなければならないという歪んだ考えが生まれてはいないか。そして「実験場はこんなにも恐ろしい組織だから侮あなどる者がいるはずはない」という奇妙な自負心が芽生えてしまっていたのではないか。

「これ本当に動かしても大丈夫なものなんですよね？　運んでる最中に起きたりとか」

「するわけがなかろう。魂の入らぬ人形はただの物だ」

　実験場からの依頼にも関わらず、仕様書に記さない特殊な仕様を仕込んでおくような不心得者がいるわけもないという傲慢に転化し、サタボーンという変人研究者の暴走を見逃してしまった。そう考えるならば全ての平ひょう仄そくは合い、ラギの苛立ちはより加速する。

「儀式では補助を務めてもらう。その時には羊を下げておくように」

「いや、え？　私が？　そんな無理ですよ、できませんよ」

「補助者の担当は半人前でもできる術式だ。意味がわからずとも指示通り詠唱をすれば」

「それが無理なんですって！」

「無理でもやらねばならんのだ！」

　サタボーンにしても謀殺をある程度覚悟していたのではないか、と今になってみれば思い当らなくもない。血縁どころか縁そのものが薄いラギを相続人に指定したのは、オスク派の内部にいていざとなれば派閥の決定に砂をかけ得る存在、かつ仕込みを理解できる相手が欲しかったのではないか。つまりはいざという時の庇護者兼自慢をすることができるだけの能力を持つ魔法使い──そこまで考えあまりにも腹立たしく杖の先で地を突いた。

　しかしラギだけではない。他にも監査部門の関係者やその縁者が相続者として招き入れられていた。いざとなれば自分の思うままに動いてもらおうと──

「ラギさん。ラギさんってば」

「ああ、うむ。聞こえている。なんだ」

　考え過ぎだろうか。そうではない気がする。サタボーンならやりかねないという気がする。だがその考えもまたサタボーンという強い個性に引きずられている気もする。しかしそれでも思うのだ。文字通り桁の違う金を湯水のように使って自分の好きなものを好きなように研究開発できると知った時、老魔法使いは童わらべのように喜んだろう。自分の生命を二の次三の次にしてしまっても全く不可解ではなく、むしろサタボーンらしい。

「入り口が狭くてロッカー外に出せないんですけど」

「魔法少女だろう。入り口が狭ければ広げればいい」

　理解はしても共感はせず、腹立たしさが募るばかりだ。そもそも謀殺ではなくただの事故死であることは状況が示している。謀殺ならば、なんだかんだ理由をつけて遺産の分配が先送りにされていることだろう。シェパーズパイに圧力を無視するような胆力は無い。

　魔法使いとしての道を説くことも、他者の迷惑を考えろと怒鳴りつけることも、やり方を考えねばと談合することも、いっそ殴りつけてやることも、今となっては出来ないことだ。サタボーンは声も手も届かない場所へ旅立ってしまった。それがまた忌いま々いましい。

「そんな無茶な……」

「無茶でもやるべし！」





◇７７５３






　道なき道を歩いている時に比べれば、道に出てしまった後は楽だった。しかし相対的に楽というだけで絶対的な楽さではなかった。時折胸に抱いたメイに目を落とし「エジプトリクガメではなくガラパゴスゾウガメだったりしたら上に乗って移動することができたりしただろうか」と考え、精神的にも疲ひ弊へいしていることを自覚し、そんなことじゃダメだと自分自身を叱しっ咤たして先を急いだ。

　道なりに歩き、本館が見えたところで深く息を吐き、強く息を吸い、更に歩く。少しでも早くと焦あせりたがる身体を押さえ、かといってのんびりピクニック気分にはならないよう、油断せず、周囲の様子を窺いながら、素早く移動し、本館の表側へと回り、記憶にあるよりも破壊の規模が大きくなっている様に肩を落とし、皆の無事を祈った。

　なにかとんでもないものを目にしても決して動じたりはしない、声をあげたり尻もちをついたりなんてしない、と肝に銘じ、崩れかけた壁の隙間からこっそりと内側を覗き、目が合った。息を呑んだ。目を閉じ、開く。目はまだそこにある。人間の目ではない。瞬きを繰り返し、すっと離れていく。五十センチほど離れたところで正体がわかった。羊だ。

　崩れた部分へと回り、身を乗り出して中を見ると三頭の羊が草を食はんでいる。小こ鳥とりの方をちらと見るくらいで気にしている様子はない。

　羊といえばパステルメリーで、パステルメリーといえば灰色の実泥棒の容疑者だったはずだ。あまり出会って嬉しい相手ではない。それとも話せば案外分かり合えたりするものだろうか。少なくとも女神に比べれば問答は有用な相手ではないかと思える。

　──ピティ・フレデリカとだって共闘したんだ。それに比べれば……たぶん。

　考えることはできるが相談する相手はいない。七なな谷や小鳥は自分が「使われる側」にいる人材だと信じて疑わず、誰かに命令したり、集団を動かしたり、配置したり、全体的な計画を立てたり、といったことは全く不向きであると考えていた。魔法少女として動く時は独断でということがまずなく、決断が必要とされることもほぼない。ボスだったり、この島の中でいえばマナだったり、必ず７な７な５こ３さんより考えることが得意な誰かが別にいて、その誰かの指示に従い行動するのがベストであると知っているからだ。

　亀に目を落とした。つぶらな目で小鳥を見上げるその姿は、心を和なごませてくれることこそあれ相談する相手としてはどうにも不適格だ。どうしようと迷う時間は無い。考えている暇も無い。行くしかない。話し合うことくらいはできるだろうし、小鳥の得た情報を伝えればパステルメリーも心変わりをして皆で協力するサイドに来てくれるかもしれない。今はもうそういったことを期待するしかない状況だ。頷うなずき、立ち上がった。

　大きな金属製のなにかをぶつける音、細かい物をぶちまける音、少女の悲鳴、そして一番大きな老人の怒鳴り声「なにをしているか」が聞こえ、静かになった。

　老人の声にははっきりと聞き覚えがあった。そもそもこの島にいる老人は一人しか知らない。ラギだ。小鳥は走り出し、ちらとだけ目をくれた羊達の横を通り抜け、音と声が聞こえた方へ向かった。ラギに対して抱いている印象は「頑固な爺さん」「やかまし屋」「怒ってばかり」「すぐにへたれる」とネガティブなものばかりだったが、気に入らないものがあれば即噛みつくをモットーとしているマナでも敬意を払うくらいには地位の高い魔法使いであり、怒ったり怒鳴ったりする時も原因はいたって真面目な理由だった。

　こういう時に信頼できるのは、付き合いやすさや人当たりの良さがある人物ではない。インチキやズルと縁遠く、融通が利かないほどの馬鹿真面目だったりする方がいい。あの老人が灰色の実欲しさに他の人達を裏切るということは全く想像できず、むしろ灰色の実を盗んだパステルメリーを叱りつけるくらいのことはしてのけそうだ。

　曲がり角から真っ直ぐに進み、本当にこちらで正しいのだろうかと心に兆きざした疑問を足でねじ伏せ、小鳥は駆け、跳び──「危ない！」──誰かが大声で叫んだと思った時には跳ね飛ばされていた。自分が誰かに組み敷しかれていると気付き、見上げると目が合った。ふわふわもこもことしたコスチュームのぼんやりした魔法少女、パステルメリーだ。なにが起こったのかを考えようとする前に「なにをしているか！」と声がかかり、パステルメリーが四つん這ばいの姿勢で振り返り「大丈夫です」と応えた。

　なにが起きたのかは未だ理解できていない。差し出された手を取って引き起こされ、周囲を見回す。中庭だろうか。開けた空間にラギとメリー、何頭かの羊、横たわる複数の女神を確認した時点で小鳥は悲鳴を飲み込み、後ろに倒れかかったところをメリーが支えようとし、しかし足を滑らせたため支えきれず、二人は縺もつれ合いながら転び、ラギは「なにをしているのか本当に！」と怒り、ねじくれた杖で地面を打ち叩いた。

「ごめんなさい」

「すいません」

　メリーに続いて反射的に謝罪した。謝罪はしたものの、やはり状況が理解できない。

「そのう……いったいなにがなにやら」

「説明している時間がない。とにかくそこから離れろ。危なっかしくてかなわん」

　メリーが小鳥を抱き起こし、バランスを崩して転び、ラギが怒鳴り、羊二頭の協力を得てその場から二歩離れて振り返ると、先程は目に留まらなかったものに気が付いた。直径一メートルくらいの円状に草がぼんやりと薄らいで見える。目を凝らして見れば、それは草が薄らいでいるわけではない。地面の上に半透明のお盆が──お盆のような形の奇妙な物体が浮かんでいたのだ。

「これは……」

　手を伸ばしかけ、「触るな」という怒声に振り返ると眉を逆立てたラギが睨にらみつけている。思えばこの老人の怒っていない、不機嫌ではない表情を覚えていない。

「あの、なんなんでしょうかこれ。危ないものなんですか？」

「触れれば命は無いと思え」

　反射的に後退り、後頭部をなにかに打った。メリーの悲鳴と小鳥の悲鳴が混ざり、ラギの怒鳴り声が響き、混乱する脳で「少しでも物騒な物から離れなければ」と考えて這いずった。ふらつく頭を押さえながら立ち上がろうとし、穏やかな寝顔で横たわる女神の魔法少女が目に入って小鳥は悲鳴をあげ、反射的に後退り、背中をなにかに打った。メリーの悲鳴とラギの怒鳴り声が響く。懐のメイがのんびりと動いた。





◇らぶみー恋々






　なにが起こったのかを理解するまでに数秒の時間を要した。もっと長かったかもしれないし、もっと短かったかもしれない。グラデーションのかかった赤色を振り撒まきながら、クラリッサの身体が飛び、背中から地面にぶつかり、そこでようやく恋れん々れんの時間が動き出した。敵のことは頭の中からとんでしまった。クラリッサのこと、クラリッサの家族のことだけが恋々をいっぱいに満たし、後先考えず急降下した。バウンドし、二度目の着地をしようというところを横合いから受け止める。右足と左足、二筋の跡を地面に残しながら後退し、太い木の幹に背中をぶつけてようやく止まった。

「大丈夫ですか」と、かけようとした声は、口から出る前に消えて失せた。抱き止めた恋々の腕から止とめ処どなく血が零こぼれ続け、胸を、腹を、触れているあらゆる部分を赤く汚している。もう変身は解除されていた。どこにでもいそうな女の子だ。白いシャツに吊りスカートという前時代的な服装は、小さな身体に驚くほど似合っていた。砕けた骨が所々飛び出し、全身が脱力し、体温が抜けていき、脈拍も呼吸も既に無い。少女の身体が僅かに震えたが、すぐに恋々の腕が震えていただけだと気付いた。

　頭の中に巡めぐるあれこれは恋々自身にも説明し難く名状し難いものだった。お母さんの元へ帰ろうとしていた小さな女の子がいて、彼女は恋々の腕の中でもう動かない。形にならないはずのものが次第に形作られていく。小さな女の子は恋々だ。暖かな家庭を求めて魔法少女になった恋々自身だ。帰ることができずに志こころざし半なかばで倒れてしまった恋々そのものだ。誰よりも守ってあげなければならなかったのに、腕からすり抜け、地面に落ちた。

　ぐらつく。揺れる。ヒキガエルのような声が漏れる。震えが止まってくれない。風景が歪み、森の中が虹色に光る。聞こえないはずの声が聞こえ、吹かないはずの風が吹きつけ、恋々の身体と心はバラバラに吹き飛ばされようとし、パン、と頬が鳴った。

　魔法少女と目が合った。表情は無い──否、薄い。左の手で恋々の胸倉を掴み、右の手を平手に開いて挙げている。サイケデリックな光景が元に戻り、わけのわからない音も消えた。恋々の頬はじんじんと熱を持ち、この魔法少女に打たれたのだと遅れて気付いた。

「しっかりして。まだ終わっていない」

　魔法少女の背後では、土が飛び、木が飛んでいる。冗談のようでも冗談ではない。ここには嘘も冗談もない。魔法少女は馬の前足を上げ、下ろした。蹄ひづめが地面をどすんと踏み、足跡を作る。恋々は口を開けた。息を吸うことが上手くできない。頬に温かな液体が流れる。体温を失った少女の身体を胸にかき抱いた。濃い血の匂いがぷんと鼻び腔こうを突く。

「でも、この子が……お母さんに、家族に、会いたがっていたのに」

「私も同じです。生きて家族の元に帰ります。あなただってそうでしょう」

　訥とつ々とつとした喋り方で、それでもなるべく急いで話そうとするから、いかにも不器用で聞き取り難い。なのに、言葉の一つ一つが恋々の脳を、内側を、芯を、それらを揺さぶる。底冷えしていた身体の中に小さな灯がともり、内側から温めようとしてくれる。

「逃げるか、戦うか、どちらかです。ここで棒立ちは、良くない」

　魔法少女はそれだけ話して踵きびすを返し、恋々は「待って」と呼び止めた。

「これを」

　掌から溢あふれる量の灰色の実を押し付け、相手がなにかいおうとするより早く翼をはためかせ、空へと飛んだ。ぼんやりとしか見えていなかった景色がくっきりはっきりと映りこんでいる。空の青色と雲の白色が鮮やかなコントラストをなし、土や木がそこに飛び込んでも現実と地続きである感覚を失うことはない。雲にぼんやりかかったネフィーリアの顔が「くしし」と笑った。大丈夫だ。なにがなにであるのか、恋々は完璧にわかっている。自分が何者であるのか、自分がなにをすべきなのか、すべきではないのか、きっちりと区別ができている。クラリッサがお母さんと楽しそうに話す光景が脳裏に浮かぶ。もう二度と見ることができない幸福で大切な一枚絵だ。

　次は絶対に守ってみせる。守ることができる場所で戦う。らぶみー恋々は愛情の守護者であり、家族の守護者であり、身体を張って家族愛を守らなければならない魔法少女だ。

　恋々は自分を取り戻していた。今まで失調していたという自覚さえあった。右掌を繰り返し開いては握り、肺の底から空気を吐き、身体の隅々まで行き渡るよう息を吸う。

　歪められていた思い出がはっきりとした形で蘇る。争う母と父。泣きながら割って入ろうとする幼い妹。はずみで吹き飛ばされ、壁に跳ね返り、動かなくなる小さな身体。母の悲鳴と父の怒声をかき消す少女の叫び。そこでぷつんと記憶が途切れ、見えなくなる。

　──もう……二度と……。

　同じことは繰り返さない。繰り返させたりはしない。恋々が止めてみせる。

　ステッキを持ったお父さんと細剣を構えたお母さんが対たい峙じしている。そこに向かってかけていくのは妹だ。このままでは妹が死んでしまう。お姉ちゃんお姉ちゃんと後についてきてばかりで鬱うっ陶とうしく思ったことは何度もあったが、それでも可愛い妹だ。獣のような下半身で力強く地面を蹴ってもやっぱり妹だ。恋々が守らなければならない。自分の身体を盾にしてでも、生命を犠牲にしてでも、守らなければならないのだ。

　頭の中はいつになく澄み渡っている。矢筒から十数本の矢を一度に掴み取り、弓に番つがえた。風の流れが見える。空気の重さが見える。矢を撃つ前から軌道が見える。今ならなんだってできる気がした。全てを解決し、お父さん、お母さん、妹、自分の四人で暮らすことを思い、恋々は薄い笑みを浮かべた。





◇ネフィーリア






　られ子の杖と自分の鎌を交換し、多少は歩きやすくなったもののまだ辛い。しかし痛みを我慢して歩き、気色悪さを我慢して遺体に触れ、得え難がたい情報を手に入れた。あとはネフィーリアの当て推量がどこまで現実に近いものか、次第ということになる。

　館の向こう側からは絶えることなく音が聞こえる。傷に響く。精神的にもきつい。恋々は上手くやっているのだろうか。クラリッサは請け合ったことを果たしてくれただろうか。近くにいながらも、気分的には戦場から離れたところで心配する兵士の家族だ。

　ただしやらなければならないことは綺麗事から程遠く、前線で戦う者より余程後ろ暗く薄汚い。死体を漁あさるという点ではハイエナやハゲタカと変わらない。

　破壊によって広げられた入り口を通り、本館へ入った。戦いの音が本館の向こう側から聞こえるのだから周囲を警戒する意味はそこまで大きくない、とわかっていながらも警戒を切らず、耳を澄ませて陰から陰へこそこそと移動し、破壊の痕跡を辿たどっていく。元々は台所だったらしい場所に出て、転がっていた鍋を抱え上げてスープを飲み干し、崩れた竈かまどの上にそっと置いた。シェパーズパイ特製のスープは魔法少女になってからでも美味い。

　キッチンから廊下へと出てネフィーリアは思わず顔を顰しかめた。破壊の跡がとびきり酷い。ここまでは、どれだけ壊されていても元がなんであったのか推測できるくらいの残骸が残っていた。ここには残骸すら残されず、床板から基礎まで全てが抉えぐられその下の地面までが削られている。前面にドリルを配置した地底戦車を全力疾走させたような破壊痕が真っ直ぐに本館を横切り、崩れた天井や倒れた柱が遠慮がちに隠そうとしているが全く隠れていない。足跡の上に降り積もる淡雪の如ごとくだ。

　上を見ると二階の天井が見えた。完全に崩れていないだけでも大したものだ。

　床から破壊痕の上に飛び降り、膝から伝わる衝撃に奥歯を噛み締める。じんわりとした熱を足の裏に感じ、ネフィーリアは顰しかめ面つらを一層歪めた。破壊された痕跡が熱をもっている。どうやら地底戦車ではなく光線兵器によって破壊されたらしい。

　痕跡を辿って歩くと徐々に破壊の跡は細くなっていき、こんなことなら態わざ々わざ降りるんじゃなかったと溜息を吐きながら壊れかけの床上に上がり、やがて破壊の跡は消え、ネフィーリアは目を細めた。破壊、というほどのものではないが、床にぶつかった跡がある。痕跡は点々と続き、ぶつかりながら転がっていったのでは、と思わせた。

　更に辿る。ところどころに飛び散る血液は、床や壁だけでなく天井にまで付着し、被害者の傷の程度を示していた。ぶつかり、転がり、床の上を滑って破壊されたドアへと繋がる。ネフィーリアは杖でドアの残骸を打ち払い、部屋の中に足を踏み入れた。

　人が倒れている。なぜかバスローブを着ていた。場にそぐわない服装はドリーミィ☆チェルシーの変身前のものだ。壁によりかかり、力なく項うな垂だれていた。ネフィーリアは近寄り、しゃがみ、手首をとって首を横に振り、両手を合わせて頭を下げた。

　チェルシーがよりかかる壁を見上げて溜息を吐ついた。壁には人型に赤黒い染みが残っている。両手に相当する部分は深く大きくひび割れていた。恐らくぶつかる際に両手を叩きつけたのだろう。つまり受け身をとったのだ。血で人型を作るほどの重傷を負いながら。

　ネフィーリアはバスローブの胸元を開き、身体をあらためた。チェルシーの身体は前面が肩から腹にかけて大きく切り裂かれ、尻の下にまで溜まるほど出血していた。しかし切り口は矢尻のように削られた小さな石で縫い付けられ、ステープラーの要領で止められている。チェルシーの持っていた「星」を使って血止めをはかったのだろう。

　受け身の跡と血止めの処置は、彼女が最後まで生きようと全力を尽くしていたことを教えてくれたが、その事実はかえってネフィーリアを暗あん澹たんとした気分にさせた。頑張って、頑張って、結局死んでしまったというのが観測者としては一番堪えるのだ。即死を避ける身体能力、それに絶対諦めない精神力が、苦痛に塗まみれた最期を招いてしまう。

　──さて。

　足を取る。まだ温かい。彼女がつい先程まで生きていたことを示していた。生々しさは気色の悪さに通じるが、今は文句をいえる立場にない。ひたすら擦る。

　口から、というより鼻から通った音に片目を眇め、首を傾げた。音の連なりが歌であると気付くのにしばしの時間を要した。途切れ途切れで声は掠れ、冬のキリギリスよりも力が弱い。限りなく鼻歌に近く、しかもネフィーリアの知る楽曲ではなかった。

　死に際に歌。錯乱していたのだろう。ベテランでも死に際となれば錯乱くらいする。意味のあるものとも思えない。もっと先に行くべしと擦る速度を一段階上昇させる。途中「チェルシー」という固有名詞が出てきたことでなんの曲かを察した。これはオリジナルテーマソングかなにかだ。いたたまれなくなるが続けなければならない。

「いつだってピンチ……でもきっと来る……魔法少女だから……助けてチェルシー……」

　声が止まった。喉の奥になにかが詰まったかのように声が出てこない。ネフィーリアは喉に手を当て、何度か咳ばらいをした。特になにがおかしいというわけではない。なぜいきなり声が出なくなってしまったのか。差し出された手が混乱に拍車をかけた。壁に寄りかかっている妙齢の女性が手を伸ばし、ネフィーリアの腕を掴んでいた。

　ネフィーリアは息を呑んだ。女性は鬼気迫る表情で手に力を込めた。蒼あお褪ざめた唇を震わせ、途切れそうになりながらも縺もつれることなく言葉を繋いだ。

「聞こえた……チェルシー……に……」

　呟きのような声が、やがて囁きになり、蚊の鳴き声よりも小さくなって消えていく。

「助けを……求め……声……」

　最後まで言い切ることなく項垂れた。ネフィーリアは女性の足から手を離し、懐から取り出した灰色の実をグチャリと握り潰し、次から次へと女性の口へ押し込んだ。

　──こいつ……！

　死んでいた。死者への接触を生なり業わいとするネフィーリアが間違えることはない。確実に絶命していた。一から十まで余さず狂っている。狂っているが、魔法少女とはそういうものだ、ともいえる。魔法少女信仰、精神力、経験、それに加えて物理的なプラス要素──受け身、止血、強きょう靭じんな肉体とド外れた体力がギリギリで魂を繋ぎ止め、最後に名指しで助けを求めるという一押しを足したからこそ帰ってこれたのだ──のだろう。

　なににせよ戻ってきた者を再び送り返す理由はない。働けるなら働いてもらうべきだ。女性の肌は次第に生気を取り戻していく。指先がぴくりと動いた。





◇クランテイル






　クラリッサは助からなかった。誰にも死んでほしくない、などという願いが叶うはずもないことはクランテイルが誰より知っている。生き物は死ぬ。それでも死んでほしくない。マーガリートにも恋々にも、誰にも死んでほしくない。灰色の実を一つ、一口で飲み干した。果汁が鼻腔の近くにまで込み上げて若干沁しみた。

　マーガリートは女神と対峙したまま動かない。攻めあぐねている。理由は恐らく女神が繰り出そうとしているなんらかの技か魔法だろう。クランテイルの方に気を逸らし、不完全な形で攻撃を誘い出すことでマーガリートの攻める隙を抉こじ開ける。

　頭の中でルートを形成、クォーターホースからスプリングボックに下半身を変化させ、加速する。マーガリートが「やめろ」と叫んだ。クランテイルの蹄音に気付き、声をかけたのだろう。クランテイルは構わず駆けた。隙を作るためには攻撃を打たせる必要がある。頑丈さ、自在性、回避能力、総合すればクランテイルこそがその役目に相応しい。

　ただ、それでも、マーガリートがクランテイルの身を案じてくれたことは嬉しかった。そして心はより強く固まった。まずはクランテイルが向かう。決まりだ。

　スプリングボックからチーターに変身、体高を変化させることで敵の狙いをぶれさせ、加速もする。瞬間的なスピードはクランテイルの手に余る域に達した。足を着き、蹴り上げる。枝葉や土が緩慢な速度で舞い落ちていた。右側へ寄り、女神の側面を狙う──が、目が合う。女神がクランテイルの方へ向き直っている。

　反応は想定より上だ。だがこのまま攻撃を受ける気はない。盾役、囮役に最適なのは自分である、というのは「客観的に見ればそうだ」というだけのことで、自己犠牲精神とか自殺願望から動いたわけではない。勝ちへ繋がる道は細くとも存在しないわけではない。

　クランテイルは誰にも死んでほしくない。そこにはクランテイル自身も含まれている。仲間達から助けてもらった大切な生命だ。絶対に無駄使いはしない。

　と、女神の視線が僅かに動いた。クランテイルではない。クランテイルの背後、右斜め上の方向だ。葉が鳴った。枝が折れる。女神は構えを解き、上空から飛来した矢をステッキで叩き落とした。クランテイルはピューマに変身、高々と跳び、空中でクモザルに変身、長く器用な尾で背中を狙った矢を掴み取る。地面に、幹に、枝葉に、所かまわず霰あられのように矢が降り注いだ。どこかを狙ったというものではない。一面に撃ち込まれている。

　速度をのせた跳躍は一跳びで樹上に達し、長い爪をかけて枝を掴み、身体を回転させ、その途中で背後を確認した。恋々が複数の矢を番え、弓を引き絞っているのが見えた。

　クランテイルは枝から枝へと移動し、再度放たれた矢の一本を尻尾で掴む。なぜか恋々がクランテイルのことも狙っている。女神が矢を叩き落し、マーガリートは地面を転がった。二人が戦っていた周辺はハリネズミのように矢が突き立っていた。全員が恋々に狙われている。なにが起きているのか理解ができない。今、恋々がやっていることにどんな意義があるのか全くわからない。

「恋々！　よせ！」

　マーガリートが叫ぶが、恋々は止まらない。上空十メートルから地面すれすれまで一気に降下し、その間も止まることなく立て続けに矢を放つ。纏めて放たれた範囲対象の矢や鱈たら撃ちとは違い、一射一射が必殺の気迫を持って魔法少女達を狙う。女神は払い落とし、マーガリートは地を跳ね、クランテイルは樹上を駆けながら尻尾で打った。一射目を目隠しに放たれた二射目を猿の手で掴み取り、三射目は自前の右手で打ち払う。速い。僅かでも油断すれば貫かれているだろう。

　恋々から隠れるように木の枝を伝って移動、幹に続けて矢が刺さった。

　マーガリートは混乱している。避けるだけで手いっぱいだ。クランテイルは比較的狙い難い場所にいるからマーガリートに比べて余裕があるというだけで混乱の度合いは大差ない。なにがあっても動じる様子の無かった女神の魔法少女でさえ戸惑っているように見える。恋々の目的を理解できている者がこの場にいない。

　恋々は縦横無尽の動きで空から木々の間、地面すれすれまで飛び回っていた。なぜか幸せそうに微笑んでいる。おかしくなってしまったのか。それにしては動きが冴え渡っている。低空飛行からマーガリートの背後に回り、矢を撃った。マーガリートがそれを回避し得たのはクランテイルから見ても奇跡に近い。会心の一射だった。

　マーガリートが蜥蜴とかげのように地に伏せる。矢はマーガリートが一瞬前までいた場所を通り過ぎ、女神の眼前に迫った。女神はスカートの裾を振るって命中寸前で矢を叩き落す。これら一連の流れに瞬き一つ分の時間も要さない。

　恋々は、マーガリートを狙い、合わせて目隠しにすることで女神をも狙った。味方であるはずのマーガリートも、敵であるはずの女神でさえも予想できないえげつないやり口だ。しかしそれだけに女神の動きが崩れた。下半身に柔らかさを残してステッキで打ち払うという「余裕をもった防御法」が間に合わず、バランスの悪い緊急回避を強いられた。

　恋々の狙いは相変わらずわからないが、乗じることはできる。クランテイルはクモザルから豹に変身、恋々からの死角をキープしたまま木の幹を駆け下り、巨大な鰐に変身、大きさが極端に変化したことで女神との距離を一気に詰め、尻尾を振るう。

　マーガリートが合わせた。地に伏せた苦しい姿勢から石を投げつける。女神はバランスを崩しているが、それでも杖を振るって石を弾き、返すステッキで矢を叩き落とした。空いている手で鰐の太い尾をがっしりと掴み止め、分厚い鱗の上から握り潰さんばかりに力を加える。クランテイルの身体がふっと浮きかけた。尻尾の長さだけで二メートルを超える恐竜さながらのイリエワニが片手で振り回されようとしている。

　クランテイルは鰐からヌタウナギに変身、分泌された粘液によって女神の指がずるりと滑り、拘束から逃れた。一連の攻防によって女神は更にバランスを崩した。マーガリートが膝立ちから猛烈な勢いで踏み込み、突きを入れ、杖で受け止められる。

　クランテイルは虎に変身、女神へ襲いかかる。女神は未だ粘液に塗れた手で首元の柄を掴み、土と一緒に引き剥がした。女神の首から血が迸ほとばしるが、傷口の深さに比べると大人しい出血だ。血は既に止まりつつある。マーガリートが斬りつけ、払い、女神はそれに対応して杖を振るうが力の込め方が足りていない。バランスを崩し、前後から挟まれ、矢にも狙われている。集中ができていない。やるならここしかない。

　文字通りの「搦からめ手」だ。空いている片手に粘液を擦りつけてやった。針は頑丈な皮膚に通らないかもしれない、毒にだって耐えられるかもしれない、しかしどれだけ頑丈な身体であろうと粘液に塗れていれば滑ってしまう。真正面から斬り合えば勝てない相手であっても、武器を掴むだけでいっぱいいっぱいという状況なら話は違う。クランテイルは虎の前脚を上げた。女神は斧の柄をしっかと握っている。土塊は鋼色の刃となって形作られ、ぐんと大きさが増した。柄を掴む手が僅かにズレる。滑っている。把持し切れていない。

　──これなら！

　お互いがお互いを捉える。今まさに攻撃し合おうという時、音も無く恋々が降り立った。

　瞬き一回の三分の一にも満たない時間、クランテイルは呆気にとられて動きを止めた。恋々はごく何気なく両手を開き、すっと虎の胴体を抱き締めた。なにをしているのか問いかける間は無かった。女神が斧を振り下ろし、血がしぶいた。所々が朱に染まった白い羽がはらはらと舞い散る。

　恋々は微笑んでいた。背中を割られ、口からも血を流し、それでも笑っていた。

「駄目……家族……」

　クランテイルは恋々を抱えて跳び退った。魔法少女の両腕に抱かれ、もう恋々は動かない。それでも笑っていた。マーガリートが細剣を振るい、女神がそちらに向き直る。

　恋々が自分を庇かばったのだ、という事実は、認めたくなくても認めざるを得なかった。恋々がなにを狙って動いていたのかは今もってわからないままだったが、それでも恋々はクランテイルを守ったという事実が動かされることはない。

　仲間達と同じだった。「ファッキンドール！」と怒ってばかりだった那な子こはリオネッタを守って死んだ。「ペチカさんの手を傷つける者は許さない。そう約束しましたの」言葉の通り、リオネッタはペチカを庇って死んだ。ペチカは、クランテイルを庇った。不思議と満足そうな笑顔を浮かべて事切れた。恋々の笑顔とそっくりだった。

　地面がぐらりと揺れる。マーガリートが女神へ向かう。女神が杖を横に掲げた。声が漏れた。自分の声と気付くまでに時間がかかった。声が徐々に大きくなる。誰にも死んでほしくはなかった。強引に攻め、恋々を盾にしたのは誰か。

　声が大きくなる。耳を塞ぎたくなる。マーガリートの目が大きく見開かれる。女神がこちらへ向き直った。クランテイルは吠えた。怒り、憎しみ、悲しみ、全てがないまぜになって外側へと飛び散りながら大きな渦を作っている。渦はまだまだ大きくなる。

　ホッキョクグマに変身、叩きつけるように腕を振るい、斧で受けられるのも構わず、切り割られた掌を頭頂部に叩きつけ、片膝をついた女神に向けてアフリカ象の前脚を振り下ろした。





[image: 第二十章　予定外、予想外]







　その魔法少女達は一切の頭髪を持たなかった。

　禿とく頭とうの魔法少女というのは珍しいながらも皆無ではない。特定の宗教をモチーフとしていたり、魔法による攻撃を受けて焼け焦げたり抜け落ちたりしてしまったり、他者の髪を武器として使う魔法少女から攻撃を受けないよう予あらかじめ剃そっていたり、様々なパターンで禿頭になることがある。そしてもう一つ、謝罪の意を込めて剃てい髪はつする場合があった。

　一人目の魔法少女は有名ケーキ店のロゴがプリントされた袋を右手に提さげ、二人目の魔法少女は有名和菓子店の包装紙に包まれた四角い箱を捧ささげ持ち、三人目の魔法少女ははみ出しそうな楷書体で「反省文」と書かれた茶封筒を小脇に抱え、全員が一様に俯うつむき、沈ちん鬱うつな表情で、葬送行列のように静々と廊下を進み、扉の前で三人並んで立った。

　三人は扉にかけられたプレートを眺め、眉根を寄せ、あるいは舌打ちをした。

「なんだよ当分留守にしますって！　遺産？　島？　知らねえよ！　空気読めジジイ！」

「アテナウェイブの期間限定モンブラン買うのに何時間並んだと思ってんだよ！」

「ふっざけんなよ！　反省文に今日の日付書いちゃったじゃねえかよ！」

　禿頭のカツラを外して暑そうに手で扇ぎ、あるいは忌いま々いましげにカツラを叩きつけ、三人は部屋の主にひとしきり毒を吐き、怒りの発露は少しずつトーンダウンしていき、やがて冷たい表情と落ち着いた声を取り戻し、誰も通らない廊下で額を寄せた。

「まあいい。作戦は失敗したわけじゃない。依然継続してるわけで」

「反省したふりして管理部門長室訪ねて内側から隙を突くってのはやっぱいい案よね」

「爺さんなんてのはね、若い女の涙に弱いもんよ。管理部門長様だなんて突っ張ってても中身は同じよ。これが上手くいけばあたしらもエクストリーム情報窃盗を成功させた魔法少女として魔法少女狩りと同じくらい名前は売れるし、仕事もひっきりなしに──」

　魔法少女三人は反社会的な密談に熱中していたせいで気付かなかった。部門長室の扉が青く光り、同時に歪み、人頭大の穴が開き、魔法少女達が反応するよりも早く引き寄せ、吸い入れ、悲鳴諸共内側に取り込み、また歪み、まるで初めから存在しなかったかのように穴が消え、ぽとりと落ちた禿頭のカツラを除き、なに一つ無くなってしまった。

　柱の陰からこっそりと覗き見ていた魔法少女はふるりと身体を震わせ、右手に持ったのっぺらぼうのパペットも主と同じようにふるりと震えた。

「おっそろしい……やっぱり管理部門は噂通りの怖い所ですよ」

　後ろから身を乗り出して一部始終を見ていたそばかすの魔法少女は首を横に振った。

「怯えることはない。恐らくは敵対的な意志を持つ者に対してのみ発動する仕掛けだろう。心の底から管理部門長と仲良くしたいと思っている我々が近付いてもどうということはないはずだ……が、まあ好き好んで留守中の部屋に近付く必要はない」

　そばかすの魔法少女はそれだけいうと、管理部門長室に背を向け、来た道を逆に歩き出した。手にパペットを嵌はめた魔法少女は慌てて後ろについていく。

「帰るんです？」

「留守ならしょうがない。今度はアポを取ってから来るとしよう。顔を合わせるくらいは可能な限り早く済ませておきたがったが」

「島かどこかに行っているらしいですけど、急ぐならそっちに押しかけちゃいます？」

　そばかすの魔法少女は歩きながら俯き、顎に手を当て、しばし考え、顔を上げた。

「ただでさえ気難しいらしいから機嫌を損ねそうなことはよしにしておこう。なに、噂通り不正が嫌いな人物であれば、膿うみを取り除いた人事部門は受け入れてもらえるだろう」

「ははあ。まあ、それでいきますか。ところで吸い込まれた人達大丈夫ですかね」

「以前、魔王塾の連中が数十人単位で取り込まれた時は三日で解放されたそうだ」

「またとんでもない……」

　二人の魔法少女は小声でぼそぼそと話しながらその場を後にした。残された禿頭のカツラが、抗議するかのように、ころり、と転がった。





◇曲岡統太






　マーガリートから本館へ向かうようにいわれた。ならば全力で本館へ向かう。

　イオールの手を引いて最高速度で走った。鋭い葉で腕を切るかもとか、尖った枝が頬に刺さるかもとか、普段気にするようなことは一切気にせず、早く走ることだけを考えた。正確には考えもしなかった。とにかく足が動くに任せた。

　まず最初に目にしたのは、本館ではなく、羊だった。めぇめぇと鳴く羊が、何匹か固まって暢のん気きそうに草を食べていた。羊といえばパステルメリーだ。この島で羊が飼われているなんて聞いていないし、きっとパステルメリーの羊だ、と統とう太たは思った。

　殆ほとんど交流が無く、ろくに言葉を交わしたこともないパステルメリーの名前を覚えていたのは、彼女が灰色の実泥棒の第一容疑者として挙げられていたからだ。実際、あの時の状況を考えればパステルメリーくらいしか犯人がいない。容疑が本当だったとして、自分のことしか考えないろくでもない大人、ということになる。

　そこまでわかっていたけれど、それでも統太は足を緩めなかった。泥棒で、ろくでもない大人であっても、今頼ることができるのはパステルメリーしかいない。学校の図書館にあったマンガことわざ辞典で知った言葉「溺おぼれる者は藁わらをもつかむ」だ。

　羊の間を通り、枝と葉でいっぱいの場所を抜け、ひらけた場所に出た。太陽の光にパッと照らされ、統太は目を細めた。周囲を確認する前に、誰かが叫んだ。

「危ない！」

　横から飛びついた誰かにイオールと二人抱きかかえられ、ゴロゴロと地面を転がり、掴んだ誰かが背中から木にぶつかって止まった。回りそうな目をどうにか前に向けて、統太は見た。アラビアの踊り子みたいな魔法少女が空に浮かび、魔法使いのお爺さんがその下に、隣にはふわふわもこもこのパステルメリー、周囲にはいっぱいの羊、あとはよくわからない器具だったりガラス瓶だったりが置いてある。地面には見たこともない模様が赤だったり青だったりのペンキで描かれ、見ているだけでも頭が痛くなるほどいっぱいの線が引かれていた。魔法使いと魔法少女は、皆、とても驚いた顔で統太達を見ていた。

　学生服の魔法少女が「いたた」と背中を摩さすりながら立ち上がり、統太とイオールを離した。

「そこにある半透明のおぼんみたいなものは危ないから触っちゃ駄目ですよ」

　学生服の魔法少女が指差す先を見た。すぐそこだ。一メートル半くらいのぼんやりしたなにかが、地面から五十センチくらいの位置に浮いている。統太は彼女の言葉に返事をせず、今いわなければならないことを急いで話した。

　すぐそこで女神の魔法少女と戦っている人達がいるということ。彼女達を助けに行ってあげてほしいということ。ここにいる魔法使いと魔法少女がどうしてここにいるのか、ここでなにをしているのか、気になることは山ほどあったけれど、それを訊くよりもこっちの方が大事だ。途中からイオールが加わり、痛いくらいの力を入れて統太の手を握りながら一緒に話してくれた。統太も同じくらいの力で握り返しながら、唾を飛ばして、そのことを謝りもせずに、話して、話して、話した。

　マーガリート達を助けに行ってあげて欲しい。一緒に悪者をやっつけて欲しい。

　話している途中で、どん、と大きな音がして地面が揺れた。統太とイオールはお互いに支え合い、慌てて後ろを振り返った。樹が何本も吹き飛び、落ちていくのが見えた。また大きな音がして、揺れた。樹が落ちた音だ。

「メイが行く」

　踊り子風の魔法少女が、音の方を見ながら顔色も変えずに呟つぶやいた。

「誰もついてくるな」

　そう付け加え、しゅん、と姿を消した。他の誰かが口を挟む暇は無かった。魔法使いのおじいさんが忌々しそうに地面を踏みつけた。

「近過ぎる。時間が無い」

　パステルメリーが不安そうに首を動かし、お爺さんの方に顔を向けた。

「ど、どうしましょう。準備は中断して、その、逃げますか？　子供達もいますし」

　逃げる理由として挙げられた子供達、統太は「ぼくらのことは気にしないで」と告げ、イオールは「手伝えることならなんだって手伝います」と続けた。

「それに……」

　顔を動かし、空を見上げた。黒い煙が棚引いている。前に見た時より近付いていた。

「逃げる場所も、そんなにありませんから」

　パステルメリーははっとした顔で、統太とイオールに小さく頭を下げ、魔法使いは「今は猫の手でも必要だ」と頷いた。

「我々はこの島から脱出するために即席の門を作ろうと考えている。準備はまずまず整った……まずまずな。今からそのための儀式を執り行う。ああ、エネルギーに関する不安はほぼ無くなった。そこには近づかないように。触れれば取り込まれる」

　統太はイオールの手を引き、半透明のお盆から離れた。魔法使いは髭を揺らして頷いた。

「不幸中の幸いだ。魔法使いの補助者が増えた。娘、学まなび舎やで習ったことは覚えているな」

　イオールは服の袖口に手を入れて、パッと外に出した。指の間には、文字のような紋章のようなものが描かれたカードがずらりと挟まっている。

「お任せください、ラギ師。学校で習った以上をお見せできます」

　かっこよく宣言した次の瞬間、ふらりと倒れそうになるのを学生服の魔法少女が後ろから支え、イオールの口元にガラス瓶を持っていき、中に入っている濃い紫色の液体を飲ませた。それはなんですかという統太の質問には「養毛剤です」という言葉が返ってきた。





◇ミス・マーガリート






　大木のような「象の足」が、目を背そむけたくなるような殺意を込めて振り下ろされた。一発、二発、と体重をかけて容赦なく踏みつける。一発目は女神の右肩、二発目は女神の右二の腕にそれぞれ命中し、クランテイルはいよいよ敵を潰すべく象の足を振り上げた。

　だが打たれつつも女神の態勢は整いつつあった。一発目は頑丈な肩で受け、二発目は腕を盾にして止めた。魔法少女であろうと踏み潰される勢い、重量、それに魔法の力を加えて打ち込まれたフットスタンプに対し、ガードで対応できるのは女神なればこそ、だろう。骨の一本どころか皮の一枚さえ傷ついていない。

　怒りに任せた攻撃には強さがある。魔法少女にとっての怒りとは、時として力そのものだ。しかしクランテイルの強みは攻撃力の高さではなく、変身による自在性、柔軟性こそが本分である、とマーガリートは認識している。そういった意味では攻撃力に偏重した現在のクランテイルは極めて危うい。恐らくは補給の重要性、自分に灰色の実が必要なことさえ忘れてしまっているのではないだろうか。

　斧を握った右腕に力が籠こめられようとした瞬間を狙い、マーガリートは走った。するりとクランテイルの股下を潜くぐり、超低空から突きを入れ、女神はトンボ返りでそれを避け、遅れてクランテイルの踏みつけが地面を揺らした。

　女神はバックステップで逃げる。クランテイルはライオンに変身してそれを追い、マーガリートはいつでも介入できる距離を保ちつつ木から木へ跳びながら追走した。

　枝を伝い、幹を蹴る。背後をとってクランテイルとの挟撃を狙う、という動きを見せて敵の警戒を誘い、行動を抑制させる。実際の狙いは別にある。マーガリートは一呼吸力を溜めてから幹を蹴り飛ばし、鋭い軌道でクランテイルに向けて飛んだ。腰に腕を引っかけて急停止し、ライオンの背に跨またがった状態で女神に対し向き直る。

「これを」

　クランテイルの顔に向けて押し付けるように、灰色の実を差し出した。縦横無尽に変身を繰り返して怪物相手に動き回れば、ダメージを抜きに力尽きてしまう。

　クランテイルは首から上だけを僅わずかに動かし、差し出された灰色の実を見た。

　ほんの僅かではあったが、怒りのボルテージが下がり、目には小さく理性の光が灯った。自分は戦い、敵を倒さなければならないという熱く濃い思いに、そのためには冷静になってこの実を食べなければならないという冷たい計算が一滴だけ加わった。

　冷静さの象徴として、単純な補給として、今のクランテイルには灰色の実こそが絶対に必要な物だ。だからこそマーガリートは差し出した。が、結果として隙に繋がった。

　マーガリートが差し出すと同時に女神が足を止めた。マーガリートが石を投げるフォームをなぞるかのような腰の捻り、腕の振りをもって、マイヤのステッキを投げつけた。

　マーガリートはクランテイルの背を蹴って上方向に跳んだ。渡し損ねた実を一口で齧り、ヘタを草の中へ投げ捨てた。クランテイルは虎から黒く光る蛇のような姿に変身し、高低差を利用してステッキを避けた。

　フォームだけならごく気軽にひょいと投げただけにしか見えなかった。が、マイヤの杖は音より速く空気を刺し貫きながら枝葉を吹き飛ばした。太い幹をへし折り、着弾地点で激しく粉塵を巻き上げるという速射砲もかくやの強烈な投とう擲てきだ。

　回避は唯一無二の正解だったろう。しかしマーガリートは実を渡すことができず、ただ樹上に逃れるだけが精一杯だった。クランテイルには補給がない。

　投擲から流れるように女神が突っかけた。クランテイルは蛇の尾を這はわせて女神の足元へ送り、女神は小さくジャンプしてそれを回避した。マーガリートは樹上から折れ枝を投げつけ、女神は空中で枝を弾き飛ばす。クランテイルは蛇の尾を鞭のようにしならせて女神の背中側から叩きつけ、女神は右の斧を背へ回してそれを嫌い、しかしクランテイルは斧の刃に切り裂かれてなお背中へ尾を叩きつけた。

　蛇の黒い尾が灰色がかった褐色に変化、形も変わる。大きな鰭ひれが空中を泳ごうとするかのように動いた。またも斧が振るわれ、血が飛び、鰓えらが切り裂かれる。そして同時に、女神の身体に震えが走り、ほんの一瞬、動きが止まった。

　クランテイルが蛇からデンキウナギに変化し、電流を流したのだ。

　女神が着地した。マーガリートは遅れて飛び降りる。クランテイルがさらに変身した。

　サソリの大バサミが女神の足を狙う。右は蹴り飛ばされて外殻を飛び散らせ、左は踏みつけられて粉砕され、毒針は頭突きで迎撃、こちらも外殻を砕かれクランテイルが大きく仰け反った。女神が斧を振ろうとするところへマーガリートが突きを加えんとし、クランテイルに振るわれるはずだった斧は頭上からの襲撃者に向けられる。

　が、マーガリートには攻撃するつもりもなければされるつもりもない。突きは見せかけだ。斧が振るわれる前に右手の蔓つるを引き、再び樹上へと舞い戻った。

　斧が振るわれた。空を切っただけにも関わらず、風圧と衝撃で樹木も枝もマーガリートも吹き飛ばされた。クランテイルは変身を切り替え、サソリから蜂に変身し、針の先から毒液を噴霧するも、女神は目前に斧を立て、斧の刃を盾のように広げて受け止めた。

　マーガリートは吹き飛びながら一本の枝を掴み、滑るように幹を降りた。樹の間を縫うように移動、障害物の上を監査部門流の歩法で通り女神の背後を狙う。

　クランテイルは虎に変身し、後方へ跳び、着地し、力が抜けたように膝をついた。右手を地面について身体を支え、顔面から泥の中に突っ込むことはなんとか防いだが、咄とっ嗟さに立ち上がることもできず、信じられないものを見る目を自分の掌に向けている。

　人間の少女がそこにいた。変身が解除されたのだ。もたなかった。





◇ナヴィ・ル






　始まりの魔法使いが残した遺物「壊れた歯車」は、安置されていた遺跡ごと「魔法の国」によって管理されていたが、盗掘のせいで行方不明になっていた。

　それを故こ買ばい屋や経由でサタボーンが手に入れていた。表沙汰になれば返却義務がある。サタボーンは報告をせず、物を外に出すことなく、研究材料とした。

　一部の学者にいわせれば不敬もいいところ、少なくとも当局に届け出なければならない事案だ。しかしよりによって手に入れたのがサタボーンである。始まりの魔法使いに対する信仰や崇拝など研究の前では塵ちり芥あくたなのだろう。

　ナヴィ・ルがサタボーンの所持する歯車の存在を知ったのはつい最近だ。サタボーンの杜ず撰さんさ、世間知らず、実験場との協力体制、頻繁に島を訪れることになったナヴィ・ルの立場、諸々に少々の幸運が無ければ知ることは叶わなかっただろう。

　サタボーンの死により、歯車の存在が表に出てしまえば、回収されておしまいだ。それでは旨味もなにも無い。

　ナヴィ・ルは旨味を求めた。それこそが本領だ。

　激しい破壊音が聞こえた。ナヴィ・ルは一旦術式を止めて本館の方を見た。

　フランチェスカの行動パターンを把握し、宝物庫から持ち出した剣を持てば、クラリッサが負けることはない。ナヴィ・ルがコマンドを用いてフランチェスカを停止させるのではなく、居合わせた魔法少女が退治する方が通りが良い。この島にいる者を皆殺しにしてしまうわけにはいかない以上、可能な限り流れを自然なものにする。

　破壊音が続いた。地響きが靴の裏から伝わってくる。

　波が打ち寄せ、塩の匂いと白い泡を飛ばしてから引いていく。

　妙な落ち着きの悪さがある。なにか不測の事態が起きようとはしていないか。頭の中で一つ一つの情報を吟ぎん味みし、問題はないはずだという答えを出したが、それでも落ち着きの悪さが無くなってくれるわけではない。ナヴィ・ルは灰色の実を袖で拭き、二口齧かじった。口の端から垂れ落ちようとする果汁を懐紙で拭ぬぐい、丸めて岩礁に向けて放り、風に吹かれて紙屑は戻ってきてナヴィ・ルの脛すねに当たり足元に落ちた。舌打ちをし、紙屑を拾い上げ、ポケットに押し込んだ。

　島の南側に顔を向けた。黒い煙が何本も棚引いている。

　不測の事態はけして少なくない。予備の門が使えなくなってしまったことに始まり、なぜか起こった火事もそうだし、灰色の実を食べ続けていなければ倒れてしまうという状況もそうだ。予想に反して生存者が多過ぎる、曲まが岡おか統太という少年がイオールと仲良くなってしまった、ネフィーリアが取引を持ち掛けてきた、数え上げていけば片手の指だけでは足りなくなってしまうだろう。それでもコントロールはできている。

　呻き声が聞こえ、ナヴィはそちらを見た。地面に寝転がったマナが苦しそうな表情を浮かべて身動ぎしている。これもまた想定外の存在だった。

「タフだな」

　思わず独ひとり言ごちた。監査部門で捜査員をやっているというのは伊だ達てではない。

　睫まつ毛げがぱさぱさと上下に動き、徐々に瞼まぶたが開いていく。マナが意識を取り戻した時、いかにも助けていましたよというポーズをとるべく、ナヴィ・ルは傍かたわらに跪ひざまずき、灰色の実を彼女の口元へ近づけた。ほどなくしてマナの両目が開き、顔を左右に動かし、灰色の実に気が付くなり齧りついた。まるで獣だ。

　灰色の実を食べ尽くし、ナヴィの膝に手をかけマナは半身を起こした。

「どうなって……いったい、なにが……」

　また揺れた。二人は同時に本館の方を見た。





◇ネフィーリア






　ドリーミィ☆チェルシーの介抱を試みたのは心情的な理由も当然あったが、それだけではなかった。ネフィーリアは、というよりフリーランスの魔法少女全般は、いついかなる時であれ実利を求める。ドリーミィ☆チェルシーは使える存在だ。

　親鳥が雛鳥に餌を与えるように、チェルシーに灰色の実を食べさせながら、ネフィーリアは思いを巡めぐらせた。

　この島に来て初めてナヴィ・ルと顔を合わせた時、あの男は魔法の絨じゅう毯たんに乗ってふわふわと浮いていた。それ以来、基本的に魔法の絨毯とセットでいたが、さっき見た時は二本の足を使って歩いていた。マナという余計な荷物があるにも関わらず、魔法の絨毯を使っていなかった。手に持ってすらいなかった。

　ナヴィ・ルには、なんらかの理由で魔法の絨毯を手放す理由があった。突発的な事故、という気はあまりしない。ローブにも汚れが少なく、本人にも焦りが見えない。られ子の残した言葉と合わせて考えれば見えてくるものがある。

　空飛ぶ絨毯を使い、必要としている何らかの品物を安全な上空に浮かべ、空を保管庫代わりにしたのではないか、という結論に行きつき、ネフィーリアはすべきことを自覚した。ネフィーリアは空を飛ぶことはできない。恋れん々れんなら空を飛ぶことは可能だが、彼女はクラリッサと共にいる。今、恋々にだけコンタクトをとって動かすことは難しい。

　そこでドリーミィ☆チェルシーだ。この狂った魔法少女は星型の物体を飛ばし、その上に乗って空を飛ぶことができる。ナヴィ・ルの必要とするなんらかの物を手にし、ナヴィ・ルに対して有利に立つためには、ドリーミィ☆チェルシーの飛行能力が必要だ。

　チェルシーは肘をついて上半身を起こし、灰色の実に手を伸ばして掴み取り、自らの口に運んだ。死体そのものだった頃に比べて血色はだいぶ良くなった。魔法少女に変身し、目にも力が戻ってきている。それでも平時であれば即刻入院級の大怪我だが、今は平時ではない。

　そこから更に五つの灰色の実を平らげ、チェルシーは横座りの姿勢をとり、ふうと息を吐き、灰色の実の果汁で汚れた両手と口元をネフィーリアの前垂れで拭き清め、前を見、驚きの声をあげてネフィーリアを指差した。

「あなた……なんで……えっ、ひょっとしてあなたが助けてくれたの？」

　ネフィーリアはくししと笑った。それを理解してくれているなら話は早い。

　ネフィーリアは説明した。チェルシーが死にかけていた──実際は間違いなく死んでいたのだが、その辺を話し始めると長くなる上、ネフィーリア自身も完全に理解していたわけではないため、死にかけていたことにした──こと、クラリッサと恋々が女神の魔法少女を退治するために向かっていったこと。ここまで話すとチェルシーは飛び出そうとし、ネフィーリアは腰に抱き着いて押し止とどめた。

「戦うなら……必要な……ある……」

「どこに？　どこにあるの？」

「おそらく……空の上に……隠して……」

「じゃあ取りに行かなきゃ！　早く行かなきゃ！　案内して！」

　女神はクラリッサが始末する。チェルシーが一生懸命働かなければならない理由は無い。しかしそんなことを教える必要などナヴィの毛の先ほども無いのだ。





☆パステルメリー






　人が増えた。まずはパジャマ姿の女性と小さな亀、魔法少女の７な７な５こ３さんにテプセケメイだ。亀にうがい薬を舐めさせると踊り子風の魔法少女に変身した。ただし以前見た時よりも姿が二回り縮んでいる。そして亀の百倍くらいうるさく騒ぎ、鼻をつまんでどうにかうがい薬を飲んだ７７５３の方は、なにかが足りていないように思えた。学帽に学ラン、学生服モチーフの魔法少女として過不足は無いはずなのに、なぜかしっくりこない。しかしそれがなにかは思い出せない。重要だった気もするし、そうではない気もする。

　とにかく気にしている時間は無い。パステルメリーの考え事はただでさえ時間がかかる。忙しい時はとにかく働き、後で余裕ができれば考える、でいい。

　それに魔法使いの子供が二人加わった。これでパステルメリーが儀式だのなんだのの補助をしなければならないという最悪の中の最悪は脱した。自分のことは自分が一番理解している。自信があるとか無いとかいう問題ではない。ミスが許されない状況には、パステルメリーという魔法少女は驚くほど不向きだ。絶対にやらかすという自覚があった。

　こんな時に情けないことだとは思うが、今すぐ自分自身を変えられるわけもない。メリーは自分がやるべきことをやる。即すなわち、働かせるため、いざという時の盾にするため、延々と羊を描き続けるのだ。

　周囲で行われている相談、森の方から聞こえる爆音、全てをシャットアウトし、ここで画家生命が終わっても後悔はしないよう気と力と魔法を込めて羊を描き、合間合間に育毛剤だったり咳止めだったりを飲む。味も飲み心地も全て無視する。

　一際体の大きな羊を描き、ふと顔を上げた。ドリーミィ☆チェルシーの声が聞こえたような気がした。すぐに首を横に振り、羊の描画を再開した。チェルシーのことを思い出すなら後でいい。今すべきは「後」ができるように頑張ることだ。





◇ドリーミィ☆チェルシー






　あっちだったかも、こっちだったかもと、ふらふら空の上を飛ばされた。

　星形の小さな石の上に乗り、ネフィーリアを背負って空を飛ぶ、というのは、普段ならいくらでもできる。しかし今のチェルシーは普段のチェルシーではない。身体をばっさりと斬られたせいで可愛らしさが激減していた。動くだけでいっぱいいっぱいだ。しかも空は高ければ高いほど寒くて冷える。今のチェルシーには不向きな場所だ。

　なのにネフィーリアはこき使う。いかにも場所はわかっていますよという感じで自信いっぱいだったのに、いざ探す段になって迷ったりする。これでは困る。

　ネフィーリアがあっちかもと指差し、チェルシーがぶつくさいいながらそちらへ向かい、ネフィーリアがこっちかもと指差し、チェルシーがぶつくさいいながらそちらへ向かう、ということを数回繰り返し、ようやくそれらしき物を見つけた。見つけたのはネフィーリアではない。チェルシーが見つけた。本当にネフィーリアは役に立たない。そもそも限りなく悪者側に近い魔法少女だったはずで、助けられた恩義さえなければ無視して良かった。

　ただ、見つかったなら話は変わる。

　雲の上にふわふわと浮いている絨毯には小さな木箱が置いてあった。蓋を開け、チェルシーは「わあ」と驚きと喜びの混ざった声をあげた。

　一見するとなんてことはないただの歯車に見える。しかし内に秘めた確かな可愛らしさが伝わってくる。アニメ化を果たした魔法少女数十人分に相当するであろう凄まじいキュートとポップだ。血の少なさと寒さで白くなっていたチェルシーの頬に赤みが差した。

　ネフィーリアはくししと笑った。聞きようによっては可愛らしいといえなくもない。





◇ミス・マーガリート






　女神相手に真っ向から戦っていた半獣の魔法少女はもういない。ボロボロの学生服に身を包んだ小柄な少女が、自分の無力さに歯噛みし、振り下ろすことのできなくなってしまった怒りを胸に抱え、息も絶え絶えになって泥の中で膝をついている。

　マーガリートは長々と息を吐いた。想定していた中の最悪ではない。むしろ良い方だ。チャンバラの真っ最中、そこまでいかずとも駆けたり跳んだりしているタイミングで変身が解除されれば、よくて重症、悪ければ挽ひき肉にくになっていた。

　女神はマーガリートの方へ身を捩り、斧の刃を向けた。この殺人鬼は変身できなくなった魔法少女を認識しない。クランテイルはある意味安全圏に逃れたといえる。

　マーガリートは灰色の実を一口齧り、後方へ跳んだ。追いかけるように斧が振るわれ、樹木と土砂が吹き飛び、女神の後方にいた学生服の少女が飛ばされていった。たとえ余波といえども人間が浴びせられて踏み止まることなどできはしない。せめて死なない程度に軟着陸してくれることを祈るしかない。

　マーガリートは残りを一口で全て齧り、右手に付着した果汁を一振りで払った。

　女神はまだ全力で戦うことができない。怪我を負い、斧は一本、しかも粘液でぬめって持ち難にくそうだ。しかし、それでもマーガリート単独での勝利は果てしなく難しい。

　森を斬り割る一撃を一つ一つ丁寧に対処していき、その過程で皮を剥はがれ、肉を削そがれ、骨を折られ、戦力を徐々に低下させ、しかし敵は徐々に戦闘能力を取り戻していく。無策で戦えば、今までをもう一度繰り返すことになるだろう。

　時間をかければかけるほど不利になる。行くしかない。

　マーガリートは息を止めた。右への踏み込みから力を溜め、解放──

「待ちなさい！」

　マーガリートがたたらを踏み、女神は声の方に顔を向けた。木の枝や葉に遮さえぎられながらも姿が見える。地面から十メートルは上で滞空している。直径五十センチ程度、不格好な星型オブジェの上に乗り、魔法少女が腰に手を当て仁王立ちで見下ろしていた。

「重ね重ねの理不尽な暴力！　もう絶対に許さないんだから！」

　マーガリートは「やめろ」という声を喉の途中で押し止め、飲み込んだ。限界を超えて血ち塗まみれになり戦っているマーガリートから見てさえ、彼女の姿は死んでいないことが不思議としか思えなかった。血が抜け過ぎているせいで顔だけでなく手足まで重病人のように青褪めている。コスチュームは切り裂かれ、石の杭で不器用に修復されていた。恐らくはその下の肉体もズタズタだろう。顔も服も靴下まで余すことなく赤黒く汚れ、前髪はべったりと額に張り付いていた。ステッキは持っておらず、靴も無い。

「ドリーミィ☆チェルシーに……」

　たっぷり十秒は溜め、その間に片足を上げ、両手を組み合わせてポーズを作った。

「お任せよ！」

　女神が口元を歪めた。笑っているのか、それとも嘲あざ笑わらっているのか。

　チェルシーの足元の星が音を立てて回転を始め、女神に向けて真っすぐ突っ込んだ。

　女神は数センチほど足を上げ、地を踏み締めた。割れんばかりの勢いで地面が揺れ、マーガリートは姿勢を低くしてそれに耐えた。続けて女神は鳥が羽ばたこうとするかのように右の斧を真横に開いて構え、即引き寄せ、両手で柄を持ち、顔の前で縦に構えた。

　斧の動きによる風圧にマーガリートは顔を顰しかめ、次いで発生した爆発的な衝撃に呻き声を漏らした。斧の刃部分が色の濃さを際限なく増していく。マーガリートの呻き声が苦悶の声に変化した。目を惹かれる黒色だ。見覚えがあった。魔王パムの羽だ。

　チェルシーは粉塵を巻き上げ木々を吹き飛ばし突っ込んでくる。女神は上段に構え、踝くるぶしまで地面に沈む勢いで足を踏み締めている。受け止めるような態勢だ。

　チェルシーの側に策があるようには見えなかった。足元で回転する星は、ハンドメイドで拵こしらえた姑こ息そく的なオブジェにしか見えず、全体的な姿は自じ暴ぼう自じ棄きの末に暴走している者のそれとしか思えない。女神の斧は、開いたスタンスに合わせて広がり、黒さを増し、なにもかも飲み込むかのように蠢うごめき、のたうっている。粘りと強さと鋭さと頑丈さを全て併せ持ち、破壊力となって敵を粉砕する魔王パムの羽そのものだ。

　凄まじい速度で進む事態のただ中にありながら、マーガリートは不思議と緩慢な時間感覚で自分がなにをすべきかを考えていた。

　女神にとって、この斧の変化、魔王の羽形態ともいうべきフォームは常用できないとっておきのはずだ。マーガリートとの何度かの戦いの中で一度たりとも見せてはいない。これを使われ続けていれば、マーガリートが今ここに立っていることもなかっただろう。つまり使わなかった理由がある。

　弱敵には使わないという拘りがあるのか。違う。今まで模倣と再現を繰り返し暴れていた彼女の姿を思うに、そのような強い拘こだわりがあるとは到底思えない。

　なんらかの反動があるのか。しかし斧と斧で爆発を起こして飛行するなどという向こう見ずな真似をする魔法少女が、どうして自分へのダメージを恐れるだろう。

　消耗が激しいからか。この島ではただでさえ魔法少女が消耗しやすく、力を使い尽くしてしまえば変身の維持もままならなくなる。鉄や火薬に変化させるのと、魔王パムの羽に変化させるのとでは、力の消費が違っていないわけがない。

　消耗を嫌ってのことというのが最もありそうに思える。もしそうだとすれば、チェルシーとぶつかり合った直後、女神は疲労困こん憊ぱいしている可能性が高い。そこで攻撃を仕掛ければ、致命傷を与えることができるかもしれない。

　そこまで計算し、しかしマーガリートの肺は、喉は、声を張り上げていた。

「チェルシー！　やめろ！」





[image: 第二十一章　曲げず曲がらず]








◇ネフィーリア






　ちゃんと返すから、という言葉を一応は信じ、歯車はチェルシーに預けた。いうことを聞かなければなにをするかわからない魔法少女相手に無理を通そうとは思わない。

　チェルシーは──今コンクリートを削り出して作ったばかりの──不格好な星型プレートの上に跳び乗り、ネフィーリアはチェルシーの腰を抱いて後ろについた。二人乗りにはギリギリのサイズだ。
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　二人の魔法少女を乗せ、風を切って星が飛ぶ。大怪我を負い、全身が痛み、それでも痛みより高揚感が上回っていた。

　本館の窓から外に出、裏手の森、即すなわち戦いが行われていた場所へ、星に相乗りで赴おもむいた。

　回り込む形で音のする方へ飛び、低空飛行でこっそり駆けつけ、遠間から視認、状況を把握するにつれ、高揚感は引き退さがっていき、代わって痛みが表に現れ、全身を苛さいなんだ。

　ネフィーリアは目を疑ったが、どれだけ疑おうとも現実は動かない。女神は怪我を負いながらも動き回り、殺人鬼を退治しているはずだったクラリッサはどこにも見当たらず、恋れん々れんもいない。そう、恋々がいない。星の上から見下ろしながら右の拳を力いっぱい握り締めた。あらん限りの力を込めて握ろうと痛みさえろくに感じない。

　余裕が無くなった。状況から考えられる以上に追い詰められている感触があった。チェルシーが「マーガリートを助けるため向こうへ行く」と言い出したため慌てて飛び降り、ネフィーリアは周囲を見回した。女神から目を付けられないよう精一杯身を屈かがめ、獣のように二本の手と二本の脚を使って移動しながら恋々を探した。

　地面に、樹木に、恋々の矢がそこかしこに突き立っている。生々しい戦闘の痕跡はかえって嫌な予感を加速させた。どうしてこうなっているのか。ナヴィ・ルにはめられたのか、と自問しても、そんなはずはないという結論に至るだけだ。あの状況下、恋々だけを死地に送らんとする理由は無い。

　間違いなくナヴィ・ルは事態を収拾しようとしていた。実験場の魔法使いが深い部分で事件に噛んでいたことは疑うべくもない。だからこそネフィーリアはナヴィ・ルとの交渉を試みた。あの男は女神に対しても自信を持っていた。無謀者の根拠なき自信ではない。陰険で疑い深く謀略に塗まみれてオスク派で生き抜いてきたろくでなしの自信だ。

　ナヴィ・ルでも予想し得ないなにかが起こったのか。そうだとすれば、ナヴィ・ルでさえ予想し得ないのに、それ以下の情報しか持たないネフィーリアが予想できるはずがない。

　叢くさむらから叢へ、樹木の陰から陰へ、地面は断続的に揺れ、その度に動きを止めて地に伏せる。心臓が張り裂けてしまいそうだ。死がすぐそばにある。右手で胸を押さえ、今はまだ止まってくれるなよと願い、恐怖を押し殺してまた動き出す。戦いの場はまだ遠く、しかしいつネフィーリアのいる場所が攻撃されるかわからない。

　揺れにも恐怖にも倒れることなくネフィーリアは移動し、一際太く背の高い樹の陰に寝かされている人物を発見した。ネフィーリアは強く唇を噛んだ。強がりの笑みさえ込み上げてはこない。無残な姿になったクラリッサだった。変身は既に解除されている。息を確かめようという気にさえならないほど遺体は損傷していた。ドリーミィ☆チェルシーの起こした奇跡でもこれでは無理だ。

　──間違いない。

　予期せぬなにかが起こった。クラリッサが死んだとして、ならば恋々はどうなったのか。ネフィーリアはそろそろと頭を上げ、爆音と地鳴りの中心地に顔を向けた。

　恋々がいるとすれば、戦いの中心だ。背の高い草木、折れた木々、土と砂の小山、様々な障害物が視界を塞ふさいでいるため、遠間から目だけで探すのは困難だろう。しかし今のネフィーリアが戦いの中心へ向かったとして、それは自殺以外の何物でもない。

　ミス・マーガリートが女神とやり合っている。ネフィーリアから見れば、双方ともなにをしているのかよくわからないとしかいえないくらいに動きが早い。

　戦いには介入できそうにない。ならばより多くの情報を得ておくべきか。クラリッサに触れようと身を屈め、大きな音に再び顔を上げた。爆発だ。なにかが吹き飛ばされている。学生服を着た少女が高々と宙を舞っていた。

　少女の姿を認めた瞬間、ネフィーリアは傷ついた身体を押して駆け出した。

　着地点を見極め、そこにスライディングで滑り込み、小さな身体を抱きかかえ、慣性によって数メートル移動、身体を前後に反転させ、木の幹に背中からぶつかった。

　痛みに呻うめきながら少女を見下ろした。変身は解除されているが、顔を忘れてはいない。クランテイルだ。苦しそうな表情で目を瞑つむっている。意識が無い。灰色の実を食べさせるべきか、と考え、懐に手を入れようとし、通りの良い声に反応して顔を上げた。

　ドリーミィ☆チェルシーが星形プレートに乗って宙に浮いている。なにやら口上を述べてから足元の星を飛ばして女神へ突っ込んだ。





◇ミス・マーガリート






　チェルシーはポーズを解除し、制止しようとしたマーガリートに掌てのひらを向け、押しとどめた。マーガリートは反射的に足を止めた。星飾りを含めたチェルシーの身体全体が、恒星のように光り輝き、次の瞬間、凄まじい爆発が起こった。

　マーガリートは倒木を背で砕き折り、肩から岩に当たり跳ね飛んだ。土砂と共に舞いながら空中で身体を回転させ、飛んでいこうとした帽子を掴み取り、マントを樹の幹に巻きつけ勢いを殺す。枝の上に右爪先だけ使ってふわりと着地、帽子の庇ひさしを引いて舞い落ちる土砂から顔を保護しつつ、爆心地へと向き直った。

　チェルシーは頭を先にして宙を飛んでいた。カタパルトで射出された物体のように、数十メートルの距離を綺麗な放物線を描き木々の向こうへと消えていく。意識を失い、運動エネルギーに身を任せて抗あらがおうとさえしない。その表情は満足そうに微笑んでいた。

　マーガリートはチェルシーの方に駆け出そうとする足を止め、爆発の方へ爪先を向け、そこにあったものを見てチェルシーが満足そうにしていた理由を知った。彼女は仕事をした。マーガリートはまだ仕事を終えていない。ここからだ。





◇ネフィーリア






　チェルシーと女神が接触し、凄まじい爆発が起こった。

　ネフィーリアは少女を下にして地に伏せた。枝や土や石に背を打たれ、またもや呻きながら顔を上げると、今度はチェルシーが放物線を描いて飛んでいる。変身は解除されていないものの、意識があるようには見えない。なんで私ばかりがと毒づきながら走り出し、落下地点でチェルシーの身体を受け止め、先程よりは無ぶ様ざまに、ごろごろと地面を転がってどうにか勢いを殺し、仰向けで静止した。

　痛みに耐え、咳せき込みながら身体を起こそうとし、右手で木の幹を抱えた。掌の感触に右の眉を上げ、上体を起こしながら右掌を顔の前に持っていく。泥に塗れた鳥の羽を握っていた。ネフィーリアは眉根に皺しわを寄せ羽を睨みつけた。元は白かったであろう羽が汚きたならしく土色に汚れている。

　大きく立派な羽だ。この島で目にした鳥は総じて小さく、こんな羽を持つ鳥はいなかった。乱れ続けていたネフィーリアの心臓が、一際大きな音を立てた。下唇を噛み、唾液で濡らし、口を開き、息を吐いた。鼓動は落ち着いてくれそうにない。

　右手に左手を合わせ、羽を挟んで両手で擦った。

「駄目……家族……」

　恋々の声が、彼女の言葉が、ネフィーリアの口から出た。恋々の羽を擦ることで、ネフィーリアの魔法が発動してしまった。

　ネフィーリアは奥歯に強い力を込めて噛み締めた。体調が万全であれば奥歯を噛み砕くくらいはできたかもしれないが、今のネフィーリアにはそんな力も残されていなかった。





◇ミス・マーガリート






　木も土も吹き飛んだ直径十メートル程度のクレーターの中央に女神は立っていた。口角がすっと上がり、口の端から赤い液体が一滴零こぼれ、二滴三滴と続き、赤い泡を伴いごぼごぼと口の中から、もっと奥から溢あふれ出し、喉から胸元にまで垂たれ落ちた。

　斧の刃が半分だけを残してすっぱりと切断されている。残った黒い刃は蠢いているものの、動きは鈍く、黒色は徐々に薄らぎつつあった。女神は前のめりになって咳き込み、肩口に刺さった歯車から血が吹き上がった。

　歯車だ。固く頑丈、アフリカゾウのフットスタンプもマーガリートの刺突も受け付けなかった女神の肉体を深々と切り裂き、鎖骨を割って突き立っている。

　明らかに魔法の品だが、それだけではない、異様な存在感があった。遠目に見ていても、そこだけにピントが合って周囲はぼやけているかのようだ。

　マーガリートは理解した。チェルシーは星形コンクリートを加速させ、そこに埋め込んでいた歯車を女神に叩きつけたのだ。魔王パムの羽、女神の腕力、頑丈さ、全てを貫き、歯車が突き刺さってくれると信じ、やってのけた。

　あの歯車が一体何物であるのか、マーガリートは知らない。しかし今はそれを考えている場合ではない、ということはわかる。身体は脳よりも先んじて、走り、枝を蹴って地へ、細剣をひらめかせて着地点の倒木を真っすぐに切り揃え、それに足を突き、魔法を使って折り曲げ、発射台に使った。自前の脚力と魔法の力を合わせて女神へと跳ぶ。

　女神は血を吐きながら身体を捻り、マーガリートに向けて斧の残骸を振るった。

　鈍い。振るう速度が今までになく緩慢だ。当たれば死ぬ、という点は変わらずとも、充分に対処できる。半身でかわし、二撃目をしゃがんで回避、柄による突きは小さく跳んで対処、本降りの雨のように降り注ぐ土砂の中で敵を睨みつけた。

　見せかけではない。敵は間違いなく弱っている。息も絶え絶えだ。

　女神は苦しげに突き刺さった歯車へ右手を伸ばし、マーガリートはそれに合わせて突きを入れた。突きを払おうとする苦し紛れの斬撃を右へ避け、左へ避け、跳びながら倒木を斬り裂く。移動の途中、斬り裂いた倒木に爪先を掠かすめ、魔法を発動させた。真っ直ぐに裁断した倒木が九十度曲がり、女神の後頭部を直撃、木屑となって散らばる。

　到底致命傷ではないが、今の女神ならばバランスを崩すくらいの衝撃はある。マーガリートは女神の膝を右足で踏みつけ、そこを起点に左足で肩へ駆けあがり、最後に力を込めて鎖骨、突き刺さった歯車を踏みつけた。

　肉の感触が足の裏から伝わってくる。まだ固く強い。肉によって歯車を押さえつけ、これ以上進まないように留めている。痛みはあるはずだろうに、女神の表情──この場にそぐわないぼんやりした笑顔──から窺うかがい知ることはできない。

　マーガリートは歯車を踏みつけた反動で跳び、枝を掴んだ。女神は反撃さえできずによろめき、叢に背中から倒れ込んだ。がさ、がさ、と葉は擦ずれの音を鳴らし、そのまま身体を起こすことなく茂みの中を移動していく。

　逃がしてはならない。これ以上の好機はもう訪れないだろう。畳みかけにいくべき時だ。マーガリートは枝から枝へと伝って渡り、上から女神の動きを捉えようとした。嵩かさにかかって攻めるのと雑に攻撃するのは違う。どれだけ弱っていても油断していい相手ではない。

　草の揺れ、ちらちらと草葉の上に出る白いトーガ、黄金色の髪、様々な要素から動きを読み取る。女神は移動しながら懐に手を入れなにかを取り出し、口にした。灰色の実か、それに相当する別のなにかか。マーガリートの方を見てさえいない。精一杯惑わそうとしているのか、頻繁に向きを、進行方向を変えている。

　マーガリートは灰色の実を一口齧かじろうとして思い留まり、懐に戻し、そのまま樹上から滑り下りた。着地し、右足で地面を強く踏み、その衝撃で飛び上がった小石の一つを、とん、と足の甲に置き、女神に向かって蹴り飛ばす。女神は這いずりながら振り向き、苦しい姿勢で斧を振るい、小石が砕け散った。石の欠片かけらが舞い散る中、マーガリートは斧が戻る前に踏み込んだ。まず刺突、女神は左の拳で迎え撃とうとし、マーガリートはマントを翻ひるがえし一歩退いてかわす。

　一歩後退することで足に力を溜め、より強く踏み込んだ。細剣による刺突、を警戒させ、斧の動きをコントロールし、また踏み込み、息のかかる距離で右足を上げる。

　踏みつけるようにして歯車を蹴り込んだ。噴水、とまではいかなかったが、水鉄砲のようにひゅっと血が飛び、女神とマーガリートの顔をまだらに汚す。女神は立ち上がりながら蹴りつけ、マーガリートは即座に後退、間合いをとって空振りさせた。

　鋭い痛みを感じ、マーガリートは右足を見下ろした。バターナイフのような刃が足の甲を貫いていた。柄から刃の中程まで深々と地面に埋まり、刃部分を上にして剣が地面に突き立っていた。その刃、三十センチ程突き出した刃物の上に、マーガリートが足を乗せてしまったのだ。痛みに遅れて疑問が押し寄せる。

　マーガリートならば、戦っている最中であろうと刃が触れた瞬間に足を戻すくらいはできる。だが、現実にできていない。刃があまりにも、異常に、鋭かった。普通の物ではない。魔法少女由来の武器だとしてもおかしい。ならば、これはいったいなんなのか。

　ほんの僅かな時間だが混乱した。敵の得え物ものは把握している。マイヤの杖は先程手放していた。他には自前の斧くらいでこんな武器は持っていなかったはずだ。ならば茂みの中に落ちていた物を利用したことになる。これを使うために茂みの中を移動していたのか。どうしてここにこれが落ちていることを知っていたのか。

　魔法少女同士の戦闘では僅わずかな隙が命取りになる。ましてや、相手が女神のような常識を超える存在であれば──たとえ相手が重傷者であろうと──三度か四度は死ぬ。

　女神は立ち上がり、刃の欠けた斧を振り被った。マーガリートはそれを見上げた。一切視線を動かさず、女神に目を向けたまま、彼女の背後から静かに忍び寄るぼんやりとした影のようなものを捉えていた。

　風に吹かれてふわりと飛ぶ踊り子のような姿──テプセケメイだ、と気付いた時には女神の背後、死角から間近に迫っていた。煙のように身体を伸縮させ、歯車が突き立っている傷口に向けて、するり、と手を伸ばし、到達する寸前、女神が半分だけ残っていた刃を背後に向け振るった。刃が炎となって真っ赤に燃え上がり、テプセケメイの全身を舐め、踊り子の姿を瞬時にかき消した。

　マーガリートは呼吸と心拍を整え、冷たい目で敵を見据えながら構えをとった。足の傷が熱と痛みをもって存在を主張しているが、無視した。考えるべきは手傷による悪影響ではない。テプセケメイの無事を祈っている時間も無い。





◇ネフィーリア






　爆発の中心地へ目を向けた。細剣を構えたマーガリート、斧を振り上げた女神、その後ろから忍び寄る踊り子風魔法少女──テプセケメイだ。ネフィーリアはられ子の三段スライド金属杖を伸ばし、槍投げの要領で女神に向けて投げた。

　結果を見届けている暇は無い。身を伏せ、草に隠れながらチェルシーを抱えてクランテイルを置いてきた位置まで移動、そこから素早くクラリッサの遺体があった場所へ戻り、木の陰に二人を寝かせ、自分も隣に寝転んだ。

　恋々の羽を擦り、ネフィーリアの魔法が発動した。それが意味するところは、つまり、恋々はもう生きてはいない。クラリッサが殺されていた以上、充分に予想できたはずだったが、それでもネフィーリアの心臓は暴れた。胸を押さえ、家か禽きんが鳴くように荒く息を吸い、吐き、喉元まで込み上げた吐き気を無理やりに落とし込む。

　必要なのは悲しみや嘆きではない。怒りや復讐心ですらない。

　意識して呼吸を整える。今のネフィーリアには冷静さが必要だ。冷静さは冷酷さにも繋がる。やらなければならないことは残らずこなす。

　クラリッサの遺体の右手小指から爪を一枚毟むしり取った。魔法を使う材料になる。今、ネフィーリアの魔法を使っている時間は無いが、後々必ず必要になる。たとえ小指の爪一枚といえど、子供の遺体を傷つけるのは本意ではない。が、本意ではないからといって顔を背けている場合ではない。酷であろうとやらなければならないことは残らずこなすのだ。





◇ミス・マーガリート






　女神がマーガリートに向き直ろうとし、マーガリートの頭越し、正面から飛来した棒状のなにかを叩き落とした。三段スライド式の金属杖が弾かれ、木肌に当たって跳ね返り、地面に突き刺さった。誰が投げたのか、は考えない。

　マーガリートが前に出た。女神が身を捩る。

　マーガリートは左手を軽く丸め、手の甲を相手に向けた。いかにも掌になにかを隠している、という風に見えているはずだ。実際隠し持っている。マーガリートの足裏から甲まで貫通したバターナイフのような剣を地面から抜き、手と腕を覆いにして隠し持っている。

　なにを見るでもなく、広く全体を捉えていた女神の視線が僅かにブレた。マーガリートの左半身をより強く意識している。マーガリートは強まった意識を感じつつ、左掌を敵に向けて開き、掌から剣を滑らせ、くるりと半回転、柄を握った。

　この剣がなんであるのかは今もって判明していない。しかし特別な物である、という見立ては当たっていたようだ。女神に強く意識させるくらいには特別な品だ。

　二人の魔法少女は同時に踏み出した。マーガリートは勿論、女神の方も、地面を揺らすような踏み込みではなく、泉の上に落ち葉を一枚落とすように、静かな一歩を踏んだ。
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　マーガリートは左の剣を突き入れる。女神は半身でそれを受け、肩の辺りに剣が刺さった。ほぼ抵抗なく刃が肉の中へ沈んでいく。

　刺した、というよりは、受けられた。しっかり急所は外されている。

　女神は刺されながら左の拳を振り上げた。マーガリートは剣から手を離す。元よりこちらは本命にあらず。右へ回り込み、敵の眼球に向けて細剣を繰り出した。

　女神は細剣を目で追い、頭を振って紙一重で避ける。千切れた黄金色の髪が数本飛んだ。彼我の距離は無い。細剣や斧ではなく、組打ちの近さだ。女神は勢いのままマーガリートに組み付こうとし、マーガリートは細剣を捨て、右親指の先で女神の耳に触れた。

　バターナイフのような剣はわかりやすい餌だ。敵に対して有効であると考えたからこそ、一定以上の意識を奪うと考えた。それを餌にして渾身の眼球突き、もまた餌だ。この攻撃は、たとえ避けられたとしても、こちらの右手を相手の頭に近付けることになる。

　マーガリートは触れた親指を離すことなく、人差し指、中指、薬指、まで使って女神の耳を掴んだ。女神はマーガリートの動きに構うことなく掴みかかろうとし──バランスを崩してたたらを踏んだ。襟元に触れかけた指が空を掻く。

　監査部門の教導部隊には代々受け継がれている技がいくつかある。歩法であったり、呼吸法であったり、縛法であったりする。耳を掴んで敵の動きをコントロールする、という術技もその一つだ。師範を務めていたマーガリートは当然身に着けている。

　掴んだ耳から敵の状態が伝わってくる。肉体の強さ、違和感のある身体の造り、全てを把握し、微細な変化から敵の動きを読み取り、それに先んじてこちらが動く。実際は完全にコントロールなどできていない。しかしまるでコントロールしているかのようにあしらい、敵を取り押さえる。

　前のめりに躓つまづきかけながら腕を振り回し、膝を入れようとし、肘を落とそうとし、自らの耳を引き千切ろうとすらし、そういった女神の動き一つ一つに対処、徐々に敵の重心を狂わせていく。

　これだけでは決め手にならない。ここからだ。

　マントで足首を捕らえ、捻り、マーガリートは自らの身体も回転させ、空中で更に腰を捻り、地面に向け落ちようとしていた細剣を掴み取った。距離を離さず右足で着地、脳内麻薬の分泌によって痛みを無視、女神の裏拳は屈んで避け、滑り込んで肘を回避した。

　体の動くに任せているように見えて計算が働いている。左肩に刺さったままのバターナイフ剣を取らせないよう、女神の側でもマーガリートの動きを抑制している。だが、それならそれで問題は無い。バターナイフには最初から最後まで囮おとりを演じてもらう。

　落とした拳をすかして前のめりにさせ、マーガリートは右へ逃れた。女神は今にも倒れそうな姿勢から足を振り上げ、こちらの腹へ脛すねを叩きつけようとする。マーガリートは動きとタイミングを合わせて今度は後方へ逃れ、左手に握った細剣の柄に僅かな力を込めた。背後に回った暗殺者が標的の喉元へナイフを埋めるように、静かな動きで刃を返し、突き立ったままの歯車に、歯車によって作られた傷に向けて刺し入れる。

　傷口の中へずぶずぶと細剣が埋まっていく。掴んだ耳から痛みと衝撃が伝わる。

　女神は勢いよく足を下ろした。マーガリートを背負い、投げようとするが、マーガリートは前へ回り、刃に力を込めた。鎧のように固められた堅牢な肉の隙間を進み、肉よりも硬い骨を避け、刃が埋まっていく。

　女神が口の端から血を溢こぼした。マーガリートは細剣から手を離し、拳を握ってがつんと柄を叩き、離す間ま際ぎわに刀身を撫で、魔法を発動させた。

　女神の体内で細剣が曲がった。抵抗する力が弱まる。女神が左手を前に出し、なにも掴むことなく握り締めた。

　体内で九十度曲がった細剣の先端は、狙い過あやまたず心臓を斬り裂いた。

　血が溢れ出た。女神の身体が左右に、前後に、よろめき、顎が上がり、噴水のように大量の血を吐いた。上に向かって吐いた血は女神の顔を汚し、耳まで流れ落ち、これ以上の把は持じは難しいと、マーガリートは女神の頭を蹴って後ろへ跳んだ。

　マーガリートは大きく息を吸い、吐いた。全身が悲鳴を上げている。足の切傷は後々まで影響を残すかもしれない。耳を掴んでいた右手は数ヶ所にヒビが入っている。それ以外にも打撲と骨折があらゆる箇所を覆い、左の鼓膜も破れているようだ。

　たとえ全身くまなく怪我を負っていようとトドメを刺すことはできる。完全に息の根を止めるまで油断して良い相手ではない。マーガリートは一歩前に出た。女神は斧を振り上げ、下ろした。マーガリートに向けて振ったのではない。自分の身体に斧を打ち下ろした。

　マーガリートは小さく口を開き、すぐに閉じた。理解の外にいる相手だということは嫌というほど理解していた。これくらいでショックを受けていては何度殺されても足りない。

　トーガは最早白い部分を探すことが困難なほどまだらな朱に染まっている。歯車も、細剣も、バターナイフのような剣も、刺さったままだ。もう一つ、今振り下ろしたばかりの斧が、歯車の直下、握り拳一つ程下に突き立っていた。黒色に変化し、一定の間隔で動いている。脈打っている。

　女神は己の身体に刃を突き立て、機能を損なった心臓の代替としたのだ。ポンプとして血液を全身に送るだけでなく、恐らくは体内の傷口を覆って止血する役目も果たしている。顔を汚すような吐血もマーガリートの手を耳から外すためだったのかもしれない。

　マーガリートは目を細めた。全身の細胞を戦いに向けて引き戻す。この期ごに及んで敵を見誤っていた詰めの甘さを反省し、脳から指令を出す。もう一度戦いに臨む態勢を作るまでの所要時間は四捨五入してゼロ秒。

　女神が血塗れの顔で微笑み、監査部門の歩法で一歩踏み出し、そこから魔法少女式杖術の摺り足へ変化、滑るように距離を詰め、最後は新体操のように開脚して跳んだ。

　マーガリートはその場から動かずに敵を待ち、太腿に手を置いた。右腿の裏、隠し武器の短剣マンゴーシュに指が触れた瞬間、抜剣と刺突を一動作で行う。女神が半身で回避、右手を前に出した。かわせない速度ではない。全開で動いていた時とは拳速が違う。

　薄紙一枚分間合いを外して回避し、二人の魔法少女が背を合わせるように交錯、マーガリートは一旦距離をとろうとし、しかし、頭が、がくん、とその場に留め置かれた。関節を無視したような曲がり方をした女神の小指が、マーガリートの耳に引っかかっていた。

　なにが起こったかを理解する前に耳を掴まれていた。勢いよく頭を前に出して自分から耳を引き千切ろうとしたが、その場でたたらを踏み、叶わず、突き出そうとした短剣は力なく空を切った。

　マーガリートの身体は芯からぐらつき、揺れ、足を踏まれ、崩れたところへ軽く膝をもらい、身体をくの字に折って血を吐き、掌でぱしんと背中を打ち叩かれ、地面に叩きつけられた。動作の一つ一つは撫でるように軽いが、一見からは考えられないくらい受けるダメージが重く深い。

　耳から女神の手が外れた。千切れただけかもしれなかったが、今のマーガリートにはそれすらもわからない。とにかく束縛は解かれた。マーガリートは地に伏せながら短剣に指を這わせ、刀身複数個所へ同時に魔法を発動、稲妻のように折り曲げ、変形させた。





◇ネフィーリア






　しばしの間、呼吸だけに集中した。荒い息が静かになってくれない。怪我を負った箇所は当然として、肺が痛む。下手をすると穴が開いているかもしれなかった。

　恋々のことを考えないように意識すれば、どうしても恋々のことが頭に浮かぶ。だから恋々のことを考えまいとは思わない。恋々のことを考え、思いが少しでも力になることを望む。世の中には助けを求める声が聞こえたという理由で蘇よみがえる魔法少女さえいるのだ。故人の思い出を力に変えることくらいできないわけがない。

　ネフィーリアが煩はん悶もんし、ぜえぜえと息を吸って吐いている間にも地面は揺れ続け、劈つんざくような音が大気を打った。飛んできた小さな石がネフィーリアの背を打ち、三歩も離れていない場所に太い樹木が突き立ち、土煙が一帯に立ち込めた。それでも動かず、じっと待ち、ようやく身体を起こした時には音も無くなっていた。

　森の暗がりへと歩き去っていく女神の後ろ姿が目に入った。見るからにズタボロに傷つき、押せば倒れてしまいそうによろめいている。だからといって今なら勝てるとは絶対に思わない。

　ネフィーリアは女神がいなくなるまで呼吸を含めた全ての動きを止め、姿が見えなくなり、気配も消え去ってからようやく移動を開始した。じりじりと慎重に動き、音を殺し、女神のいた位置にまで這いずるように進む。茂みの中から飛び出ている膝から先に気付き、その上、仰向けに倒れている女性に近付いた。血に染まってはいたが、ロングＴシャツはミス・マーガリートが変身前に着ていたものだ。傍かたわらにはジグザグの滅茶苦茶に変形した短剣が落ちている。なにをどうすればこのような壊れ方をするものだろうか。

　口から血を流しており、恐らくは内臓を損傷している。胸は上下している。まだ息がある。ネフィーリアは灰色の実を手にし、彼女の口元へ寄せた。が、女性は右手で灰色の実を払い落とした。朦もう朧ろうとした意識の中で敵の攻撃と勘違いでもしたのか、とマーガリートの顔を見た。双そう眸ぼうには固い意志が込められ、ネフィーリアを見返した。朦朧としている者の顔ではない。ネフィーリアは身み動じろぎし、眉を寄せた。

「食べ……ないと……」

「いや、今は食べるべきではない」

　詰まることなく一息で話した。

「でも……」

「問題は足だ。片足が壊されているせいで歩くことができない。力を貸して欲しい」

　請こわれるまま、ネフィーリアは女性に肩を貸し、半身を起こした。身体に触れ、確信する。骨が折れて、それが臓器を傷つけている。気が狂わんばかりの痛みの中にあるはずだ。

　にも関わらず、マーガリートの声は落ち着き、言葉は冷たく静かだった。脳内麻薬で痛みを誤魔化すならば、もう少し言葉に熱があっていい。

「致命傷を負う寸前に魔法を乱用し、力の消耗から強制的な変身解除を狙い……ギリギリ間に合った。やはり、やつは魔力切れで変身できなくなった魔法少女を認識できない」

「でも……そのままだと……死……」

「敵が認識できなくなってから死角に移動し灰色の実を摂取すれば隙を突ける……と考えていたが、甘かった。足が無ければ移動すらかなわない」

「変身しないと……結局は……無理……」

「まだ、手は……ある。杖を投げたな？　投げた者がいるなら来ると思っていた」

「喋らない……方が……肺が……喉も……」

「やつの左肩におかしな形の剣が刺さっていただろう。あいつは……女神は、恐らく、あの剣を苦手としている。落ちている場所がわかっているなら素直に武器として使えばいいのに、罠として使用した。触れることさえ避けたかったのでは……」

　一呼吸溜めた。喉が鳴ったのは、血を飲み込んだのかもしれない。

「使いたくない物を罠にしなければならないほど追い詰められていたのだろう。あの剣は、まるで抵抗なくやつの身体に突き立った。人間のままでも刺し込めるはずだ」

　マーガリートは咳き込み、より盛大に血を吐き、ネフィーリアは脇から手を通し支えた。限界を通り過ぎている。

　マーガリートは血を拭ぬぐおうとさえせず、女神が消えた方を睨にらみつけた。

「肩を貸してくれ。女神が気付いたら私をやつの方に向けて突き飛ばせ。そこから先は相手の身体にもたれかかって肩の剣を抜く」

「無茶……」

「無茶でもやらなければならない。向かった先には本館がある。時間が無い。これまで何人が犠牲になった？　やつに殺された皆が少しずつ少しずつ傷をつけてくれたから今の機会ができた。機会を活かさなければ全員無駄死にになってしまう」

　マーガリートの言葉を聞き、ネフィーリアは訊かなければならなかったことを思い出した。そんなことを訊いている場合ではない、と思うより早く口が動いた。

「恋々は……」

「恋々も女神に殺された」

　ネフィーリアは担かつぐようにしてマーガリートを支えた。こちらの方が負担は少ないはずだ。二人の重傷者は、お互いに身体を支え合うようにして女神の立ち去った先へと向かい、歩き始めた。





[image: 第二十二章　終わりがやってきた]








◇ラギ・ヅェ・ネント






　本館の裏庭に簡易的な「門」を作る。

　と、これだけなら素朴な計画もいいところだが、実現には素朴ならざる手順を要する。

　内側から道を通すためには島を固めているサタボーンの結界に手を入れなければならない。公おおやけに流通しているサタボーン式の結界ならば術式から構成まで全てラギの知識の内にある。が、汎はん用ようの結界をサタボーン本人がそのまま使用するわけがない。意地の悪い改造がなされているに違いなく、ラギは解析と侵入と改かい竄ざんと再調整を全て一人で行わなければならない。入念な下調べができる時間はあるわけもなし、限りなくぶっつけ本番に近い。

　それ以外にも問題は山積していた。術者が不足し、術具が不足し、なにより時間が足りていない。時間にせよ資源にせよ限りある中でやりくりしなければならないのはどこの現場でも同じことだが、今回は限度を超えている。

　ラギは帽子の庇ひさしを引っ張り目ま深ぶかに被かぶり直した。太陽光まで鬱うっ陶とうしい。

「灰色の実が生なっている樹を使う」

「実を捥もいでくればよろしいですか？」

「果実の採取は必要ない、というより有害だ。実ではなく根を使う。灰色の実をつける樹木は事実上の同一個体、島の地下に根を張り全てが繋がっている。一本の根でも茎でもあれば、そこから力を吸い上げてやることができるはずだ。それを全て儀式に回す」

　この島を訪れて以来、灰色の実に悩まされないことはなかった。その恨みを晴らす、というわけではないが、利用できるのなら大いに利用すべきだ。樹木の力を吸い尽くして枯死させてやれば、これ以上魔法使いや魔法少女が衰弱しなくなり、一石二鳥といえる。

「島の地下に根が張り巡めぐらされている……であれば、一斉に枯れたりしたら地盤が崩れたりしないでしょうか」

「どの道、結界に穴を開ければ地盤以外の空間も多少歪む。だが文句をいう地主はいない。案ずる必要は無かろう。一応建物から離れておくくらいはしておけばよろしい」

　力場と根を接続させ、力を吸い上げたとして、それで全てが解決するわけではない。最優先すべきは時間の短縮であり、力はそこへ費ついやす。

　ラギは目だけ動かし周囲を見回した。７な７な５こ３さんと統とう太たは穴掘りに、パステルメリーは羊の量産に取り掛かっている。イオールは真剣な面持ちでラギを見上げていた。

　この場にいる全員で一斉に脱出する、という計画は成り立たない。時間も術者も不足している。統太とイオールを脱出させ、助けを求めさせる。イオールの家から働きかけて救助が出たとして、間に合うか間に合わないかでいえば間に合わないだろう。現身の素体によって島内の生存者が皆殺しの憂き目に遭あう方が早い。

　あと少しどうにか捻ひねり出せば、もう一人、脱出者に加えることくらいはできるだろうか。今ここにいない者は勘定に入れられないとして、となると７７５３かパステルメリーか。今のメリーは薄ぼんやりした印象が嘘のように一生懸命羊を描いている。７７５３は統太に指示を出し、まるで強いリーダーシップを持つ歴戦の魔法少女のようだ。

　どちらも「子供達の犠牲になって死んでくれ」と頼めば泣きながら頷くのではないか、という気がした。だが泣きながら頷くような魔法少女を犠牲にするのは全く本意ではない。

　ラギの考えを後押しするかのように、森の方でなにかが爆発するかのような音が聞こえた。間違いなく時間は無い。

「根っこ見つかりました！　そっちに伸びてます！」

「急げ！　とにかく急げ！」





◇ネフィーリア






　ネフィーリアはクズが好きだ。情に引きずられる人間味を持っているクズ過ぎないクズ、程よいクズが好きだ。そんなクズを眺めるのが好き、というネフィーリア自身もまたクズである、という自覚は当然持っている。

　傷つきながらも闘志を失うことなく敵を追おうとするマーガリートに手を貸し、自らもまた危地へ乗り込む、というのはクズらしくない。ネフィーリアの主義に反しているとさえいえる。マーガリートの気勢に当てられたとか、アグリや恋れん々れんといった好ましい仲ク間ズ達を殺されて腹を立てているとか、そういった理由の数々を差し置いても身の安全を優先してしまうのがクズのクズたる所以ゆえんであるはずだ。怪我を押し、マーガリートに肩を貸して共に進むというのは、むしろクズの対局にある。

　そういう意味で現在のネフィーリアは大変にブレているといっていい。しかし、軸が定まらず生き方に一貫性が無い、というのもまたクズである。つまり現状のネフィーリアはやはりクズのまま、ということになり、安心していいのだ。

　自分が正常な状態にあることを再確認することは重要だ。これから死ぬ魔法少女というものは良きにせよ悪あしきにせよ異常な精神状態にあることが多い。

　土と枯れ葉を踏む音が一定のテンポで森の中に響く。マーガリートはいつ死んでもおかしくはない体調ながらしっかりと歩を進めている。目には強い光がある。口は力強く閉じている。これから死のうとする人間には見えず、死を覚悟している人間にすら見えない。

　いや、と頭の中で訂正を加えた。死を覚悟すべきはネフィーリアの方だ。変身できなくなった魔法少女を女神が認識できないのであれば、攻撃されるのはマーガリートではない、ネフィーリアの方ということになるだろう。

　マーガリートもそれくらいの算段はしているかもしれない。もしそうだとすれば──と傍かたわらで歩く女性の表情を盗み見、ネフィーリアは「くしし」と笑った。

　クズの理屈で推おし量はかろうとはしない方がいい。どの道、ここから先はクズがクズとして暗躍できる領域ではない。ネフィーリアにとって真の意味での戦場が待っているとすれば、ここを切り抜けてからだ。





◇ミス・マーガリート






　ネフィーリアがマーガリートの顔をちらと見て「くしし」と笑った。なにがおかしいのか理解はできないが、補助してくれるだけでも感謝の気持ちで蔵が建つ。有難味を噛み締めることこそあれ、不可解な笑いの理由を訊くことはない。そもそも女神以外について考えを巡らせているような時間が無い。

　女神の足取りは全く傷を感じさせないしっかりとしたものだった。だがしっかりとした痕跡を残しているということは、監査部門の歩法を用いてはいない。それだけの余裕が無いのか、それとも重傷時は他のやり方で歩く方がいいと考えているからか。

　マーガリートの身体から血が流れ、というより抜け落ち、支えてくれているネフィーリアの体温に熱を感じる程度には身体の底から冷えていたが、失血により朦もう朧ろうとすることはなく、脳は普段以上に覚醒していた。少なくとも本人はそう感じていた。

　通常の魔法少女には無い女神の特徴は二つ。

　一つは魔法の力が完全に抜け落ちてしまっているものを認識することができない。

　もう一つは固有魔法にも匹敵する高い学習能力。

　一つ目は明確な弱点だ。二つ目も弱点になり得る。ドリーミィ☆チェルシーの戦闘法には精神と哲学が伴わないためオリジンより怖さが薄く、魔法少女式杖道マジカルステッキドーは本人の頑丈さが無視されているせいで攻撃に対しあまりに過敏になっていた。学び取ったものを使うべき場面で的確に使うことができていない。経験が足りていないせいだ。

　頭の中でシミュレートする。敵は武器を持たない。斧を振り回すことはない。素手による攻撃があるとして、マーガリートを模したものであれ、チェルシーを模したものであれ、クランテイルを模したものであれ、人間のまま回避することは不可能、となれば攻撃をさせずに取り付く必要がある。ネフィーリアにはマーガリートを押し出させ、彼女自身は回り込むようにして逆から女神の動きを牽制し、と考えたところで気が付いた。マーガリートはネフィーリアを囮おとりにするつもりでいたらしい。

　考えれば考えるほど囮は必要だ。本館にいる魔法少女が女神の注意をひいたとして、そちらに向かわれてしまうと今度はマーガリートの手が届かなくなってしまう。

　考える余地は無かった。マーガリートは一息吸い込み、顎を引いた。

「申し訳ない」

「……なに……が？」

「囮になって……注意をひいてほしい」

　ネフィーリアは返事をせず、小さく「くしし」と笑った。





◇曲岡統太






「根っこ見つかりました！　そっちに伸びてます！」

「急げ！　とにかく急げ！」

　皆が一生懸命自分にできることをしていた。漂ただよう焦げ臭さや強い日差し、たまに揺れる地面だったり、耳を打つ大きな音だったり、そういった諸々に追い立てられるかのように、動き回り、物を担かつぎ、指示を出し、相談し、絵を描いていた。

　パステルを走らせ羊を生み出し続けているパステルメリー、見た目からは考えられない腕力で力仕事を受け持っている７７５３、儀式について魔法使いの老人──ラギからレクチャーを受けているイオール、全員自分にしかできない特別な仕事をしている。

　魔法使いでもなければ魔法少女でもない、ただの小学生男子でしかない統太でなければやれない特別な仕事というものは存在しない。だからといって不ふ貞て腐くされたりへこんだりしてはいられない。こうなれば雑用ができるだけでも上等だ。もう本当に時間が無い。

　他の人にはなにがあったのか色々と聞かせて欲しかったし、統太の方からも話したいことは山とあったけれど、そういった情報交換をしている暇さえ惜しい。

　羊が一頭、統太の前を通り過ぎていった。他に比べると半回りくらい大きく、全体の肉付きもむっちりがっしりしている。金属製の大きなロッカーは、統太では持ち上げることさえ難しそうだったけれど、羊は重さに文句をいうこともなく背負っていた。

　ぼうっと見ているだけではクローンのように同じ生き物にしか見えないけれど、羊には個性があった。身体が大きいというわかりやすいものから、尖った犬歯を口元から覗かせているとか、光に透かすと毛がキラキラして見えるとか、顔つきが賢そうとか、やたらと鼻を鳴らしているとか、そういった微妙な違いだ。

　統太は羊に混ざって作業をしていた。無駄に羊の個性を見極めていたわけではない。羊の大きさだったり気性だったりに合わせて指示を出し、あれをこっちに持ってきてとか、そこへ運んでとか、要するに羊部隊のリーダーとして働いていたから、羊達のことを見ておく必要があったのだ。主であるパステルメリーは羊を生み出すのに忙しかったし、だからといって羊だけで働かせるには不安がある。要するに牧羊犬だ。

「ああ、それは向こうに運んでね。そこ、スペース開けておく必要があるらしいから」

　犬歯の鋭い羊は小さく頷き、自分よりも大きなプラスチックの容器を引きずっていく。

　きちんと言葉も通じるし、いうことを聞いてくれる。そもそも命令に逆らったり言葉が通じなかったりするような羊は勝手に出歩いて森の中だったりに行ってしまっているらしい。というかパステルメリーが生み出す羊のうち十分の九くらいが勝手に動いているため、残って作業を手伝うのは「良い子」で「できる子」ばかりだ。

　羊達と一緒に働きながら、ふと気付いた。森の方からふらふらと歩いてきた羊がいる。別に手伝ってくれるというわけではないらしく、せっせと働く仲間達をつまらなさそうに眺めていた。頭にはゴーグルがかけられていた。

　なんとなく見ていただけの統太は、ゴーグルに目を留とめた。目を細め、７７５３の方を見た。羊の方を見ようともせず、バリバリと音を立ててロッカーをパーツ分けしている。

　統太の記憶が確かなら、あのゴーグルは７７５３の持ち物だった。けれど本人が口に出さないということは、似ているだけで違う物なのかもしれない。

　統太は手を止めずに羊と７７５３を繰り返し見た。本人には絶対にいえないけれど、７７５３は注意力が不足しているように思える。自分のゴーグルが手の届く場所にあって、それでも気付かないということはありそうだ。

　そしてパステルメリーは７７５３にもましてうっかりしているように思えた。７７５３のゴーグルを預かっていることも忘れ、それを羊の頭にかけておいたことも忘れ、そのままにしてある。ありそうだ。

　不注意とうっかりが合わさって、というのは、考えれば考えるほどありそうだった。この島に来て会ったばかり、あまり話したこともない魔法少女達のことではあるけれど、そんな統太から見てもありそうだ、と思えるくらいなのだから、それはきっと本当にあってもおかしくないことなのだろう、と思えてしまう。

　統太は、よし、と膝を叩き、行き交う羊を避けて７７５３の方へ小走りで向かった。７７５３は近付く統太には目もくれずロッカーだった物に向かっている。

　目の前に統太が立ち「すいません」と声をかけても７７５３は手を止めず、一回り大きな声で「すいません」と声をかけ、肩に手を置いたことでようやく統太に目を向けた。

　統太は例の羊を指差した。

「あの羊なんですけど」

　７７５３の目が見開かれ、口が大きく開き、驚くほど大きな声で「ああ」と叫んだ。ラギとイオールがこちらを見た。パステルメリーはスケッチブックから顔を上げない。

　７７５３がふらふらとゴーグルの羊に近付いていく。羊は後ろ足を下げ、上半身を低く、７７５３に鼻づらを向けた。警戒しているようだけれど、７７５３は羊の動きにも構うことなく、もう一度「ああ」と叫んだ。一度目よりも大きく張った声だった。

「どこに行ったかと思えば……」

　７７５３が一歩近付き、羊が一歩逃げ、７７５３が一歩近付き、羊が一歩逃げ、このままだと逃げられるんじゃないか、と統太が横から口を出しかけた時には、７７５３は羊の目前に迫り、ゴーグルを手にとっていた。魔法少女は動きが速い。統太や羊の目にも留まらぬ速度で動くことくらい朝飯前だ。

　７７５３は震える手でゴーグルをかけた。目の前の羊がいななき、駆け出しても、全く気にしている様子は無かった。と、森の方からも羊のいななきが続き、数匹の羊が飛び出してきた。猛スピードで散り散りに逃げていく羊に続いて、のっそりと出てきた人がいた。

「あなたが落としたのは金の斧ですか？」

　誰かが息をのんだ。ラギが、メリーが、７７５３が、そしてたぶん統太も、その場にいる全員が、同じ方向を見て表情を凍り付かせた。

　女神のような魔法少女だった。髪は切れたり捩よじれたり、服はボロボロでゴミのよう、身体はどこもかしこもズタズタの血塗れで生きているのが不思議なくらいだ。

　鎖骨には工作で使う丸まる鋸のこみたいな物が、反対側の肩には見たことのない剣が深々と突き立っていて、胸には斧が刺さり、どくんどくんと脈打っている。そして丸鋸の傷口には剣が一本刺さっていた。その剣の柄を見て、統太の胸もどくんと脈打った。手を護るためのガードがついている。見覚えがある。ミス・マーガリートが使っていた細剣レイピアだ。

　女神がここに来ているということは、つまりそういうことだ。統太の胸で脈打つ心臓が強さを増した。女神は立って歩いていることが奇跡のような大怪我なのに、顔だけはさわやかな笑顔だった。寒さと、同時に熱さが身体の内側から溢れそうになり、統太は震えようとする拳をぎゅっと握り締め、女神を睨にらみつけた。向こうは統太の方には目もくれようとせず、摺すり足のように、けれど確実な足取りで前に進み、近付いてくる。

　ラギがぶつぶつとなにかを唱え始め、イオールが一秒か二秒くらい遅れてそれに続いた。

「それとも銀の斧ですか？」

　女神が、どん、と大きく足を踏み出した。





◇パステルメリー






　女神が大きく足を踏み出し、ほぼ同時、羊が一斉に走った。森の中から逃げ出した羊達とは逆方向に、女神に向かって群がっていく。動きは剃刀のように鋭く、蹄の音は重機のように力強い。なにせパステルメリーが生み出した羊の中でも精鋭の中の精鋭だ。人語を理解する知性、他者を思いやる優しさ、高い身体能力、羊のイメージを覆くつがえす勇敢さ、超能力者もかくやの感応力、ワタアメのようなふわふわの羊毛、全てにおいて高水準を誇り、だからこそ見敵必殺で即動いた。

　そして蹴散らされた。

　相手はもう斧を持っていない。身に着けている武器の類は彼女に突き刺さっているため振るうことはできないだろう。つまり素手しか攻撃手段を持たないはずだが、羊達は爆発物で吹き飛ばされたかのような勢いをもって四散した。一頭、二頭と紙でも裂くように破壊され、それでも挫くじけず他の羊が殺到するも予想される未来は変わらない。

　羊だけでは駄目だ。傷だらけで倒れそうなくらい弱っているとはいえ敵は魔法少女、それも怪物のように強いやつだ。相手をするなら魔法少女をぶつけなければならない。

　パステルメリーは弱虫で、戦った経験もろくになく、実際戦っても間違いなく弱い。しかしそれでも魔法少女だ。ドリーミィ☆チェルシーであれば、パステルメリーと同じくらいの強さしかなかろうとも、心で考える前に動いている。そして動いてから胸を張っていうだろう。ここで動けなければ魔法少女じゃないもの、と。

　パステルメリーは羊達に半テンポ遅れて動いていた。躊ちゅう躇ちょや恐怖で動きが遅れたわけではなく、直前までクロッキー帳に向けてパステルを振るっていたせいで出遅れた。

　目の前で次々に羊が破裂し、真っ赤な残骸と化して吹き飛び、文字通り血の雨が降り注ぐ中、足を止めることなく、むしろ加速させ、肩からぶつかる体当たりを敢かん行こうする寸前、躓つまずいた。もう止められる段階にない。バランスを崩し、滑り込むように前へのめった。

　急げば急ぐほど転んでしまうという自分の悪癖は嫌というほど知っていた。それにしてもこんな時に出なくてもいいだろうと呪い、絶望しかけ、違う、と歯を食い縛る。シェパーズパイを、チェルシーを思い出し、絶対に諦めるかと強く念じ、ぐいと腕を前に出した。

　樹木をへし折るような凄まじい突風によってパステルメリーの帽子が飛ばされた。不意に転んだことで敵の拳をギリギリで回避したのだと気付く前に女神の腰が目前にあった。





◇ラギ・ヅェ・ネント






　変わり果てた姿のフランキスカ・フランチェスカを目にした瞬間、ラギの内側で一気に怒りが沸ふっ騰とうした。髭ひげの先が残らず起き上がるほどの猛烈な怒りだ。

　愚か者どもは「これ」の中に三賢人を封じ込めようとしていた。なにかを害するためだけに生み出されたような姿は、恐らく設計思想に相応ふさわしい有様となっているのだろう。より強ければ良い、勝てばそれで構わない、という技術者の暴走が行き着いた先だ。神の如く偉大なる先せん達だつに対する敬意は毫ごうも存在しない。

　三角帽が浮き上がるほど怒り、それでも計算は怠おこたらなかった。ラギは自分の怒りに慣れている。魔法少女管理部門に左遷されて以降、怒っていなかったことの方が珍しいのだ。

　計画は白紙に戻すしかない。避けるべき相手が目の前にいる以上、門を開いての脱出はあまりにも悠長が過ぎる。ここで撃滅する。門を作る以上に難易度は高いが、まだしもそちらの方が分はいいだろう。集めた力はそれに費やすべきだ。

　羊達が飛びかかっては殺さつ戮りくされていくのを睨みつけながら、ラギは杖を振るい、呪文を唱えた。原始的で野蛮、本来あるべき魔法使いの姿からは程遠いが、自虐も自嘲もしている暇は無い。ラギの詠唱に追随し、イオールが呪文を唱え始めた。こちらの意図を把握し、己の力不足も理解した上で補助に徹しようとしている。お嬢様の芸事と馬鹿にしたものではない、そこらの貴族の子弟では及びもつかない中々大したものだ。

　イオールの動きに感心しながらも怒りは緩めなかった。怒りは燃料だ。火にくべ続ければ、少なくとも殺されるまでは動くことができるだろう。

　羊が何頭も潰され、しかしその犠牲を無駄にすることなく、パステルメリーがフランチェスカに取り付いた。両腕を腰に回し、しっかと掴んだ。必死の形ぎょう相そう、絶対に離すものかという思いを顔に出し、しがみつく。そこへ羊達が次々に飛びつき、敵を押し倒そうと圧のし掛かるが、フランチェスカは羊の圧あつに耐え、ぐらつきさえしない。指で押せば倒れてしまいそうな大怪我にも関わらず、足腰はまだまだしっかりしている。

　しかし歩みは止まった。両足を踏み締め、倒れないよう堪こらえているのだ。

　羊が一頭殴り飛ばされた。また一頭殴り飛ばされる。血の雨が降り注そそぎ、フランチェスカがじりじりと動き始める。パステルメリーの腕に手がかかり、力がかかり、それでも足りず、押されている。

　普通ならば魔法少女間の争いに魔法使いが介入する余地はない。速度差を埋めるためには入念な下準備が必要であり、それ無くば対象を見失っている間に争いは決着しているだろう。しかし膠こう着ちゃく状態で押し合っているならば話は別だ。

　パステルメリーと羊の身体に赤い光が灯った。この状況なら直接的な攻撃よりも補助がいい。揉み合っているところへ火炎弾でも打ち込もうものなら誤爆の可能性が高く、現身の素体に命中したところでどれだけのダメージがあるか知れたものではないのだ。

　ほんの細やかな助力ではあったが、ここぞとばかりにパステルメリーは歯を食い縛った。普段出すことがない力を全て出し尽くしてもらう。

　ここから先のプランは野蛮かつ暴力的だ。子供を優先して門から脱出させるなどという人道的なやり方は投げ捨て、この場にいる者の力を合わせてフランチェスカを潰す。

　力は一瞬拮抗したが、すぐにフランチェスカが押し返し、羊を押し退け拳を振り上げた。すかさず７７５３が飛びつく。女神の腕にしがみついて拳を振らせない。

　ラギは乾きかけた舌を子鼠のように動かし、更なる呪文を重ねていった。





◇ナヴィ・ル






　始まりはサタボーンの事故死だった。

　ナヴィと実験場を知る者であれば「謀殺ではないか？」と疑うところだが、紛まぎれもない事故死であることはナヴィ自身が誰よりも知っている。

　本人も気付かない老いによって操作を誤ったのか、「いつもやっていることだから」で危険な処理を慣れと惰性で行ってしまったのか、サタボーンならぬナヴィに原因まではわからない。ただ、事故によって命を落としたという事実があり、その証明としてまるで眠っているかのように、ナヴィの目の前に老魔法使いが横たわっていた。

　全く嬉しいことではない。完成間近とはいえ、依頼の品──現身の素体が完成したわけではないのに製作者を死なせてしまった。雑用兼見張り役だったナヴィは責任を問われることになるだろう。

　ナヴィは義務を果たさなかった。つまりすぐには通報しなかった。責任を問われるのが嫌だから先送りにした、などというしようもない理由ではない。

　この事故は実験場にとってあまりにも大きなマイナスになる。実験場にとっての不利益は、詰め腹を切らされるという形でナヴィ自身にも降りかかる。個人的な目的のために積み重ねてきた全てはフイになり、一からやり直すという選択肢さえ与えられないだろう。

　絶望すべき状況だが、ナヴィはそこで立ち止まった。このマイナスでしかない事態が、ほんの少し手を入れることでプラスそのものになるのでは、と考えていた。

　常々計画していたことに咄嗟の閃ひらめきと不測の事態を足して事を成す。それしかない。

　ナヴィはサタボーン付の雑用係として、島内の荷物整理を一手に任されていた。サタボーンが違法所持していた「始まりの魔法使い」の遺産の存在も知っている。どうにかちょろまかせないものかと考えていたが、専門家の中の専門家であるサタボーンによって設計された島の防衛機構はコソ泥の存在を許さなかった。しかし主亡き今であれば、時間と手間をかけるという条件付きで方法が二つある。

　一つ目の方法は正式な遺産相続の手続きを踏んで外に持ち出すというもの。誰かに歯車を見せて正体に気付かれれば元も子もないため、これは不採用だ。

　二つ目は、現状「壊れた歯車」として認識されている物品を「歯車」に修復して認識コードを擦り抜ける、というもの。こちらを実行できれば完璧だ。サタボーンの歯車を島外に持ち出すことができれば、ナヴィの失態が帳消しになり、むしろ功績になる。

　遺言状の在あり処かも持ち主以上に承知している。戸棚から出して素早く内容を確認したが、当然ながらナヴィが利益を得られるような記述はどこにも無い。雑用兼見張り役がおこぼれを頂戴できるわけはないのだ。そして誰かにとって不都合だからといって容易に書き直すことができないよう魔法がかけられている。が、どんな魔法かはナヴィも知っている。

　消すこともできないし、変えることもできない。だが足すことはできる。透明で極めて薄い魔法のフィルムを貼り、その上から追加事項を記述するのだ。当然追加事項には、魔法の遺言状が持つ拘束力は発揮されないが、読んだ者を騙せればそれでいい。

　イオールと自分を相続者の中にねじ込み、魔法少女の随伴必須、上限二名と書き足すことでマイヤとられ子を釣り出す。歯車の修復を島内で行うためにられ子は必須だ。イオールの家に魔法少女は二名しかおらず、必然的にられ子が島にやってくることになる。そしてマイヤもやってくる。ナヴィがイオールに取り入ろうとする際、最大の障害がマイヤだった。島の防衛装置でもあったフランチェスカを利用すれば邪魔なマイヤを排除できるかもしれない。マイヤさえいなければ世間知らずの貴族様などどうにでもなる。あの家に潜り込むことができれば、ナヴィは目的に一歩どころか三歩は近付くだろう。

　実験場の怒りを宥め、ナヴィ自身にも大きな利益をもたらす。まさに災い転じてなんとやら、といった計画だった。




　その計画は途中までは上手くいっていた。ホストや来客達の目を盗み、防衛装置として起動させたフランチェスカは、想定以上に役に立ってくれた。

　十体のフランチェスカの内、運用テストとして島内の見回りをさせていた個体の行動パターンを一から十三に変更し、本来組み合わせるはずがないＸモードにシフトさせた。島内を歩くのはナヴィも同じであるため、フランチェスカに攻撃されないためのコードを用意しておく。

　未完成ということになってはいるが、門を破壊して侵入者を閉じ込める手並みといい、マイヤを仕留めた強さといい、申し分が無い。閉所に逃げ込んだ対象を攻撃できないという仕様を活かせば、生き残って欲しい者のため安全を保つことさえできる。殲滅と保護、本来重なるはずのない行動がピタリとナヴィの目的に沿っていた。

　ただ力が奪われた原因については今もって不明だ。気味が悪い。なにが起こったのかを把握できていない。さらに、ドリーミィ☆チェルシーによって本館が一部倒壊し、地下に設置してあった──サタボーンと実験場だけが存在を知っていた──非常用の「門」が破壊されたのは、想定外の痛恨事だった。

　シェパーズパイの如き絵に描いたような凡夫、揉め事を嫌って常に頭を低くしているような男が、本格の傭兵魔法少女を雇い入れるとは考えてもみなかった。

　あれほどの戦闘力を有している暴力の専門家、雇うとなればそれなり以上の金を積まねばならない。雑用と接待のためだけに用意する人材であるはずがなく、つまりシェパーズパイにもなにかしらの疑い、そこまでいかずとも疑いの種くらいはあったのかもしれない。早い段階でフランチェスカに殺されてくれたのはナヴィにとって僥ぎょう倖こうだった。

　消耗と衰弱、いざという時の逃走経路である予備「門」の破損、これら二つのアクシデントに見舞われつつも、どうにか上手くいっていた。個人的目的の一つであるマイヤの殺害を果たし、イオールへの接近を咎とがめる者はいなくなった。害悪になり得るシェパーズパイは死に、いてもいなくてもいいがまあいないに越したことはないアグリも死に、今後神み輿こしにする予定のラギには恩を売りつつ保護し、死ねば面倒なことになるであろうマナも保護、どさくさの中でられ子に「歯車」を修復させ、あとはクラリッサがフランチェスカにトドメを刺し、ナヴィ・ルは手に入れるべきを手に入れ、残してはまずいものを排除し、事後についての算段を実行に移していく、はずだった。

　明らかにナヴィの望むようには動いていない。本館の方から聞こえてくる音は依然戦いが終わっていないことを示している。クラリッサは正式な訓練を受け、充分といっていい実戦経験もある。フランチェスカの性能についても端の端まで把握し、そこに倉庫から持ち出した「道具」を加えれば突発的事故は起こり得ないはずなのに、どうしたわけか戦いは沈静化せず、むしろ激しさを増しているようだ。

　恋々や他の魔法少女がなにかしらの邪魔をしたか。わかりやすい妨害でなくとも、クラリッサの見ている前で窮地に陥おちいり、助けてやろうとしたクラリッサが被害を受けた、という考えたくない事態も有り得る。甘さの無い玄人くろうととはいえ幼い少女だ。情に絆ほだされることが絶対に無いとは言い切れないが、クラリッサという魔法少女の個性を合わせて考えれば「無さそうだ」と思える。

　フランチェスカが予想できなかった変異──製作者のサタボーンでさえ考えていなかったなにかを起こしたか。しかし幾重もの厳重なセキュリティの上で管理されていたフランチェスカが暴走した、というのは少々考え難いことだ。

　もしくはサタボーンが仕様書に掲載しなかった要素──隠された能力を持っていたか。普通に考えればどちらも有り得ない。よりにもよって「実験場」からの発注で現身の素体を作ろうという計画なのだ。オスク派だけのことではない「魔法の国」全体の未来がかかっているといっても過言ではない大プロジェクトであり、ここに悪戯を仕込むなど螺ね子じの一本や二本外れていても出来ることではない。

　しかし、サタボーンは「まさか」と思うようなことをする魔法使いではあった。有り得ない、有り得ない、と何度頭の中で打ち消そうとも良くない考えが拭ぬぐい去れない。

　──クソッタレが……。

　自分がどうすべきだったかという仮定は今考えるべきではない。こうすべきだった、ああすべきだったというのは、少なくとも今は嘆きや後悔でしかなく、そこに前向きさは無い。今後戒いましめとするため反省しなければという一見前向きな理由は言い訳だ。精神的動揺の発露でしかない。時間が押している中でやるべきは他にある。

　クラリッサの安否はまず置いておく。無事だった場合は心配していたことがマイナスになり、無事ではなかった場合にも意味は無い。すぐにその方針をとればいい、ということを理性では理解していたが、実際動き始めるまでに多少の時間を要してしまった。

　破壊された門の痕跡を消し、倉庫の入力履歴を消す。

　岩場から森へと移動しようとし、ナヴィの右眉が痙けい攣れんしたように動いた。滞空させておいた絨毯にかかっている重量が減少している。どのタイミングで減っていたのか、今となってはわからないが、少なくともクラリッサが向かう前には減っていなかった。

　こちらは事故の要因がそもそも少ない。誰かが悪さをしたというのが最もありそうだ。

　クラリッサではない。クラリッサ以外に隠し場所を知る者はられ子くらいだが、られ子が生きている目は極めて薄く、しかも彼女は上空へ手を伸ばす手段を持たない。

　動機があり、情報を得ることができそうな者、として顔が浮かぶのはネフィーリアだ。交渉の手て蔓づるにでもしてやろうと思ってやったのであれば、思い違いを正してやればいい。法と契約を道具として使用できるのが自分だけだと考えている魔法少女の高い鼻を折ってやる。ナヴィはそういったことを最も得え手てとしている。反省したり、悔やんだり、心配したり、歯噛みして悔しがったり、といったことより百倍、千倍は得意だった。

「どうかしましたか？」

　問われ、笑顔を作ってから振り返った。マナが目を細め、猜疑心を隠そうともせず、じっとナヴィを見上げていた。普段のナヴィであれば「監査部門さんよ、疑っている相手にこそ愛想よくするもんだぜ」と内心で舌を出してやるところだが、今はそんな余裕も無い。

「いや、なに。本館の方で誰かが暴れているようだ、とね」

　マナは瞬またたき一つすることなく、まるでナヴィから視線を外すことが罪であるかのように目を離さず、小さく頷いた。ナヴィは舌打ちしたい気持ちをぐっと堪えた。やっておきたいことは売るほどあるが、マナの目がどうにも邪魔だ。





◇マナ






　マナはナヴィをじっと見つめたまま顎だけ使って頷いた。

　本館の方から激しく争う音が聞こえる。以前のマナであれば、急いで駆けつけた。判断基準は下げ克こく上じょう羽は菜なであり、羽菜ならば黙って見過ごすわけがないという理由の下、自分になにができるかということを度外視してでも駆け出していただろう。

　今のマナは違う。下克上羽菜なら黙って見過ごすわけはないが、羽菜とマナは全くの別人であり、マナが羽菜のように動いたところで意味がないことをよく知っている。

　７７５３、テプセケメイ、ミス・マーガリート、それに他の魔法少女と魔法使い、全員の安否を知りたいが、今すべきことは感情に任せて走り出すことではない。

　下克上羽菜がマナの中からいなくなったわけではない。彼女は常にマナの中にいる。今はマナの肩に手を置いて無む暗やみに動くべきではないと伝えている。

「ったくなにしてんのかねえ」

　ナヴィ・ルが忌いま々いましそうに首を振った。マナはナヴィの死角、背後に回り、視線を切らないまま灰色の実を取り出し、齧かじった。咀そ嚼しゃくし、やはり視線は外さない。

　この男に対する疑念はより深まりつつある。遺言状から受けた違和感、７７５３達と別れてからの行動の不自然さ、妙な余裕、全てが疑わしい。しかし態度から垣間見える余裕には、マナに疑われていることさえ含めてのゆとりを感じる。マナ如きが疑おうとも問題はない、というより、疑った上で調査をしようと問題はない、という心の働きではないか、という気がした。

　政治的に蹴り飛ばしてしまえるのか、疑い以上のものにはならず証拠は一切残していないのか、恐らくはそのどちらかだ。だがそれにしても本人がそう思っているだけで、実際にそうなのかどうかは試してみるまでわからない。７７５３が協力してくれればゴーグルを捜査に利用することもできる。政治的にどうこういうのであれば、父の力を借りてもいいし、父を経由すればもっと上にもコネはある。七光りといわれることはなにより嫌いだが、それを理由に妥協するのはもっと気に入らない。

　マナはナヴィの背中を睨みつけた。





[image: 第二十三章　tumblin' dice]








◇クランテイル






　強い痛みが全身を引き攣つらせ、それによって一気に意識が覚醒した。クランテイル──尾お野の寧ね々ねは呻うめき、奥歯を軋きしませながらどうにか身体を返し、土の匂いに噎むせ、両の肘を使って上半身を引き起こした。太い木の幹に取り付き、声を漏らし、身体を持ち上げ、土埃を立てて尻をつき、幹に寄りかかって太い息を吐き出した。

　全身が余さず痛い。特に頭がずきずきと痛む。眼鏡は無く、視界はぼやけ、服はボロボロ、泥に塗まみれ、髪は所々が千切れ、腕を通って指の先から血が滴したたっていた。寧々はまた呻き、頭を振り、痛みに声をあげかけ、喉の奥で噛み殺した。

　僅わずかずつではあったが状況を飲み込んでいく。頭はまだ働いている。痛みは大きなマイナスではあったが、気を確かにするという点においてはプラスだった。

　記憶が蘇よみがえる。女神の目前で力が切れて変身が解除された。そこから先はなにがどうなったのか曖あい昧まいだ。クランテイルは尾野寧々に戻り、魔法少女の速度にはついていけず、戦いの参加者から純粋な被害者へと成り下がり、吹き飛ばされた。普通ならそれで死んでいる。誰かがなにかしらのフォローをしてくれたからまだ生きている。意識を取り戻した時は木の陰に寝かされていた。そうだ。寝かされていた。

　ミス・マーガリートだろうか。彼女にそれほどの余裕があったとは思えない。もし既に女神を倒しているとすれば、ここに来てくれてもおかしくないはずだ。

　不意に地面が揺れた。右手で樹の幹を掴み、痛みを堪こらえながら身体を支える。

　音と振動が続く。戦いは未だ終わっていない。痛みを堪え、幹に寄りかかりながらじりじりと立ち上がった。このまま終わらせるつもりはない。やらなければならない。心の中の炎は熾おき火びにすらなっていない。勢いを減らすことなく燃え続けている。絶対に消すか、消してたまるものか、と魂が叫び続けている。かつての仲間達の顔が、怒った顔、笑った顔、怯おびえた顔、それらが、ただの思い出に変わることは絶対に無い。

　しかしこのまま行けばまた吹き飛ばされて終わる。なんの意味も無い。行くならば変身は必須、そのために灰色の実が必要となる。懐を探るも手持ちはゼロだ。

　どこかに生なっていないか。落ちてはいないか。周囲を見回し、そこでようやく気付いた。寝かされていたのは自分一人ではなかった。もう一人いた。痛みを堪えつつ身を屈かがめ、目を凝らす。バスローブを着た人間の女性だ。

　ぼんやりとではあるが確認できた。変身前のドリーミィ☆チェルシーだ。意識を失い、なぜか奇妙なポーズをとって身を横たえていた。バスローブが斑まだらに赤く染まっている、つまり怪我を負っているのだろう。

　寧々はしゃがみ、手探りでチェルシーの手首をとった。脈拍が弱い。バスローブの胸元を開く。傷口は塞ふさがりつつあるようだったが、広い。

　彼女の乳房の狭間にあるべきではない色合いを見つけ、そちらに手を伸ばした。灰色の実──のヘタだ。果実部分は既に殆ほとんどが齧かじり取られてしまっている。

　正確にどんな薬効があるかを理解していたわけではなかったが、少なくともマーガリートを介抱した時には灰色の実が役立った。この量ではどれほど役に立つかわからないが、使わないよりは使う方がいい。残った果実部分を指先で擦り潰し、チェルシーの口に向けて果汁を滴らせる。潰した果肉を口元へ持っていくと、弱々しいながらも舌を伸ばして咥え取り、ヘタと一緒に口の中に入れてもごもごと咀そ嚼しゃくした。

　耳元に口を寄せてチェルシーへの呼びかけと励ましを繰り返し、身体を擦って温め、ペットボトルの水を飲ませ、脈をとる。先程よりも強く、安定していた。身体の温かみも僅かではあるが増しているようだ。依然きちんとした処置を必要としていたが、多少はマシになった。寧々は安堵の息を吐き、ポケットに残っていたハンカチでチェルシーの顔と身体を拭き清めた。

　チェルシーの手持ち、所持していた灰色の実を全て使ってしまったことに気付いたのは、バスローブを整え倒木を枕にして寝かせた後だった。後悔するより前に寧々は再び灰色の実を探し始めたが、チェルシーが持っていた以外の実は見つからなかった。





◇ドリーミィ☆チェルシー






　記憶と思考が、綿飴を通して物を見るかのようにぼんやりしている。体調も優れず、綿雲の上を歩いているかのように足元が頼りない。

　空は灰色、切れ間なく雲が広がっている。周囲は薄暗く、朝なのか、昼なのか、夕方なのかもわからない。そして目前には川が流れ、水の匂いをいっぱいに飛び散らせていた。小学校の教科書で見た数々の有名な河川、ガンジスや黄河にも引けを取らない大河だった。対岸が見えない。川上を見ても果てが見えず、川下を見ても地平線まで川が続いている。

　チェルシー以外の人影は無い。川、そして川と並行して続いている河原も至って殺風景であり、チェルシーの好む可愛らしさは存在しない。もし可愛らしさがあるとすれば、川を渡った先、ということになるだろう。

　チェルシーは河原の石数個を手に取り、握り、潰し、叩き、固め、形成し、星型を作った。掌より一回り大きな星型を宙に浮かせ、その上に飛び乗る。これで水に濡れることなく渡河することが可能となり、同時に可愛らしさも増した。一石二鳥──使用した石は一つではないが、とにかく一石二鳥だ。

　ここがどこかはわからず、今までなにをしていたのかも思い出せず、自分が魔法少女「ドリーミィ☆チェルシー」であること以外はなにもかもが曖昧模も糊ことしている。しかしそれら全てが気にならない。今のチェルシーにとって必要なのは可愛らしさの補充であり、そのための渡河だ。さあ行くぞ、とポーズをとり、星を飛ばして川へ向かって飛行した直後、大きな音が耳を打ち、チェルシーは星を止め、振り返った。

　そこには一頭の鹿がいた。大昔のアニメ映画に登場する可愛らしい小鹿をもう少し成長させた、といった見目であり、つまりどういうことかといえば大変に可愛らしい。

　鹿は天を見上げ、喉を鳴らして嘶いなないた。チェルシーの足を止めた大きな音は、この嘶きだ。まるでチェルシーに呼びかけているよう、負けるな頑張れと励ましているようだった。

　鹿はひょいと身を翻し、可愛らしいお尻と尻尾をこちらに向け、川とは逆方向、荒野に向かって駆けていく。チェルシーの目前にあった「可愛らしい」が逃げようとしている。チェルシーは慌て、鹿を追いかけるよう星に命じた。川を渡るどころではない。

　速度を上げ、鹿に追いつき、あと少しで手が届く、というところで鹿は煙のように消え去った。驚くよりも早く視界が開け、チェルシーは慌てて起き上がり、覗き込んでいた少女の額に額をぶつけ、双方悲鳴をあげ、呻き、痛みに悶もだえ、額に手を当て蹲うずくまった。





◇ネフィーリア






　羊の嘶き、甲かん高だかい悲鳴、それらが聞こえてきてもマーガリートが急ぐことはなかった。淡々と同じペースで進み続けた。衝動ではなく強い意志によって動いている、とネフィーリアは感じた。感情に酔っているのではない。やるべきだからやっている。

　音によって伝わってくる不穏な情報の数々はネフィーリアの心を少なからずざわつかせたが、マーガリートの動きによって落ち着きを取り戻し、二人三脚のペースで前に進んだ。

　魔法少女は身も心も変身前より強くなる。普段はおちゃらけているネフィーリアでも、いざとなれば死地へ進むだけの心胆を備えている。しかしマーガリートは変身を解除している。心臓の鼓動は落ち着きが演技や強がりでないことを示していて、プロの中のプロとは人間であってさえこういうものかと内心ぞくぞくしている。

　ネフィーリアの心情に関わらず歩は進み、差し込む強い日差しが近づいてくる。森の端だ。あそこを抜ければ本館に出る。そして音はいよいよ大きくなっていく。近付くにつれ景色も変わる。倒木、土砂、それに羊の屍しかばねがそこかしこに散らばっていた。まともな形ではない、破壊され変形し砕け散った羊の屍を踏み越えて進む。

　樹木が途切れる。女神が見えた。他にも魔法少女がいる。脈拍が強く、早くなる。

　パステルメリーだ。重傷を負った女神に組み付き、そこへ羊が群がっている。女神はメリーの背中へ拳を振ろうとし、７な７な５こ３さんが腕にしがみつくことで制止していた。二人、それに羊達がぼんやりと発光しているのはラギとイオールが魔法をかけているからだろうか。

　女神の怪我に加え、数の暴力と魔法の強化でどうにか釣り合いがとれているらしい。

　周囲には羊の死体、折れ木、土砂、ロッカーだの棚だの本だの薬瓶だのという雑多な品々が散らかっていた。女神から二メートル程の位置に、円状の半透明ななにかが浮いていたが、そちらも何かの魔法だろうか。

　よくわからない点もあったが、ネフィーリアが想像していた最悪の光景よりも遥かにマシ、というより最良に近い。マーガリートが一際大きく息を吐き出し、彼女の安堵がなんとなく感じ取れた。ネフィーリアも息を吐いた。全員が力を合わせてよくやっている。

　とはいえ７７５３の加勢でメリーは僅かに命を繋いだものの、それが間に合わせでしかないことはネフィーリアがよく知っている。女神の魔法少女は、たとえ重傷を負っていようと戦いの門外漢がむしゃぶりつく程度で動きを封じられるような相手ではない。

　ここから先、必要とされるのは更なる助力者、つまりネフィーリアとマーガリートだ。まずはマーガリートを背負った。女神が組み付かれているこの状況ならば、こうするのが一番良いだろう。更に鎌を振り上げ、森の中から飛び出す。

　森の端、今まで身を潜ひそめていた茂みから三歩の距離を進み、女神の首筋に向けて鎌を振り下ろす。女神はネフィーリアのことを見ようとすらせず、姿勢を低く、しがみつく羊達と二人の魔法少女をぐいと引き寄せた。位置関係が一瞬で変化し、鎌を振る前に女神の首筋があった場所にはメリーの頭がある。このままではメリーを斬ることになるだろう。

　──ああっ、くそっ！

　乱戦へ安易に打ち込んだのがまず不覚だ。専門家から教育を受けたとはいえ、ネフィーリアの腕前は「鎌の達人」とは程遠く、インパクトの寸前に刃を返したり止めたりはできない。敵の回避行動をある程度予期していたこともあり、僅かに軌道を変えるのが精々だ。

　ネフィーリアの鎌は方向修正を試み、それでもメリーの背中を浅からず切り裂いた。コスチュームが裂け、血が噴き出し、形容し難い声を漏らし、しかしそれでもパステルメリーは力を緩めようとしない。ネフィーリアの想定していたパステルメリーよりも強く、お陰で敗因になることは避けられた。

　心の中で詫びながら、ネフィーリアは女神の脊せき椎ついに向けて肘を打ち、肘に痺しびれが走るも怯ひるまず、握った拳で歯車を打ち叩いた。ネフィーリアの拳は歯車により傷つき血が流れる。だが女神の方も無事では済まず、ネフィーリア以上に血をしぶかせた。

　敵のダメージを肌で感じた。もう一撃、叩きつけようと拳を振り上げ、敵がカバーするため腕を振るおうとし、そこに羊が頭をぶつけ、腕の軌道が僅かにずれ、ネフィーリアの拳が先んじて届いた。血がしぶき、女神がぐらつく。

　もう一発、今度は羊の体を覆いにして気付かれないよう足を振り上げ、足の指先で女神の髪を掴んでぐいと引き、隙を作ってから拳を振るった。７７５３がゴーグルでの頭突きを顎先へ決め、ネフィーリアはもう一撃打った。

　ネフィーリアの右拳はズタズタに裂けた。敵の出血はより激しいが、果たしてどこまで効いているかはわからない。少々ふらついているようであっても、ネフィーリアの目から見れば「誘っている」ように思えた。だが、たとえ「誘っている」のであろうと歯車の方へ意識を集中させているのは間違いない。

　更にもう一発、とふりだけ見せ、左手をそっと忍ばせ、今度は肩に刺さったバターナイフのような剣の方へ伸ばす。こちらを使えばネフィーリアであろうとトドメが刺せる。

　ネフィーリアの手が剣に到達する寸前、女神に手首を掴まれた。万まん力りきのような力が込められ、皮膚は破れ、骨が砕け、肉は潰れ、瞬き一つしない間に破壊された。

　今更痛いくらいで泣き喚わめいている暇は無い。全ては予定通りに進んでいるのだから、泣き喚くよりは笑うくらいが相応ふさわしいが、それでも自然に見えるのはこちらだと考え、ネフィーリアは悲鳴をあげた。こちらの意図を読ませないことこそが肝要だ。

　ネフィーリアは変身を解除したミス・マーガリートを背負っている。彼女ならば女神に捕捉されることなく剣に手を伸ばすことが可能だ。脳でも脈拍を打っている斧でもいい、今度こそ急所を突けばそれで終わる。「歯車を充分に意識させた、と考えたネフィーリアが本命である魔法の剣を使うためそっと手を伸ばす」ところまで読めていても、女神が認識できていないマーガリートこそが真の本命であることを隠し通せればそれでいい。

　握り潰された手首の陰から人の手が伸びた。焦れるような動きの遅さは人間であるが故、そして彼女が自力歩行が困難なほどの重傷を負っているからだ。

　ネフィーリアは吠えた。自分らしくもないと自嘲する余裕さえ無かった。羊も盛大に吠え猛たけり、パステルメリーも羊にそっくりな雄お叫たけびで追随した。羊も、メリーも、ミス・マーガリートの存在と彼女がやろうとしていることに気付き、できる限りそれを隠そうとしてくれている。

　女神は握り潰したネフィーリアの手首を離し、今度は掌を顔面に向けた。ネフィーリアは自分に向かってくる掌を睨にらみ、破壊された右腕を盾にして顔の前に出した。

　ネフィーリアの右腕に女神の手が到達する寸前、止まった。女神はぼんやりとした微笑みの中に僅かな驚愕を滲にじませ、それはほんの少しだけ寄った眉間の皺しわで表されていた。

　女神の手が急に向きを変え、自分の肩の方、即すなわちミス・マーガリートの手が伸びている方を向いた。迷うことなくマーガリートの腕をとり、ネフィーリアが叫ぶよりも早くマーガリートの身体を、ぶん、と放り投げた。

　マーガリートは森の中へ投げつけられ、枝を折りながら飛び、一本の樹に背中を打ち当てて止まり、根元の方へ倒れ込んだ。生きているかどうかさえわからない。





◇７７５３






　ネフィーリアとマーガリートがやろうとしていたことは７７５３にも理解できていた。「魔法少女に変身できない状態では女神から認識されない」というシチュエーションを身をもって体験していたからだ。

　作戦は途中まで上手くいっていた。ネフィーリアが敵の目を集めつつ、受けに専念させることでマーガリートが動く余裕を作った。だが、なぜか女神はマーガリートの存在を感知し、マーガリートは森の方へ放り投げられてしまった。

　７７５３のゴーグルは、不在期間のブランクを取り戻すべく現在全力で働いている。表示を小刻みに切り替え、少しでも役に立つべく情報を集め続けている。

　マーガリートが立つことも難しい重傷を負っていたことは把握済みだった。あれだけの大怪我で投げ飛ばされれば今度こそ命を落としてもおかしくはない。本来であればすぐにでもそちらへ駆けつけなくてはならないのに、状況が許してくれない。

「皆さん補給を！　力の消耗が早い！」

　次々に集まる情報を理解するより前に処理、対応しなければならない。頭がパンクしそうになるが、パンクするなら全てが終わってからだ。

　魔法少女達は残らず限界が近かった。いつ誰の変身が解除されてもおかしくはない。それに比べると女神にはエネルギーの底までまだ猶予がある。補給物資の差か、体質の差か、それを調べている余裕は無い。

　７７５３は片手で女神の腕にしがみつきながら飲み薬の瓶に齧りつき、硝子ガラスの欠片と一緒に薬液を飲んだ。片手で蓋を開けるには両手を使うよりも手間がかかり、今はそんな時間すら惜しい。

　ネフィーリアは灰色の実を取り出して丸呑みにし、パステルメリーはポケットに片手を入れてごそごそと探り、口を小さく開き、すぐに閉じた。彼女だけ補給が無い。

　予め用意しておけというのは厳しい注文だろう。襲撃はあまりに唐突だった。しかし今メリーが欠け、羊達がいなくなれば一気に趨すう勢せいが決する。７７５３とネフィーリアだけでは、たとえ魔法使い達の援護があるにせよ、苦も無く蹴散らされてしまう。

　７７５３は何かないかとポケットに手を突っ込み、指先に触れた物を取り出した。灰色の実だ。

　薬瓶は一本しか持ってこなかった。そして灰色の実は一つも持っていなかったはずだ。にも関わらず、なぜかポケットの中に灰色の実がある。理由は全く思い当たらないが、今それを深く掘り下げている時間が無い。７７５３はメリーに向けて灰色の実を投げた。

　女神が手を伸ばし、投げられた灰色の実を掴み取った。７７５３、パステルメリーの二人は口が「あ」の形で固まり、女神は奪ったばかりの灰色の実を丸呑みにした。

　女神が灰色の実を食べているところは初めて見たかもしれない。まるで先程のネフィーリアを真似しているかのように、口の開き方や手の使い方までそっくりだった。

　どうすべきかを考え、答えは見つからない。絶望が足元から忍び寄り、歯を食い縛ってそれに耐える。どうすべきかわからずともどうにかしなければならないのだ。

　女神は美味しそうな笑顔を浮かべ、すっと真顔になった。目を見開き、口元を歪め、丸呑みにしたばかりの灰色の実を胃液と一緒に吐き出し、苦しそうな顔で懐に手を入れなにかを探している。ゴーグルは女神の体調異常を伝えていた。

　７７５３がしがみついている女神の腕から体温が抜けていく。ああ、そういえば、と唐突に思い出した。沼の飛び地に生っていた灰色の実だ。テプセケメイが齧るなり変身が解除され、いったいどういう性質の物なのか、後で魔法使いの誰かにでも聞いた方がいいだろうとポケットの中に入れてそれきりにしていた。





◇曲岡統太






　マーガリートが放り投げられた。統とう太たはそちらへ駆け出そうとし、足を止めた。

　恐ろしくて足を止めたわけではない。ラギとイオールが魔法を唱え、魔法少女と羊は女神に掴みかかり、なのに自分だけなにもやることがなく立ち尽くしているというこの状況の方が余程怖くて恐ろしい。皆が恐ろしい敵と揉み合いを続ける戦場を迂う回かいしてマーガリートの方へ回るくらいなにが怖いというのだろう。

　女神に刺さった細剣レイピアを見た時、マーガリートは死んだと思った。けれど生きていた。傷ついて、放り投げられて、それでも生きていてくれた。だったらなにも怖いことはない。

　統太の足を止めたのは、状況の不自然さ、不可解さだった。

　７７５３が何事かを叫んだ。言葉を口にしたらしいのだけれど、びっくりするほど早口だったため統太にはなにをいったのかまるでわからない。叫び、薬瓶を取り出し齧り取った。ネフィーリアは灰色の実を懐から出して飲み込んだ。

　今の７７５３はゴーグルをかけている。あのゴーグルを通して見ればステータスがオープンされるとかそんなことをいっていた。つまり、ゴーグルを通して他の人達のステータスを確認し、魔法少女の力が切れかけていたから注意喚起、補給するよう促うながしたのだろう、というところまで推測し、統太は「ああ」と声を漏らした。

　なにに対して不自然だと思っていたのかがだいたいわかった。ミス・マーガリートが、どうして人間のままでいたのかがわからなかった。一緒に来たネフィーリアは魔法少女に変身していて、マーガリートの方は人間だった。灰色の実が無いから仕方なく、ではない。今、ネフィーリアは灰色の実を齧っていたではないか。この期に及んで、自分の生命も懸かっている最終決戦的戦いなのに、灰色の実が惜しくてマーガリートだけ変身させないなんてことがあるとは思えない。

　統太が考えている間にも事態は恐ろしい勢いで進んでいく。７７５３がパステルメリーに投げた灰色の実が女神に奪い取られ、それを食べた女神がなんだかおかしな様子で懐を探り、なにかを取り出そうとしたところをネフィーリアに叩かれ、羊が頭突きし、薬かなにかだろうか、細かい粒をドバっと飛び散らせた。

　飛び散った薬は地面に落ちたり、羊の毛に落ちたり、開きっ放しだったパステルメリーの口に入ったりし、その中のいくつかは女神の身体の上を跳ねて、胸に刺さった斧の刃に触れ、まるで吸い取られるようにしゅんと消えた。

　女神がごそごそ動いていた間に魔法少女達が押し、粒を飛び散らせてからも女神に元気はなく、動きが鈍っているように見えた。押し合いへし合いは右へ左へ動きながら統太達の方に近付いてくる。羊達が可哀そうな声で鳴き、７７５３がまた早口でなにかを叫ぶ。

　統太は瞬まばたきをしなかった。呼吸も止めていた。ただ考えていた。

　マーガリートは強い。魔法少女に変身させず、人間のまま戦わせる理由なんて普通なら無いはずだ。なにか理由があるから変身していなかった。思えば全体の動きがおかしかった。他の魔法少女達に比べ、女神がマーガリートに反応するのが遅れていたように思えた。

　自分でもよくわからないくらいに考えが次々と飛び、目まぐるしく回る。統太は大きく空気を吸い込み、息を止め、腹に力を入れ、女神の方へそっと一歩を踏み出した。





◇ミス・マーガリート






　意識と、それに正気はまだ保っていた。投げ飛ばされ、樹に受け止められたものの傷ついた身体が一層傷を増し、臓腑の損傷は致命の域に達している。鼓動と呼吸が停止していないだけで、既に決定された死が目前に迫っている。

　不思議と意識は冴えていた。まだやらなければならない使命感が体と心を動かしているのかもしれない。監査部門というのは大体にしてそういう部署だった。口の中に溢れてきた血を飲み下し、なぜ自分の存在が気取られたのかを考えた。

　女神は魔法の力を使い尽くした魔法少女、そもそも魔法の力を持たない人間、これらを認知することができない。マーガリートが剣に手を伸ばそうと気付くことはないはずだが、現実は触れる前に気付かれて放り投げられた。

　今、女神は羊、それに三人の魔法少女と押し合いへし合いをしている。７７５３から奪った灰色の実──毒でも仕込んでおいたのだろうか──を飲み込んだことで、押すばかりだった女神の勢いが減じ、勢いはほぼ互角だ。しかしこのままでは決定力に欠ける。ただ押し合うだけでも魔法少女達は消耗し続けているのだ。

　やはり剣が必要だ。そのためにはマーガリートは失敗の原因を考えなければならない。

　羊達は暴れ、魔法少女達は押し倒してやろうと力を込めたが、女神は腰を落として耐えた。逆に抑えようとする方が引きずられ、地面に轍わだちを作って足が動き、力を込めようと止まらない。

　ラギが小さく叫び、イオールが両手に薬瓶を持ち、右手をラギの口へ、左手を自分の口へ運び、緑色の液体を摂取、魔法少女達の光が強くなった。

　マーガリートは肺、気道、口、全ての痛みを無視するつもりで息を吸った。深々と吸ったつもりだったが、痛みはほぼ感じなかった。いよいよタイムリミットが近いようだ。

　女神がどうやってマーガリートの位置を掴んだか、その凡およそを理解した。

　先程女神が懐から出した粒状の物を転がした際、転がった粒、恐らくは薬に、羊達、魔法少女達、その場にいる全員が例外なく反応、行方を目で追った。マーガリートの時にも似たような反応があったのではないか、と思う。羊達の目に映ったマーガリートの像を認め、女神が動いたのか、もしくは羊達の反応から自分が認知できていないマーガリートの存在を予測し、動いたか。

　そのどちらかではないか、というところまで推測し、マーガリートは更に息を吸った。隙間風が通るような音は、どこかが破れて息が漏れたからか、それともまともな呼吸が出来ていないせいで呼吸音も尋常のそれとはかけ離れているからか。

　問題点を把握できたが、更なる問題が聳そびえ立っている。最早自力で歩くどころか立ち上がることさえ難しい。女神は不完全ながら補給を果たし、対する魔法少女達はどこまで補給を備えているか知れず、ラギの魔法に多少のエネルギー付与があるとしても、現状維持ができるかどうかというところだろう。

　口の中に溜まっていた血液を飲み下し、目だけ動かし周囲を確認した。パステルメリー、ラギ、イオール、７７５３、ネフィーリア、皆がマーガリートの方を見ていない。木々の向こうで棚引く黒い煙と同じく、大事ではあっても今そちらを気にしている場合ではないものとして認識されている。先程のように注目されておらず、つまり好機だ。しかし足は震えるばかりで立ち上がろうとしてくれない。

　マーガリートは息を吸い、吐き出した。呼吸をするだけでも意識をしてやらなければ全て持っていかれてしまいそうだ。肺に酸素を送り込み、見落としていた物を一つだけ意識の内側へ拾い上げた。ゆっくり慎重に前へ進む曲まが岡おか統太と目が合った。





◇ナヴィ・ル






「我々も本館へ駆けつけるべきだと思います」

「いやいや。魔法少女の護衛も抜きに行ったところで足手纏いにしかなんねえよ」

　マナは絶妙に嫌なことを提案してくる。今の本館周辺は生きるか死ぬかの修羅場であることが予想され、そんな所へ死なれては困る者を連れていけない。マナが死ねばマナの父親が本気になるかもしれず、そうなっては監査部門総出で敵対してくることになりかねず、カスパ派なりが親切顔で余計な手出しをすれば、いよいよ収拾がつかなくなる。

　ナヴィに行く気は無い。コードを使えば比較的安全にフランチェスカを鎮しずめることができるとして、余人の目がある場でコードを使えば関係者であることが見え見えになる。目撃者を残らず口封じできる保障がない以上、この島でやってきた全てが水泡に帰す。だからこそクラリッサを向かわせたのに、クラリッサからの連絡は途絶えたままだ。

　クラリッサが無事であれば行く必要はなく、無事で無ければ万が一にもナヴィが命を落とすわけにはいかない。コードを使わずフランチェスカに向かうのは命懸け、それも相当に分の悪い命懸けになる。死ねば終わりだ。英雄的な死に様がどれほど喧伝されようと死者に益は無い。生きていてこそ目的を果たすこともできる。財なら無くなってもいい。いざとなればアグリにくれてやってもいい、くらいのつもりで契約も結んだ。だが命は別だ。

　今後のことのために現状を放置せざるを得ないというのはまったくもって尻が痒かゆくなる。イオールに死なれては困る、ラギには無事でいて欲しい、７７５３は死んで欲しい、統太は死ぬべきだ、といった諸々の希望を全て実現させるのは難しい。排除についてはこの島を出てからでも可能として、問題はラギの保護だが、そちらは切り捨てざるを得ないかもしれない。協力者だったはずのネフィーリアは歯車を無許可で動かし、こうなるともう駒が無い。今後も役に立ってくれるはずだったラギを切り捨てるのはあまりに惜しいが、自分の命に比べれば諦めるしかない。ラギを諦め、イオールの無事も確証できない以上、マナには生き証人としての価値もでてくる。尚の事こと死なせてはまずい。

　ナヴィはマナに背を向け、本館の方を睨みつけながら手に触れた葉を毟むしり取った。

　人た員まが無い。クラリッサしか島に連れて来なかったのは失策だったろうか、と今になって考えてしまう。自ら二人までならという但し書きを付け加えたからには、ナヴィにも魔法少女を二人連れてくる選択肢はあった。だが全てにおいて信頼できる魔法少女はクラリッサしかいなかった。派閥内であれば誰から借りるにせよ信頼できるわけがなく、シャッフリンシリーズを所有するには貫目も財力も足らず、傭兵を雇うにしても一から十まで事情を教えられるわけがない。全てを共有できる共犯者はクラリッサだけだ。

　ナヴィの妹は兄に似ず優れた才能を持つ魔法使いだった。貴族にすれば鼻で笑うような下層の出であっても才能があれば上に行くことができる。しかし貴族にすれば、鼻で笑うような存在を真の意味で重んじることはないのだ、ということに妹は気付かなかった。

　現身は「魔法の国」の技術の粋を結集して生み出される。表沙汰にはできない材料が用いられることもある。現場では目的が倫理を超越する、というのは実験場に限ったことではない。上級貴族の子弟でさえ必要とあらば人ひと身み御ご供くうになると聞く。才能だけで出世した下層の出という妬ねたみの的になりそうな存在ならば尚の事だろう。

　妹の夫は普遍的な価値観を持つありふれた魔法使い、即ち腰抜けだった。少々の便宜とまずまず条件の良い職場、それだけで妻の行方についても口を噤つぐむ。いや、代価が無かろうとも口を噤んだかもしれない。ありふれた魔法使いは「魔法の国」を恐れている。

　ナヴィ・ルはありふれた魔法使いではなく、それよりも下等なろくでなしだった。たとえ本人が納得していたとしても、一人しかいない妹が奪われてそれでお仕舞にするつもりはなかった。同じろくでなしの遺伝子を持つクラリッサもナヴィの考えに同調し、二人は協力、現身の開発事業に関わることができるよう働いた。

　フランチェスカが暴走し、クラリッサはおらず、ナヴィが自由に動けないのであれば、とても悠長なことをいっている場合ではない。ナヴィは新たな葉を毟り取り、感触に違和感を覚えて掌を開いた。葉はくすんだ茶色に染まり枯れ果てている。

　一帯の茂みが枯れている。見回すと他にも所々茶色くなっている場所があった。さっきまで森の中は鬱陶しいほどの緑一色だったはずだ。

　ナヴィは振り返り、マナを見た。マナも不可解そうな表情で茶色の葉を見詰めている。

「今、急に色を失って……これは、どういう？」

「わからねえ。なにが起こったんだこりゃ」

「これは……灰色の実が生る樹木でしょうか」

　灰色の実に関しては全てがナヴィの想定の外にあった。なにが起こっているのかはわからないが、確実になにかが起きている。マナに見えないよう背中に回した右拳を固く握り、ナヴィは「なんだろうな、本当に」と呟いた。





[image: 第二十四章　混沌の中の光]








◇ラギ・ヅェ・ネント






　現状はこちらに不利。

　フランチェスカは深い手傷を負っているものの、そこは現身用の生命力。未だ無力化までは至らない。対する魔法少女達も戦力豊富とは言い難がたく、ラギとイオールの支援、魔法による味方全体への身体強化もあまりにも細やかで決定打にはなり得ない。揉み合い、拮きっ抗こう状態の中で一進一退が続いている。マーガリートが試みていたなんらかの計画は失敗、フランチェスカは不完全ながらも補給を成功させ、このままではじり貧だ。

　そんな中、突如、視界内の緑色に茶色が混ざった。一部の樹木が枯れ果てたのだ。

　羊達は森の色彩などどこ吹く風で敵に噛みつき、圧のし掛かっている。その主、パステルメリーも樹木の変化に目を向けるだけの余裕が無く、恐らくは気付いていない。７な７な５こ３さんは何事かを叫び、ネフィーリアは警戒し、かといって攻撃の手を緩めない。

　フランチェスカに目を向けると、落ち着きなく頭を動かし、周囲を警戒しているようだった。この異常事態をなにかの前触れとでも思ったか。もしそうだとすれば正解に近いが、かといってなにが起こるかを完全に予期することはできないだろう。

　ラギとイオールから魔法少女達までの距離が凡およそ十歩、そこから五歩離れた位置に半透明の円盤が浮かんでいる。浮いている高さはラギの腰程度、大きさは一抱え程もある。僅わずかに楕円形で、もう少し形が違えば姿すがた見みかタペストリーのようだ。円盤からの距離はこちらから見て十歩。魔法少女達、円盤、魔法使い二名、の三点で二等辺三角形を描いている。

　円盤は魔法の力場だ。よりはっきりした形で顕現している。大きさも増している。

　自動で進んでいた術式は、完成するなり樹木が枯れるまで一息で力を吸い上げた。力場は形態を変え、大きく、濃く、分厚くなり、全てを受け止めている。

　これだけの力がどこから来たかは一目瞭然だ。先程まで緑一色だったはずの周辺の木々に茶色がちらほらと混ざっている。根を通して樹木から力場へと力を吸い上げた。奪われ続けた魔法使いと魔法少女の力を強引に奪い返したのだ。押し合うばかりの拮抗状態はこうなればむしろ重ちょう畳じょう、この状態をもう少し保つことができれば二の矢を放てる。

　元々簡易的な門を作るため力場に集めた魔法の力を、女神に向けて飛ばし、ぶつける。サタボーン謹製の特製魔法少女だろうとひとたまりもない。

　詠唱を切り替える。イオールはラギの意図を察して詠唱に追随、魔法の完成を目指して呪文と呪文が重なり合う。波長が合わさり、力の照準がラギに定まった。向かってくる。そして受け入れる。五感は鋭敏になり、疲労は和らぎ、杖を握る手に力が増し、時間の流れが泥のように遅くなり、動きは反比例して速くなる。端々まで漲みなぎっている。

　フランチェスカは、少々の戸と惑まどい、様子見こそあったものの、例の鼻につく笑顔を浮かべ、見た目だけなら優しそうな眼まな差ざしで魔法少女と羊を睥へい睨げい、握り拳を作った。

　ラギは詠唱の速度を速めた。遅れてイオールもついてくる。

　呪文を切り替えたことにより魔法少女達の強化は失せた。計画完遂までに一人か二人はフランチェスカに殴られるだろう。だが殴っている間に呪文は完成する。島中に蔓延はびこる忌いまわしい樹木から吸い上げた膨大な力を一点に叩き込む。単純かつ暴力的だが効果は高い。長い詠唱も儀式も術具も必要なく、術者は二人で充分だ。力を得たラギの身体能力は向上、詠唱時間はより短縮されていく。

　フランチェスカは素早く腕を振るった。甲高い音が鳴り、ラギは大きく目を見開いた。喉が詰まる。詠唱が途切れる。髭ひげから液体が滴したたっている。ラギは喉を抑えた。声が出ない。口からは泡が弾はじけるような音しか出てこない。

　よろめき、倒れかけたところをイオールに支えられた。イオールは治癒の魔法に詠唱を切り替えている。治療の必要などない、攻撃に切り替えろ、と怒鳴りたくともラギの口から溢あふれ出すのは生暖かい液体だけだ。

　ラギは血に塗まみれ、フランチェスカを睨にらみつけた。フランチェスカは笑顔を浮かべている。力が入らない。中程から折れた杖が、皺深い手からするりと抜けて地面に落ちた。

　小石か、それとも武器類の破片かなにかか。こちらに向けて小さな物を投げつけてきた。ラギは反射的に杖を翳かざし、盾とした。杖を折り、それでも投擲物の勢いを殺し切れず、喉に受けた。力場と接続していなければ、そもそも反応さえできず、首から上が弾ける程度の致命傷を負っていただろう。命は繋いだが、だからといって助かったとは思えない。このままでは呪文は完成しない。それどころか、もっとまずいことになる。

　どこまで考えてやったのか。女神は既に興味を無くしたかのように、こちらを見ようともしていない。戦力外であると見み做なされている。フランチェスカの笑顔は老魔法使いを嘲笑っているかのようだった。

　力場がうねった。操作者が突如消失したせいで安定性を保つことができていない。設定は生きているが、それだけでは危うい。膨大な力を持て余している。

　眩まばゆい光が周囲一帯を覆い尽くした。

　過剰な力を光として発散し、制御可能な量に調整する安全弁が設定の通り働いてくれたというだけのことだが、今はあまりにもタイミングが悪い。力場から力を得ていたラギは「少し目が眩くらむ」程度で済むが、並の魔法使い、魔法少女が浴びれば短時間の視覚障害を起こす。ましてや魔法の才能が無い者であれば命に関わることもある。

　統とう太たがいた位置は、ラギから見て斜め後方一歩か二歩。今のラギは首を動かすだけで文字通り血を吐く破目に陥る。じっとしていても血は抜け続け、視界は刻一刻と狭く薄暗くなっていく。そのため音で判断するしかないのだが、倒れる音、悲鳴、泣き声、諸々は聞こえてこない。まだ立っているようだ。不幸中の幸いか「命に関わる」は無かったらしい。

　イオールの詠唱は止まらない。ろくに目は見えていないだろうに、途切れることなく呪文を唱えている。だが治療が終わるまでには魔法少女達の命も終わっているだろう。ラギは怒鳴ろうとし、先程よりも多くの血を吐いた。小刻みに震える指先をフランチェスカに向けたが、そこから先へは続かない。

　フランチェスカの動きは止まらない。元々五感に頼っている割合が少ないからか、強烈な光をものともしていない。

　魔法少女達はフランチェスカの動きを視認できず、攻撃されればまともに食らうしかない。フランチェスカの笑顔が、強く、濃くなった。全く無防備なパステルメリーの頭部に対し、鉄槌のように叩きつけんと拳を振り上げる。

　ぱんと乾いた音が鳴った。フランチェスカは笑顔のまま、弾かれた拳を見、次いで空を見上げた。太陽を背にして宙を飛ぶ踊り子風の魔法少女が口をすぼめて息を吐き、またぱんと音が鳴った。フランチェスカの髪が千切れ、血が飛び、三発目の空気弾が突き刺さった歯車を直撃し、笑顔が消え、振り上げていた腕で歯車を庇かばった。

　テプセケメイの姿は先程より一回り大きく、色合いも若干だったがしっかりしている。表情まで凛り々りしさを増しているように見えた。





◇マナ






　光った。光源が遠方だったにも関わらず、目を眇すがめ、手を翳さずにはいられない閃光だった。その眩さにより、しばしの間目を瞑つむり、ゆるゆると瞼を開いた。

　ところどころの木々が茶色くなって枯れているのも光る前と変わらない。枯死と強烈な光、連続して起こった不可解な出来事二つは関わり合いがあるのだろうか。

　光源は恐らく本館の方だ。なにかが起こったのは確実として、そのなにかは今のマナには全くわからない。この島にいる魔法少女の顔を、殺人鬼の女神まで含めて一人一人思い起こしても、島中の灰色の実が生る樹木を枯死させた上、本館で強烈な閃光を発生させるという魔法の使い手はいない。

　魔法少女でないならば、島にあった仕掛けか、魔法使いか。どちらも有り得るが、樹木を枯らすというやり方は島の仕掛けに相応ふさわしくなく、六四か七三で魔法使いがありそうだ。ラギ、だろうか。

　マナは改めてナヴィの顔を見た。葉が枯れた時にも薄ら寒い余裕は多少削れていたが、まだ仮面を被っていた。立て続けに不可解な現象が発生し、今はその仮面も頭と同程度にはげかけている。僅わずかではあったが、本音が透けて見えた。

　顔はマナの方に向けながら身を捩よじり、爪先は本館へ向けている。右手で左の肘を押さえ、中指でとんとんと叩いている。頬の赤みが強く、右目元の皺が左に比べて深い。

　爪先の向きは本館への強い思い、それ以外の動作、表情、細部がナヴィの内面を示している。余裕があった時のナヴィであれば全て隠し通していたはずのものだ。

　焦あせりがある。本館の方を気にしている。向こうに行きたいと考えている。クラリッサのことを気にしているのか、それ以外を気にしているのかまではわからない。

　一拍置いて、ナヴィは身体ごとマナに向き直った。焦っているなりに余裕ある表情を浮かべている。

「目が潰れちまうかと思ったぜ。とんでもねえ光だった。いったい誰が──」

　ナヴィが言い終える前にマナは駆け出した。錠剤を二粒口に含み、舌の裏側で溶かしながら呪文を唱え、脚力を強化する。魔法少女並の身体能力が欲しいわけではないため、アンプルは使用しない。ナヴィに追いつかれては困るし、ついてこれないほど引き離してしまうようでもまた困るからだ。

「本館の方です！　急ぎましょう！」

　一方的に告げた。ナヴィの方でも制止しようと何事かいっていたが、聞こえなかったことにし、マナは走った。

　これまでは、ナヴィを置いて自分一人で本館へ走ることは、論外であると考えていた。ナヴィから監視の目を外す、というのはいかにもまずい。

　だが枯死と閃光によってナヴィの仮面が綻ほころび、態度と反応からヒントを出してくれた。ナヴィはマナを放っておきたくはない、と考えている。単なる庇護欲ではなく、監視しておきたいと見るのが自然だ。マナだけでなく、ナヴィ側もマナの動きを気にしていた。

　ならばマナ単独で本館へ向かわせたくはないだろう。

　もう一つ、ある意味では最も大きな理由として、向こうには魔法使いが戦える環境がある可能性が高く、恐らくは戦っている魔法使いがいる。マナが駆けつけたところで無意味に殺されると決まってはいない。分の悪くない賭けだ。

　だからマナは走った。簡単に追いつかれないよう薬も使った。

　ナヴィの足音を聞きながら坂を駆け下り、本館に居る何者かの無事を祈った。

　ラギ単独では連続した破壊音は無いはずだ。女神なら魔法使い程度一撃で終わらせる。つまり魔法使い以外に魔法少女がいるはずで、うちの魔法少女達が無事でいてくれれば良し、優れた働きをしていてくれればなお良し、と考え、自然と「うちの魔法少女達」と考えてしまったことに苦笑いを浮かべた。





◇テプセケメイ






　テプセケメイは小さく薄い靄もやのような存在になって漂ただよっていた。蜘く蛛もの糸を辿たどる亡者のように弱々しく、幻の中で足あ掻がく杜と子し春しゅんのように儚はかなく、現実にはなにも干渉できず、見えず、聞こえず、少しでも力を蓄たくわえようとじっとしていなければならなかった。

　しかしそこに好機が訪れた。敵が持っていた小さな粒がバラバラと転がったのだ。

　美味しそうな匂いに惹ひかれた。この世の中にいるのかいないのかもよくわからない、幽霊のような状態のテプセケメイは力を振り絞ってそちらに飛んだ。転がってきた粒がこつんと触れ、テプセケメイの中にすうと溶けた。飢えかけた時に差し出されたフルーツのように隅々まで滋養が染み渡り、なるほどこれが芋粥というものかと頷いた。

　完全に元通りとはいかないまでも、ある程度の力を取り戻し、するすると空を目指して飛び、下を見下ろせるようになった時には魔法少女の姿を半分程度まで復活させることに成功していた。

　下界では敵と味方が入り混じって戦っている。ゴーグルをかけた魔法少女の姿を認め、ようやく自分を取り戻したかと嬉しくなった。自分以外の誰かのことで嬉しくなるのは、自分のことで嬉しくなるよりも嬉しいことだ。

　テプセケメイは味方を助けようと上空から空気の弾丸を飛ばした。かつてプキン相手にやった時と同じく、傷口から入り込んで中身を空気でいっぱいにして弾けさせる、という必殺のやり方は、一度失敗していた。

　魔法少女は賢く、テプセケメイも賢い。同じ過あやまちを二度犯すことはない。上空から倦うむことなく空気の弾丸を飛ばし続け、敵の傷口を狙う。





◇ネフィーリア






　なにかが弾けた。肌を通して音だけでなく振動も伝わる。女神だ。女神になにかが命中した。また弾ける。連続してなにかが命中している。女神が身を捩った。嫌がっている。

　女神への攻撃だ。ネフィーリアは目が見えず、聴覚と触覚で判断するしかない。何者かが女神に対して攻撃を仕掛け、それはある程度功を奏している。

　なにが起こっているというのか、考えかけ、すぐに振り払った。今は考えずに援護すべきだ。マーガリートの目もく論ろ見みがどうしたわけか失敗し、女神を滅ぼすための大作戦は脆もろくも崩れ去った。勿論、だからといって諦めていいわけではない。ネフィーリアがすべきは、詰まるところ一つだ。最善を尽くす。

　まずは鎌を手放した。この距離ではあまりにも使い難にくく、かといって鎌を使い易くするよう距離をとろうと離れれば、今度こそネフィーリアの命が無い。空いた手で女神の襟首を掴み、手首を握り潰された方は肘を使って敵の身体に落とす。一撃、がつんと決め、反動で痺しびれた。二撃目を試みる前に額を打ちつける。そこにも反動があった。

　反動が大きくなっている気がした。敵が強くなっているというよりこちらが弱くなっている。そういえばラギからかけられていた魔法が解けている。細やかな身体強化が無い。

　連鎖的に気付く。ラギの詠唱が消えている。イオールだけだ。

　ラギの身になにかが起きている。また音が弾けた。連続する。

　自然にしろ人工にしろ、魔法がかかっていない光であるならば、魔法少女は耐性を持っている。先程の強烈な光はまず魔法と考えていい。魔法少女であるネフィーリアにも大きく作用し、完全に視界を奪ってしまった。

　光る前、樹木が所々枯れていたのとなにか関係があるのか。光はラギの仕業ではなかったのか。ラギはなにをしているのか。

　ネフィーリアは頭を振り上げ、振り下ろした。額ではなく、鼻からぶつけた。手加減はしていない。痛みで目の中に火花が飛び、鼻血が噴き出る。そして同時に涙が零こぼれる。涙を流しながら二度三度瞬まばたきし、周囲の光景が、朧おぼろではあるものの、見えるようになった。

　イオール、ラギがどうなっているかはわからない。空中からなにかを撃ち込んでいる者も不明だが、これはテプセケメイだろう。羊とパステルメリー、７７５３らしきシルエットが藻も掻がいている。女神は──と確かめる前、耳に入ってきた音にぎょっとした。

　聞き覚えどころか口にしたことがあった。ある種の畏怖によって心に深く刻まれている。ドリーミィ☆チェルシーのオリジナルテーマソングだ。

　女神が歌っている。音程は機械のように正確、周囲に漂う血と臓物の臭気が嘘のように爽さわやかな声、堂に入った節回しだ。ネフィーリアは戸惑った。意味がわからない。ドリーミィ☆チェルシーは息絶える間際まで歌っていた。つまり女神も歌を聞いてはいたのだろう。しかし今歌う理由は無い。

　ネフィーリアの思いを打ち砕くように女神の肉体が熱を持つ。

　──どうして！

　ネフィーリアは更なる混乱に襲われた。スポーツ科学でいうシャウティング効果か。それとも鬨ときの声のように使うことで士気を上げようというのか。もしくは──この歌に対して魔法少女としての思い入れがある、ということなのか。

　思い入れもなにも無い歌を口ずさんだ程度で魔法少女に元気は湧かない。魔法少女が歌で元気になるとすれば、それは力を生み出すほどの思いが前提となる。

　憧れ、羨望、対抗心、嫉妬、女神の心情を慮おもんばかるのが不可能な以上、想像するしかない。戦う二人の間になにかしら強い感情の動きがあり、それによってチェルシーのテーマソングは女神にとっても特別な歌となり、心を高揚させ──ネフィーリアは歯を食い縛り、肘を打ち付け、額を叩きつけた。

　そんなわけはない。有り得ない。仮に有り得たとして、それでどれほどの力が手に入るものか。思いで全て解決できるというのは古い魔法少女マニアが陥おちいりがちな勘違いだ。勘違いに嵌はまり死んだ魔法少女はネフィーリアの知るだけでも十指に余る。

　力が少しばかり戻ったとしても大怪我が完治するわけではない。チェルシーの歌を掻き消さんとするかのように羊達が嘶いなないた。ネフィーリアは額、肘と立て続けに打撃を浴びせ、朧な視界の中で歯車に手を伸ばした。

　女神は片足を上げ、勢いよく下ろした。地面が揺れた。ネフィーリアの身体が浮き、離れてなるかと女神にしがみつく。空を切るような音が聞こえた。風が吹いている。女神の顔に向けて吹き込んでいる。女神が思い切り息を吸い込んでいるのだ。

　ネフィーリアは覚えていた。光が走る前、女神が薬入れを落として中の薬が周囲に散らばった。歌によって回復した分を一踏みに込め、衝撃をもって地面から小さな粒を浮かし、それを恐るべき肺活量で吸い込んだ、という女神の行為に思い当たった時には、女神の身体は触れているだけで汗が滲にじむ程の熱を持っていた。





◇パステルメリー






　なにがなにやら全く理解できない。強烈な光、よくわからない音、それになぜか聞こえてくるドリーミィ☆チェルシーのテーマソング、パステルメリーには全てが理解から遠く、意味がわからないにも程がある。

　それでもなにかをしなければならず、しかし今のメリーにできることは限られている。両腕をしっかりと女神の腰に回し、手は組まず、ハートの形を作った。パステルメリーの知る中で最も強い魔法少女にあやかってのことだ。

　どれだけ効果があるかはわからない。こんなことをしても本人以外には意味が無いのかもしれない。それでも、気持ちだけでも、ドリーミィ☆チェルシーに近付くことができれば、きっとパステルメリーにも普段以上の力が出せる。そう信じた。

　女神の体温は上昇し、突き放そうとする力がどんどん強くなっていく。だからといって負けてはいられない。誰かが歌っているドリーミィ☆チェルシーの歌に合わせ、綺麗とはいえない声、良く知らない歌詞、上手くもない歌を大声で歌った。





◇曲岡統太






　顔や首や腕、表に出ていた皮膚全体がひりひり痛む。その中でも目の痛みが飛び抜けている。ひりひりではなくじくじくだ。目から顎にかけて生暖かい液体が流れているのは、ひょっとしたら涙ではないのかもしれない。

　なにもかも見えなくなってしまっても、痛くて痛くてたまらなくても、統太は足を止めなかった。頭の中で見えなくなる前の光景を再現する。距離は十メートルくらい、皆が押し合いへし合いして動かなくなっていた。今も同じ状況だと信じて行くしかない。石や穴で躓つまづいたりしないよう気を付けながら、同じペースで多少摺すり足気味に進み続けた。

　痛いだけならマーガリートよりはきっとマシだ。マーガリートであれば痛かろうと自分がすべきことをこなす。実際、怪我でいっぱいになっても戦っていた。普通の小学生なら「痛いから無理」と泣けば、子供だから仕方ないと許される。でもマーガリートは泣いたりしない。マーガリートの弟子である統太も同じだ。二年生の時、アスレチックから飛び降りて肩の骨を外した時はもっと痛かった。あれよりマシなら耐えられる。

　なにが起こったのか、どうしてこうなったのか、といったことは極力考えないようにした。考えてわかることではないし、それで良くなるわけでもない。だったら自分が考えるべきを考えて、やるべきをやった方がいい。なにも持っていない、ただの子供でしかない統太にもやれることがあるのなら、それはきっと良いことだ。

　痛いことを抜きにしても、目が見えないとただ歩くだけでも滅茶苦茶に大変だ。ほんのちょっとしたことで倒れそうになるし、それどころかなにも無いのにバランスを崩しそうになったりもする。なにかが弾ける音が聞こえたり、地面が揺れたり、誰かの歌声が聞こえたり、そういった不意の出来事によろめきつつも、統太は足を止めず歩き続けた。

　ラギの呪文はいつの間にか止んでいて、イオールだけだ。ラギのことは心配だけれど、少なくともイオールには呪文を唱えるだけの元気がある。これは良いことだ。

　そして魔法少女達の方からは二人分の歌が聞こえる。なんで歌ってるんだとか、そういうことは考えず、音が聞こえているのだからそちらを目指して歩く、これでいい。

　考えることはやめなかった。考えることはとても大切だ。考えることをやめてしまえば、きっと痛みと恐ろしさで足が竦すくんでしまう。それにマーガリートがどうして失敗したのかわからなければ、統太も同じ失敗をしてしまうかもしれない。それは絶対に嫌だった。

　マーガリートがやろうとしたことはぼんやりではあるけれど見えつつあった。

　ネフィーリアは灰色の実を持っていたのに、マーガリートは変身せずついてきた。

　女神の反応も違った。ネフィーリアの手首をあっさり握り潰してトドメを刺そうとしたのに、マーガリートの方は手首を掴んで放り投げた。よくわからないものを遠ざけたかった、というように見えた。

　女神はボロボロになっていた。マーガリートの剣、他にも色々と刺さっていたし、とんでもない激戦があったのだろうと思う。戻って来なかったクランテイルと、それにマーガリートが二人で女神を追い詰め、そして勝てなかった。でもそれはおかしいと統太は考える。マーガリートは女神にもましてボロボロで、しかも人間に戻っていた。なのに殺されることなく、女神の後ろからやってきた。どうして人間のまま殺されなかったのか。

　そう、鍵はマーガリートだ。統太の知るミス・マーガリートは殺されるとわかっていて破れかぶれで突っ込んだりしない。なにか勝算があったから人間のままで女神に向かった。

　多くの材料を頭の中に入れて、脳みそが沸わき返るほど動かし、無理やりに答えを出す。

　女神の魔法少女は、人間を認識できないのかもしれない。正確には魔法の力を完全に失くしてしまった人間だけど、統太には元々魔法の力なんて無いと７７５３に確かめてもらっている。統太ならマーガリートがやろうとしたことをやれるはずだ。

　だけど、と統太の中の別の統太がブレーキをかけようとする。

　統太の考えが本当に正しいのかどうか、確かめている時間はない。間違っていたら無駄に死ぬ。たとえ正解していたとしても、目が見えないのだから失敗する可能性は高い。目を瞑っているだけとは全然違う。本当になにが起きているのかわからない。歩くだけでもギンギンに集中しなければならず、いつ転んでもおかしくはない。なんとか目的地まで到着したとして、そこから先も大変だ。なにせ見えない。そこにいる誰かが敵にバレないよう指示を出してくれるとか、他力本願を当てにするしかない。

　それに加え、統太は、マーガリートが失敗した原因にまで辿り着けていない。足は進み、音は近付き、羊と血の匂いもどんどん迫ってきているのに、失敗の原因にまで至らない。このままではマーガリートと同じ目に遭うか、もっと酷い目に遭うかもしれない。それでも足を止めるよりマシだ。一度止めてしまえばその場からきっと動けない。

　目が見えないのはとても辛いことであり、けれど、ひょっとしたら良いことだったのかもしれない。見えていれば、怖くて歩けなかったのではないかと思えてならない。でも目が見えないのに歩いているのはもっとおかしなことかもしれず、統太は自分自身がおかしくなっているのかもしれないと思い、それならそれでいいやと頭を切り替えた。

　恐ろしいと思う心を噛み、砕き、擦り潰し、飲み込み、精一杯雄々しい顔つきを作り、統太は音のする方に向かって一歩ずつ進んだ。





◇ミス・マーガリート






　子供の頃から誰かを指導する機会は多かった。歴代担任は皆「麓ろく郷ごうさんに任せておけば安心」といい、級友も声を揃え「薫かおる子こちゃんは頼りになるから」といっていた。自分自身のせいで困ることより、他の誰かのために困ることの方が多く、それは魔法少女になってからも変わらなかった。アンナマリーのことが無くとも、結局は──

　遠ざかろうとしていた意識が戻る。瞑っていた目を開き、周囲の気配を窺うかがった。

　なにかが弾ける音はテプセケメイの空気弾だ。歌声は──女神、それにパステルメリーか。混乱を誘うためにやっているのか、それとも他に意図があるのか。

　こちらへ向かう統太を見て気が遠くなった。夢と現うつつを行き来しながら強烈な光を浴び、そこまでは覚えている。己のだらしなさが幸いしたというべきか、光る前から目を瞑っていた。そのため目を直接焼かれることはなかった。

　ほどなく視界内の物がはっきりと形を取り戻していく。がっしりと女神の腰に組み付くパステルメリー、食らいつく７７５３、数を減らしながらも頑張る羊達、必死の形相で女神を打ち叩くネフィーリア、血に染まった喉を押さえるラギ、ラギを支えて呪文を唱えるイオール、空中から不可視の飛び道具を連射するテプセケメイ、傷だらけになりながらも未だ倒れようとはしない女神の魔法少女。

　そして、目を瞑る直前に見ていた統太。視力が回復していない。閉じた瞼から血液を流し、ふらつきながらも確実に前へ進んでいる。魔法少女達との距離は近い。

　ぎょっとし、そして心配し、同時に驚愕した。子供にしておくのが惜しい、とんでもない根性だ。マーガリートが現役であれば監査部門に引っ張りたいくらいだ。息を吐こうとし、温かな血で噎むせた。

　全身の怪我を数え上げ、すぐに数え終えることと動くことを諦めた。

　ならばなにができるというのか。統太は歩いている。女神の知覚について教えるだけの時間は無かったが、なにかの切っ掛けでそれを掴んだか。魔法少女達はテプセケメイを除いてまだ視力が戻っていない。否、女神だけは回復しているか。テプセケメイをしっかり見据えている。手が届かない上空に対していかに攻撃をするか、それとも邪魔な他の連中を先に潰すか、を考えている、というところだろうか。

　なぜだろうか。後ろから背中を見ただけなのに、女神がある程度元気を取り戻しているように見えた。なにか取り戻すような要素はあっただろうか。歌ったから元気になった、というレベルではない。なにかがあった。粒状の、恐らくは薬を取り出して飲もうとし、失敗した。あれではそこまで元気になるとも思えない。

　血と共に息を吐いた。

　否、違う。転がり、落ちた薬の数が減っている。草の上、地面、そこに転がっていた小さな粒はもっと多かったはずだ。今は、ほぼ、無い。

　なんらかの手段で薬を回収したのか。だとすれば時間が無い。マーガリートは地面に視線を這わせ、ある一点で静止した。距離にして身長の三分の二程度、小さな粒が落ちている。気軽に届く距離ではない。しかしそこに落ちている。

　統太が女神に向けて手を伸ばしている。が、目標地点と指の先がズレている。

　マーガリートが失敗した原因が他者の注目、そこから見えざる刺客の存在を導き出した女神の推理力だとして、皆の目が眩くらんでいる現在は好機だ。統太は注目されることなく目的を果たすことができるかもしれない。しかしこのままでは剣の柄が掴めない。そもそもどの武器を使えばいいのか正確に理解しているだろうか。マーガリートの細剣レイピアや歯車では駄目だ。バターナイフに似た奇妙な刀剣でなければ、人間の力で抜くことも刺すことも適わないだろう。

　今の自分を再確認する。死にかけている。力が無い。聞き取りやすい声を出す自信が無い。しかし魔法少女に変身すれば別だ。最後の最後、残った力を振り絞ることは魔法少女の得意技でさえある。

　尻と背中を使って反動をつけ、寄りかかっていた幹を叩き、前に向かって倒れ込んだ。地面に接触した衝撃と痛みで気が遠くなり、唇を噛んでそれに耐え、芋虫のように動き、這いずり、舌を伸ばし、小さな粒に押し付け、貼り付けた。唾液、それに血液と一緒に飲み込む。裂かれるような痛みさえもう気にしていられない。

　力を感じる。口の中から喉を通り、身体の中で消えていく。僅かな力だ。だが今はそれが泣きたくなるくらいに有難い。

　死にかけた無力な人間──麓郷薫子は、魔法少女「ミス・マーガリート」に変身した。息を吸い、血を飛ばしながら、誰一人聞き逃さないよう力強く叫んだ。

「五センチ右！　六センチ上！」

　全員の注意がこちらに集まった。女神もマーガリートの方を見た。動いたことで刺さった剣の位置も変わったが、それはマーガリートの読み通りだ。統太はマーガリートの指示通りに伸ばした手の位置を修正した。理解してくれている。

「そのまま真まっ直すぐ！　十センチ前！」

　指示を出しながら、残った力の全てを費やして膝を立てた。貴様だけは絶対にと噛んだ唇が千切れる殺意を込め、女神へと向ける。女神は高い学習能力を持つ。今まで散々浴びせられてきたマーガリートの殺意を察知してくれるはずだ。そして、意識してくれるならば、ただでさえ知覚できない統太に気付くことはない。

「その剣で！　刺せ！」

　声は出た。充分に大きな声だったはずだ。羊達、パステルメリー、７７５３、ネフィーリア、イオール、ラギ、全てマーガリートに注意を向けている。女神へにじり寄る統太のことは、誰一人気にしてはいない。

　マーガリートの殺意を受け、女神の髪がちりと揺れた。大量の血液を迸ほとばしらせてマーガリートの細剣を抜き、テプセケメイの空気弾をものともせずに投擲した。本来投擲するための武器ではないが、それを避ける力は今のマーガリートに残されていない。胸に受け、帽子を落とし、仰け反り、寄りかかっていた樹の幹に縫い付けられ、がっくりと項うな垂だれた。

　マーガリートの目はほぼ閉じられていたが、肌で感じていた。統太が剣を抜き、女神を刺した。よくやった、と心の中で褒め、マーガリートは口元を歪めた。

　瞼は閉じていても見えるものがあった。申し訳なさそうな顔をしたアンナマリーが傍かたわらに佇たたずんでいる。マーガリートは微笑み、柄がらではないかと思い直して顔を引き締めた。





◇７７５３






　ぼんやりと見えるようになった目でなにが起きたのかを見た。

　まず少年が剣を引き抜いた。まるでいきなりそこに現れたかのようだった。７７５３は驚き慌てたが、女神はそれどころではない。

　剣に触れた時点で女神は反応したが、羊達は噛みつき、パステルメリーが押し、ネフィーリアは女神の左手、７７５３は右手に全力でしがみつき、更に見えないなにかが歯車を弾き、女神は一瞬だけ動きを止めた。見えないなにか──テプセケメイの空気の弾丸だ。

　諸々の結果、女神が腕を振るうよりも早く剣が振り下ろされた。統太の動きはじれったくなるほど遅かったが、剣を向けられた女神は蛇に睨まれた蛙のように動きが鈍っていた。

　魔法少女の攻撃をものともしなかった女神の頭部に、剣が刺さり、埋まっていく。女神の目から、鼻から、どくりと血が流れ、眼がん窩かを通った剣は後頭部まで刺し貫き、大きく開けた口からごぶりごぶりと血を吐き出し、締められた鶏のような声が漏れた。

　力が抜けていく。体温が下がる。脈動していた胸の斧が動きを止め、肌の色が褪さめていく。誰かが大きく息を吐いた。

　ネフィーリアがマーガリートの方へ走っていく。ラギは膝をつきながらもイオールの背を押した。イオールは倒れた統太へ駆け寄り、助け起こして呪文を唱え始めた。

　パステルメリーは女神にしがみついたまま離れようとしない。目を瞑り、大きな声で歌い続けているせいで状況がわかっていないらしい。羊達は寄って集まり、主を引き剥がすために口で服の裾を咥えて引っ張り始めた。

　７７５３は女神から手を離そうとしなかった。ゴーグルを通して女神の情報が伝わってきていたからだ。まだ終わっていないのに、皆が終わったと思っている。

　プキンの時は、終わっていると勝手に思い込み、実際は全く終わっていなかった。７７５３が最後まで油断しなければ、ファニートリックと繰くる々くる姫ひめは命を落とさず済んだかもしれない。あの時に戻りたい、戻って最後までしっかり仕事をしたい、あいつはまだ生きていると皆に教えてやりたい、何度も何度もそう思った。

　二度と同じ失敗はしない。

「こいつまだ──」

　叫ぶ前に女神が走った。反応できる者がいない。羊達が跳ね飛ばされた。パステルメリーは抱き着いたままだが、既に力が抜け、重し以上の役には立っていない。

　ここで取り逃がしたら意味が無い。この島で何人の人が女神に殺されてしまったのか。かつてＢ市で起こった事件と同じことになってしまう。あの時も大勢人が死んだ。後悔を抱えて生きてきた。もしなにかしらの事件に巻き込まれることがあれば、絶対に同じ結果をもたらすまい、と心に誓った。

　７７５３は動いていた。腕を掴んだまま女神に先んじていた。

　負傷箇所、行動パターン、習い覚えた技術、地形、敵の配置、女神視点での情報から動きを予測する。負傷箇所は主に上半身、しかし傷を庇って動けば右の出足が遅れる。更に反撃を受け難い位置は──タイミングと弱みを一見で掴み、左側、パステルメリーの身体によって死角となっていた箇所へ肩からぶつかった。

　女神がバランスを崩した。すぐに立て直せるような生易しい怪我ではない。７７５３は右足、左足、と力を入れ、身を捻った。女神、パステルメリー共に転がり、その先にはエネルギーの円盤がきらきらと光っている。ラギが儀式のために作っていた力の集積場だ。暴発して光り、それでもまだ形を保って残っている。

　女神の右手が空を掻いた。７７５３は右足で地面を蹴った。三人の魔法少女は縺もつれ合いながらエネルギーの集積場にぶつかった。





◇ラギ・ヅェ・ネント






　脳を破壊すれば機能停止するはず、と考えるのは当然だ。

　パステルメリーが離れなかったのは周りを見ていなかったから、７な７な５こ３さんが離れなかったのは魔法のゴーグルでフランチェスカの状態を認識していたからだろう。

　まるで悪夢を具現化したかのようだった。剣で頭部を貫かれ、それでもフランチェスカは動いていた。ネフィーリアは７７５３の鋭い叫びに足を止めて振り返ったが、間に合うものではない。両手で腰を抱いたままのパステルメリーが振り回され、７７５３は襟元を掴つかんだ右手を引き寄せ、肩からフランチェスカにぶつかった。縺もつれ合う三人は円盤にぶつかり、瞬時に吸収された。

　ネフィーリアは力場に手を伸ばし、届く前に止めた。似つかわしくもない縋すがるような目をラギに向け、ラギは血を吐きながら右手を振り、マーガリートの元へ走らせた。

　イオールの治癒魔法により回復はしていたものの、ラギは今なお危険な状態にあった。しかしマーガリートに比べればまだマシだ。重傷を負ってはいても集積場から受け取った力の残ざん滓しが身体の中を巡っている。これならすぐに死ぬ、ということはない。

　そして重傷者はマーガリートだけではない。統とう太たもいる。殊勲者とも思えない哀れな姿で、フランチェスカを刺すなり地に伏せ身を丸めて、そのままだ。

　マーガリートはネフィーリアに任せ、統太にはイオールをつけた。この少年がいなければフランチェスカの打倒には届かなかった。本来背負うはずのなかった重責を背負わせ、負うはずではなかった重傷を負わせた。少年の怪我は全てラギの至らなさによるものだ。怪我の一つも無い状態で完治させねば皺しわ腹ばらをかき切ろうとも申し訳が立たず、ましてや死なせてしまえば皺腹が一ダースあろうとまだ足りていない。

　イオールは統太を抱き起こし、右手を掲げた。指の股には一枚ずつカードが挟まれ、詠唱と共に模様が消えていく。術式の選択、詠唱の速度、滑らかさ、合格点だ。

　──問題は、こちらか。

　ラギは喉を押さえ、血を飲み下し、痛みと戦いながら体の向きを変えた。力場は変わらずそこに存在している。否、変わらずではなく、厚みと濃度が増している。魔法少女二人分、それに現身の素体を飲み込み、強くなっている。

　円盤の周囲では羊達が集まり悲しそうに鳴いていた。ラギは羊達をかき分けようとし、一歩目で躓つまづき、取り縋ろうとした杖が折れていたため両膝をついて首こうべを垂たれた。

　集積場に手を入れなければならない。入ってすぐならば、そして製作者であるラギならば、二人の魔法少女を掬すくい出せるかもしれない。統太と同じく、彼女達も英雄だ。いなければフランチェスカは倒せなかった。報われるべきだ。少なくともここで死んでしまっていいわけはない。

　しかしラギの足は中々動いてくれない。どうにか膝を立てたが、そこから先がまた長い。そして立ち上がって集積場に近付いたとして、喉が潰れている。詠唱を省略した簡易術式では限界がある。限界だからと諦めていいわけはないのに、だ。

　ラギは眦まなじりに力と怒りを込めた。やるべきをやる。魔法使いを一人使い潰し、それでどうにかするしかない。元々長生きし過ぎた身だ。これ以上老醜を晒さらす必要も無い。

　今度は転ばないよう慎重に進み、手で払って羊をどかした。円盤の目前に立ち、折れた杖を目前に掲げ──

「敵は！　敵はどこですか！」

　マナ、それに遅れてナヴィが森の中から現れた。

　張り詰めていた心の糸がふっと緩み、ラギはふらつき、恐るべき速度で駆け寄ったマナに支えられた。マナはラギの口に錠剤を入れ、喉の傷に膏薬のような物を張り付けた。そういえば薬学を専門としている、といっていた。

　マナは呪文を唱え、ナヴィはもったいぶった表情で魔法を重ねた。お前なんぞに助けられたくない、とは思っても口に出せなかった。喉を潰されていたせいで口がきけなかっただけでなく、今は誰のどんな力を使ってでも前に進まなければならなかった。

「集積場に７７５３とパステルメリーが取り込まれている！　助け出す！　手伝え！」

　血を飛ばしながら指示を出した。





◇ネフィーリア






　ネフィーリアがその場に足を止めていた時間は一秒無かったはずだ。なんであれ最善を尽くさなければならない、という命題は未だ解消されたわけではない。なにが起きたのか理解できなくとも、敵は今度こそ完全に消えたのだという理解があればいい。ラギの指示を受けて踵きびすを返し、絵に描いたような右往左往、まるで道化がダンスを踊っているようだと自嘲しながらマーガリートの方へ向かった。

　持ち手のすぐ先から折れた細剣レイピアがマーガリートの胴体に突き刺さっていた。まともな状態でさえ投げるには適さない武器だ。よくも正確に威力をもって投げつけたものだと敵ながら感心する。マーガリートは背後の樹の幹まで細剣が貫通、縫ぬい付けられる形でそこに座っていた。ネフィーリアは樹から細剣を抜き、出血を考え胴体からは抜かず、その場に寝かせた。懐から取り出した灰色の実を握り潰し、口の中へ果汁を滴したたらせる。

　マーガリートの口元は弛緩し、変身していようといまいと常に凛り々りしくあった往時の面影は無い。ネフィーリアは唇を噛み、二個目の灰色の実を取り出し、握り潰し、果汁を追加する。

　マーガリートは全く動かない。手首をとろうとし、顔を顰しかめた。ネフィーリアの利き手は潰されていた。意識することで痛みが増す。気付いていないふりをして逆の手で手首をとった。

　脈は無い。ネフィーリアは親指を素早く動かし、手首を擦った。

「その剣で！　刺せ！」

　目を見開き、マーガリートの顔を見た。全く動いていない。今の声はネフィーリアの口から発せられたものだ。魔法が発動している。

「そのまま真まっ直すぐ！」

　鋭く、強く、よく通る声だ。背の高い草を揺らし、密度の高い森の中を抜け、ひょっとしたら森の向こう側まで聞こえているかもしれない。ネフィーリアの知る限り、死ぬ寸前にここまで力強い声を出す者はいなかった。

「五センチ右！　六センチ上！」

　声を出し、新しい灰色の実を投入した。

　マーガリートは全く動かない。ネフィーリアはマーガリートの頬に手を這はわせた。体温が抜けようとしている。わかっていたことだが事切れている。口の端から透明な果汁が零れた。飲んでいない。ただ口の中に入っているだけだ。

　ネフィーリアは長々と息を吐き出した。

　ほんのつい先程、完全に死んでいる状態、ネフィーリアの魔法が発動する状態から蘇よみがえった魔法少女がいた。経験からいっても、知識からいっても、彼女が例外中の例外、理の外の存在であることはわかっていたのに、ひょっとしたらと思ってしまった。親しいわけでもない、趣味も好みも異なる、同じクラスにいても友達にはなれそうにない、そんな相手だったはずなのに、なにかの間違いでいいから戻ってきて欲しいと願ってしまった。

　膝の上に頭を置き、頬に手を当て、改めてマーガリートの顔を見た。弛緩している、と感じていた口元が、まるで微笑んでいるように見えた。

　満足してんじゃねえよ阿呆魔法少女、まだ仕事は残ってるってのにあんたがいなくなってどうすんだ、と自分にしか聞こえない小声で毒づき、いよいよクズさが戻ってきたかと微笑んだ。ネフィーリアはマーガリートの遺体を寝かせて立ち上がり、手首の付け根で目元を擦った。最善を尽くすという命題は未だ解消されていない。また踵を返し、皆のいる方へ走った。ポケットの中に手を入れ、恋れん々れんの羽を擦り、自分の口から出た彼女の声を聞いて「くしし」と笑った。
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◇マナ






　季節柄か、島の中どこに行こうと強い日差しからは逃げられない。特にここ、屋敷の中の物置小屋を改修した一室は、日当たりの良さを重視したため日中は陽が入る。

　窓から差した一筋の日差しが男の顔を斜め上から照らした。男は眩まぶしそうに眼を眇すがめながらも、手を翳かざすでもなく、かといってカーテンを引くでもなく、そして部屋の管理責任者であるマナに文句をいうでもなく、笑顔のまま照らされていた。

　笑みによって作られた目元の小皺、それに柔らかく垂れた眉、細められた眼からは穏やかな性情が窺うかがえる。浮かべた笑顔は虫も殺さない者のそれで、魔法使いのローブは仕立てが良い物を長年愛用したという風で程よく使い古されている。

　そういった穏おだやかな印象の数々は、無造作に捲めくれたローブの袖からちらちらと垣間見える「実験場」の印によりぶち壊しにされていた。

　オスク派の「実験場」所属であるということ、そして所属を隠そうとしていないこと、その二つで「善人に見える魔法使い」ではなく「善人のふりができる悪党魔法使い」であることが明らかになってしまっている。

「事件……いや、事故ですか。あれからもう一週間が経ちました」

　男は控え目に見せかけた物腰で、今日三度目になる頼み事を口にした。

「既に長過ぎる時間が経過しています。どうです。なんとかできませんか」

　マナの返事は前二度と同じく、

「私の立場で原則を曲げることはできません」

　悪党が悪党であることを隠さず、むしろ見せつける時は、その方が有利を取れる時だ。

　真っ当に生きていれば理不尽を恐れる。そして悪党とは理不尽である。だからまともであればあるほど悪党を恐れる。悪党にとっては恐れられるほど仕事がしやすくなる。

　このように世の中は悪党に都合が良いよう出来ている。優しさや思いやりを前面に押し出した物語が持て囃はやされるのは、悪党が得をするのが世の常だと皆が知っているからこそ、そうではない価値観に拍手喝かっ采さいするのだ、とマナは考えている。我ながら青臭いと思えども、現実を見せつけられるほどに「そうである」と思わずにはいられない。

　悪党というのは闇に潜ひそむ犯罪者だけのことではない。表の世界で高い地位を持ちながら違法行為に勤いそしみ取り締まりの対象にさえならない連中こそが悪党の中の悪党で、最もタチが悪い。権力と暴力を自在に使いこなして法の網を掻かい潜くぐり、時には法そのものを変えてしまう。監査部門の一職員如きは「お願い」で動かせると考えている。

「ですから、そこを押してお願いできないかと」

　男は始終にこやかだった。どれだけ優しそうに微笑もうと「実験場」所属であるという前提知識があれば、空々しい笑顔にしか見えない。とマナが感じていることも恐らくは気付いていて、しかし頓着するでもなく儀式のように笑顔を浮かべている。こういう時はにこやかに、というのが癖になってしまっているのかもしれなかった。本来ならマナ相手に愛想をよくする必要はなにも無い。

　そしてマナの側からも笑顔を返す理由は無い。さぞ不機嫌な顔つきになっているだろうと思いながら、テーブルを挟んで向かい合う相手の顔を睨にらみつけてやった。

「何度聞かれても同じ答えしかありません。原則を曲げることはできないんです」

「特別ななにかをしていただく必要はありません。我々を見なかったことにしていただければ、それでいいのです。随伴を付けていただけばそちらとしても……」

「この島から離れることができない関係者がいます。それも含め調査が終わっていません」

「しかし、この島は元々オスク派の地所です。そこで私どもが活動を制限されるというのもおかしな話ではありませんか。自分の家で手足を伸ばすこともできないというのは、これはいかがなものだろうと考えるわけです」

「この島は事件が起こった現場です。しっかり調査しないことには持ち主にお返しすることなんてできません。考えなくともわかることでしょう」

「ですから、そこは現場の判断で見なかったことにしていただければ、ささっと確認だけして私達はいなくなりますから」

　滅茶苦茶をいっているという自覚はあるのだろうが、それを押し通してしまえるだけの自信も窺えた。男はどれだけ無理を押そうとも友好的な態度を変えることはなく、彼の後ろに立つ魔法少女三名が感情の見えない視線をマナに注ぐのみだ。

　陽に照らされた男の陰に隠れるように魔法少女三名が立っていた。マナが言葉を荒げようと、睨みつけようと、身み動じろぎ一つせずじっとしている。物置を改修した部屋の狭さや埃臭さ、日差しの強さや話の長さに文句をいうこともない。

　物語に登場するトランプの兵士のような魔法少女だった。それぞれスペードのエース、クローバーのエース、ダイヤのエースのコスチュームを身に纏まとい、見た目は三つ子のように似通っている。槍、こん棒、スタンガン、といった禍まが々まがしい武器を抜き身で手に持ち、主の用命があればいつでも、誰が相手であろうとも、容赦なく振るうのだろう。

　要するに魔法少女という暴力を背景にした恐喝だ。マナが恐れ戦おののいて従ってくれれば良し、逆にいきり立って胸倉でも掴もうものなら「我が身を護るため致し方なくやった」「危険だと判断した魔法少女が咄嗟に手を出してしまった」などと予あらかじめ用意された言い訳を持ち出し、マナを排除してから悠々と目的を果たす。

　監査部門は侮あなどられている。物心つく前から監査部門の捜査員を目指してきたマナにとってはこれほど腹が立つこともない。相手の目もく論ろ見みを承知していようと、そんなこととは関係無しで反射的に手を出してしまう、というのが今までのマナだった。

　羽は菜ながいた頃は難しいことを考える必要は無かった。監査部門のトップエース、魔王塾の卒業生とも一対一で渡り合う魔法少女捜査員、下げ克こく上じょう羽菜の存在によって恫どう喝かつされることはほぼ無く、仮に相手が大きな声を出すようなことがあったとしても、羽菜であればやんわりと取りなしたり、相手の出方次第でさっさと叩きのめしたりする。

　羽菜がいなくなり、甘えることはできなくなった。しかし一人でやらなければならないというわけでもない。マナが思わず立ち上がろうとすれば、マナの右肩にそっと羽菜の手が置かれる。誰にも見えず、マナ自身にも見えないが、マナを止めようとする羽菜の手がそこにあるのだと感じる。

　そして今は左肩にも置かれる手がある。彼女は監査部門の教導役を長年務め、幾多の優秀な捜査員を送り出し、弟子の不始末で職を辞した後も弱者を護ることは辞めなかった。この島で強敵相手に一歩も退ひかず、死の間際まで魂を燃やして戦い続けた。ミス・マーガリートの戦いぶりを直接見たわけではなかったが、話を聞くだけで充分理解できた。

　目的のためであれば如い何か様ような悪でも為そうとする魔法使いを前にしていても、先達二人の掌がマナの心に落ち着きを取り戻してくれる。落ち着きは準備と対策にも繋がる。

　マナは右手をテーブルの上に、とん、と置いた。無造作な仕草だ。注意していなければ見過ごしてしまうかもしれない。しかしこれは合図だった。

「あなたが落とした斧は金の斧ですか？」

　マナの背後、全く気配の無い空間から声が聞こえた。魔法少女三名は咄嗟に身構え、男は細めていた目を見開き、顔を歪ゆがめて声の主を仰ぎ見た。

「それとも銀の斧ですか？」

　誰も気付いていなかった。マナでさえ彼女の気配を察してはいなかった。金属を擦るような音が一連の問いかけに続いた。恐らくは斧を擦り合わせたのだろう。

　マナの背後に向けた視線を切らないまま、スペードのエースが男の耳元に口を寄せた。何事かを数語呟つぶやくと男の表情は見る見るうちに曇り、曇った表情を隠そうとするかのように口元に手を当て空から咳ぜきを一つ入れ「失礼」「急用が」「また今度」といったことを口にし、そそくさと席を立って一礼、去っていった。

　魔法少女三名は最後までマナの背後から目を外すことなく、緊張感を漂ただよわせながら魔法使いに続き、扉が閉められ、マナはふうと息を吐き、背後からはより大きな吐息の音が聞こえた。

「いやあ、殺されるかと思いましたよ、もう」

「なにが殺されるかと思いました、だ」

　かけていた椅子を右へ引き、マナは声の方へ向き直った。長い金色の髪、白いトーガ、両手に一丁ずつ大きな斧を持った魔法少女が大袈裟な仕草で肩を竦すくめてみせた。マナは先程よりも深めに息を吐き、右手の人差し指を立てて魔法少女に向けた。

「なんだ、あの落とした斧がどうこうは。合図を見たら動けとはいってあったが、おかしな質問を口にしろなんて命じた覚えは無い」

「いやあ、声が勝手に出ちゃうんですよ。自分の意志でも止められないんです」

　申し訳なさそうに頭を下げた。表情、仕草、共に人間味が有り、姿かたちこそこの島で暴れに暴れていた魔法少女「フランキスカ・フランチェスカ」と共通しているものの、受ける印象はまるで違ったものになっている。それもそのはず、中身が違う。

「でも役に立ちましたよね？　あの人達、悪いあれなんでしょう？　もう、私を見るなりびっくりしちゃって。見事追い払ったって感じじゃないですか」

「無駄口を叩いている暇があったら働け。ラギ師の方は手がいくらあっても足りない」

「あ、はい。失礼しました」

　女神のような魔法少女は、小さく頭を下げ、背中を向けて扉のドアを握った。マナは口を開きかけ、僅わずかに迷ってから「ありがとう。助かった」と礼をいった。驚きの表情で振り返った女神に手を振り「さっさと行け」と追い払い、扉の閉まる音を聞いてからたっぷり十秒後、大きく鼻から息を吐き出し、椅子の背もたれに体重を預けた。あまり頑丈に見えなかった木製の椅子が軋きしみ、倣ならうように板張りの床も嫌な音を立てた。

　ベテラン捜査員は匂いで犯罪を感じるのだという。マナはその域に達していないし、生涯到達できるとも思っていない。だから頭で考える。

　ナヴィ・ルの動きを思い返す。絨毯をどこかで使用していたはずだ。なにかをしていた。恐らくは物を隠した。ナヴィ・ルが島の中で倒れたり呻いたりしていたのは被害者に紛れて事を成そうとしていたのか、それとも灰色の実による魔法使いの失調が予想しないアクシデントだったのか。

　フランキスカ・フランチェスカも灰色の実も島の中の物だ。ここは実験場の地所なのだから、実験場の者ならある程度把握できていてもおかしくはない。

　思えばマナを介抱したのも目の届く場所に置いておきたかったからではないか。気を失う寸前、頭部に感じた衝撃はただ魔法の力が不足した故だったのか。あの時、マナの後ろにいたのはナヴィ・ルではなかったか。思えば思うほど怪しく、事件後の早過ぎる実験場の動きと連動しているような気がしてならない。

　どうせまた来るだろう。その前に探せるだけ探さなければならない。





◇パステルメリー






　マナが「ありがとう」といった。確かにいった。これは大変珍しいことだ。ラギほどではないにしろ、マナは頑固で依い怙こ地じで常に不機嫌で絶えず怒っている。ほぼ小さくて可愛いラギだ。メリーがなにをしようと感謝の意を示すようなことは今まで無かった。

　森を左手に、本館の崩れた壁を時計回りで回りながらパステルメリーは顎を摩さすった。確かに感謝されるようなことはしたかもしれない。たぶん悪い魔法使いに、強そうな魔法少女が三人もついていた。合計四人が、パステルメリーが声をかけた途端に慌てふためき、逃げていった。思い出すだけで口元がにやついてしまう。

　あの時、７７５３、羊、パステルメリー、そして女神の魔法少女が魔法の力の集積場に纏めて雪な崩だれ込み、メリーの意識はそこで途絶えた。だがメリーという存在は滅んではいなかった。時間と手間がかかったものの、集積場の制作者であるラギ老人の手によってサルベージされたのだ。不幸にして女神と同化してしまったものの、それを含めても相当に運が良かったらしい。一緒に雪崩れ込んだ７７５３を思うと心が痛む。

　とはいえメリーも初めからここまで割り切っていたわけではない。よりにもよって殺人鬼の身体をもらい、しかも意識することなく斧を拾ったかどうかなどと尋ねてしまうという極めて気味の悪い状態にあった。いつしか心まで乗っ取られていたなどということになっても全く不思議ではなく、これで嫌な気持ちにならないわけがない。

　しかし嫌な気持ちになることさえできなくなってしまった人達も大勢いる。シェパーズパイはもっと料理を作りたかっただろうし、もっともっと料理を食べたかっただろう。

　パステルメリーは不幸だ。だが相対的に考えれば幸せだ。そう思えば見えていなかったものも見えてくるようになる。

　歩きながら二本の斧を片手で纏めて持ち、利き手を懐に入れてスケッチブックを取り出した。ラギ、イオール、テプセケメイ、マナ、チェルシー、統太、ネフィーリアといったスケッチ群は頁ページを進む程にタッチの柔らかさが増していく。描画の方はまずまずリハビリが進んでいる。

　魔法の方は全く進まず歩みを止めたままだ。羊を作ろうとしてもおかしな形になったり、異常に狂暴でメリーに襲い掛かってきたりする。かといって斧を変化させようと念じても、刺激臭が漂ったりふるふると震えるだけで上手くいかない。

　スケッチブックを仕舞い、再び斧を左右の手で持った。腕を振って歩くだけで風が吹いて周囲の木の葉を揺らす。以前のメリーであれば持ち上げるのもやっとだった重量の斧をごく気軽に、絵筆かパステルを握るくらいの力で持ち運んでいる。

　木の葉の溝に溜まった露つゆの上に女神の顔が反射していた。風によって枝葉が揺れたせいで露が垂れ落ち、映っていた顔は散り散りになって消えてしまった。

　見た目は美しいものの、顔立ちが、なんというか、濃い。全体の彫りが深過ぎ、鼻も高過ぎる。コスチュームのふわふわ感ももこもこ感も足りず、メリーの好みからは外れる。手はパステルに中々慣れてくれず、握り潰してしまうこともしばしばあった。

　だが悪いことばかりではない。足が早く力が強い。先程のように姿を見せただけでも「悪い奴等」はぎょっとし、逆らうことなくこそこそと逃げていく。魔法少女になる前も含め、今までの人生で誰かから恐れられるということはなかった。恐れられても別に良いことがあるわけでなし、それくらいなら仲良くなった方が余程素晴らしい。しかし「悪い奴等」がメリーの存在にびくびくと怯おびえるのを見ていると胸がすくような思いが込み上げる、というのは否定できない。今のメリーは悪が恐れるだけの圧倒的な力の持ち主だ。チェルシーのような活躍だってやろうと思えばできる、かもしれない。

　メリーは足を止め、肘と手首を曲げてポーズを作り、片足を上げた。

「パステルメリーに……お任せよ」

　鏡で見たわけではなかったが、とてもしっくりきているのではないかと思えた。チェルシーに守られるだけでなく、横に立って跳んだり跳ねたりしてもおかしくはない。

　満足しつつポーズを解除し、再び歩き出そうとしたところで「気配」を感じて振り返った。誰かがそこにいる、というのをなんとなく感じ取れるのもパステルメリーの身体ではできなかったことの一つだ。

　木陰に隠れるように魔法少女が一人佇たたずんでいた。主について帰ったはずのトランプの魔法少女の一人、ダイヤのエースだ。表情無くこちらを見ている。

　ポーズと決めゼリフを見られていただろうか。否、如何いかんに関わらず慌てるべきではない。恥ずかしがればより恥ずかしくなる。

　全く気にしていませんよという風を装い、咳ばらいを一つ挟み、問いかけた。

「あなたが落としたのは金の斧ですか？」

　何か御用ですか、というシンプルな問いかけは、気味の悪い質問に変換された。ダイヤのエースは意図不明な質問にも怯ひるむことなく、無表情のまま木陰から出てきてメリーの方にとことこと歩み寄り、なにかを差し出した。掌てのひらに乗るサイズの長方形の紙きれに見たことのない文字が並んでいる。

　ダイヤのエースはぺこりと頭を下げ、最後まで一切の感情を見せることなく走り去っていった。メリーはしばし去り行く背に目を向け、それが見えなくなってから手渡された小さな紙きれに目を落とした。なんと書いてあるのかはわからないが、これが何であるのかはなんとなく察しがついた。恐らくは名刺だ。連絡先が記しるされてあるのだろう。

　片手で取り出したスケッチブックに名刺を挟み、胸元へ落とした。

　メリーは歩きながら鼻歌を口ずさみ、機嫌が上向いていることを実感した。この名刺がどういう意味かといえば、恐らくメリーを勧誘しようというのだろう。フリーの魔法少女としても、芸術家の端くれとしても、自ら仕事を求めることは多かったが、仕事の方から舞い込むことはあまりなかった。

　ラギのような偉い魔法使いが研究してくれているのだから、パステルメリーはきっと元に戻ることができる。だったら今くらいは他人の身体を借りて活躍してやろうというのもまた前向きの一種といえなくもない。まずはラギに名刺を見せて、なにが書いてあるのかを教えてもらう。そしてチェルシーに守られるだけではない、彼女の隣に立てる魔法少女であるのかどうか、試してみるのも悪くない。





◇ラギ・ヅェ・ネント






　よりにもよって「実験場」渉外担当の名刺を持ってきたパステルメリーをみっちり叱りつけてやった。一週間かけじっくり治療したことにより、フランチェスカに負わされた怪我も完全に癒いえた。今のラギには傷一つ残っていない。喉が痛まない有難味を感じながら存分に怒鳴ることができる。

　中身はパステルメリー、見た目はフランチェスカの肩と眉が下がる所まで下がったのを確認してから「外に行ってテプセケメイの手伝いをするように」といいつけ、追い出した。

　ラギはクッションの利きが悪い椅子に腰掛け、座り心地の悪さに鼻を鳴らし、書き物机に肘をつき、手の甲で顎を支え、もう一度鼻を鳴らした。

　長年に渡ってラギの原動力となってきたのは怒りだった。憤怒憤激憤懣がエネルギー源となり、現役を引退した老魔法使いを支えてきた。今の「魔法の国」は、そしてオスク派は、ラギを苛いら立だたせることばかりだ。

　しかし、と一歩下がって考える。今、パステルメリーに対してぶつけた怒りは、果たして正当な怒りと呼んで良いものだっただろうか。パステルメリーはよくわからないまま名刺を受け取っただけで、一考するまでもなく怒られる謂いわれは無い。なにかといえば考え無しに事を起こす、ということに対して叱るならわかる。あの魔法少女は脊椎反射で生きているのではないかと思うことがままある。しかし、この場合はただただ名刺を受け取ってその内容をラギに訊ねただけのことだ。やらかしとはいえない。

　これは八つ当たりだ、と素早く自己を分析した。あまりにも短絡的であるため分析というほど分析でもない。馬鹿馬鹿しくもわかりやすい話だ。

　嫌なことがあって、その苛立ちをパステルメリーにぶつけてやった。彼女にとってはとんだ災難だが、うっかりが服を着て歩いているような魔法少女ではあるため、これを教訓にして軽々しく動くことが少しでも減ってくれればそれでいい。加えて給料を上げるなり夕飯のメニューを一品増やしてやるなりすれば詫び代わりになるだろう。

　パステルメリーはそれでいい。問題はラギにある。嫌なこと、という言葉はラギを暗あん澹たんとさせた。嫌なことだと感じている感傷的な自分自身に嫌気が差す。

　今、この島にクランテイルはいない。

　７な７な５こ３さんの探索及び救出、パステルメリーの分離と再形成、遺産の整理、義務としてやらなければならないことは数多く、義務ではないがやっておきたいことも山とあった。マナはラギに技術的な助力を望み、ラギはマナに監査部門のサポートを要求した。

　クランテイルはラギに雇われていた。遺産相続の付き添いという本来の契約は実質解消してしまっていたが、ラギは雇用の継続を望んだ。なにをするにしても手が足りない。今のラギにとっては、たとえ魔法の知識や技術を持たずとも、信頼に足る魔法少女というだけで喉から手が出るほど必要な存在だ。クランテイルは信頼に足るだけではなく、高い戦闘能力を持ち、最も重要な点として物静かで鬱うっ陶とうしくない。

　しかしクランテイルはラギの要請を蹴った。その時の遣やり取りは一言一句覚えている。サタボーンの居室で一人窓の外を眺めているだけでも脳裏に響く。

「なぜあの時……キークのゲームに魔法少女達が囚われていた時、スノーホワイトに資料を見せてあげなかったんですか」

　正規の手続きを踏まず管理部門の資料を外に出すわけにはいかないからだ。

「あと少し、ほんの少しでも早くキークが倒されていれば、助かった命があったかもしれなかった」

　判断を下すのはラギでもなければスノーホワイトでもない。原理原則を曲げ、法よりも感情を優先して行動すれば、秩序は乱れ、全てが混沌とし、世界は滅ぶ。

「命が失われてしまえば二度と戻ってくることはない。私を庇かばって死んだ魔法少女は二人もいた。ゲームの中でも、この島でも……」

　らぶみー恋れん々れんについて話す時、クランテイルは苦しそうに顔を歪める。拳を握り、手を震わせ、歯を食い縛ってなにかに耐えている。心の中の柔らかな部分に存在が深く食い込み、そこにあるというだけで傷をつけ血を流させている。

　彼女の苦しみを目の当たりにしてさえラギがいうべきことは変わらない。法はなによりも重んじられるべきだ。たとえ悪法であろうとも従わない理由にはならない。と少なくとも当時の──スノーホワイトと相対していた時のラギは考えていた。

　ラギの言葉がどれだけの正当性を持っていようと、クランテイルにとっては詭弁でしかなかっただろう。それが感情というものだ。正しい、正しくない、ではない。

　今回、この島で起こった騒動に巻き込まれた当事者の一人として、ラギは思う。島の外にいるどこかの誰かが「規則だから手は出せない」と騒動を放置していたとすれば、それが法的には正しかろうとも、怒りは込み上げる。お前が信条を曲げて手を差し伸べてくれれば、助かる命があったかもしれない、と思わずにはいられないだろう。

　マナやパステルメリーの制止も振り切り、クランテイルは島を出ていった。ラギは制止しなかった。止める権利があるとは思えなかった。

　扉を叩く音にラギの思索は一旦中断し、訪れた何者かに入るよう促うながした。ラギの声を受けても扉は開かず、扉の下側、小指半節程の隙間から煙が吹き込み、人型を作った。

「プキンが転んで鍋をひっくり返した」

「またか……」

　テプセケメイはパステルメリーのことをプキンと呼ぶ。このとぼけた魔法少女に由来を聞いても、納得する答えが返ってくるとは思えないため、理由を質ただしたことはない。

「お昼ご飯はパンだけになった。メイはお腹がすいている」

「パステルメリーに買い出しに行かせればよい」

「芋粥……」

「芋粥でも芋がらスープでも好きな物を買ってくればいい」

「爺はどうするのか」

　テプセケメイはラギのことを爺と呼ぶ。パステルメリーの例と違い、こちらは正しく無礼であるため理由を問い質した。曰く「名前で呼ばなければ名前を間違えることがない」という理由で、ラギには理解し難がたいものだったが、下手に触れればより面倒なことになるのは目に見えており、なおかつテプセケメイを叱責するより主であるマナにいいつけた方が話は早いだろうと考え、そのままにしてある。

「こちらの食事は気にせずともよろしい」

「それと」

「なんだ」

「客が来ている」

「そういうことは飯の心配よりも先にいえ。誰が来た」

「あいつだ」

　テプセケメイのいう「あいつ」が誰かは知っている。ラギは「そうか」と返し、帽子を手に取って机の上に置いた。位置がなんとなく気になり、机の上に並んだ呪文書の横に置き直し、指を組み「連れてこい」と呟いた。

　来た時と同じようにテプセケメイは扉の下から消えていき、彼女と入れ替わりで魔法使いが一人、今度はしっかりと扉を開いて入ってきた。

「いやあ、久しぶりだ。元気そうでなにより」

　脂やにっぽい笑顔は以前とまるで変わらない。ナヴィ・ルだ。





◇ナヴィ・ル






　何度も来たい場所ではないが、理由があるならこの世の果てだろうと行かなければならないのが勤め人というものだ。ナヴィは可能な限り愛想よく笑いかけ、額から頭頂部にかけてハンカチで拭ぬぐい、ベッドの脇に置いてあった丸椅子を手に取り、ラギの前に置いてどんと座った。この部屋で腰掛けるよう勧すすめられるまで待っていては一生座ることができない。椅子は自分で確保するしかない。

　少々のわざとらしさを加味しつつ、ハンカチを頭の上で一往復させ、窓の外に恨めしげな目を向けた。

「蒸しやがるなあ。サタボーンの爺さん、もう少し過ごしやすく調整してくれりゃいいのによ。このうだるような暑さは病み上がりの年寄りにゃ辛かろうに」

「誰が病み上がりだ」

「けっこうな怪我だったじゃねえか」

　ナヴィはラギの怪我を治療する手伝いをした。あの時は治療の手伝いどころではないとしか思えなかったが、恩を着せるくらいの役には立った。命の恩人というほどではないにせよ、門前払いされないだけでも上等だ。

　午後に向け強くなるばかりの日差しに対し、部屋の中は不思議と暗く、湿っぽい。サタボーンが居た頃はカーテンが開くこともなかったろうから、それに比べれば幾分かはマシとして、せめて窓を開けるくらいしても罰は当たらないのではないか、と思う。しかしラギに部屋の空気を新鮮にという気はないらしく、窓には錠が下ろされ、空気は澱よどみ、日差しの中ではゆらゆらと埃ほこりが舞っていた。むっつりとした老魔法使いも含め、全てが陰気だ。

「なんの用だ」

「ご機嫌伺だよ」

「機嫌を伺われる謂れなど無い」

「ずっとこっちに詰めてるそうじゃねえか。管理部門の方に来た客が困ってるそうだぜ。いつ訪ねても主がいないから大事な話もできねえってよ」

「どうせろくな客などおらん」

「７７５３をサルベージするまでは付きっ切りかい。義理堅いねえ。魔法少女が相手ならどれだけ搾取しても構わない、なんて考えてる奴から出世するご時世だぜ」

　話しながらも観察は怠おこたらない。

　ラギという魔法使いは、ナヴィの知る限り常に腹を立てている。今もけして機嫌はよろしくないが、腹を立てているというよりもしょんぼりしているように見えた。普段はもっと若々しく、言い方を変えれば幼くさえあったが、今はまるで老人のようだ。

　老人のよう、という言葉に、なるほどなあ、と唇の端を歪めた。顔の皺は深く、髭は長く、毛の色は一点のムラ無く白い。絵に描いたような老魔法使いであり、ナヴィも遠慮なく「爺さん」と呼んでいたが、しかし見たまま老人であるとは思っていなかった。そのことに気付き、なんともいえないおかしみを覚えた。

「まあ、今日来たのはご機嫌伺だけじゃなくてよ」

　いつになく元気が無い、というのは悪いことではないかもしれない。矍かく鑠しゃくとして元気の良いラギ老人であれば一いっ蹴しゅうするような話でも、今のしょんぼりした状態なら聞く耳くらいは持ってくれるだろう。一度聞いてさえもらえば後はナヴィの腕がものをいう。

　ラギの重要性は島に来る前より増していた。例の歯車がフランチェスカに刺さったまま力場に吸収されてしまったため、手に入れようとすればサルベージ作業の責任者であるラギの協力がどうしても必要になる。

「うちのボスが爺さんのことを買っていてね」

「くだらん」

「この島での活躍ぶりは大したもんだったぜ。現役の術者連れてきたところで爺さんほど働けたやつがどれほどいたかって話でよ。俺ァ一人だっていないと思うね」

「お前の世辞は耳が腐れる」

「お世辞じゃねえから耳が腐れる心配は要らねえな。で、一度会っちゃもらえんかね。なに、会ったから即どうこういうんじゃねえんだ。ちょっと顔合わせてみてよ、専門家として意見交換でもできりゃそれでいいのよ。ほら、なにせボスは爺さんのファンだから」

「くだらん」

「一言で片付けんなよ。仲良くやれると思うぜ。爺さんは『実験場』が嫌いかもしれんがよ、『実験場』ったって一枚岩じゃねえ。どこのどんな部署にでも派閥はあんのさ。いや、そういうのがくだらんって爺さんの気持ちはわかるよ。でもうちのボスとは仲良くできると思うぜ。なにせボスは現身制度に反対してんだ」

　ラギが僅わずかに身を乗り出し、ねめつけるようにぎょろりと目を動かした。白く豊かな眉の下で鋭く光る両の眼がナヴィを捉えている。心の弱い者なら逃げ出してしまいたくなる眼光だったが、ナヴィは内心快かい哉さいを叫んでいた。これは釣れた、かもしれない。

「爺さんだって現身についちゃ良く思ってねえんだろう。この島で起こった事故にしてもよ、三賢人のお歴々に器を作ってやろうって思い上がりが発端といってもいいんじゃねえか。うちのボスはそう考えてるらしいぜ」

「お前はどう思っている」

「俺？　俺の意見なんざどうだっていいよ。ボスが白いといえばカラスも白だ」

　淀みなく嘘を吐ついた。

　ナヴィにとって現身とはどうでも良い存在ではない。ボスのスタンスが現身に対して否定的であるからこそ今のボスの下について後ろ暗い仕事をしている。

　点数稼ぎのためならいくらでも身体を張る。イオールの家に潜もぐり込もうとしたのもそうだ。イオールと自分が相続者に含まれるよう遺言書を改竄したのも、魔法少女二名随伴のルールを設けて排除すべきマイヤと歯車修繕役のられ子を呼び出したのも、フランチェスカが動けるようにして島の中に混乱をもたらしたのも、全ては一点に通じている。ナヴィが力、「立場」を手にするためだ。

　現身を嫌っている魔法使いが偉くなれば、制度そのものに手を付けようとするだろう。そこでナヴィが一言挟める立場になっていれば、素体をただ廃棄させるということにはさせない。この島でフランチェスカのガワを着て動き回っているパステルメリーのように、素体から材料を分離させようという指示を出す。ナヴィの妹、クラリッサの母親を元に戻し、それでようやく死んだクラリッサに申し訳が立つ。

　クラリッサの死ばかりは修正の効かない痛恨事だった。灰色の実であったり、魔法使いの衰弱であったり、仕様書に無いフランチェスカの能力であったり、サタボーンが余計な仕込みを入れたせいでナヴィの計画は万全に回る、というわけにはいかなかった。

　ラギとは違う意味で面倒な爺、どうしようもない変人だった。もし事故で死ななければ、と思うだけでも寒々しい。

　ラギは髭を揺らして鼻から息を吐き出した。なにが気になるのか、ナヴィから目を外そうとせず、瞬まばたき一つ挟まずにじっと見ている。気け圧おされるというわけではないが、居心地が良いとはいえない。ナヴィは笑顔のまま首を傾げた。

「どうかしたかい？」

「本音を明かしてみせろ」

「本音もなにも、俺ァ見たままの男だよ」

　偽りほど滑らかに口から出る。本音が口をつくことはない。悪口をいうわけにはいかない相手の悪口であったり、情けない泣き言であったり、そんなことを聞かせてもナヴィが得をすることは一つもなく、ならば本音は頭の中にだけあればいい。唯一本音を共有できる共犯者であったクラリッサはもういない。今や自分一人が本音の聞き手だ。

　現身の材料にされた妹を救い出すためなんです助けてくださいと泣きついたところでどれほどの意味があるだろう。お涙頂戴で許されるラインはとうに踏み越えている。理由がなんであれ悪党は悪党なのだから胸を張って悪事をなすべきだ。

　ナヴィは改めてラギを眺めた。やはり普段とは様子が異なる。ナヴィの本音を聞こうとするなどいつものラギであれば有り得ない。そこまでナヴィに興味を持つことはない。

　ラギの髭がまた膨らみ、元に戻った。呼気一つとっても陰が籠こもっている。

「話す本音など無いというのだな」

「いつだって本音を話してるっていってんだよ」

　本音を話せば恨み言ばかりが口をつく。それを聞かせるわけにはいかない。

　クラリッサはもういない。彼女は再び母の胸に抱かれることなく命を落とした。ナヴィは妹のために姪を殺すという本末転倒ともいえるしくじりをやらかしてしまったが、やってしまったことは戻せない。妹が元に戻った時、クラリッサについて土下座して詫わびる、ということにし、前に進む以外にない。後ろに道は無いのだ。

　ナヴィは本音を話さず、まるでなにも考えていないような笑顔を浮かべ、ラギは暗い目でそれを見返していた。老ろう爺やと中年男の二人は、まるで思春期の少年少女のようにお互いの顔をじっと見詰め合った。先に視線を外したのはラギの方だった。

　肺の空気を絞り出すように息を吐き出し、数語の呪文を呟き、指で印を作った。ナヴィとラギの間、なにも無い空間に掌大の黒色円が浮かび、円は右へゆっくりと回転しながら大きさを増していき、ナヴィの身長三分の一程度の大きさになって静止した。

　その瞬間、年代物のティーカップと湯気を立てた紅茶、カップと揃いの受け皿、菓子鉢にクッキーといったティーセットが揃って現れた。

　ラギは右掌を上に向けてこちらに示しつつ、再び暗い瞳をナヴィへ向けた。

「お前がどうしても本音を話したくないというのであれば、それでいい」

「本音は話してるって。ところでこれ、手ェ出してもいいのかい？」

　ラギは目を瞑つむり、首を縦に振った。ティーセットに掌を向け、言葉の丁寧さとは裏腹に吐き捨てるような調子で「召し上がれ」と呟いた。ラギは見るからに打ちひしがれ、口から出た言葉はまるで降伏宣言のように聞こえた。実際降伏宣言だったのかもしれない。

　降伏宣言は望むところだ。しかしまだ老け込んでもらっては困る。ラギにやってもらわなければならないことは多い。この後どうにか宥なだめすかしつつ、という算段を頭の中で組み立てながら「ありがとよ」とティーカップを手に取り、ナヴィは片目を眇すがめた。

　受け皿から持ち上げ、カップを顔に寄せた。持ち手の裏側に小指の爪の半分も無い小さな刃が据え付けられ、ナヴィの手に刺さっている。刃によって傷つけられているにも関わらず、血は流れていない。刃──これは、鏃やじりの欠片だ。

　ナヴィはティーカップをソーサーに置き、ラギを見た。ラギの表情は暗いを通り越して鬱々としていた。声は地の底から染み出してくるように重かった。

「無法に対して無法を用いれば秩序は乱れる。ずっとそう信じてきた。今でもそう信じている。しかし法はお前を縛ることができんだろう。正当な手段であれば、どのようなものであってもかわしてしまう。尻尾を掴ませることはない。もしお前を捕らえるものがあるとすれば、それは無法だ……が、並の無法では、やはりかわされてしまう」

　ラギの言葉が右から左へとただ流れていく。耳には入っているが、意味を理解するところまでいかない。頭の働きがそちらに向こうとしない。

「お前はわしを小馬鹿にしていたが、同時に信頼してもいたな。相手がなにをしようと違法行為に手を染めることはない。無法に腹を立てながら自分は法を順守し続ける。どれだけの怒りを抱えようと法の外で手を出すことはない。護衛も無く部屋に招き入れられ、勧すすめられるがままカップを手にする。ラギ・ヅェ・ネントが法を犯すことはなく、ならば自分の身が危うくなることもない。考えるでもなく考えていただろう」

　ナヴィは己の腕を掻かき抱いた。震えていた。この場にはいられない。いるべきではない。立ち上がろうと膝に力を込める。

「テプセケメイには予あらかじめ指示してある。お前が来たらネフィーリアに連絡を入れよ、とな。すぐここにネフィーリアがやってくるだろう」

　ネフィーリアの名を聞き、ナヴィは安堵の息を吐いた。ネフィーリアが来るのであれば、唯一の家族であるネフィーリアに会うことができるのであれば、急いで立つ必要などまるでない。膝の力を抜き、椅子に体重をかけた。

「ネフィーリアが策を弄ろうしてもお前は油断しなかっただろう。自分と契約を結ぶような相手を信じているわけがない。頑かたくなに撥ねつけていた時代遅れのズレた頑固爺とは違う」

　もはやラギの声は聞こえているだけだ。頭が意味を追おうとはしない。ネフィーリア一色に染まり、それが当然だと思っている。

「お前は敗北を喫した。しかしそれはこちらの勝利ではない。どうあっても法は守るべきだ。今でもその思いは変わらない。助からなかったはずの命が助かるかもしれない、などというのは不出来なお為ためごかしだ」

　ラギはそれだけ口にすると長々息を吐き出した。魂まで抜け落ちるかのようだった。





◇ネフィーリア






　道の右手は背の高い樹と草が鬱蒼と茂り、左手は焼け残った樹の股から小さな若葉が芽を出している。恋々が起こした火は大体この辺りまで燃やしたのだろう。顔を上げれば本館の頭が木々の向こうに見える。もう少し燃えていれば危ないところだった。

　ネフィーリアは「くしし」と笑い、持っていた鎌を右手だけで一回転させ、木の枝から垂れていた蔓を峰で払った。このまま歩けば顔に当たるかもしれない、という位置にあった蔓はぽんと上に跳ね飛ばされ、ひょいと枝にのり、ネフィーリアはその下を歩いた。

　クラリッサの爪に魔法を使い、ナヴィ・ルがなにをしていたか凡およそ把握することはできたが、ネフィーリアが直接手を出すことは変わらず難しい。ならばどうするか、と考えた時、候補に挙がったのは二人、マナとラギ・ヅェ・ネントだった。

　監査部門所属というマナは単純に正義を成そうとするなら話すべき相手だが、ナヴィの方でもマナについては警戒しているようだった。となるとマナよりもラギがいい。ナヴィをハメるのはあの老魔法使いが適役だ、とネフィーリアは結論を出した。

　生涯をかけて不正を憎み続け、贈賄や恫喝によって仲間を切り崩されようと、閑職に追いやられようと、違法行為には頑として背を向けてきた老魔法使い、と、ここまでくれば、ナヴィのような悪党でも無意識のうちに信頼してしまうものだ。

　ネフィーリアが島で経験したこと、ナヴィに関する推測、それにクラリッサの爪を使った言葉の再生を見せてラギを誘い、望んでいた返事が聞けた時、ネフィーリアは内心で「よし」と拳を握った。清廉潔白で馬鹿正直な老魔法使いがこの期に及んで変心した理由は聞かずとも察しがついている。ネフィーリアが騒動の最中クランテイルに与えた情報「管理部門長がキークの情報を速やかに出さなかったせいで事件解決が遅れた」が関わっているに決まっていた。

　独り身の年寄りにとって「信頼に足る友」は得え難がたい貴重品だ。失えば信念も揺らぐ。

　クズでも下げ衆すでも悪でもない老人を使うのは全く褒ほめられたことではない。ネフィーリアもやりたくはない。しかしナヴィ・ルをどうこうしてやろうというのであれば、思ってもいない方向から殴りつけてやる必要があった。

「アグリさん……無念……多少は……晴れてる……いい……」

　ネフィーリアはポケットの中に手を入れ、羽に指を伸ばし、擦った。やり始めた頃は中々上手くいかなかったが、今はスムーズに言葉と言葉を繋いで会話をすることができる。必要の無い部分は声のボリュームを落とすのがコツだ。

「誰の／ため／で／あっても／悪い／こと／は／しない方がいい／と／思うけど」

　ネフィーリアの口を借りて恋々の声が出る。それにネフィーリアは言葉を返す。

「悪いやつ……やっつける……ためなら……」

「ネフィ／は／無理／してる／ように／も／見える／から」

　浮かれていると恋々との会話が多くなる。クランテイルは契約通りの金を振り込んでくれた。その金と合わせてナヴィを利用すればきっと面白いことができるはずだ。

「別に……大丈夫……」

　恋々は小刻みに羽を動かし、上下に揺れながら羽ばたいていた。顔は心配そのもの、最近はネフィーリアの危なっかしさを抑えようとばかりしている。飛び方が少し違っているかな、と考え、ネフィーリアは羽の動きをもう少しゆったりしたものに変えた。

「もっと／良い／やり方／だって」

「家族の……ためには、これが、一番……良いやり方」

　家族を持ち出すと恋々は申し訳なさそうに口を閉じる。卑怯なやり口ではあるが、ネフィーリアが卑怯なのは今に始まったことではないため心の中で謝って許してもらう。

　上下の揺れは左右にも広がり、恋々は八の字を描いてネフィーリアの周囲を旋回していた。腕組みし、膝を組み、どうしたものかと考えているようだ。

　ネフィーリアは恋々が死んでいることを承知している。ではそこで悩んでいる恋々が幻覚かというと、そうとは言い切れない。

　事件が終わってから時を経る毎ごとに恋々への思いは強くなり、これはひょっとしてと自分の身体を探ったら鏃で刺したと思しき小さな傷があった。どのタイミングで刺されたのか、事故にせよ故意にせよあまりにも面白く、その日は一日中にやにやと笑い通しで、契約の関係で顔を合わせていた法務部の魔法使いから大層気味悪がられた。

　ある程度自分で心をコントロールできているのは、恋々が既に死んでいるからか、それともネフィーリアに適性があったのか、はたまた恋々は本気で魔法を使ったわけではなかったのか。いずれにせよ恋々は相変わらず好ましいクズであり、傍かたわらにいてくれるだけで「くしし」と笑える。それになんといっても「家族」なのだから、いないよりいる方が遥かに良いのだ。
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◇ドリーミィ☆チェルシー






　母、淵ふち子こからは強い叱責を受けるとばかり思っていた。お母さんのいうことも聞かず魔法少女に関係した仕事をやるからこんな酷い目に遭うんだよ、という小こ言ごとの詳細まで予想していたにも関わらず、母は責めるようなことをなにもいわず、ただ涙を流した。

　いかにして親の脛すねを齧かじりながら魔法少女を続けるかを人生のテーマとしていた千ち枝えであってもこの涙には心を打たれた。誘われるように涙を零し、島で起こったことを思い出してより激しく泣き、親子二人で病院のベッドを大いに湿らせた。

　とはいえ母はあくまでも母だった。涙を見せはしたものの、それでしおらしくなったわけではなく、翌日になればもうけろりとして「お母さんのいうことも聞かず魔法少女に関係した仕事をやるからこんな酷い目に遭うんだよ」と予想通りの小言を口にし「次に似たようなことをやろうとしたら殴ってでも止めるからね」と続けた。

　普段なら「まあまあ落ち着いて」とか「千枝には千枝の考えがあるだろうから」などととりなしてくれる父も悲しそうな顔で微笑むばかりで口を挟んではくれず、それだけのことをしてしまったんだな、と流石の千枝も反省し、退院した後も以前のように「魔法少女として働こう！」とは思わなくなった。

　魔法少女でお金を稼ぐという言葉にすればそれだけのことでしかないのに、実際に体験してみればあれほど過酷なことも無かった。いくらなんでも毎度毎度あそこまで大変なことはないだろうが、あの半分か三分の一くらいの流血沙汰が当たり前のように起こるのであれば、チェルシーが魔法少女で飯を食うというのは不可能だ。

　チェルシーから見て才能豊かな魔法少女である母でさえ魔法少女は趣味に留とどめて専業主婦になったという事実が仕事の過酷さを証明しているといってもいいだろう。世の中そう上手くいくことばかりではないなあ、とぼんやり思いながら、退院当日は家の中の指定席である縁側に腰掛けてなにをするでもなく庭を眺めていた。

　千枝は職業魔法少女を諦めはした。しかしそれはイコールで魔法少女を諦めたのかと問われれば、可愛らしく首を傾げて「そんなことないんじゃないかなあ」とこれまた可愛らしく頬を膨ふくらませるドリーミィ☆チェルシーがそこにいる。

　そもそも魔法少女が水ならば金は油だ。纏めて考えるからおかしなことになる。魔法少女を続けたいということと金を稼ぎたいということは別にして考えるべきであり、ドリーミィ☆チェルシーを金儲けの道具にしようなど、たかが変身前の人間でしかない夢ゆめ野の千枝が目論むだけでも恐れ多い話だった。罰が当たって当然だ。

　庭の隅には五歳の頃に種を植えた柿の木が、長い腕を開くかのような姿で枝を伸ばしている。実は甘くジューシーだ。他には木の杭が打ってあったり、まるで賽さいの河か原わらのように小石が積んであったり、石燈籠が逆さまになって地面に突き立っていたりする。その一つ一つがドリーミィ☆チェルシーの歴史の一頁だ。不本意ながらやらされた「訓練」も少なくなかったが、ゲームとしてめいっぱい楽しんだものもあったし、競技にまで昇華できたんじゃないかと思っているものも一つか二つはある。

　千枝は口の中で唸った。競技を世に出せば金になるかもしれないと考えている自分に気付いたからだ。邪心である。

　魔法少女に労働は似合わないからと不労所得を得ようとするのは良いことなのか、悪いことなのか。今は良いにしろ、母はいつまでも黙っていない。またぞろ働け金を稼げ家を出ていけ結婚しろと言い出すことになるだろう。

　結局働かなければならないのであれば、魔法少女として働く方が良いのだろうか。思考が堂々巡りしている気がした。島でのことを思えば、魔法少女として働こうとは思わない。

　チェルシーの可愛らしさは全く足りていなかった。悲しいこと、苦しいこと、辛いこと、嫌なことはたくさんあったのに、全てを受け止めることはできなかった。守らなければならない命が失われ、思い出すだけで身を引き千切られるようだ。

　職業魔法少女になるということは、同じ思いを味わい、そして恐らくは何回かやる間に自分の命まで落としてしまうということだ。千枝は両手で顔を覆った。そんなのは御免だ。

　指を開いた。指の隙間から柿の木が見える。

　──いや。

　チェルシーが職業魔法少女にならなかったとして、悲しいこと、苦しいこと、辛いこと、嫌なことが無くなるわけではない。現場に赴かないから見えなくなるだけだ。むしろチェルシーがいれば救われるはずだった人達が救われないという未来もあるのではないか。

　千枝はあの島で起こった事件を思い出すだけで恐ろしくてたまらない。二度とあんな目には遭いたくないと思う。しかしドリーミィ☆チェルシーはそう思うだろうか。悲しくて、苦しくて、辛くて、嫌だから顔を背そむけていたい、自分の見ていない場所でなにがあろうと見ていないのだから別にいい、と考えるのはドリーミィ☆チェルシーではない。

　チェルシーなら反省はしても逃避はしない。ああしていれば良かった、こうしていれば良かったという思いを次に活かして次回作で大活躍をする。こそこそ逃げ回って布団の中でぐすぐすと泣いているよりそっちの方が余程チェルシーだ。

　千枝は両手を顔から離し、手首から先をクロスさせた。手だけを動かしてポーズを作り、誰にも聞こえないよう小さな囁き声で「ドリーミィ☆チェルシーにお任せよ」と呟いた。

　膝を叩き、立ち上がり、台所に向けて声をかける。

「ちょっとお母さん。冷蔵庫の中に挽肉ってあったよね？」

　築三十年、狭い木造家屋のこと、ちょっと大きな声を出せば端から端まで届いてしまう。母は台所の玉暖の簾れんからひょいと顔を出した。疑わしげな表情だ。

「冷凍にしたやつならあるけど。あんた挽肉使ってなにするつもり？」

「セロリと人参とジャガイモと玉ねぎとトマトはある？」

「だから、なにするつもりなの」

「お料理。友達の所に差し入れにいこうと思って」

「へえ。珍しい風の吹き回しだけど……一人で作れるの？」

「それはちょっと難しいから手伝ってよ。作り方は検索すれば出てくると思うからさあ。シェパーズパイっていう美味しいパイなんだけどね」
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◇曲岡統太






　第百二十六回「カードショップひなぴ屋マジカルバトラーズ無差別級大会」は荒れに荒れた。マジバト無差別級はあらゆるレギュレーションの中で最も制限が緩く、他レギュレーションでは禁止されているカードが一枚制限で使用可能だったりと、元々荒れやすくできている。が、大会が荒れた理由はレギュレーションとは別にある。

「いつもの面めん子つ」で固定されている大会に「まだ見ぬ強豪決闘者デュエリスト」が乱入してきたのだ。乱入といっても普通に参加申請して出場しただけなのだが、ぬるま湯のように安穏とした大会に慣れきっていた常連参加者にとっては嵐のような乱入者だった。

　年齢一桁の若手から四十代の古参プレイヤーまで、常連は男しかいないひなぴ屋の大会では滅多に見ない女性参加者である。単に性別が女性であるというだけでない。

　くるくると螺ら旋せん状にロールしたふわふわの髪、金糸や宝石をあしらったワンピースドレス、貴族的で優雅な物腰、愛らしく整った顔立ち、見た目は国籍不詳であるにも関わらずゲームスラングさえも使いこなす流りゅう暢ちょうな日本語、数十万円もする高価なカードがこれでもかと詰め込まれているコンボデッキ、一手の判断ミスも無く「ソリティア」と呼ばれるコンボルートを辿たどる熟達の腕前。

　まるでアニメか漫画から飛び出してきたような少女に常連達が苦も無く捻られていく。

　このまま優勝か、と思われた少女を阻はばんだのは決勝で対戦した小学生決闘者曲まが岡おか統とう太ただった。一戦目は先手最速ソリティアを許したものの、二戦目以降はサイドボードから徹底的にメタカードを投入して全力でコンボを妨害、そのまま押し切る。三戦目、攻撃的サイドボーディングによってデッキタイプをコンボからコントロールに変化させた少女に対し、なんと統太はサイドに抜いたカードを元に戻すことでコンボ耐性を捨て、戦線維持を重視したモンスター攻勢によって勝利したのだった。

　対戦相手の奇手であるサイドボード後のデッキタイプ変更さえ見切った読みの冴えに、参加者は皆惜しみない拍手を送ったという。




　そして大会終了後、統太と少女──イオールは近くのファーストフード店でハンバーガーセットを食べていた。料金はイオール持ちだ。情けない話だが、統太の財布には自分の分を出す余力も無い。

「びっくりしたよ。大会に参加したいだなんて」

「以前から公式戦に参加してみたかったの。日程がちょうど合ったから良い機会でしょ」

　島の中での統太の記憶は後半が酷ひどく曖昧だ。とにかく酷い怪我を負って、特に目は大変なことになっていたらしい。数日間は全く見えず、瞼まぶたも開かなかった。おばさん、イオール、ラギ、マナ、四人が連れてきた魔法使いによって色々な治療を受け続け、ようやく見えるようになってくれた。

　久しぶりに見たおばさんは痩やせていて、心底安心したように統太の手を握って「ごめんね」と詫わびた。逆に統太の方こそ「申し訳ないことをしたなあ」と思ったが、あの時はああするしかなかった、とも思う。それにおばさんが痩せたのは統太のことだけではない。古い友達がいなくなってしまった、というのは、子供にはよくわからなくても、大人にはきっと辛いことだ。おばさんに比べれば遥かに付き合いが短い統太でさえ、マーガリートの死を知って全身の液体を絞りつくすように泣いた。

　統太治療チームが解散してから一ヶ月になるが、イオールだけはその後も週一で訪ねて来てくれた。投薬だったり、診察だったりをしてくれて、ついでにゲームで遊んでいく。だが今日のように大会にまで参加することは一度も無かった。

「怒られたりしないの？」

「逆に今がチャンスだから。新しいお付きの魔法少女はまだ決まっていないし……」

「ああ、そうか……マイヤさんとられ子さん……」

　イオールが口ごもり、統太も思わず俯いた。マイヤとられ子は島で起こった事件によって命を落とした。当然忘れるわけがない。それにマーガリートも──統太の湿っぽい考えを打ち切らせるかのように、イオールは、とん、と音を立ててテーブルにコップを置き、統太は顔を上げて彼女を見返した。元の表情に戻っている。強く、明るく、そして可愛い。

「それで、あなたにもお話ししておきたいことがあって」

「話したいこと？」

「魔法少女になる才能が無いってお話をしたでしょう」

「検査かなにかで調べたんだっけ。あと７７５３のゴーグルで」

「そうそう。あなたも魔法少女の才能は無いのよね」

「うん……」

　冗談だったかもしれないし、リップサービスだったのかもしれないけれど、ミス・マーガリートは統太のことを弟子と呼んでくれた。最後の最後、少しだけ残った勇気と元気を燃やし尽くして統太が女神に跳びかかった時、マーガリートは大きな声を出して自分の方に注目を集めた。統太のやろうとしていたことを知っていて、手助けしてくれた。

　生きていたマーガリートの声を聞いたのは、それが最後になった。統太のことを本当に弟子と認めてくれたのかどうか、弟子に相応しい振る舞いができたのかどうか、教えてもらうことはできなくなってしまった。

　島では様々な魔法少女を見た。怖い魔法少女もいた。おかしな魔法少女もいた。格好良い魔法少女もいた。どの魔法少女も強かった。統太は自分も魔法少女になりたいと思い、しかし才能が無ければ魔法少女になることはできない。

「魔法少女になりたくない？」

「そりゃなりたいよ。なりたいに決まってる」

　ミス・マーガリートのような魔法少女に、とは口に出さなかった。

　イオールは「私もなりたい」と小さく顎を引き、テーブルの上に身を乗り出した。

「それでね」

　声が一回りか二回り小さくなっている。聞き取るため、統太も顔を寄せた。

「才能が無くても魔法少女になる秘密の方法があるんだって」

「本当に!?」

「しっ……声を小さく。秘密だっていったでしょ」

「あ、うん……ごめん。でも本当に？」

「人造魔法少女っていうやり方があるんだって。今それを募集しているらしくて……ねえ、一緒にやってみない？」

　迷う余地は無い。統太は元気よく頷いた。
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◇７７５３






　マナからの手紙を一読し、更に再読し、７７５３は溜息を吐いた。三賢人の現身が遺跡を占拠した云々の関係で当分の間忙しく島には来れないだろう、と認したためられている。事情はともかく、今の７７５３にとっては悲しくも切ない内容だった。どこにも行けず、話し相手もいないというのはあまりにも悲しい。正確にいえばテプセケメイとラギとパステルメリーは話し相手足り得るかもしれなかったが、テプセケメイは会話に向かず、パステルメリーの現在の姿形は７７５３の心に深い傷を残し、ラギはいつも不機嫌で、マナがいなければ喜んで雑談したいという相手がこの島にはいない。

　いや、と思い直した。最悪だった頃を思えば話し相手が一人減ったくらいなんだ、だ。今から数週間前、７７５３はまさに孤独のただ中にいた。




　　　　◇◇◇




　７７５３があまりにも長い夢からふと覚めてみると身動きができず声も出せなかった。目も見えなければ耳も聞こえず、どういう状態にあるのか理解するまで少なからぬ時間を要した。混乱と検証の果てに、自分が島の隅々まで根を張った一本のとてつもなく大きな樹木になってしまっていることに気が付いた。夢の続きとしか思えなかったが、全く残念なことに夢ではなく現実だった。

　島の中央、土の盛り上がりという程度の小さな丘、もう少し低い位置なら焼けてしまっていたかもしれないというギリギリな位置に生えている一本の樹木であり、そこから根を通って他の樹木と繋がっている。つまりは全部合わせて一本の樹木なのだが、根の先は意識の外にあり、離れれば離れるほど暗くなっていく。基本、自分自身とその周囲についてしか認識できず、動くことも話すこともできない。樹皮は固く、葉は茂り、汁気たっぷりの実をぶらさげ、ただそこにいるだけだ。耳は無くても風や葉擦れの音は感じるし、目は無くてもそこになにがあるのか、動いているものまでしっかり認識している。しかし動くということになると元のようにはいかず、どうしてみようもない。

　女神に対して必死で体当たりし、パステルメリーも一緒に力の集積場に雪な崩だれ込んだ。そこから意識が途切れ、目が覚めたら樹木になっていたというのはあまりにもあまりだ。ラギの指示を受けて集積場と樹木の根を繋いだのは７７５３だ。なぜこのようなことになってしまったのかはなんとなく理解できるとして、いくらなんでもあんまりではないだろうか。天罰にしてももう少しやりようがあるのではないか。

　しばらくの間、悪戦苦闘を続けた。樹木の周辺は把握しているが、見えたり聞いたりしているわけではないため、あくまでも「なんとなく」でしかない。感覚をどうにかして伸ばせないか、声を出したり動いたりはできないか、とにかくなんでも試し、できないとしてもすぐには諦めず、やり方や考え方を変えつつ試行錯誤を繰り返した。当たり前だが７７５３には植物になった経験などなく、ましてや魔法の植物にはなにができてなにができないのかという知識も無い。とにかくなんでもいいからやってみるしかない。

　なんでもいいからと試しているうちに感覚の網、とでもいうべきものが徐々に広く伸ばせるようになってきた。それとともに島内の状況を少しずつ把握、どうやらマナやテプセケメイは無事でいるらしいことを知りほっとし、しかしこちらの意志を伝える方法はない。

　７７５３は更に試行錯誤を続けた。マナやテプセケメイ、ラギの存在を感じ取ることができたのは素晴らしいとして、それで終わりにしては意味が無い。向こうは恐らく７７５３を救うためなにかしらしているはずだ。居場所さえ知らせることができれば、事態は劇的に変化、すぐにでも助けてもらえるかもしれない。

　魔法少女だった頃の身体感覚をどうにか取り戻せないかと色々試したがどうも上手くいかない。根も動かず、葉も動かず、枝も動かず、これではどうにもならないかと諦めたところで一つ気付いた。果実を実らせることができた。

　果実で気付かせるというのはかなり難易度が高そうだが、やるしかない。７７５３は自分の意識が閉じ込められている樹木のみに果実を集中して実らせた。小動物や昆虫をひきつけたかったからやったわけではない。ターゲットは別にいる。

　７７５３の果実集中作戦が開始されてから四回目の夜、ふわふわと空を飛び近付く朧おぼろな影があった。７７５３は内心快哉を叫んだ。食いしん坊のテプセケメイであれば灰色の実を求めてやってくる、という展開は充分に考えられた。

　問題はここからどうやって７７５３の存在を伝えるか、だったが、テプセケメイは不審そうに眉を顰しかめて７７５３の樹木を見詰め、灰色の実には指も触れずどこかへ飛んで行ってしまった。しばらくして戻ってきた時は魔法使い二人を連れていた。

　ラギは厳いかめしい顔、マナは嬉しそうな顔、テプセケメイはなにを考えているかわからない顔、マナ以外の二人はいつもと変わらない表情で、７７５３は三人の無事な姿に安堵し、安堵できる人間的な感情を確認し、また安堵した。

「ここに、いる」

「確かに反応はある。ここだ。テプセケメイのいうことに偽りは無いようだ」

「まさか樹木に閉じ込められているとは……メイが気付かなければ危なかったですね」

「メイは偉い？」

「ああ、偉い偉い、偉いよ。どうやってメイは気付けたんだ？」

「匂いと雰囲気」

「根拠はどうでもよい。それより作業を始めるぞ」

　木肌をノックしたり、土を掘ったり、魔法をかけたり、最終的には力づくで樹皮を剥いで中身を露出させた。鏡で自身を見せられ、７７５３は仰天した。植物と人間を足して二で割ったような姿、物語に出てくるドライアドのようになった７７５３が樹木に半ば埋まってしまっていた。手足は樹木の中、上半身と顔が辛うじて外に出ているという有様だ。ご丁寧に首からゴーグルも提さげていた。

「外に出ている部分はともかく、内側で樹木と融合してしまっている。強引に引き剥がすことはできんな。とりあえずこのままだ」

　がっくりしたが、鏡の中の植物７７５３は表情どころか身み動じろぎもしない。

　それから数日、ラギがいくつかの呪文を試し、どうにか口をきくことができるようになった。

「いったいなにがあったんでしょうか」

　聞かされた顛てん末まつは全てが喜ばしいものではなかった。マーガリートの死は７７５３の心を暗くした。クラリッサとられ子、それにアグリと恋々も女神に殺されていた。

　しかし良いこともあった。ラギ、統太も危うかったが、駆けつけたマナの投薬と応急処置、ナヴィにも手伝わせて治療したことで一命はとりとめた。クランテイル、ドリーミィ☆チェルシーの二人もどうにか生き残ってくれたのだという。

　７７５３は７７５３ではなくなってしまっていたが、それでも一応７７５３は７７５３であるらしい、ということをラギから説明された。集積場に突っ込んだ結果、様々な物が混ざり合ってしまい、７７５３の自我は根を通して灰色の実が生る樹木と一体化、というより実質乗っ取ったのだという。

　自我が７７５３であれば、それはイコールで７７５３といえるのか、という悩みは最早哲学の領域に足を突っ込んでいたが、マナ、ラギといった魔法使いの面々は「無事で良かった」と喜ぶばかりで７７５３の状態が取り返しのつかない不幸であるとは考えていないようだった。引きずられるというわけではないが、魔法使いの皆さんがそう考えているならそうなのかなあ、とぼんやり考えた。

　パステルメリーは女神の魔法少女と融合し、姿かたちは殺人鬼そのもの、本人の意思に反して斧の所在を訊ねてしまうこともあるらしく、それに比べれば７７５３の方がマシか、と前向きに考えることにした。

　テプセケメイ、マナ、ラギ、パステルメリーは島に残り、７７５３の世話をしてくれたり、元に戻る方法を探してくれている。彼らの思いを無駄にすることはできない。７７５３はぼんやりながら一生懸命生きようと決め、自分に出来ることを探し始めた。

　動けないからといってなにもできないわけではない。ある意味では魔法の精髄のような存在なのだ。魔法とは不可能を可能にする。つまり今の７７５３は可能性の塊だ。

　考える速度は増し、島の中の樹々であれば周辺の状態を感知できるようになり、日々魔法の樹木として進化し続けていった。




　　　　◇◇◇




「もういいですよ、テプセケメイ」

　テプセケメイは７７５３の顔の前で開いていた手紙を畳み、懐に仕舞い込んだ。便箋を縁取る可愛らしい子犬がメイの懐に消える瞬間まで７７５３は手紙を見詰め、見えなくなってしまってからまた一つ溜息を吐いた。

「なぜそんなに息を吐くのか」

「ああ、すいません。人前で溜息は良くないですね」

「今日のイベントは手紙だけではない」

「そうなんですか？」

「客が来ている」

「お客さん？　私に？」

「怖い魔法少女と、もう一人、うるさいのが来た」

　テプセケメイが「お客さん」を呼びに行き、戻ってきた時には二人の魔法少女を連れていた。一方は見知らぬ魔法少女だ。表情が硬く、緊張が窺える。モチーフは狼、ライフル銃を背負っているが、実銃ではなく玩具に見える。

　そしてもう一人。知り合いではあるが親しい間柄ではない。むしろ彼女のキャラクターだったり評判だったりを怖がっていたくらいだった。いったいなぜ来たのかと考えると今でも怖い。とはいえ会わないというのもそれはそれで怖く、会う以外の選択肢は無かった。

「お久しぶりです。今日は７７５３、あなたに用事があって」

「あっ、ええ、はい」

「こちらはうるる」

「……はじめまして」

「はじめましてうるるさん。７７５３と申します。それと……まあ、うん。よく来てくれましたね。こんな姿で申し訳ありませんが……会えて嬉しいです、スノーホワイト」
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あとがき













　開始から完結まで数年間かかりました「魔法少女育成計画breakdown」（以下ＢＤ）のあとがきになります。途中休んだりもしつつ長々とＷＥＢ連載された成果の結実となります。首を長くされていた皆様、お待たせいたしました。どうぞお楽しみください。

　とはいえ「どうぞお楽しみなんていわれても本編はもう読んだ後だよ」という方が大半ではないでしょうか。なにせ本編の後に来るからあとがきと呼ばれるわけですしね。

　ですがご安心あれ、あとがきの後にもまだまだ続きがございます。（前）にもありました巻末ファンページでは魔法少女インタビューの続きがボリュームアップして掲載されています。更にその後は７７５３がＢＤ登場魔法少女を評価してくれています。本編では滅多に見ることができないプロフェッショナルとしての７７５３をご覧あれ。

　更に更に、あとがき関連でもう一つ。ＷＥＢ連載を追ってきていただいた方々はご存じかもしれませんが、ＷＥＢ版限定あとがきが「このマンガがすごい！ＷＥＢ」のＢＤコーナーに掲載されています。私のあとがき人生で最も長いあとがきになります。本編では出されていなかった情報等々もございますのでよろしければそちらもどうぞ。

　更に更に更に、最近Twitterのアカウントを作りました。ラーメンや麻雀以外にもＢＤの情報が出てきたり出てこなかったりします。ちょっと前はマイヤさんに関わるツイートを連発し「マイヤさんだけであれだけ書けるんだからこれだって余裕ですよ」と無茶な仕事を振られるようにもなりました。ご興味がある方は@asariendouをチェックしていただければ幸いです。

　そして、このあとがきです。ＷＥＢ版あとがきがあり、Twitterでも色々やってるとなると、もうやることが無いんじゃないか、と思う方もおられるのではないでしょうか。私は思いました。ですがすぐに思い直しました。

　今まで色々やったからといって全てやり尽くしたわけではない、まだまだやるべきことはあるはずだ、と。というわけでこのあとがきではまだ語っていないはずのことについて触れます。語っていないはずの、なんて言い方をするのは、どこかで語ったことを忘れて同じことを語ってしまった時のための保険ですが、そうならないよう祈ります。





◇「魔法少女大運動会・豚汁おにぎり有り」



　ラギがクランテイルと知り合ったイベントです。本来はごく狭い範囲の謝恩会的な催しでしたが、告知担当が悪ふざけをしておかしな名前を付けてしまいました。その告知がイベントに飢えていた魔王塾卒業生の目に留まってしまったから大変です。食べ物が足りない、係員が足りない、参加者が多過ぎる、指名手配犯がその辺を歩いている、と大騒動になってしまいました。

　来賓の一人だったラギは「これではいかん」と混乱の収拾に動きます。自分一人では難しいため、参加者の中で比較的良識派な三人、クランテイル、ラーメン好きの魔法少女、芝刈り機に乗ると性格が変わる魔法少女の助けを受け、諸問題を解決したのでした。





◇サタボーン邸の魔法



　指で音を鳴らすことによって物が飛んでくる便利な魔法がかかっています。ただ指を鳴らすだけで物が飛んできては子供のいたずらで大惨事になってしまいますから（チェルシーのいたずらで実際大惨事になりかけました）魔法の力を込めなければ発動はしません。

　魔法の力に全く自信が無いシェパーズパイ氏でも使えなくはないので、そこまでの素養が求められるわけではありませんが、あまり微弱な力では求めていた物が来なかったりします。甥が使うに際して困るだろうという思い遣りはサタボーンになかったため、シェパーズパイ氏はかなり使い難いであろうと思われます。





◇マジカルバトラーズ



　統太とイオールが大好きなカードゲームです。小中学生の間で大流行し、それだけでなく魔法少女の間でも流行っています。マジカルバトラーズの大会には美少女コスプレイヤーが現れるおかげで、更にプレイヤーが増えているなんて話もあります。

　レギュレーション次第では高額なカードを使用しなければならず、子供のお財布に優しくないことでも知られています。魔法少女の財布は子供と同程度であることも珍しくなく、カード破産をしたり、偽造カードで手が後ろに回ったりなんてこともあります。

　キューティーヒーラーとのコラボレーションをしたこともあり、その時どこかの魔王塾卒業生が勝手に作った限定カード「魔王パム」が存在する、という噂がまことしやかに囁かれています。





◇魔法少女の普段着



　魔王パムの教えの一つに「魔法少女は人前で変身を解除するべからず」というものがありました。魔法少女と人間との反射神経には天と地ほどの隔たりがあるため、再び変身しようと思っても実行する前に殺されてしまうから気をつけようね、ということです。あと身バレして付け狙われたらまずいというのもありますね。怖い業界です。

　プロフェッショナルな魔法少女は多かれ少なかれ似たようなことを心掛けています。なので、プロであるほど人前には出られない格好で変身しているといわれています。部屋着やパジャマなどはまだいい方で、下着だったり、中学生の頃のジャージだったり、なんてこともあるそうです。某有名魔法少女が変身を解除したら全裸だった、という噂話もありますが、それが真実か否かは闇の中です。





◇魔法の門



「魔法の国」関係者が日常的に使用している転移装置です。門から門への移動は距離に関わらず一瞬で完了するという便利至極なアイテムです。

　が、技術者が新バージョンを開発するたびに使用方法が変更、そもそもシリーズが違えば見た目も使い方も全くの別物、とただでさえ使い慣れていない魔法少女の中には振り回されている人も多いそうです。短編でフィルルゥが四苦八苦して使っていましたが、あれはフィルルゥが機械音痴というわけではありません。本当の機械音痴である魔王パムは外交部門の独自ルールで門の使用が禁じられていました。





◇テプセケメイの分身



　分身を飛ばして独自に行動をとらせることができます。分身が離れて行動している時になんらかの理由で本体が消し飛んでしまった時は分身が本体になります。

　ここまでくると風と同化してどこまでも行けるよどころじゃないだろうという話になってきますが、メイが「自分の魔法ならこれくらいできる」と思い、実際にできてしまっている以上、誰にも文句をつけることはできません。

　動物の魔法少女の魔法は強力になりやすいといわれていますが、人間の常識を持たないために滅茶苦茶を滅茶苦茶と認識していないことが原因ではないかという説もあります。





◇魔法の才能を持たない子供



　魔法使いの子供はだいたい魔法使いになりますが、稀に魔法の才能を持たないこともあります。シェパーズパイ氏のように「鈍才」くらいならまあなんとかなりますし、クラリッサのように魔法少女の才能があればそっち方面で生きていくこともできます。

　鈍才程度の力も持たず、魔法少女にもなれない場合、名家ではあまり良くないことになります。具体的にどうなるかは割愛します。

　一般的な魔法使いの家庭では、出世の見込みは無いなりにまあよろしくやることになります。いちいち馬鹿にしてくる嫌な奴はどこにでもいるため、人間の世界で人間として生きていくことも珍しくないようです。





◇チェルシーパワー



　フランチェスカとの力比べで思わず「なんなんだ、お前」という魔法少女らしからぬ言葉が口をついてしまったドリーミィ☆チェルシー。彼女が慌てた理由は一つ、自分より力が強い魔法少女と出会ったことがなかったのです。

　母親とレスリングをしても勝てませんが、それは経験とテクニックと魔法によるものであり、少なくとも純粋な力勝負ではチェルシーは負けませんでした。母親の友達もかなりの猛者揃いですが、彼女達にも負けることはありませんでした。

　現身の素体と押し合いができているということ自体とんでもないのですが、そんな裏事情をチェルシーは知りません。本人も意識することがなかった「力への自信」がへし折られてしまったのが、あの力比べだったのです。そりゃ魔法少女らしからぬ言葉も出ます。





◇ネフィーリアの学生生活



　若くしてフリーランス活動が軌道に乗った魔法少女は早々に学業を打ち切り、最終学歴中卒で生きていくことも珍しくありません。ネフィーリアも「若くしてフリーランス活動が軌道に乗った魔法少女」ですが、彼女は高校に進学しています。けっこうな進学校であるため、入ることも難しければ勉強についていくだけでも相応の努力を要します。

　ただでさえ多忙なネフィーリアがなぜ高校に進学したのか？

　彼女はクズが好きですが、つまるところ人間が好きです。人間が大勢集まって生活している学校なんてものは大好物です。それに両親を心配させたくない、というのも加わり、まあ学業くらい法律暗記するのと大して変わらないからと進学しました。

　実は島に来た魔法少女の中で一番社会性があるのはネフィーリアかもしれません。





◇お絵描きメリー



　フリーランスの魔法少女は、自由にやれるからフリーランスをやっている、という人たちの他に、正式な雇用契約を目指して働いている人達もいます。

　パステルメリーも将来の夢は別にあるけどお金のためにフリーランスをしているというパターンですが、彼女の夢は魔法少女で食っていくことではなく、絵で食っていくことです。ただの絵ではありません。大好きな羊の絵です。彼女の部屋は羊の絵でいっぱいで、友達にはサイコパスの部屋みたいといわれましたが、それでも羊が大好きです。

　羊の絵一本でやっていくのは相当な難易度です。というか無茶です。パステルメリーは意外と世間というものを知っているため「絵から羊を生み出す魔法を使って食っていくのもある意味では羊の絵で食っていくということである」と自分を納得させ、今日もフリーランス活動に精を出しています。





◇マーガリートとデスプレイア



　ミス・マーガリートが監査部門の教導を担当していたことは作中で何度となく語られてきました。では彼女の相棒を自称するデスプレイアはどこで働いていたのでしょうか。

　答えは経理です。

「え？　経理担当が教導の相棒なの？　おかしくない？」と思われた方、ごもっともです。デスプレイアはその時の都合によって勝手に相棒認定してきます。監査部門所属の職員は経理担当に対して強く出ることができないため、彼女の相棒認定を否定する者は滅多にいません。もう監査を辞めているマーガリートさんなら別に否定してもいいのですが、こういうノリがなんとなく懐かしくなったのもあり、いちいち否定するのも面倒くさいというのもあり、実質スルーで放置しています。

　まあ経理担当といっても色んな所に駆り出される人手不足な監査部門なので、あながち間違っていないというのもあるかもしれません。





◇らぶみーアーチャー



　ネフィーリアが大鎌の使い方を学ぶため専門家の教授を受けた、というエピソードが作中で語られました。では恋々の弓矢はどうかといえば、ずばり独学です。

　これはネフィーリアの方がむしろ特殊なパターンで、固有武器をコスチュームとして所持している魔法少女は誰かから教えてもらわずともその武器を使いこなすことができる場合が多いのです。ネフィーリアも使えなくはないのですが、もう一段階か二段階上に行きたい、そのために専門家の意見が聞きたい、ということで教授を受けました。

　恋々は弓の練習も一人で行いましたが、教本が無かったわけではありません。漫画やアニメの弓術を真似しています。奇想天外な必殺技でも魔法少女なら再現できることは多く、普通ならこんな独学絶対にダメですが案外上手くいってしまいます。

　作中で恋々が使った技の数々も参考文献があったりなかったりします。愛の使者であるらぶみー恋々ですが、漫画やアニメはバトルものも好んでいるのです。





◇禿頭の魔法少女達



　禿頭の魔法少女達がラギ部門長が留守中の管理部門を急襲するも返り討ちにあってしまいました。管理部門の防衛機能は主がいなければ多少目減りするものの、だからといって簡単に攻略できるようなものではありません。

　さて、実はあのシーン、時系列通りではありません。それもあって「唐突感があるなあ」と思った方がいるかもしれませんね。実際唐突です。

　あのシーンは連載がけっこう長いお休み期間から久々の復活というタイミングで描かれました。数ヶ月ぶりに読んだぜ、という方でもぬるりと入っていけるように単独で読める場面からリスタートしています。

　といった裏事情は置いて、彼女達はラギ部門長が戻ってくるまで数日間封印され、戻ってきてからもたっぷりと説教を受け、それでようやく解放されました。ですが、これで懲りるようなら最初からエクストリーム情報窃盗なんて仕掛けません。修練を重ね、より強くなった彼女達がまた管理部門を襲うことがあるかもしれませんね。





◇魔法少女式杖道



　使い手が多いわりに家元はおらず、成り立ちははっきりしていません。多分民〇書房的なエピソードがあったんだと思いますが、それを語る魔法少女はいないようです。まあ武道の心得がある魔法少女が作ったんじゃないかな、くらいに認識されています。





◇監査部門の秘術



　門外不出の術技である「耳掴み」が意外と外部にも知られていることは短編「監査部門の妖精」にて描かれています。limited本編で使う機会はありませんでしたが、監査部門のエースである下克上羽菜もこの技を使用可能です。

　彼女の場合、いったいどちらの耳を掴めばいいのか相手に悩ませることで模擬戦の有利をとるというアドバンテージがあったりなかったりしました。そもそも人間の耳があるべき部位になにががあるのか、それとも無いのかはマナも知らない秘密です。





◇「始まりの魔法使い」の遺物



　けっこう色んな所で発掘されているそうです。大抵は壊れています。

　魔法によって修復することはできますが、一度修復してしまえばもう一度同じ形にする＝壊すことが難しいため、使う用事が無いならそのままにされていることが多いようです。なんだかんだで「魔法の国」の神様ですから、神様の残した物が壊れていたからといっていたずらに手を出すのはどうなのよ、という話でもあります。




　さて、そろそろページ数も限界を迎えようとしています。私のあとがき欲はまだまだありますが、今日はこの辺にしておいてやろうと思います。




　ドリーミィ☆チェルシーを投稿していただきましためるさん、ネフィーリアを投稿していただきましたラピス・にゃむりーぬさん、パステルメリーを投稿していただきましたくじらへびさん、ミス・マーガリートを投稿していただきましたノッツォさん、らぶみー恋々を投稿していただきましたDOR@Nさん、ありがとうございました。皆様のおかげでＢＤを最後まで続けることができました。可愛く、そして強い、とびきりの魔法少女達でした。

　他の応募者の方々にも感謝を。大いにインスピレーションを刺激されました。魔法少女育成計画を頑張るぞ、という心の燃料として未だ燃え続けております。

　ご指導いただきました編集部の方々。一ヶ月ごとに意見を戦わせていた修正の、もとい終生のライバルであるＳ村さん。ありがとうございました。

　マルイノ先生、素敵なイラストをありがとうございました。今回はお忙しい中、魔法少女だけでなく変身前の姿から魔法使いまで大変なことになりました。納得の、そして納得を超える彼女達の姿に一ファンとして大満足しております。個人的なお気に入りは変身前のマイヤさんと変身前のチェルシー、それにシェパーズパイ氏です。納得感がすごい。

　そして読者の皆様、ここまでお付き合いいただき本当にありがとうございます。次は本編の続き「セルリアンブルー」でお会いしましょう。
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本書は、２０２１年５月に小社より刊行した文庫を電子書籍化したものです。

この物語はフィクションです。作中に同一の名称があった場合でも、実在する人物、地名、団体等とは一切関係ありません。









魔法少女育成計画 breakdown（後）
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